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Ⅰ 本報告書の趣旨 

本報告書は、「令和４年度実行計画書兼事業説明書」に記載された事業と、令和４年度の補正予算に

より年度途中から開始された事業について、その成果や実績を示すものです。また、第１次滝沢市総合

計画基本構想の将来像の実現のために策定した、各政策、基本施策及び施策を含む後期基本計画の市域

全体計画を受け、各取組状況を示すものでもあります。 

 

Ⅱ 期間 

第１次滝沢市総合計画後期基本計画期間である令和元年度～令和４年度中、令和４年度分について報 

告します。 

 

Ⅲ 掲載についての留意点 

① 第１次滝沢市総合計画後期基本計画の政策・基本施策ごとに整理しています。 

② 義務的事業は、事業名の下に「義務的事業」と表記されています。 

③ 継続（事業）区分は、新規・継続・調査・完了のいずれかが示されています。 

④ 事業主体は、滝沢市主体・協働事業・他団体事業主体のいずれかが示されています。 

⑤ 事業の意図やねらいは、事業の目的を含め、実施による成果・効果が示されています。 

⑥ 事業概要は、令和４年度に実施した事業内容を示しています。 

⑦ 活動指標は、各事業に係る４ヵ年の指標と目標値を示しています。ただし、適切な活動指標の設 

 定が困難な場合は空欄としています。また、令和元年度以降から新規に設定した目標値等の場合、 

過去分を０として掲載している、前期基本計画の目標値が掲載されている等の場合があります。 

⑧ 決算額（事業費）は令和４年度に執行した事業費の合計を示しています。千円未満の端数につい 

 ては、決算統計値を基準として事業毎にシステムによる端数処理が行われている場合があります。 

※一般会計予算事業・特別会計予算事業・企業会計予算事業の事業費について、職員人件費、公 

 債費及び一般行政事務費は含まれません。また、事業期間外に支出した事業費（繰越明許費な 

ど）についても含みません。 

⑨ 備考欄には、全体事業期間・特定財源の名称等を示しています。また、【特別会計】は特別会計 

予算事業を、【公営企業会計】は地方公営企業会計予算による事業で< >は以下を示しています。 

※全体事業期間は、事業の開始年度及び終了予定の年度を示していますが、開始年度が不明な場合 

は令和４年度に、終了予定がない場合は令和７年度に事業期間を設定しています。 

※繰越明許費の記載がある事業は、実績額を記載しています。 

<新 規 事 業> 令和４年度から実行計画書に登載した事業 

<統 合 事 業> 令和３年度に実施した事業のうち、令和４年度にて２事業以上が統合された事業 

<分 割 事 業> 令和３年度に実施した事業のうち、令和４年度にて２事業以上に分割された事業 

<名称変更事業> 令和４年度から事業の名称が変更となった事業 

<ゼロ予算事業> 特別な予算措置は無く、職員人件費等により行われている事業で年間80時間以上

の勤務を要する事業 

<調 査 事 業> 事業の実施やその実現・有効性等について調査をする事業 

令和４年度事業実績報告書 



Ⅳ　政策の実現手段

実行計画総括表（令和４年度）※下線を引いている数値が一般会計分となります。

事業数

133 16,346,167 16,458,854
(108)

53 2,624,653 2,099,962
(39)

31 338,863 309,292
(30)

413 23,290,358 23,264,461
(373)

※上記の事業数には令和４年度補正予算新規事業も含まれています。
※令和元年度から令和３年度までに完了した事業は事業数に含まれていません。

展開戦略

若者が定住できる受
け皿の確保

子どもや子育て世代への支援

住環境の整備

地域への愛着の醸成につながる取組

地域産業の振興につながる取組

民間企業との連携協定に基づく取組

教育機関との連携による取組

展開戦略の視点

健康づくりを通じた
幸せづくりの加速

健康づくりに関連する新たな取組

健康づくりに関連する視点を持った既存事業の新たな取組

政策の枠を超えた横断的な健康づくりの取組

Ⅴ　展開戦略
　　令和元年度を始期とする後期基本計画では、最終年度である令和４年度までの目標を「幸せづく
  り活動が増えているまち」と定め、「健康づくりを通じた幸せづくりの加速」と「若者が定住でき
　る受け皿の確保」の２つの展開戦略を用いて、「幸福感を育む環境づくりの基盤づくり」の実現に
　取り組むこととしており、それらの取組みに対応した事業の展開を加速させるために、展開戦略を
　基にした事業の実施に努めることとしています。
　　事務事業実施にあたっての展開戦略の視点は以下のとおりとしています。

政策　計

（うち一般会計分） (13,022,561) (13,487,964)

1,231,936 1,392,754

6
次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進め
る部門

（うち一般会計分） (338,756) (309,209)

3
地域の産業がより活性化し、次代を見据えた挑戦を続け
るまち

67 510,350 805,476

4 ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

（うち一般会計分） (1,453,003) (1,382,465)

5 学びにより充実した人生を送ることができるまち 87

2 健やかで笑顔にあふれるまち

（うち一般会計分） (7,250,127) (7,399,937)

（単位：件、千円）

政   策   名
令和４年度
計画事業費

令和４年度
決　算　額

1 多様なつながりによって市民が行動しているまち 42 2,238,389 2,198,123

－ 2 －
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Ⅵ ページの見方 

基本的な構成は、「令和４年度実行計画書兼事業説明書」と同一です。 

  

「進捗率(％)」は、 

（R4達成値－基準値）÷（最終年度目標値－基準値）×100 

という計算式で算出されるため、設定した目標値によっては

100％を超える場合や、マイナスもしくはゼロとして表示される

場合があります。 

令和４年度当初に設定した基本施策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

後期基本計画策定時に設定した政策

目標に対し、令和４年度の達成値及

び達成状況を記載しています。 政
策
に
関
す
る
部
分 

基
本
施
策
に
関
す
る
部
分 

各
事
業
に
関
す
る
部
分 

進捗状況の評価は、進捗率の計算結果から以下のように判定して

います。 

Ａ 順調に推移(100％以上） 

Ｂ 基本計画時より一定程度進展(50％以上、100％未満) 

Ⅽ 基本計画時より少しは進展(1％以上、50％未満) 

Ｄ 進展していない（0％もしくは進捗率がマイナス表示） 

令和４年度当初に設定した各事業の意図やねらいの要旨と、 

達成状況等をそれぞれ記載しています。 
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令和４年度当初に設定した政策の重点課題の要旨と、 

それに対応した達成状況をそれぞれ記載しています。 

令和４年度における各基本施策の取組の結果を受け、 

後期基本計画期間内の方向性や課題について記載してい

ます。 

各事業における活動指標・投資指標について、令和４年度の実績・決算

額を表示しています。後期基本計画において新指標を設定している場合、

過去の実績値が０のものや過去の数値が記載されている場合がありま

す。 

政策目標の達成に向けた基本計画期間内の取組等につ

いて、計画期間内を一貫した達成状況等を記載してい

ます。 



  

理事会の開催（計12回）継続 一般・2款・1項・8目
・自治会長研修の支援（計3回）

事    業    主    体 ・地域コミュニティ等助成事業費補助金の交付

地域づくり推進課 　活動備品整備　大釜南自治会、

 

牧野林中央自治会、元村東自治会

【他団体事業主体】 　集会所建設　室小路自治会

自治会連合会、単位自治会、地域づくり懇談会

多様

計画のビジョン（政策

な

が実現できたときの状

つ

態）

社会情勢のたゆみ

な

ない変化や個人の意識

が

・生活の多様化が加速

り

する中にあって、市民

に

が幸福を実感し安全・

政 よ

安心に暮らすた

めに、

っ

一人一人が地域内や行

て

政と多様なつながりを

市

持ち、地域づくりのた

民

めに行動するまちを目

が

指します。

政策目標値

行

の達成状況

基準値 上：

動

戦略目標見込値／下：

し

達成値 目標値 進捗状況

て

No 政 策 目 標 指 数
平成

策 い

30年度 令和元年度 令

る

和2年度 令和3年度 令

ま

和4年度 令和4年度 進

ち

捗率(%)

暮 地域活動

 

に参加している人の割

基

合
1 ら 53 55 58 6

本

0 60 Ｄ50.7単 

施

位 ％し 53.9 45.

策

3 37.1 42.6 4

　

2.6 △87.1

幸 滝

　
０

沢市で幸せに暮らして

１

いる人の割合
2 64 6

 

8 71 75 75 Ｃ60

 

.1単 位 ％福 65.

 

4 62.6 62 63.

互

2 63.2 20.8

い

基

に

本施策が４年間でめざ

認

す姿

地域活動を行う上

め

で様々な課題がある中

　
合

、性別や年齢を問わず

い

に多様な考え方を認め

誰

合い、地域の方々がつ

も

ながりを意識す

ること

が

により、活動の輪が広

活

がり、市民一人一人が

躍

、様々な場面で地域づ

で

くりに関われる地域を

き

目指します。

基本計画

る

期間内の取り組みと方

　
地

針のうち、令和4年度

域

の重点課題の達成（実

の

現）状況

Ｂ 概ね達成し

実

た

【重点課題】

・市民

現

主体の地域づくり活動

－

支援

・市民活動拠点に

 

よる賑わいの創出

【重

5

点課題に対する達成状

 

況】

・地域づくり懇談

－

会による地域別計画の

０

活動支援を行うとともに、次期計画策定に向けてワークショップを実施しました。

・コミュニティ施設整備による活動拠点の設置と公の施設の利用を促進しました。

事       業      

１

 名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

地域自治活動事業 【事業意図・ねらい】自治会連合会と地域づくりに関する情報を共有するととも

に、単位自治会や地域づくり懇談会の活動を支援します。

【達成状況】自

 

治会連合会と連携し、滝沢市が目指すこれからの地域づくりの在

り方を共有しながら、単位自治会や地域づくり懇談会の活動を支援しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・滝沢市自治会連合会



令 報

主

の地域づくりを支援し

体

ます。

・男女共同参画

の

計画を周知し推進しま

ま

す。

・ビッグルーフ滝

ち

沢をはじめとした活動

づ

拠点で、多くの市民の

く

交流を生みにぎわいの

り

創出を目指します。

・

活

地域活動の核となる地

動

区コミュニティセンタ

告

は

ーや地区集会所等の整

新

備・維持管理等の支援

型

を行います。

【引継課

コ

題】

・地域づくり懇談

ロ

会による地域別計画の

ナ

推進

・男女共同参画計

ウ

画の推進

・地区コミュ

ィ

ニティセンターや地区

ル

集会所等の整備・維持

ス

管理等の支援

令

感染症

項       目 令

の

和元年度 令和2年度 令

影

和3年度 令和4年度 備

響

       考

目 ○

に

全体事業期間活 自治会

よ

加入率 83 83 83 8

り

3   昭和46年度～

縮

令和7年度標
動 80.

和

小

6 79.4 79.8 7

傾

9.7値 単 位 ％

／指
実

向

標 績 単 位 ○特定財源

決

と

  いわて全世帯配布

な

版配布委託投 年度別事

り

業費 39,121 43

ま

,451 64,611

し

70,040   交付

た

金、いわて県議会だよ

が

り
  配布委託交付金

元

、

【県】、自治資 内 特定

自

財源 5,884 7,6

治

24 24,512 24

会

,209
算   総合セ

の

ンターコミュニティ助

在

  成【その他】ほか

り

指 訳 一般財源 33,2

方

37 35,827 40

検

,099 45,831

討

額標 他団体事業負担額

年

の支

援、ＩＣＴツール

度

の活用による新たな活

～

動手法の提供、地域活

令

動の拠点整備などを推

和

進しました。

・地域防

和
4

災リーダーの育成や防

年

災意識の啓発等により

度

地域防災力強化を図る

（

とともに、各種教室や

単

街頭指導等の活動を実

位

施

し、交通事故や犯罪

 

のない安全なまちづく

 

りに努めました。

・第

千

１次滝沢市環境基本計

円

画を策定し今後の方向

4

）

性を示すとともに、関

－

係市町による協議を重

 

ね盛岡広域環境組合を

6

設立し

ました。

・住民

 

情報の適正管理を徹底

－

するとともに、マイナンバーカードを活用した新たな窓口サービスを開始しました。

基本計画内の取り組みと方

年

針のうち、令和4年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｃ 一部達成した

【重点課題】

・地域別計画の実現にむけた取り組みを図り、市民主体による地域づくり

政

活動を支援します。

・

策

地域防災リーダーの育

目

成など地域防災力の強

度

標

化や、交通死亡事故・

の

悪質な犯罪の根絶を市

達

民・団体と連携し取組

成

みます。

・循環型社会

（

構築への啓発や廃棄物

実

の３Ｒ活動や適正処理

現

を推進します。また、

）

ごみ処理広域化に向け

に

て関係市町と協議し

計

向

画の具体化に取組みま

事

け

す。

・信頼と安心感を

た

伝えるため適切で親切

基

な窓口対応に取組みま

本

す。

【重点課題の達成

計

状況】

・地域別計画に

画

ついて、各地域づくり

期

懇談会における振り返

間

り及び次期計画策定に

内

おいて、活動の支援を

の

実施しました。

・環境

業

取

変化や地域の実情に応

り

じて、年度活動を実施

組

しました。

み

基本施策

と

目標の達成（実現）に

方

向けた計画期間内の取

針

り組みと方針について

に

の達成（実現）状況

Ｂ

つ

概ね達成した

・滝沢市

い

地域コミュニティ基本

実

て

条例の規定に基づき設

の

置する地域づくり懇談

達

会による地域別計画の

成

活動支援を行いました

（

。

・地域活動の拠点で

実

ある自治会集会所の修

現

繕支援を行いました。

）

・南巣子自治会集会所

状

と室小路公民館の設置

況

支援を行いました。

・

績

Ｃ

指定管理者とともに公

一

の施設の利用促進を行

部

いました。

令和6年度

達

方針策定に際し、今後

成

の方向性や引継課題

Ｂ

し

課題あり

【今後の方向

た

性】

・地域づくり懇談

・

会における地域別計画

市

の推進と地域づくり支

民

援職員による市民主体



  

の

。

継続区分 会計・款・

意

項・目 令和4年度の事

図

業概要（実績）
・２施

や

設に対し補助金を交付

ね

しました。（あすみ野

ら

コミュニティホール、

い

花沼公継続 一般・2款

（

・1項・8目
民館）

事

成

    業    主

果

    体 ・自治会に

 

や

対し補助制度の周知を

効

行いました。

地域づく

果

り推進課 ・次年度実施

）

予定の補助について現

の

地確認等を行いました

達

。

【滝沢市主体】

成

事

状

       業  

況

     名 事業の意

参

図やねらい（成果や効

多

画

果）の達成状況

地域人

・

材育成・交流事業 【事

協

業意図・ねらい】企業

働

版ふるさと納税を活用

推

し、将来の滝沢市、岩

進

手県を担

う人材の育成

事

を行います。

【達成状

業

況】企業や地域などの

【

コミュニティで、課題

事

を解決できる人材育成

様

業

のた

めに様々な学びと

意

実践の場を提供しまし

図

た。

継続区分 会計・款

・

・項・目 令和4年度の

ね

事業概要（実績）
・セ

ら

ミナー　全３回継続 一

い

般・2款・1項・8目

】

・事業づくりコース　

男

全５回
事    業 

女

   主    体 ・

な

共

WEBエンジニアコー

同

ス　全15回

地域づく

参

り推進課 ・親子プログ

画

ラミングコース　全５

に

回

【滝沢市主体】 ・企

対

業版ふるさと納税寄付

す

企業　８企業

る

事  

意

     業    

識

   名 事業の意図や

つ

の

ねらい（成果や効果）

向

の達成状況

北部コミュ

上

ニティセンター管理運

を

営事 【事業意図・ねら

目

い】施設の適切な維持

指

管理及び利用促進を行

し

い、北部地域を中

心と

、

したコミュニティの活

講

性化を図ります。
業 【

演

達成状況】指定管理者

な

や

と情報共有等連携しな

研

がら、施設管理の適切

修

な維持を行

（義務的事

会

業） い、コミュニティ

を

活動の基盤を維持しま

実

した。

継続区分 会計・

施

款・項・目 令和4年度

し

の事業概要（実績）
・

、

指定管理者（社会福祉

男

法人やまゆり会）によ

が

女

る適切な管理運営が行

共

われました継続 一般・

同

2款・1項・12目
。

参

事    業    

画

主    体 ・指定管

の

理者が「北部コミセン

推

通信」を年12回発行

進

し施設情報を発信する

を

ことで

地域づくり推進

図

課 利用者の増に向けた

り

り

取り組みを実施しまし

ま

た。

【他団体事業主体

す

】

指定管理者（社会福

。

祉法人やまゆり会）

【達成状況】

に

市婦人協議会や市男女

政 よ

共同参画サポーターの

っ

会に市男女共同参画計

て

画を説明したほか、啓

市

発パネルやパープルリ

民

ボンツリーの展示を行

が

いました。

継続区分 会

行

計・款・項・目 令和4

動

年度の事業概要（実績

し

）
・いわて男女共同参

て

画推進月間にあわせた

策 い

啓発パネルの展示、女

る

性に対する暴力継続 一

ま

般・2款・1項・8目

ち

をなくす運動月間にあ

 

わせたパープルリボン

基

ツリーの設置
事   

本

 業    主   

施

 体 ・市婦人協議会と

策

市男女共同参画サポー

　

ターの会の合同研修会

　
０

の開催

地域づくり推進

１

課 ・いわて男女共同参

 

画サポーター養成講座

 

の受講（１名認定）

【

 

協働事業】 ・たきざわ

互

輝きプラン２の振り返

い

り及びたきざわ輝きプ

に

ラン３の策定

滝沢市男

認

女共同参画サポーター

め

の会 ・地域別計画の振

　
合

り返り

い

事     

誰

  業       

も

名 事業の意図やねらい

が

（成果や効果）の達成

活

状況

滝沢地域づくり活

躍

動推進補助事業 【事業

で

意図・ねらい】地域別

き

計画の推進と、住民の

る

企画力・実践力・課題

　
地

解決力

の向上及び「市

域

民主体の地域づくり」

の

の醸成を図ります。

【

実

達成状況】篠木、元村

現

、東部の各地域づくり

－

懇談会３事業に対し補

 

助金を交付

しました。

7

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和4年度の事業

－

概要（実績）
・地域づ

０

くり活動推進事業費補助金の交付　3事業継続 一般・2款・1項・8目
①元村　五龍のフジ保存整備事業　300千円

事    業    主    体 ②篠木　大釜駅前の賑わい創出事業　200千円

地域づくり推進課 ③

１

東部　やまゆりの里整

事

備事業　100千円

【

 

協働事業】

地域づくり

 

懇談会等地域団体

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

自治公

業

民館整備補助事業 【事

 

 

業意図・ねらい】地域

 

コミュニティ活動の拠

 

点である自治公民館・

 

集会所等

の延命化を目

 

指します。

【達成状況

 

】補助の実施に併せ、

 

今後整備が必要となる

名

集会所に関する聞き取

事

り

及び現地確認と、制

業

度の周知を行いました



令 報

全体

項 

事

      目 令和元

業

年度 令和2年度 令和3

期

年度 令和4年度 備  

間

     考

目 ○全体

活

事業期間活 利用者数 2

男

5,000 25,00

女

0 25,000 25,

共

000   昭和60年

告

同

度～令和7年度標
動 2

参

3,139 17,07

画

0 13,308 14,

サ

707値 単 位 人

／指 利

ポ

用件数 1,370 1,

ー

390 1,390 1,

タ

400
実

標 1,433

ー

1,519 1,486

認

1,479績 単 位 件 ○

定

特定財源

決   北部コ

令

者

ミュニティセンター使

4

投 年度別事業費 20,

8

077 20,179 2

5

0,298 21,93

0

7   用料【その他】

5

ほか
  資 内 特定財源

2

1,077 1,216

5

984 1,069
算  

4

 
  指 訳 一般財源 1

 

9,000 18,96

和

 

3 19,314 20,

令

868

額標 他団体事業

和

負担額

4年度～令和7

元

年度標 数
動 44 46 4

年

7 48値 単 位 人

／指 審

度

議会等における女性委

～

員登用 27 27.5 2

令

8 28.5
実 率

標 24

和

.2 23.4 27.1

和
4

26.2績 単 位 ％ ○特

年

定財源

決   ＮＰＯ認

度

証等事務処理交付金投

（

年度別事業費 41 11

単

4 65 2,756   

位

【県】
  資 内 特定財

 

源 41 114 65 23

 

2
算   

  指 訳 一般

千

財源 2,524 令和4

円

年度実施令和3年度繰

4

）

越明

額 許費467千円

－

標 他団体事業負担額

 8 

項      

－

 目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 地域づくり懇談会事業

年

参加者数 990 1,000 1,010 1,020   令和4年度～令和7年度標
動 1,720 255 275 867値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   地域整備特別対策事業基金繰投 年度別事業費 800 500 500 6

度

00   入金【その他】
  資 内 特定財源 500 500 500 100

算   
  指 訳 一般財源 300 500

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年

事

項

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 修

 

繕する自治公民館数 2

 

2 2 2   令和4年度

 

～令和7年度標
動 1 0

 

1 2値 単 位 箇所

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

目

業費 818 380 1,

令

598

資 内 特定財源
算

業

和

指 訳 一般財源 818 3

元

80 1,598

額標 他

年

団体事業負担額

度 令和

項       目

2

令和元年度 令和2年度

年

令和3年度 令和4年度

度

備       考

目

令

○全体事業期間活 受講

実

和

者と企業の面会数 0 5

3

10 10   令和元年

年

度～令和5年度標
動 0

度

8 24 39値 単 位 人

／

令

指
実

標 績 単 位 ○特定財

和

源

決   デジタル田園

4

都市国家構想交投 年度

年

別事業費 18,678

度

17,182 16,2

備

91 16,489   

績

 

付金【国】(1/2)

 

  寄付金（企業版ふ

 

るさと納税資 内 特定財

 

源 18,639 15,

 

591 16,245 1

 

6,344
算   ）【

 

その他】
  指 訳 一般

考

財源 39 1,591 4

目

6 145

額標 他団体事

○

業負担額



  

の

のため、関係課・団体

意

を集めた「連絡会議」

図

を再開し情報共有と

地

や

域づくり推進課 改善提

ね

案の場づくりを行いま

ら

した。

【他団体事業主

い

体】 ・指定管理者と定

（

期的に情報共有を行う

成

ことで、信頼関係の構

果

築とサービス向上

指定

 

や

管理者（まるっと滝沢

効

プロジェクト） に努め

果

ました。

）

事    

の

   業      

達

 名 事業の意図やねら

成

い（成果や効果）の達

状

成状況

葉の木沢山活動

況

センター管理運営事業

大

【事業意図・ねらい】

多

釜

葉の木沢山活動センタ

駅

ーが地域の賑わいの場

前

、コミュニテ

ィの拠点

コ

として活用されるよう

ミ

、施設を良好に維持管

ュ

理します。

【達成状況

ニ

】施設の適切な維持管

テ

理に努め、市事業を含

ィ

め年間を通じて多くの

セ

市

民の方々に施設を利

様

ン

用していただきました

タ

。

継続区分 会計・款・

ー

項・目 令和4年度の事

管

業概要（実績）
施設の

理

老朽箇所の維持修繕と

運

利用設備・物品の整備

【

充実、利用者ニーズに

事

対応し継続 一般・2款

業

・1項・12目
た貸館

意

体制の充実等、利用者

な

図

サービスの向上と適正

・

管理に努めました。
事

ね

    業    主

ら

    体
東部出張所

い

【滝沢市主体】

】

事 

施

      業   

設

    名 事業の意図

の

やねらい（成果や効果

適

）の達成状況

ＮＰＯ認

つ

正

証事業 【事業意図・ね

な

らい】特定非営利活動

維

促進法に基づく法人の

持

認証等を行い、市内

の

管

NPO法人の健全な発

理

展を図ります。

【達成

を

状況】NPO法人設立

行

支援及び認証等事務処

う

理を行いました。

継続

と

区分 会計・款・項・目

な

と

令和4年度の事業概要

も

（実績）
・特定非営利

に

活動促進法に基づく認

、

証等事務処理継続 一般

公

・ＮＰＯ法人設立に係

共

る相談対応（NPO法

交

人設立承認2件）
事 

通

   業    主 

の

   体 ・市内ＮＰＯ

円

等の市民への周知、情

が

滑

報提供

地域づくり推進

な

課

【滝沢市主体】

運行のため、施設

り

利用者の安全確保を図

に

ります。
営事業 【達成

政 よ

状況】施設の修繕等適

っ

切な管理運営を行い、

て

施設利用者が安全に使

市

える施

設として維持を

民

図りました。

継続区分

が

会計・款・項・目 令和

行

4年度の事業概要（実

動

績）
コミュニティセン

し

ターの維持管理を委託

て

し、大釜駅利用者並び

策 い

にコミュニティセ継続

る

一般・2款・1項・1

ま

2目
ンター利用者のた

ち

めに安全な環境の提供

 

に努めました。
事  

基

  業    主  

本

  体
地域づくり推進

施

課

【滝沢市主体】

策

事

　

       業  

　
０

     名 事業の意

１

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

地区コ

 

ミュニティセンター管

 

理運営事 【事業意図・

互

ねらい】市民の地域コ

い

ミュニティ活動の拠点

に

として、地区コミュニ

認

ティセンターの適切な

め

維持管理を行います。

　
合

業 【達成状況】管理運

い

営を自治会と連携しな

誰

がら適正に進め、施設

も

活用の推進のた

め必要

が

に応じた維持修繕等を

活

行いました。

継続区分

躍

会計・款・項・目 令和

で

4年度の事業概要（実

き

績）
・地元自治会へコ

る

ミュニティセンターの

　
地

管理運営業務を委託す

域

ることで、地域活継続

の

一般・2款・1項・1

実

2目
動に利用しやすい

現

場の提供を行いました

－

。
事    業   

 

 主    体 ・安全

9

性や施設の機能維持の

 

観点から必要な修繕を

－

行いました。

地域づく

０

り推進課

【他団体事業主体】

自治会

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

交流拠点複合施設管理運営事業 【事業意図・ねらい】市民の交流及び活動の場

１

を提供し、適正な維持

事

管理・運営

を行います

 

。

【達成状況】コロナ

 

禍の影響はあったもの

 

の、感染症予防対策を

 

実施しながら運

（義務

 

的事業） 営を行った結

 

果、来館者数の目標値

 

を達成することができ

業

ました。

継続区分 会計

 

 

・款・項・目 令和4年

 

度の事業概要（実績）

 

・指定管理者（まるっ

 

と滝沢プロジェクト）

 

と協定を締結し、適切

 

な管理運営を継続 一般

 

・2款・1項・12目

名

実施しました。
事  

事

  業    主  

業

  体 ・より良い運営



令 報

○

22,500 22,5

全

00   令和4年度～

体

令和7年度標
動 36,

事

110 20,142 2

業

6,598 28,30

期

6値 単 位 人

／指
実

標 績

間

単 位 ○特定財源

決   

活

新型コロナウイルス感

地

染症対投 年度別事業費

域

9,027 8,488

告

活

10,761 14,8

動

23   応地方創生臨

団

時交付金【国】
  葉

体

の木沢山活動センター

利

使用資 内 特定財源 1,

用

224 4,729 4,

件

744 3,594
算  

数

 料等【その他】
  

1

指 訳 一般財源 7,80

5

3 3,759 6,01

令

1

7 11,229

額標 他

5

団体事業負担額

15 1

項       目

5

令和元年度 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

 

備       考

目

平

○全体事業期間活 市内

成

に主たる事務所をおく

和

1

ＮＰ 14 14 14 14

2

  平成27年度～令

年

和7年度標 Ｏ法人数
動

度

12 12 13 15値 単

～

位 団体

／指
実

標 績 単 位

令

決投 年度別事業費

資 内

和

特定財源
算

指 訳 一般財

7

源 <ゼロ予算事業>

額

年

標 他団体事業負担額

度

元

標
動 18 27 28 34

年

値 単 位 件

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   大

～

釜駅前コミュニティセ

令

ンタ投 年度別事業費 3

和

,368 3,701 3

和
4

,890 4,094  

年

 ー貸付収入【その他

度

】ほか
  資 内 特定財

（

源 609 581 619

単

665
算   

  指 訳

位

一般財源 2,759 3

 

,120 3,271 3

 

,429

額標 他団体事

千

業負担額

円

4

）

項 

－

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

1

年度 令和4年度 備  

0

     考

目 ○全体

 

事業期間活 利用件数 2

－

,100 2,150 2,200 2,250   平成17年度～令和7年度標
動 2,134

年

1,442 1,092 1,787値 単 位 件

／指 利用者数 45,000 45,000 45,000 45,000
実

標 39,307 14,438 12,923 19,454績 単 位 人 ○特定財源

決   滝沢市地区コミュニティセン

度

投 年度別事業費 3,780 3,434 6,486 4,134   ター使用料【その他】ほか
  資 内 特定財源 193 141 3,767 171

算   
  指 訳 一般財源 3,587 3,293 2,719 3,963

額標 他団体事

事

業負担額

項 

項 

 

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 来館者数 1

 

50,000 400,

目

000 400,000

業

令

400,000   平

和

成28年度～令和7年

元

度標
動 485,290

年

318,406 294

度

,187 417,41

令

2値 単 位 人

／指
実

標 績

和

単 位 ○特定財源

決   

2

交流拠点複合施設納付

年

金、総投 年度別事業費

度

107,770 106

実

令

,947 107,48

和

2 106,803   

3

務施設土地使用料、寄

年

附金【
  その他】資

度

内 特定財源 5,921

令

4,720 7,873

和

4,028
算   

  

4

指 訳 一般財源 101,

年

849 102,227

度

99,609 102,

績

備

775

額標 他団体事業

 

負担額

  

項  

 

     目 令和元年

 

度 令和2年度 令和3年

 

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

考

業期間活 利用者数 23

目

,500 23,500



  

    計

 多様なつながりに政 よって市民が行動して策 いるまち
 基本施策　

　
０１   互いに認め

　
合い誰もが活躍できる

　
地域の実現

－ 11 

０

－

小     

１

          

 

          



令 報

業費 203,480 2

告

03,996 230,

令

764 243,274

和

資 内 特定財源 34,0

元

88 35,216 59

年

,309 50,412

度

算
指 訳 一般財源 169

～

,392 168,78

令

0 171,455 19

和

2,862

額標 他団体

和
4

事業負担額

年度

（単位  千円

4

）

－ 12 －

年度

項   

事

    目 令和元年度

業

令和2年度 令和3年度

実

令和4年度 備    

績

   考

決投 年度別事



  

国

5本実施しました。継

各

続 一般・2款・1項・

地

10目
・交通安全施設

で

の修繕を4件実施しま

発

した。
事    業 

生

   主    体 ・

し

地域の要望箇所に対し

て

、防犯灯を18基、道

い

路反射鏡を3基設置し

ま

ました。

防災防犯課

【

 

す

協働事業】

自治会、各

。

地区防犯交通安全協会

岩手

事       業

山

       名 事業

を

の意図やねらい（成果

有

や効果）の達成状況

交

す

通安全推進事業 【事業

る

の意図・ねらい】交通

本

指導員や交通安全教育

多

市

専門員を中心とした活

と

動によ

り、交通事故の

い

防止と飲酒運転の根絶

た

を図ります。

【達成状

し

況】街頭活動や交通安

ま

全教室を実施し、交通

し

事故防止を図りました

て

。

継続区分 会計・款・

も

項・目 令和4年度の事

、

業概要（実績）
・交通

様

日

指導員による街頭指導

頃

や広報活動を実施しま

か

した（総活動日3,1

ら

76日）。継続 一般・

市

2款・1項・10目
・

民

小中学校や保育施設、

の

老人クラブを対象に交

防

通安全教室を実施しま

災

した（計11
事   

に

 業    主   

な

対

 体 7回、延べ7,9

す

26人受講）。

防災防

る

犯課 ・市内の小学校1

意

年生に対し、啓発品を

識

配布しました。

【協働

及

事業】

警察、盛岡交通

び

安全協会、市内交通安

備

全団体等

えを

つ

促すことが求められて

な

います。また、本市で

が

、安全で安心に暮らす

り

ためにも、防災、防犯

に

及び交通安全な

どの恒

政 よ

常的な取り組みが必要

っ

であることから、市行

て

政や関係機関だけでな

市

く、市民とともに人と

民

人とのつながりによる

が

災害

に強いまちづくり

行

や、犯罪と事故のない

動

まちづくりを目指しま

し

す。

基本計画期間内の

て

取り組みと方針のうち

策 い

、令和4年度の重点課

る

題の達成（実現）状況

ま

Ｂ 概ね達成した

【重点

ち

課題】

・消防団員の待

 

遇改善

・自主防災組織

基

の活動支援

・防犯灯の

本

木柱更新

【重点課題に

施

対する達成状況】

・消

策

防団員の待遇改善のた

　

め年報酬、出動報酬の

　
０

引き上げを実施しまし

２

た。

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

安

成果や効果）の達成状

全

況

防犯交通安全対策事

で

務 【事業の意図・ねら

安

い】犯罪と交通事故の

心

ないまちづくりを目指

　
で

し、安全で安心

なまち

き

づくりの推進を図りま

る

す。

【達成状況】関係

ま

機関と連携した防犯交

ち

通安全活動を実施し、

づ

犯罪の抑制や交通

（義

く

務的事業） 事故防止を

り

推進しました。

継続区

－

分 会計・款・項・目 令

 

和4年度の事業概要（

　

1

実績）
・防犯パトロー

3

ル希望者に青色回転灯

 

を貸与した他、各自治

－

会に対し反射材やチ継続 一般・2款・1項・10目
ラシを配布し、活動支援を行いました。

事    業    主    体 ・防犯及び交通安全に関する

０

研修会を開催し、活動従事者に対し情報提供を行い

防災防犯課 ました。

【協働事業】 ・少

基

年補導員や防犯団体に

本

よるパトロールを実施

施

し、犯罪の抑制を図り

策

ました。

盛岡西警察署

が

、地区防犯協会、交通

４

安全協会等

１

年

事   

間

    業     

で

  名 事業の意図やね

め

らい（成果や効果）の

ざ

達成状況

防犯交通安全

す

施設維持管理事業 【事

姿

業の意図・ねらい】犯

近

罪と事故のないまちづ

年

くりを目指し、防犯灯

、

・道路反

射鏡の設置及

 

大

び管理を行います。

【

規

達成状況】防犯灯・道

模

路反射鏡の設置や修繕

な

を行い、安全安心な環

自

境整備を図

りました。

然

継続区分 会計・款・項

災

・目 令和4年度の事業

害

概要（実績）
・防犯灯

が

の灯具交換を209基

全

、防犯灯木柱更新を8



令 報

防

考

目 ○全体事業期間活

事

交通事故発生件数 96

業

92 88 84   令和

で

4年度～令和7年度標

は

動 57 65 65 41値

、

単 位 件

／指 飲酒運転被

コ

検挙率（免許人口千 0

ロ

.1 0.1 0.1 0.

ナ

1
実 人当たり人数）

標

禍

0.21 0.23 0.

告

の

54 0.62績 単 位 人

影

○特定財源

決   交通

響

指導員設置事業補助金

は

投 年度別事業費 11,

あ

841 10,910 8

り

,870 10,760

ま

  【県】（1/2・

し

上限有）
  交通災害

た

共済加入推進事務費資

が

内 特定財源 1,039

令

、

1,175 990 93

消

6
算   交付金【その

防

他】
  指 訳 一般財源

演

10,802 9,73

習

5 7,880 9,82

と

4

額標 他団体事業負担

出

額

初式を

和

実施しました。

・防災

元

事業では、地域防災リ

年

ーダー養成講座を実施

度

しました。また、市総

～

合防災訓練を実施しま

令

した。

・防犯交通安全

和

事業では、交通指導員

和
4

の街頭指導や交通安全

年

教育専門員の交通安全

度

教室及び少年補導員の

（

防犯パトロール等

の活

単

動により交通事故及び

位

犯罪の減少に努めまし

 

た。

令和6年度方針策

 

定に際し、今後の方向

千

性や引継課題

Ｂ 課題あ

円

り

【今後の方向性】

・

4

）

全部の自主防災組織に

－

おいて市と連携した防

 

災訓練が実施されるよ

1

う取り組みます。

・防

4

犯灯や交通安全施設の

 

適切な維持管理を実施

－

します。

・消防団員の充足率向上に取り組みます。

【引継課題】

・消防団員の充足率向上

年

、交通指導員の人員確保

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期

基

間活 交通事故発生件数

本

（人身事故） 25 24

度

施

23 22   令和4年

策

度～令和7年度標
動 1

目

0.3 11.7 11.

標

7 7.4値 単 位 件（人

の

口1万人当たり）

／指

達

犯罪認知件数 175 1

成

70 165 160
実

標

（

115 71 78 52績

実

単 位 件

決投 年度別事業

現

費 1,700 2,06

事

）

3 1,407 1,89

に

3

資 内 特定財源
算

指 訳

向

一般財源 1,700 2

け

,063 1,407 1

た

,893

額標 他団体事

計

業負担額

画期

項 

間

      目 令和元

内

年度 令和2年度 令和3

業

の

年度 令和4年度 備  

取

     考

目 ○全体

り

事業期間活 犯罪認知件

組

数 175 170 165

み

160   令和4年度

と

～令和7年度標
動 11

方

5 71 78 52値 単 位

針

件

／指 防犯灯施設設置

に

件数 10 10 10 10

つ

実
標 15 10 10 18

実

い

績 単 位 件 ○特定財源

決

て

  再編関連訓練移転

の

等交付金【投 年度別事

達

業費 25,063 46

成

,872 27,766

（

34,965   国】

実

  地域経営推進費【

現

県】（1/2資 内 特定

）

財源 13,000 4,

状

156
算   ）

  指

績

況

訳 一般財源 25,06

Ｂ

3 33,872 27,

概

766 30,809

額

ね

標 他団体事業負担額

達成し

項      

た

 目 令和元年度 令和2

・

年度 令和3年度 令和4

消

年度 備       



  

い

防力の強化を図りまし

（

た。
事    業  

成

  主    体 ・市

果

内（北部地区、中央地

や

区）で秋・春季火災防

効

御訓練を実施し、消防

果

関係団体

防災防犯課 と

）

の連携強化を図りまし

の

た。

【滝沢市主体】 ・

達

各分団に訓練服用ベル

 

成

ト、網上靴を追加配備

状

し、団員の安全確保と

況

装備の強化

を図りまし

盛

た。

岡

事      

地

 業       名

区

事業の意図やねらい（

広

成果や効果）の達成状

域

況

消防施設整備事業 【

消

事業意図・ねらい】消

多

防

防ポンプ自動車等の整

組

備などを計画的に実行

合

し、災害等

有事に対す

負

る対応力の強化を図り

担

ます。

【達成状況】消

金

防ポンプ自動車の更新

【

はありませんでした。

事

継続区分 会計・款・項

業

・目 令和4年度の事業

意

概要（実績）
消防ポン

様

図

プ自動車の更新の予定

・

はありませんでした。

ね

継続 一般・9款・1項

ら

・2目

事    業 

い

   主    体
防

】

災防犯課

【滝沢市主体

災

】

害

事       

に

業       名 事

強

業の意図やねらい（成

な

い

果や効果）の達成状況

ま

水防活動事業 【事業意

ち

図・ねらい】水害への

づ

防災対策を実施し、災

く

害に強いまちづくりを

り

推進

します。

【達成状

を

況】水害等有事に対処

目

するための物資整備を

指

行いました。

（義務的

し

事業）

継続区分 会計・

つ

、

款・項・目 令和4年度

常

の事業概要（実績）
・

備

北上川上流盛岡地区合

消

同水防訓練へ参加し、

防

水防団による水防活動

力

訓練を行い継続 一般・

の

9款・1項・3目
まし

火

た。
事    業  

災

  主    体 ・水

等

害等有事に対処するた

な

に

めの土のうの事前作成

お

を行いました。

防災防

け

犯課

【協働事業】

自主

る

防災組織他関係機関

対応力を強化

が

し、火災発生件数の減

り

少等の実現を図ります

に

。

【達成状況】災害に

政 よ

強いまちづくりを目指

っ

し、常備消防力の火災

て

等における対応

（義務

市

的事業） 力を強化し、

民

火災発生件数の減少等

が

の実現を図りました。

行

継続区分 会計・款・項

動

・目 令和4年度の事業

し

概要（実績）
常備消防

て

力の維持・強化を目的

策 い

とし、火災等災害発生

る

時における対応力（人

ま

員、継続 一般・9款・

ち

1項・1目
施設、装備

 

）の強化や消防団及び

基

自主防災組織等との連

本

携強化を図るため、ま

施

た
事    業   

策

 主    体 、救急

　

救命体制の維持・強化

　
０

を図るため負担金を支

２

出しました。

防災防犯

 

課

【滝沢市主体】

 

事

 

       業  

安

     名 事業の意

全

図やねらい（成果や効

で

果）の達成状況

消防施

安

設維持管理事業 【事業

心

意図・ねらい】安全で

　
で

安心なまちづくりを目

き

指し、消防施設の維持

る

・管理

を実施すること

ま

により、災害に強いま

ち

ちづくりの実現を図り

づ

ます。

【達成状況】消

く

防施設の維持管理を実

り

施することにより災害

－

に強いまちづくりの

実

 

現を図りました。

継続

　

1

区分 会計・款・項・目

5

令和4年度の事業概要

 

（実績）
消防資機材、

－

消防屯所及び消火栓の維持管理や消防水利の確保など消防施設の維継続 一般・9款・1項・2目
持・管理・増設等を実施し、災害等有事に備えました。

事 

０

   業    主    体
防災防犯課

【滝沢市主体】

事       業    

事

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

消防団等活

 

動事業 【事業意図・ね

 

らい】災害に強いまち

１

 

づくりの推進を目指し

 

、消防団の充実強化

を

 

図るため、消防団員の

業

充足強化及び装備の充

 

実を図ります。

【達成

 

状況】災害に強いまち

 

づくりの推進を目指し

 

、消防団の充実強化を

 

図るた

（義務的事業）

 

め、消防団員の充足強

 

 

化及び装備の充実を図

名

りました。

継続区分 会

事

計・款・項・目 令和4

業

年度の事業概要（実績

の

）
・各分団で勧誘活動

意

を行い、消防団員の充

図

足を図りました。継続

や

一般・9款・1項・2

ね

目
・新団員への教育訓

ら

練を実施し、非常備消



令 報

○

土のう保有数 2,00

全

0 2,000 2,00

体

0 2,000   令和

事

4年度～令和7年度標

業

動 2,500 2,65

期

0 2,650 2,00

間

0値 単 位 袋

／指 土のう

活

用袋の保有数 5,00

火

0 5,000 5,00

災

0 5,000
実

標 9,

告

発

500 10,000 1

生

0,000 6,000

件

績 単 位 枚

決投 年度別事

数

業費 409 218

資 内

の

特定財源
算

指 訳 一般財

減

源 409 218

額標 他

少

団体事業負担額

9 9 9

令

9   昭和46年度～

和

令和7年度標
動 9 7 5

元

4値 単 位 件

／指
実

標 績

年

単 位

決投 年度別事業費

度

519,807 520

～

,384 526,08

令

8 536,237

資 内

和

特定財源 2,400
算

和
4

指 訳 一般財源 519,

年

807 517,984

度

526,088 536

（

,237

額標 他団体事

単

業負担額

位 

項 

 

      目 令和元

千

年度 令和2年度 令和3

円

年度 令和4年度 備  

4

）

     考

目 ○全体

－

事業期間活 消防屯所点

 

検箇所数 14 14 14

1

14   令和4年度～

6

令和7年度標
動 14 1

 

4 14 14値 単 位 箇所

－

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   消防施設土地使用料【その他投 年度別事業費 3,950

年

2,635 4,909 4,458   】
  資 内 特定財源 35 33 35 45

算   
  指 訳 一般財源 3,915 2,602 4,874 4,413

額標 他団体事業負担額

項

度

       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 消防団員数の増加（年度内最多 380 385 390 390   昭和22年度～令和7年度標 在籍数）
動 320 305 31

事

0 305値 単 位 人

／指

項

実
標 績 単 位 ○特定財源

 

決   消防団福祉共済

 

事務費【その投 年度別

 

事業費 58,141 4

 

9,900 47,70

 

1 60,052   他

 

】
  資 内 特定財源 1

 

6 15 1,462 15

目

算   
  指 訳 一般財

業

令

源 58,125 49,

和

885 46,239 6

元

0,037

額標 他団体

年

事業負担額

度 令

項

和

       目 令和

2

元年度 令和2年度 令和

年

3年度 令和4年度 備 

度

      考

目 ○全

実

令

体事業期間活 消防車両

和

等の更新等台数 2 1 1

3

0   令和4年度～令

年

和7年度標
動 2 1 1 0

度

値 単 位 台

／指
実

標 績 単

令

位

決投 年度別事業費 2

和

6,588 22,28

4

3 22,825

資 内 特

年

定財源 25,132 2

度

1,720 22,56

績

備

1
算

指 訳 一般財源 1,

 

456 563 264

額

 

標 他団体事業負担額

   

項      

 

 目 令和元年度 令和2

 

年度 令和3年度 令和4

考

年度 備       

目

考

目 ○全体事業期間活



  

い

成講座を開催し、新た

（

に６名を認定しました

成

。

防災防犯課 ・岩手県

果

主催防災士養成研修に

や

１名派遣しました。

【

効

協働事業】

自主防災組

果

織

）

事       

の

業       名 事

達

業の意図やねらい（成

 

成

果や効果）の達成状況

状

消防団屯所改修事業 【

況

事業意図・ねらい】災

災

害時において地域の重

害

要な活動拠点となる消

対

防団屯所

について適切

策

に修繕改築を行い、施

事

設の機能維持向上を図

務

ります。

【達成状況】

【

災害時において地域の

多

事

重要な活動拠点となる

業

消防団屯所について適

意

切に修繕を行ったもの

図

の、大規模改修は実施

・

できませんでした。

継

ね

続区分 会計・款・項・

ら

目 令和4年度の事業概

い

要（実績）
消防団屯所

】

の修繕・改修の予定は

市

ありませんでした。継

様

総

続 一般

事    業 

合

   主    体
防

防

災防犯課

【滝沢市主体

災

】

訓

事       

練

業       名 事

を

業の意図やねらい（成

実

果や効果）の達成状況

施

防災行政無線施設更新

し

事業 令和元年度事業実

な

、

績報告書参照

継続区分

災

会計・款・項・目 令和

害

4年度の事業概要（実

等

績）
令和元年度完了事

有

業完了 ―

事    業

事

    主    体

に

【滝沢市主体】

対処す

つ

るため総合

防災力の強

な

化に努めます。

【達成

が

状況】市総合防災訓練

り

を実施し、総合防災力

に

の強化に努めました。

政 よ

（義務的事業）

継続区

っ

分 会計・款・項・目 令

て

和4年度の事業概要（

市

実績）
・滝沢市防災会

民

議及び滝沢市国民保護

が

協議会を書面開催にて

行

開催しました。継続 一

動

般・9款・1項・4目

し

・滝沢市総合防災訓練

て

を実施しました。
事 

策 い

   業    主 

る

   体 ・防災担当職

ま

員が災害対策に係る各

ち

種研修等へ参加しまし

 

た。

防災防犯課 ・関係

基

機関への負担金を納付

本

しました。

【協働事業

施

】 ・災害対策に係る災

策

害用物資を備蓄しまし

　

た。

南岩手山岳遭難対

　
０

策委員会、岩手山火山

２

防災協議会 ・防災マッ

 

プの更新をしました。

  

事       業

安

       名 事業

全

の意図やねらい（成果

で

や効果）の達成状況

防

安

災行政無線施設維持管

心

理事業 【事業意図・ね

　
で

らい】安全で安心でき

き

るまちを目指し、防災

る

行政無線施設を安定

的

ま

に稼働させることによ

ち

り、災害に強いまちづ

づ

くりの推進を図ります

く

。

【達成状況】防災行

り

政無線施設の維持管理

－

を適正に行い、安定的

 

に稼働させるこ

（義務

　

1

的事業） とにより、災

7

害に強いまちづくりの

 

推進を図りました。

継

－

続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・防災行政無線施設の維持管理、保守点検及び修繕を実施しました。継続 一般・9款・1項・4目
・

０

戸別受信機の移設等を実施しました。
事    業    主    体

防災防犯課

【滝沢市主体】

事

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

自主防災組織

１

 

育成事業 【事業意図・

 

ねらい】自主防災組織

 

の防災活動の推進を図

業

り、地域防災力の向上

 

を目指します。

【達成

 

状況】自主防災組織活

 

動の推進を図り、地域

 

防災力の向上を目指し

 

ました

（義務的事業）

 

。

継続区分 会計・款・

 

 

項・目 令和4年度の事

名

業概要（実績）
・滝沢

事

市自主防災組織合同研

業

修会は新型コロナウイ

の

ルス感染症により開催

意

しませ継続 一般・9款

図

・1項・4目
んでした

や

。
事    業   

ね

 主    体 ・滝沢

ら

市地域防災リーダー養



令 報

○

率
動 100値 単 位 ％

／

全

指
実

標 績 単 位

決投 年度

体

別事業費 148,35

事

4

資 内 特定財源 148

業

,258
算

指 訳 一般財

期

源 96

額標 他団体事業

間

負担額

活 指定

告

避難所における災害種

令

別避 17 32 46 60

和

  令和4年度～令和

元

7年度標 難誘導標識の

年

整備率
動 17 32 32

度

50値 単 位 ％

／指 災害

～

用物資備蓄の整備率 4

令

7 58 69 77
実

標 0

和

0 75 77績 単 位 ％ ○

和
4

特定財源

決   社会資

年

本整備総合交付金【国

度

投 年度別事業費 8,8

（

74 15,067 28

単

,294 18,646

位

  】(1/2)、再

 

編関連訓練移転
  等

 

交付金資 内 特定財源 8

千

83 7,289 23,

円

469 7,910
算  

4

）

 
  指 訳 一般財源 7

－

,991 7,778 4

 

,825 10,736

1

額標 他団体事業負担額

8 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備      

年

 考

目 ○全体事業期間活 施設の安定稼働率 100 100 100 100   令和4年度～令和7年度標
動 100 100 100 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 15,476 18,919 20,235 14,18

度

0

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 15,476 18,919 20,235 14,180

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年

事

度 備       考

項

目 ○全体事業期間活 自

 

主防災訓練等の実施件

 

数 30 31 31 32  

 

 令和4年度～令和7

 

年度標
動 27 5 3 7値

 

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 16

 

7 831 193 160

目

資 内 特定財源 400
算

業

令

指 訳 一般財源 167 4

和

31 193 160

額標

元

他団体事業負担額

年度 令

項       

和

目 令和元年度 令和2年

2

度 令和3年度 令和4年

年

度 備       考

度

目 ○全体事業期間活 消

実

令

防団屯所改修箇所数 1

和

1 0 0   平成27年

3

度～令和7年度標
動 1

年

1 0 0値 単 位 箇所

／指

度

実
標 績 単 位

決投 年度別

令

事業費 2,625 5,

和

006

資 内 特定財源
算

4

指 訳 一般財源 2,62

年

5 5,006

額標 他団

度

体事業負担額

績

備  

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 移動系

 

防災行政無線更新工事

考

進 100   平成29

目

年度～令和元年度標 捗



   多様なつながりに政 よって市民が行動して策 いるまち
 基本施策　

　
０２   安全で安心

　
できるまちづくり

－ 

　

19 －

小  

０

          

１

          

 

       計



令 報

業費 822,995 6

告

94,870 688,

令

288 681,569

和

資 内 特定財源 175,

元

363 46,032 4

年

8,517 13,06

度

2
算

指 訳 一般財源 64

～

7,632 648,8

令

38 639,771 6

和

68,507

額標 他団

和
4

体事業負担額

年度

（単位  千円

4

）

－ 20 －

年度

項   

事

    目 令和元年度

業

令和2年度 令和3年度

実

令和4年度 備    

績

   考

決投 年度別事



  

自

   業    主 

然

   体 ・鳥獣捕獲の

環

許可を行いました。

環

境

境課 ・鳥獣保護区等指

の

定協議用図面の作成を

も

行いました。

【協働事

と

業】 ・一本木公葬地災

で

害復旧工事を実施しま

、

した。

墓地管理運営団

環

体

 

境

事       

基

業       名 事

本

業の意図やねらい（成

条

果や効果）の達成状況

例

狂犬病予防事業 【事業

を

意図・ねらい】狂犬病

定

の発生を予防し、公衆

め

衛生の向上を図ります

、

。

【達成状況】狂犬病

エ

予防法に基づく犬の登

多

ネ

録事務、狂犬病予防注

ル

射済票交付事務

を行い

ギ

ました。また、犬の飼

ー

主に対し、春と秋に狂

利

犬病予防注射の接種に

用

ついて

（義務的事業）

の

通知し、接種率の向上

節

に努めました。

継続区

約

分 会計・款・項・目 令

に

和4年度の事業概要（

様

よ

実績）
・滝沢市及び盛

る

岡市の獣医師会と連携

二

し、犬の登録事務及び

酸

狂犬病予防注射を実継

化

続 一般・4款・1項・

炭

4目
施しました。(犬

素

の新規登録件数78件

等

、狂犬病予防接種件数

の

2,649件)
事  

温

  業    主  

な

室

  体 ・犬の飼い方教

効

室は、新型コロナウイ

果

ルス感染症の発生状況

ガ

をふまえて、開催を

環

ス

境課 見合わせました。

の

【滝沢市主体】

排出削減

つ

、再生可能エネルギー

な

の活用、ごみの減量・

が

資源化、地域清掃等に

り

よる環境美化の推進、

に

その他の環境

保全など

政 よ

の取組みを市民、事業

っ

者及び市が協働し、協

て

力しあって環境に配慮

市

したまちづくりを推進

民

します。

基本計画期間

が

内の取り組みと方針の

行

うち、令和4年度の重

動

点課題の達成（実現）

し

状況

Ｃ 一部達成した

【

て

重点課題】

環境問題に

策 い

対する意識を高め、地

る

球環境への負荷低減に

ま

つながる活動を通じて

ち

循環型社会の構築に取

 

り組みます。

【重点課

基

題に対応した達成状況

本

】

新型コロナウイルス

施

感染症予防対策のため

策

、各種イベントが中止

　

になる等しましたが、

　
０

広報やホームページで

３

環境問題につ

いての周

 

知を図りました。

 

事

 

       業  

環

     名 事業の意

境

図やねらい（成果や効

に

果）の達成状況

衛生指

配

導推進事業 【事業意図

慮

・ねらい】各地域にお

　
す

けるごみ集積所の衛生

る

環境の保持の指導、環

ま

境

全般に関する活動の

ち

リーダー的存在として

づ

、衛生指導員を委嘱し

く

ます。

【達成状況】各

り

地域に衛生指導員を委

－

嘱し、ごみ集積所の管

 

理・指導、地域清掃

等

2

の活動を実施しました

　

1

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 令和4年度の事

－

業概要（実績）
自治会の区域ごとに衛生指導員を委嘱し、ごみ集積所の管理・指導、地域清掃等継続 一般・4款・1項・4目
の活動を行うことにより、地域の清潔の保持に努めま

０

した。
事    業    主    体

環境課

【協働事業】

滝沢

基

市衛生指導員協議会

本施

事       業 

策

      名 事業の

が

意図やねらい（成果や

４

効果）の達成状況

環境

年

衛生事業 【事業意図・

１

間

ねらい】環境衛生を図

で

るため集落共同墓地（

め

公葬地）の環境整備を

ざ

、農作物の保護のため

す

鳥獣捕獲の許可等を行

姿

います。 

【達成状況

岩

】要望があった集落共

手

同墓地（公葬地）の接

山

続道路に砕石を搬入し

を

ま

した。また、申請に

 

は

基づき鳥獣捕獲許可を

じ

行いました。

継続区分

め

会計・款・項・目 令和

と

4年度の事業概要（実

す

績）
・改葬許可申請に

る

よる許可を行いました

恵

。継続 一般・4款・1

ま

項・4目
・スズメバチ

れ

など害虫駆除相談の対

た

応を行いました。
事 



令 報

型

.5 100 100 10

コ

0   昭和24年度～

ロ

令和7年度標
動 86 8

ナ

4.3 87 84.1値

ウ

単 位 %

／指
実

標 績 単 位

イ

○特定財源

決   狂犬

ル

病予防等登録手数料【

ス

そ投 年度別事業費 1,

感

750 2,043 1,

染

590 1,499   

告

症

の他】
  資 内 特定財

の

源 1,750 2,04

予

3 1,590 1,49

防

9
算   

  指 訳 一般

対

財源 年度末犬の登録数

策

 3,156頭

額標 他

の

団体事業負担額

ため、

令

地域活動等が縮小傾向

和

となり、各種イベント

元

の参加者等の目標を達

年

成でき

ませんでした。

度

・たきざわ環境パート

～

ナー会議の活動や地域

令

活動を支援し、環境保

和

全、地球温暖化防止や

和
4

ごみの減量等の地域循

年

環型社会の

構築につな

度

がる環境に配慮したま

（

ちづくりに取り組みま

単

した。

・衛生指導員と

位

協働して環境美化活動

 

に取り組みました。

令

 

和6年度方針策定に際

千

し、今後の方向性や引

円

継課題

Ｂ 課題あり

【今

4

）

後の方向性】

令和5年

－

3月に策定した第1次

 

滝沢市環境基本計画に

2

従い、地球温暖化対策

2

として二酸化炭素排出

 

量の削減に取り組み、

－

豊か

な自然を次世代に引き継ぐため、継続して様々な環境保全に向けた取組みを進め、環

年

境に配慮したまちづくりに取り組みま

す。

【引継課題】

地球温暖化対策として二酸化炭素排出量の削減について、具体的な取組方法や手段を検討する必要があります。

基本

項

度

施

       目 令和

策

元年度 令和2年度 令和

目

3年度 令和4年度 備 

標

      考

目 ○全

の

体事業期間活 定期報告

達

書提出枚数 360 38

成

4 384 384   昭

（

和47年度～令和7年

実

度標
動 371 384 3

現

84 377値 単 位 枚

／

事

）

指
実

標 績 単 位

決投 年度

に

別事業費 991 1,0

向

12 1,082 1,0

け

66

資 内 特定財源
算

指

た

訳 一般財源 991 1,

計

012 1,082 1,

画

066

額標 他団体事業

期

負担額

間内

項  

業

の

     目 令和元年

取

度 令和2年度 令和3年

り

度 令和4年度 備   

組

    考

目 ○全体事

み

業期間活 集落共同墓地

と

用砕石実施件数 3 3 3

方

3   平成10年度～

針

令和7年度標
動 3 4 3

に

3値 単 位 か所

／指
実

標

つ

績 単 位 ○特定財源

決  

実

い

 鳥獣捕獲等許可事務

て

委任交付投 年度別事業

の

費 174 195 295

達

1,116   金【県

成

】、鳥獣保護区等指定

（

  協議用図面作成業

実

務委託金【資 内 特定財

現

源 139 145 74 1

）

02
算   県】

  指

状

訳 一般財源 35 50 2

績

況

21 1,014

額標 他

Ｃ

団体事業負担額

一部達

項       目

成

令和元年度 令和2年度

し

令和3年度 令和4年度

た

備       考

目

・

○全体事業期間活 狂犬

新

病予防注射接種率 86



  

（

た。継続 一般・4款・

成

1項・4目
・自動車騒

果

音常時監視（指定区間

や

）
事    業   

効

 主    体 ・河川

果

水質調査（6河川9か

）

所）

環境課 ・一般道路

の

騒音等調査（4か所）

達

【滝沢市主体】 ・高速

成

道路騒音等調査（2か

 

状

所）

・酸性雪調査（1

況

か所）

環

事     

境

  業       

基

名 事業の意図やねらい

本

（成果や効果）の達成

計

状況

クリーンたきざわ

画

運動推進事業 【事業意

推

図・ねらい】クリーン

進

たきざわ運動推進計画

多

事

を定め、市民等主体に

業

よる

地域清掃等の環境

【

美化活動を行うことに

事

より地域の環境美化を

業

図ります。

【達成状況

意

】地域清掃の推進や環

図

境美化絵画コンクール

・

の実施を通じて、市民

ね

の

環境美化に対する意

ら

識の向上を図りました

様

い

。

継続区分 会計・款・

】

項・目 令和4年度の事

市

業概要（実績）
・地域

の

清掃を実施しました。

良

継続 一般・4款・1項

好

・4目
・地域清掃回収

な

物の収集を実施しまし

環

た。
事    業  

境

  主    体 ・環

の

境美化絵画コンクール

な

保

を実施しました。

環境

全

課 ・優良ごみ集積所の

及

表彰を行いました。

【

び

協働事業】

市民、事業

創

者

造

事       

に

業       名 事

関

業の意図やねらい（成

す

果や効果）の達成状況

る

集落共同墓地共益施設

つ

施

整備補助事業 令和3年

策

度事業実績報告書参照

を

継続区分 会計・款・項

推

・目 令和4年度の事業

進

概要（実績）
令和3年

す

度完了事業完了 一般・

る

4款・1項・4目

事 

た

   業    主 

め

   体
環境課

【滝沢

、

市主体】

な

市民等及び市が協働し

が

環境に配慮したまちづ

り

くりの推進を図ります

に

。

【達成状況】環境審

政 よ

議会等を開催し、環境

っ

基本計画を策定しまし

て

た。また、たき

ざわ環

市

境パートナー会議へ支

民

援を行い、環境保全活

が

動を推進しました。

継

行

続区分 会計・款・項・

動

目 令和4年度の事業概

し

要（実績）
・環境審議

て

会を開催しました。継

策 い

続 一般・4款・1項・

る

4目
・たきざわ環境パ

ま

ートナー会議による環

ち

境保全活動の支援を行

 

いました。
事    

基

業    主    

本

体 ・滝祭において環境

施

企画展を開催しました

策

。

環境課 ・第1次滝沢

　

市環境基本計画を策定

　
０

しました。

【協働事業

３

】

たきざわ環境パート

 

ナー会議、市民等

 

事

 

       業  

環

     名 事業の意

境

図やねらい（成果や効

に

果）の達成状況

環境放

配

射線監視事業 【事業意

慮

図・ねらい】日本アイ

　
す

ソトープ協会周辺の環

る

境放射能測定を実施、

ま

周辺

への影響について

ち

検討評価を行い、市民

づ

の不安解消に寄与しま

く

す。

【達成状況】測定

り

結果から周辺影響がな

－

いことを確認。市ＨＰ

 

で公表し、市民の

不安

2

解消に寄与しました。

　

3

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和4年度の事業

－

概要（実績）
・日本アイソトープ協会滝沢研究所周辺の環境試料を採取し、環境放射能測定を継続 一般・4款・1項・4目
実施しました。

事    業    主    体 ・ラ

０

ジオメディカルセンター放射線監視委員会において、環境放射能の測定結果

環境課 を検討

事

評価しました。

【協働

 

事業】

公益社団法人　

 

日本アイソトープ協会

  

事       業

 

       名 事業

１

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

環

業

境保全対策事業 【事業

 

意図・ねらい】自動車

 

騒音の常時監視、各種

 

環境調査を実施するこ

 

とによ

り、市内の環境

 

実態を把握するととも

 

に、変化の状況を見極

 

め、その状況により

環

 

名

境汚染の予防対策等に

事

つなげます。

（義務的

業

事業） 【達成状況】調

の

査の結果、市内の生活

意

環境は概ね良好なこと

図

を確認しました。

継続

や

区分 会計・款・項・目

ね

令和4年度の事業概要

ら

（実績）
次の市内各種

い

環境調査を実施しまし



令 報

○全体

項       

事

目 令和元年度 令和2年

業

度 令和3年度 令和4年

期

度 備       考

間

目 ○全体事業期間活 整

活

備を支援する集落共同

環

墓地の 0 0 1   令和

境

3年度～令和3年度標

告

審

数
動 0 0 1値 単 位 か所

議

／指
実

標 績 単 位

決投 年

会

度別事業費 1,470

の

資 内 特定財源
算

指 訳 一

開

般財源 1,470

額標

催

他団体事業負担額

回数 1 1

令

2 3   平成25年度

和

～令和7年度標
動 1 1

元

2 5値 単 位 回

／指 たき

年

ざわ環境パートナー会

度

議の 50 50 50 50

～

実 環境保全活動回数
標

令

109 30 26 54績

和

単 位 回

決投 年度別事業

和
4

費 251 110 2,2

年

76 2,478

資 内 特

度

定財源
算

指 訳 一般財源

（

251 110 2,27

単

6 2,478

額標 他団

位

体事業負担額

  千

項       目 令

円

和元年度 令和2年度 令

4

）

和3年度 令和4年度 備

－

       考

目 ○

 

全体事業期間活 放射線

2

監視委員会の開催回数

4

1 1 1 1   昭和63

 

年度～令和7年度標
動

－

1 1 1 1値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 48 48 51 211

資 内 特定財源
算

指

年

訳 一般財源 48 48 51 211

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 自動車騒音

度

常時監視に係る騒音 100 100 100 100   平成20年度～令和7年度標 環境基準達成率
動 97.5 98 98.6 98.6値 単 位 %

／指 河川水質調査に係る河川環境基 100 100 100 100
実 準A類型達成率

標 8

事

0 80 80 80績 単 位

項

% ○特定財源

決   騒

 

音規制事務委託金【県

 

】、投 年度別事業費 3

 

,854 2,860 3

 

,410 3,762  

 

 地域整備特別対策事

 

業基金繰
  入金【そ

 

の他】資 内 特定財源 3

目

,662 2,375 2

業

令

,375 1,775
算

和

  
  指 訳 一般財源

元

192 485 1,03

年

5 1,987

額標 他団

度

体事業負担額

令和2

項       目 令

年

和元年度 令和2年度 令

度

和3年度 令和4年度 備

実

令

       考

目 ○

和

全体事業期間活 地域清

3

掃実施回数 120 12

年

0 120 120   昭

度

和47年度～令和7年

令

度標
動 105 90 99

和

103値 単 位 回

／指 収

4

集量 80,000 80

年

,000 80,000

度

60,000
実

標 62

績

備

,810 47,340

 

60,610 83,6

 

10績 単 位 kg

決投 年

 

度別事業費 2,698

 

2,072 1,841

 

2,708

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 2,

 

698 2,072 1,

考

841 2,708

額標

目

他団体事業負担額



  

（

み減量化・資源化への

成

意識醸成を促します。

果

【達成状況】回覧、広

や

報等を活用し、ごみ減

効

量化・資源化への意識

果

醸成を促しま

した。

継

）

続区分 会計・款・項・

の

目 令和4年度の事業概

達

要（実績）
ごみ減量・

成

資源化の推進継続 一般

 

状

・4款・2項・1目
・

況

ごみ減量化について市

盛

の広報で周知を行いま

岡

した。
事    業 

地

   主    体 ・

区

小型家電回収や雑紙回

衛

収を行いました。

環境

生

課 ・不用なパソコンの

処

宅配回収を行いました

理

。

【協働事業】

市民、

多

組

事業者、各種団体

合

事

負

       業  

担

     名 事業の意

金

図やねらい（成果や効

【

果）の達成状況

旧最終

事

処分場閉鎖関連事業 【

業

事業の意図・ねらい】

意

平成21年度に廃止を

図

届けた旧最終処分場に

様

・

ついて、周辺

環境を考

ね

慮し、監視等を行いま

ら

す。

【達成状況】目視

い

による監視を実施し、

】

安全管理に努めました

盛

。

継続区分 会計・款・

岡

項・目 令和4年度の事

市

業概要（実績）
施設の

、

現地確認を実施しまし

滝

た。（年3回）継続 一

な

沢

般

事    業   

市

 主    体
環境課

及

【滝沢市主体】

び雫石町をもっ

つ

て組合を組織し、し尿

な

及

び浄化槽汚泥の適正

が

管理等を図ります。 

り

【達成状況】し尿及び

に

浄化槽汚泥の適正処理

政 よ

を行いました。

（義務

っ

的事業）

継続区分 会計

て

・款・項・目 令和4年

市

度の事業概要（実績）

民

し尿及び浄化槽汚泥の

が

適正処理等を図るため

行

、関係市町で経費を負

動

担しました。継続 一般

し

・4款・2項・1目

事

て

    業    主

策 い

    体
環境課

【協

る

働事業】

盛岡市及び雫

ま

石町

ち

事      

 

 業       名

基

事業の意図やねらい（

本

成果や効果）の達成状

施

況

滝沢・雫石環境組合

策

負担金 【事業意図・ね

　

らい】滝沢市及び雫石

　
０

町をもって組合を組織

３

し、一般廃棄物の適

正

 

処理等を図ります。

【

 

達成状況】一般廃棄物

 

（し尿及び浄化槽汚泥

環

を除く）の適正処理を

境

行いました

（義務的事

に

業） 。

継続区分 会計・

配

款・項・目 令和4年度

慮

の事業概要（実績）
一

　
す

般廃棄物（し尿及び浄

る

化槽汚泥を除く。）の

ま

適正処理等を図るため

ち

、関係市町継続 一般・

づ

4款・2項・1目
で経

く

費を負担しました。
事

り

    業    主

－

    体
環境課

【協

 

働事業】

雫石町

2

事 

　

5

      業   

 

    名 事業の意図

－

やねらい（成果や効果）の達成状況

ごみ処理等広域化推進事業 【事業意図・ねらい】効率的なごみ処理、環境負荷の低減等による循環型社会の

形成を目指すため、県央ブロックご

０

み・し尿処理広域化を推進します。 

【達成状況】県央ブロックごみ・し尿処理広域化推

事

進協議会へ職員を1人

 

派遣し

、県央ブロック

 

ごみ・し尿処理広域化

 

を推進しました。 

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和4年度の事業概

１

 

要（実績）
令和5年2

 

月に設立した盛岡広域

業

環境組合に、引き続き

 

、職員1人を派遣する

 

とと継続 一般・4款・

 

2項・1目
もに、広域

 

化事務の経費を負担し

 

ました。
事    業

 

    主    体

 

環境課

【協働事業】

盛

 

名

岡広域８市町

事

事  

業

     業    

の

   名 事業の意図や

意

ねらい（成果や効果）

図

の達成状況

ごみ減量化

や

推進事業 【事業意図・

ね

ねらい】市民、事業者

ら

、各種団体及び市の連

い

携及び協働により、ご



令 報

○

指 訳 一般財源 538 3

全

61 271 161

額標

体

他団体事業負担額

事業期

項       

間

目 令和元年度 令和2年

活

度 令和3年度 令和4年

排

度 備       考

出

目 ○全体事業期間活 周

告

ガ

辺環境の現地確認 3 3

ス

3 3   平成17年度

測

～令和4年度標
動 3 3

定

3 3値 単 位 回

／指
実

標

に

績 単 位

決投 年度別事業

係

費

資 内 特定財源
算

指 訳

る

一般財源 <ゼロ予算事

法

業>

額標 他団体事業負

基

担額

準

令

又は 100 100 10

和

0 100   平成20

元

年度～令和7年度標 協

年

定基準達成率
動 100

度

100 100 100値

～

単 位 %

／指 排出水水質

令

測定に係る法基準又 1

和

00 100 100 10

和
4

0
実 は協定基準達成率

年

標 100 100 100

度

100績 単 位 %

決投 年

（

度別事業費 254,7

単

04 209,074 1

位

96,942 216,

 

962

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 254,

千

704 209,074

円

196,942 216

4

）

,962

額標 他団体事

－

業負担額

 2

項 

6

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

－

年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 排出ガス測定に係る法基準又は 1

年

00 100 100 100   平成22年度～令和7年度標 協定基準達成率
動 100 100 100 100値 単 位 %

／指 排出水水質測定に係る法基準達 100 100 100 100
実 成率

標 100 100 100 100績 単 位 %

決投

度

年度別事業費 808,634 831,937 874,529 966,495

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 808,634 831,937 874,529 966,495

額標 他団体事業負担額

事

項

項

       目 令和

 

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 県央ブロ

 

ックごみ・し尿処理広

 

1 1 1 1   平成27

 

年度～令和7年度標 域

目

化推進協議会の開催回

業

令

数
動 1 1 2 3値 単 位 回

和

／指
実

標 績 単 位

決投 年

元

度別事業費 5,644

年

5,331 8,265

度

7,744

資 内 特定財

令

源
算

指 訳 一般財源 5,

和

644 5,331 8,

2

265 7,744

額標

年

他団体事業負担額

度

実

令和

項       

3

目 令和元年度 令和2年

年

度 令和3年度 令和4年

度

度 備       考

令

目 ○全体事業期間活 1

和

人1日当たり家庭系ご

4

み排出量 521 511

年

500 489   平成

度

29年度～令和7年度

績

備

標
動 526 527 52

 

2 514値 単 位 g

／指

 

資源ごみ排出量 2,0

 

32 1,991 1,9

 

50 1,908
実

標 2

 

,004 2,098 2

 

,047 1,955績

 

単 位 t

決投 年度別事業

考

費 538 361 271

目

161

資 内 特定財源
算



  

（成果や効果）の達成

 

状況

環境マネジメント

多

システム推進事業 【事

様

業意図・ねらい】環境

な

に配慮した活動を推進

つ

していくことにより、

な

環境への

負担軽減を図

が

ります。

【達成状況】

り

環境マネジメントシス

に

テムに基づいて環境へ

政 よ

の負担軽減に取り組み

っ

ました。

継続区分 会計

て

・款・項・目 令和4年

市

度の事業概要（実績）

民

・環境管理最高責任者

が

（市長）が定めた環境

行

方針により、実績をふ

動

まえながら環継続 一般

し

境マネジメントの継続

て

的な活動及び改善に取

策 い

り組みました。
事  

る

  業    主  

ま

  体 ・事務用紙使用

ち

量は、コロナ禍の影響

 

が減少したことから、

基

前年度と比較して若

環

本

境課 干増加したと考え

施

られます。

【滝沢市主

策

体】

　

事      

　
０

 業       名

３

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

滝沢市災害廃棄物処

 

理計画策定事業 令和2

環

年度事業実績報告書参

境

照

継続区分 会計・款・

に

項・目 令和4年度の事

配

業概要（実績）
令和2

慮

年度完了事業完了 ―

事

　
す

    業    主

る

    体
環境課

【滝

ま

沢市主体】

小 

ち

          

づ

          

く

        計

り

－ 2

　

7 －

０

事     

１

  業       

 

名 事業の意図やねらい



令 報

○全体事業期間活 事務

告

用紙使用量削減を目指

令

す。 100 100 10

和

0 100   平成12

元

年度～令和7年度標 （

年

目標達成率）
動 95 9

度

3.9 93 87.5値

～

単 位 %

／指 再生紙の利

令

用率を高める。（全 1

和

00 100 100 10

和
4

0
実 ての事務用紙の再

年

生紙利用率）
標 60.

度

3 79.8 100 10

（

0績 単 位 %

決投 年度別

単

事業費

資 内 特定財源
算

位

指 訳 一般財源 <ゼロ予

 

算事業>

額標 他団体事

 

業負担額

千円

項 

4

）

      目 令和元

－

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

2

     考

目 ○全体

8

事業期間活 災害に強い

 

まちだと感じる市民 0

－

50   令和2年度～令和2年度標 の割合
動 0 51.3値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 3,410

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 3,410

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

決投 年度別事

度

業費 1,079,286 1,058,453 1,092,022 1,204,202

資 内 特定財源 5,551 4,563 4,039 3,376
算

指 訳 一般財源 1,073,735 1,053,890 1,087,983 1,

事

200,826

額標 他

項

団体事業負担額

       目

業

令和元年度 令和2年度

実

令和3年度 令和4年度

績

備       考

目



  

報

おいて業務実施のスキ

に

ル習得と情報共有を図

つ

りました。

継続区分 会

い

計・款・項・目 令和4

て

年度の事業概要（実績

、

）
・個人情報を取り扱

法

うシステムを適切に管

令

理し、個人情報が含ま

等

れる文書は施錠継続 一

に

般・2款・3項・1目

 

基

できる書庫に保管する

づ

など、個人情報の適正

き

管理を行いました。
事

適

    業    主

正

    体 ・市民の皆

に

様のお話をよく聞き取

管

り、システムを利活用

理

することで、正確で迅

す

速

市民課 な諸証明の交

る

付を実現しました。

【

多

と

滝沢市主体】 ・外部機

と

関の研修に積極的に参

も

加し、業務実施のスキ

に

ルを習得しました。ま

、

た、

その内容について

そ

、職員間で情報共有を

の

図りました。

取

事  

扱

     業    

い

   名 事業の意図や

様

を

ねらい（成果や効果）

行

の達成状況

窓口事務職

う

員設置事業 【事業意図

職

・ねらい】窓口事務職

員

員が証明書の交付を行

へ

うことで、職員が専門

の

的

な業務に専念できる

教

ほか、窓口事務職員が

育

マイナンバーカード関

の

連事務を行うこ

とで、

な

徹

効率的な窓口運営を実

底

施します。

【達成状況

を

】混雑時にも、効率的

図

な窓口運営を行うこと

り

ができました。

継続区

ま

分 会計・款・項・目 令

す

和4年度の事業概要（

。

実績）
諸証明の交付や

ま

住民異動届の受付、マ

た

イナンバーカード交付

つ

、

等を正確かつ迅速に継

窓

続 一般・2款・3項・

口

1目
行いました。また

は

、各種申請書類の確認

多

及び保管を行い、個人

く

情報を適切に管理
事 

の

   業    主 

市

   体 しました。

市

民

民課

【滝沢市主体】

と

な

つながる身近な接点で

が

あることから、職員の

り

適切な窓口対応の習得

に

や専門職員を養成し、

政 よ

市民から

信頼される窓

っ

口を目指します。

基本

て

計画期間内の取り組み

市

と方針のうち、令和4

民

年度の重点課題の達成

が

（実現）状況

Ｂ 概ね達

行

成した

【重点課題】

職

動

員の窓口スキルの育成

し

及びマイナンバー制度

て

の適切な対応

【重点課

策 い

題に対する対応状況】

る

各職員のスキル向上に

ま

努め、マイナンバーカ

ち

ードの急激な申請の増

 

加にも適切に対応し確

基

実な交付が実施できま

本

した。また

、証明書の

施

コンビニ交付やスマー

策

ト申請など、マイナン

　

バーカードの電子認証

　
０

技術を活用した新たな

４

サービスを開始するこ

 

とができました。

 

事

 

       業  

市

     名 事業の意

民

図やねらい（成果や効

に

果）の達成状況

東部出

信

張所事務 【事業意図・

頼

ねらい】市役所出張所

　
と

として地域での総合的

安

な窓口サービスを提供

心

することにより、地域

感

住民の皆さんの利便性

を

の向上を図ります。 

与

【達成状況】各種証明

え

書の発行や届出の受付

ら

、公金の収納等を正確

れ

・迅速に行い

、多くの

る

方々が身近な場所で用

　
窓

件を済ますことができ

口

ました。 

継続区分 会

の

計・款・項・目 令和4

対

年度の事業概要（実績

応

）
・来庁する市民に対

－

して用件を的確に把握

 

し、迅速な諸証明書の

2

交付、各種届出継続 一

9

般・2款・1項・11

 

目
の受付を行いました

０

－

。
事    業    主    体 ・住基法及び戸籍法に基づく本人確認にあたっては、個人情報の保護に留意し適

東部出張所 切な窓口対応に努めました。

【滝沢市主体】 ・制度の変更、他分野の関連業務の概要を正確に

１

理解するためにマニュ

基

アルの整

備や情報の共

本

有、従事職員のスキル

施

アップを図りました。

策が

事       業

４

       名 事業

年

の意図やねらい（成果

間

や効果）の達成状況

戸

で

籍住民基本台帳管理事

 

め

務 【事業意図・ねらい

ざ

】対応が良くて説明が

す

わかりやすいと感じる

姿

窓口を目指し、

職員の

市

窓口対応のスキルアッ

民

プを図ります。

【達成

の

状況】外部機関の研修

住

に積極的に参加して知

民

識を深めるとともに、

情

課内に

（義務的事業）



令 報

報

度 令和4年度 備   

の

    考

目 ○全体事

適

業期間活 窓口事務職員

正

設置件数 2 2 3 3   

な

令和2年度～令和7年

維

度標
動 4 2 5 6値 単 位

持

人

／指
実

標 績 単 位 ○特

・

定財源

決   事務取扱

管

手数料【その他】ほ投

理

年度別事業費 4,98

告

を

8 10,838 6,8

行

23 6,828   か

い

  資 内 特定財源 3,

ま

702 7,608 3,

し

087 1,531
算  

た

 
  指 訳 一般財源 1

。

,286 3,230 3

・

,736 5,297

額

研

標 他団体事業負担額

修

令

の参加や部署内での情

和

報共有などにより、会

元

計年度任用職員を含め

年

専門知識を有する職員

度

の養成を推進し、各種

～

受付

や問い合わせに対

令

し分かりやすい説明、

和

丁寧な対応が実施でき

和
4

ました。

令和6年度方

年

針策定に際し、今後の

度

方向性や引継課題

Ｂ 課

（

題あり

【今後の方向性

単

】

引き続き住民情報を

位

適正に管理し、研修等

 

への参加により職員の

 

スキルアップを図り、

千

より説明がわかりやす

円

く信頼される

窓口を推

4

）

進します。また、マイ

－

ナンバー制度や法改正

 

に伴う戸籍事務の変化

3

に適切に対応します。

0

【引継課題】

・運用が

 

開始された証明書のコ

－

ンビニ交付やスマート申請などの新たなサービスの安定運用

・オンライン申請等を活用し

年

た窓口サービスの最適化の推進

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体

基

事業期間活 諸証明件数

本

、事務取扱件数、収 2

度

施

5,000 25,00

策

0 24,000 23,

目

500   令和4年度

標

～令和7年度標 納件数

の

動 23,808 23,

達

245 21,722 2

成

1,660値 単 位 件

／

（

指
実

標 績 単 位 ○特定財

実

源

決   水道事業公金

現

徴収事務取扱手投 年度

事

）

別事業費 956 1,0

に

26 1,118 1,2

向

63   数料収入【そ

け

の他】ほか
  資 内 特

た

定財源 956 1,02

計

6 1,118 1,26

画

3
算   

  指 訳 一般

期

財源

額標 他団体事業負

間

担額

内

業

の

項   

取

    目 令和元年度

り

令和2年度 令和3年度

組

令和4年度 備    

み

   考

目 ○全体事業

と

期間活 研修に参加した

方

件数 3 3 3 3   令和

針

4年度～令和7年度標

に

動 4 3 3 4値 単 位 件

／

つ

指
実

標 績 単 位 ○特定財

実

い

源

決   中長期在留者

て

住居地届出等事投 年度

の

別事業費 16,185

達

25,641 15,2

成

24 20,353   

（

務委託金【その他】ほ

実

か
  資 内 特定財源 1

現

3,986 23,59

）

5 13,825 20,

状

353
算   

  指 訳

績

況

一般財源 2,199 2

Ａ

,046 1,399 令

達

和4年度実施令和3年

成

度繰越明

額 許費3,4

し

87千円標 他団体事業

た

負担額

・住

項  

民

     目 令和元年

情

度 令和2年度 令和3年



  

業

分 会計・款・項・目 令

の

和4年度の事業概要（

意

実績）
利用料が3万円

図

を超えた場合、上限を

や

2万円として超えた金

ね

額を補助しました。継

ら

続 一般・4款・1項・

い

4目

事    業  

（

  主    体
市民

成

課

【滝沢市主体】

 

果

小       

や

          

効

          

果

  計

 ０１ 

）

  多様なつながりに

の

よって市民が行動して

達

いるまち

成状況

多

通知カード・個人番号

様

カード関連事務 【事業

な

意図・ねらい】円滑に

つ

事務を行うため、番号

な

法に基づき事務の一部

が

を委任

し、マイナンバ

り

ーカード交付事業を確

に

実に実施します。

【達

政 よ

成状況】確実なマイナ

っ

ンバーカード交付と交

て

付推進を図るため、本

市

人確認を

（義務的事業

民

） 徹底したほか、休日

が

に交付窓口を開設し、

行

繁忙期には増設しまし

動

た。

継続区分 会計・款

し

・項・目 令和4年度の

て

事業概要（実績）
・個

策 い

人番号の生成を地方公

る

共団体システム機構に

ま

委任し、法令に基づき

ち

適正な個継続 一般・2

 

款・3項・1目
人番号

基

の付番を行いました。

本

事    業    

施

主    体 ・本人確

策

認を徹底し、マイナン

　

バーカードを適正に交

　
０

付しました。

市民課 ・

４

法令に基づき市が行う

 

こととされている事務

 

の一部を地方公共団体

 

システム機

【滝沢市主

市

体】 構に委任し、全国

民

で統一した事務を円滑

に

に実施しました。

信

事

頼

       業  

　
と

     名 事業の意

安

図やねらい（成果や効

心

果）の達成状況

マイナ

感

ンバーカードによるス

を

マートな 【事業意図・

与

ねらい】コンビニエン

え

スストア証明書交付サ

ら

ービス及びインターネ

れ

ット証明書申請サービ

る

スを構築し、証明書等

　
窓

の取得方法拡充を図り

口

ます。
証明書等取得サ

の

ービス構築事業 【達成

対

状況】コンビニエンス

応

ストア証明書交付サー

－

ビス及びインターネッ

 

ト証明

書申請サービス

3

を構築したことで、証

1

明書の取得方法が広が

 

りました。

継続区分 会

０

－

計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・コンビニエンスストア証明書交付サービスを構築し、令和5年3月27日から運用新規 一般・2款・3項・1目
を開始しました。

事    業    主    体 ・インタ

１

ーネット証明書申請サービスを構築し、令和

事

5年3月22日から運

 

用を開始

市民課 しまし

 

た。

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

火葬

 

業

場使用料補助事業 【事

 

業意図・ねらい】火葬

 

場使用料について、補

 

助金を交付することで

 

市民の負

担の軽減を図

 

ります。

【達成状況】

 

適正な補助金の交付（

 

合計471件）により

名

、市民の負担の軽減が

事

図

られました。

継続区



令 報

○

財源 1,900,41

全

2 1,884,576

体

1,912,014 2

事

,076,002

額標

業

他団体事業負担額

期間活 各年

告

度交付委任事務の実施

令

状況 100 100 10

和

0 100   令和4年

元

度～令和7年度標
動 1

年

00 100 100 10

度

0値 単 位 ％

／指
実

標 績

～

単 位 ○特定財源

決   

令

個人番号カード交付事

和

業費補投 年度別事業費

和
4

8,095 23,77

年

4 21,699 4,8

度

40   助金【国】1

（

0/10
  資 内 特定

単

財源 8,092 23,

位

774 21,699 4

 

,840
算   

  指

 

訳 一般財源 3

額標 他団

千

体事業負担額

円

4

）

－

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

3

和3年度 令和4年度 備

2

       考

目 ○

 

全体事業期間活 コンビ

－

ニエンスストアでの住民 0 0 0 0   令和4年度～令和7年度標 票交付率
動 0 0 0 1値 単

年

位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   新型コロナウイルス感染症対投 年度別事業費 27,524   応地方創生臨時交付金【国】
  資 内 特定財源 27,284

算   
  指 訳 一般財源 240 <新規事業>

額標 他団体事業負

度

担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 補助金交付率 100 100 100 100   平成24年度～

事

令和7年度標
動 100

項

100 100 100値

 

単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 6,

 

165 7,792 7,

 

670 8,270

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 6,165 7,79

 

2 7,670 8,27

目

0

額標 他団体事業負担

業

令

額

和元

項       目 令

年

和元年度 令和2年度 令

度

和3年度 令和4年度 備

令

       考

決投

和

年度別事業費 36,3

2

89 69,071 52

年

,534 69,078

度

資 内 特定財源 26,7

実

令

36 56,003 39

和

,729 55,271

3

算
指 訳 一般財源 9,6

年

53 13,068 12

度

,805 13,807

令

額標 他団体事業負担額

和4

項

年

       目 令和

度

元年度 令和2年度 令和

績

備

3年度 令和4年度 備 

 

      考

決投 年

 

度別事業費 2,142

 

,150 2,026,

 

390 2,063,6

 

08 2,198,12

 

3

資 内 特定財源 241

 

,738 141,81

考

4 151,594 12

目

2,121
算

指 訳 一般



  

で、地域支援者との情報共有や連携を推進しました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

民生委員推薦会事務 【事業意図・ねらい】地域における福祉

 

促進のため、市民と行政とのパイプ役を

果たす、民生委員・児童委

計

員の適正な人材を推薦

画

します。 

【達成状況

の

】令和4年度は3年に

ビ

1回行われる民生委員

ジ

・児童委員の一斉改選

ョ

に伴

（義務的事業） い

ン

、地域から推薦のあっ

健

（

た候補者を審査するた

政

め、推薦会を6回開催

策

しました。

継続区分 会

が

計・款・項・目 令和4

実

年度の事業概要（実績

現

）
令和4年度は3年に

で

1回行われる民生委員

き

・児童委員の一斉改選

た

に伴い、地域から継続

と

一般・3款・1項・1

や

き

目
推薦のあった候補者

の

を審査するため、推薦

状

会を6回開催しました

態

。
事    業   

）

 主    体
地域福

市

祉課

【滝沢市主体】

民一人ひ

か

とりが自分らしい幸福

で

感を育むために、子ど

笑

もから高齢者、障がい

顔

のある人もない人もそ

に

れぞれの役割を担い、

あ

地域の絆を大切にしな

政 ふ

がら、自助、互助、共

れ

助、公助が一体となっ

る

て共に生き、健やかで

ま

笑顔にあふれて暮らし

ち

ている状態

を目指しま

 

す。

政策目標値の達成

基

状況

基準値 上：戦略目

本

標見込値／下：達成値

施

目標値 進捗状況No 政

策

策 目 標 指 数
平成30年

策
　

度 令和元年度 令和2年

０

度 令和3年度 令和4年

１

度 令和4年度 進捗率(

 

%)

暮 自分が心身とも

 

に元気と感じている人

 

の割合
1 ら 59 60 6

支

1 62 62 Ｄ58.4

え

単 位 ％し 60.7 5

あ

9.6 63.5 56.

う

8 56.8 △44.4

　
地

幸 滝沢市で幸せに暮ら

域

している人の割合
2 6

福

4 68 71 75 75 Ｃ

祉

60.1単 位 ％福 6

の

5.4 62.6 62 6

推

3.2 63.2 20.

進

8

－

基本施策が４年間で

 

めざす姿

・市民が地域

3

で幸せに暮らすために

　

3

、市民、地域コミュニ

 

ティ、ＮＰＯ、ボラン

－

ティア組織、福祉サービス事業者、行政等

が協働・連携し、支えあいのネットワークを広げ、笑顔あふれる地域創りを目指します。

・障がいのある方が地域で安心して暮らすこと

　

ができるよう、障がいに対する理解の促進、社会参加のための交流の場の構

築、学習の機会・就労の場の確保、自立を促進するためのサービスや情報の提供を図ります。

・みんなで支えあい安心して暮らすことができるよう

０

、支えあいのネットワークの拡大、地域での見守り活動の充実、多様

な相談に対応できる体制の整備を図ります。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和4年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課

２

題】

・滝沢市自立支援協議会で、市内の相談支援体制、障がい福祉政策の在り方などについて引き続き協議します。

・地域支援者間（民生児童委員、人権擁護委員、市社協、自治会など）の情報共有と連携の構築を進めます

 

。

【重点課題に対する達成状況】

滝沢市基幹相談支援センターを中心に、市自立支援協議会の中で市内の相談支援体制や障がい福祉政策の協議と連携を図り

、また次期地域福祉計画策定にかかる懇談会や日頃の相談支援の中



令 報

福

。また、少子高齢化な

感

どを背景とし、複雑化

を

・複合化する支援

ニー

実

ズへ対応するため、他

感

課間や地域支援者との

す

連携による「地域共生

る

社会」の構築を目指し

た

ます。

【引継課題】

・

め

多様な主体との連携に

の

より地域での見守り活

告

基

動が充実し、様々な相

本

談に対応できる、分野

で

横断的な「包括的支援

あ

体制」の

構築を目指し

る

ます。

・相談支援体制

「

の強化と滝沢市内の障

心

害福祉サービス提供事

身

業者の育成等を目的と

の

した「滝沢市自立支援

健

協議会」を引き続

き推

令

康

進します。

」の

項

保

       目 令和

持

元年度 令和2年度 令和

増

3年度 令和4年度 備 

進

      考

目 ○全

の

体事業期間活 民生委員

た

推薦会開催回数 5 2 2

め

6   令和4年度～令

和

、

和7年度標
動 5 3 2 6

市

値 単 位 回

／指
実

標 績 単

民

位 ○特定財源

決   民

、

生委員推薦会負担金【

地

県】投 年度別事業費 1

域

95 116 69 269

、

  （定額）
  資 内

団

特定財源 10 10 10

体

10
算   

  指 訳 一

、

般財源 185 106 5

元

企

9 259

額標 他団体事

業

業負担額

及び行政が一丸と

年

なって

健康づくりを推

度

進しました。

・子育て

～

支援のため、多様な保

令

育等の確保や経済的支

和

援の充実を図りました

和
4

。

・高齢者が住み慣れ

年

た地域で安心して暮ら

度

せるよう、地域包括ケ

（

アシステムを深化させ

単

ました。

・障がいのあ

位

る人が地域等で安心し

 

て暮らせるよう、自立

 

への支援を進めました

千

。

・生活保護をはじめ

円

としたセーフティネッ

4

）

ト、社会保険制度の確

－

実な実施に努めました

 

。

基本計画内の取り組

3

みと方針のうち、令和

4

4年度の重点課題の達

 

成（実現）状況

Ｂ 概ね

－

達成した

【重点課題】

・健康づくり宣言の機運を生かし、健康づくりのさらなる展開を図

年

ります。

・待機児童解消、保育士の確保や経済的支援の充実を図ります。

・高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、支援体制づくりを進めます。

【重点課題に対する達

政

成状況】

・健康づくり

策

宣言の機運を生かし、

度

目

健康づくりのさらなる

標

展開を図りました。

・

の

待機児童の解消には課

達

題が残りましたが、保

成

育士の確保や経済的支

（

援の充実を図りました

実

。

・高齢者が住み慣れ

現

た地域で安心して暮ら

）

せるよう、支援体制づ

に

くりを進めました。

事

向け

基本施策目標の達成（

た

実現）に向けた計画期

基

間内の取り組みと方針

本

についての達成（実現

計

）状況

Ｂ 概ね達成した

画

・地域福祉の課題を解

期

決するために、人材づ

間

くり、地域づくり及び

内

仕組みづくりを一体的

業

の

に定める「滝沢市地域

取

福祉計画」

の推進及び

り

同計画の次期計画策定

組

により、地域のニーズ

み

の把握や各支援者との

と

地域課題の共有を行う

方

事が出来ました。

・障

針

害者総合支援法、児童

に

福祉法等の制度に沿っ

つ

た障がい福祉サービス

実

い

、地域生活支援事業等

て

の円滑な提供が図られ

の

ました

。

・民生児童委

達

員や人権擁護委員、市

成

社協などの関係団体等

（

と連携を図り、地域で

実

の見守り活動や相談体

現

制の充実に務めまし

た

）

。

令和6年度方針策定

状

に際し、今後の方向性

績

況

や引継課題

Ｂ 課題あり

Ｂ

【今後の方向性】

法令

概

等で実施が義務付けら

ね

れている事務事業の実

達

施および障害者総合支

成

援法、児童福祉法等の

し

法令に基づいた障害福

た

祉サー

ビス、地域生活

・

支援事業等の適切なサ

幸

ービス提供に務めます



  

状

績）
定期研修への参加

況

及び自主研修の実施、

民

社明作文コンテスト等

生

での社会を明るく継続

委

一般・3款・1項・1

員

目
する運動といった啓

・

発活動等を実施しまし

児

た。
事    業  

童

  主    体 ・更

委

生保護法人岩手県更生

 

員

保護協会負担金 　6

設

9千円

地域福祉課

【他

置

団体事業主体】

岩手県

事

更生保護協会

業

事  

【

     業    

事

   名 事業の意図や

業

ねらい（成果や効果）

意

の達成状況

盛岡地区福

図

祉有償運送市町共同運

健

・

営協 【事業意図・ねら

ね

い】有償のボランティ

ら

ア輸送（福祉有償運送

い

）について、その

必要

】

性、利用者の安全と利

社

便の確保に係る方策等

会

について検討する協議

奉

会を盛岡
議会運営事業

仕

広域市町で共同で設置

の

し、効率的に運営しま

や

精

す。

【達成状況】効率

神

的な福祉有償運送事業

を

を運営することができ

も

ました。

継続区分 会計

っ

・款・項・目 令和4年

て

度の事業概要（実績）

、

福祉有償運送に係る新

常

規申請、変更申請及び

に

運行管理等に関して、

市

協議会を組織継続 一般

か

民

・3款・1項・1目
す

の

る者（国土交通省岩手

立

運輸支局職員、盛岡広

場

域振興局職員、岩手県

に

タクシー協
事    

立

業    主    

っ

体 会盛岡支部及び紫波

て

支部職員、福祉団体代

活

表者、構成市町職員）

動

により検討しま

地域福

で

し

祉課 した。

【滝沢市主

、

体】 ・盛岡地区福祉有

市

償運送市町共同運営協

民

議会負担金 5千円

と行

事       業 

政

      名 事業の

と

意図やねらい（成果や

の

効果）の達成状況

滝沢

パ

市保護司協議会補助事

笑

イ

業 【事業意図・ねらい

プ

】犯罪者の更生と犯罪

役

のない社会の構築、犯

と

罪被害者支援を

行う保

な

護司の活動を支援しま

る

す。

【達成状況】明る

民

い社会づくりを推進す

生

ることができました。

委

継続区分 会計・款・項

員

・目 令和4年度の事業

顔

・

概要（実績）
本事業は

児

、公募補助事業であり

童

、定期研修への参加及

委

び自主研修の実施、社

員

明作継続 一般・3款・

の

1項・1目
文コンテス

活

ト等での社会を明るく

動

する運動といった啓発

に

活動等を実施しました

対

。
事    業   

に

し

 主    体
地域福

支

祉課

【他団体事業主体

援

】

滝沢市保護司協議会

を行いま

す。

【

あ

達成状況】事業の意図

政 ふ

やねらいのとおり、支

れ

援することができまし

る

た。 

継続区分 会計・

ま

款・項・目 令和4年度

ち

の事業概要（実績）
委

 

員個々の活動費用の支

基

援を行うために、活動

本

があった月に、月額定

施

額で各法定継続 一般・

策

3款・1項・1目
民生

策
　

児童委員協議会の会長

０

(3名)8千円、副会

１

長(6名)7千円、委

 

員(90名)6千円で

 

事    業    

 

主    体 積算し、

支

年2回に分けて支給し

え

ました。 

地域福祉課

あ

【滝沢市主体】

う

事 

　
地

      業   

域

    名 事業の意図

福

やねらい（成果や効果

祉

）の達成状況

人権擁護

の

事業 【事業意図・ねら

推

い】人権侵害問題に対

進

する意識醸成及び人権

－

思想の浸透を図り

ます

 

。

【達成状況】市内小

3

中学校、保育園、施設

　

5

等へ訪問し人権教室や

 

人権の花植え等

の啓発

－

活動により、人権侵害問題等への意識醸成を図ることができました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・特設人権相談所（2回）を開設しました。継続 一

　

般・3款・1項・1目
・市内小中学校での人権の花運動（13回）や市内小中高等学校、

事

保育園、学童ク
事  

 

  業    主  

 

  体 ラブ、福祉施設

 

等での人権教室（延べ

 

32施設、41回、対

 

象約3,370人）、

０

 

市内小

地域福祉課 中高

 

等学校訪問（29回）

業

を実施し、啓発に努め

 

ました。

【他団体事業

 

主体】 ・盛岡人権擁護

 

委員協議会負担金  

 

 69千円

滝沢市人権

 

擁護委員 ・いわて被害

 

者支援センター負担金

 

 66千円

２

名

事   

事

    業     

業

  名 事業の意図やね

の

らい（成果や効果）の

意

達成状況

更生保護事業

図

【事業意図・ねらい】

や

市の行事や研修を通し

ね

て保護司の活動につい

ら

ての理解を深

め、明る

い

い社会を目指した事業

 

（

展開へとつなげます。

成

【達成状況】更生保護

果

事業の啓発活動（社会

や

を明るくする運動）や

効

、保護司の自

主研修を

果

支援することで円滑な

）

保護司活動の推進が図

の

られました。

継続区分

達

会計・款・項・目 令和

成

4年度の事業概要（実



令 報

○

一般財源 185 185

全

185 185

額標 他団

体

体事業負担額

事業期間活 民生

告

委員・児童委員数 98

令

99 99 100   令

和

和4年度～令和7年度

元

標
動 93 96 95 95

年

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   民

～

生委員・児童委員指揮

令

監督投 年度別事業費 7

和

,128 6,942 7

和
4

,056 7,174  

年

 事務費交付金【県】

度

（定額）
  資 内 特定

（

財源 8 8 8 8
算   

 

単

 指 訳 一般財源 7,1

位

20 6,934 7,0

 

48 7,166

額標 他

 

団体事業負担額

千円

4

）

項       目

－

令和元年度 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

3

備       考

目

6

○全体事業期間活 人権

 

擁護委員数 9 9 9 9  

－

 令和4年度～令和7年度標
動 9 9 9 9値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   人権啓

年

発活動委託金投 年度別事業費 525 510 544 581   【県】対象事業費の10/10
  資 内 特定財源 394 377 411 445

算   
  指 訳 一般財源 131 133 133 136

額標 他団体事業負担額

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 円滑な保護司活動の実施（保護 22 22 22 22   令和4年度～令和7年度

事

標 司の人数）
動 18 1

項

8 17 17値 単 位 人

／

 

指
実

標 績 単 位

決投 年度

 

別事業費 177 69 7

 

3 69

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 177 6

 

9 73 69

額標 他団体

 

事業負担額

 目

項

業

令

       目 令和

和

元年度 令和2年度 令和

元

3年度 令和4年度 備 

年

      考

目 ○全

度

体事業期間活 市内福祉

令

有償運送事業者数 2 2

和

2 2   平成17年度

2

～令和7年度標
動 2 2

年

2 2値 単 位 団体

／指
実

度

標 績 単 位

決投 年度別事

実

令

業費 15 10 10 5

資

和

内 特定財源
算

指 訳 一般

3

財源 15 10 10 5

額

年

標 他団体事業負担額

度 令和

項      

4

 目 令和元年度 令和2

年

年度 令和3年度 令和4

度

年度 備       

績

備

考

目 ○全体事業期間活

 

円滑な保護司活動の実

 

施（保護 22 22 22

 

22   令和4年度～

 

令和7年度標 司の人数

 

）
動 18 18 17 17

 

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

 

位

決投 年度別事業費 1

考

85 185 185 18

目

5

資 内 特定財源
算

指 訳



  

状

,000千円を預託し

況

、等倍の貸付枠でそれ

滝

ぞれ貸付を実施しま
事

沢

    業    主

市

    体 した。

地域

民

福祉課 ・盛岡広域市町

生

消費者行政共同実施負

児

担金 1,125千円

童

【滝沢市主体】 ・岩手

委

県都市消費者行政連絡

 

員

協議会負担金 8千円

連

・東北都市消費者行政

絡

協議会負担金 8千円

協

 

議

事       

会

業       名 事

補

業の意図やねらい（成

助

果や効果）の達成状況

事

滝沢市安心生活相談事

【

業 【事業意図・ねらい

健

事

】多重債務や悪質商法

業

など市民からの相談に

意

的確に対応する

体制を

図

整備し、安心して生活

・

できる地域をつくりま

ね

す。

【達成状況】弁護

ら

士や司法書士による無

い

料相談を滝沢市社会福

】

祉協議会に委託し

実施

地

することにより、市民

や

域

の生活相談の解決につ

に

ながりました。

継続区

お

分 会計・款・項・目 令

け

和4年度の事業概要（

る

実績）
弁護士による「

福

無料弁護士相談」（月

祉

2回開催）、及び司法

推

書士による「無料相継

進

続 一般・3款・1項・

の

1目
続・登記相談」（

か

た

月1回開催）を実施し

め

、市民の身近な専門相

、

談の場として生活
事 

市

   業    主 

民

   体 相談の解決に

と

つなげました。

地域福

行

祉課

【協働事業】

社会

政

福祉法人滝沢市社会福

と

祉協議会

の

事    

で

パ

   業      

イ

 名 事業の意図やねら

プ

い（成果や効果）の達

役

成状況

社会福祉法人監

を

査指導事業 【事業意図

果

・ねらい】社会福祉法

た

第56条の規定に基づ

す

き、市長が所管する社

民

会福

祉法人に対して指

生

導監督を実施します。

笑

委

【達成状況】各法人か

員

ら定款変更の届出等の

・

受理、許可等、法に基

児

づく業務を行

（義務的

童

事業） いました。

継続

委

区分 会計・款・項・目

員

令和4年度の事業概要

の

（実績）
社会福祉法人

円

の設立の認可、指導監

滑

査を行うための法人監

顔

な

査専門員1名を配置し

活

継続 一般・3款・1項

動

・1目
、各法人からの

を

定款変更の届出等の受

支

理、認可等、法に基づ

援

く業務を行いました
事

し

    業    主

ま

    体 。また、4

す

法人の指導監査を実施

。

しました。

地域福祉課

に

業

【滝沢市主体】

【達成状況】民生委

あ

員・児童委員の円滑な

政 ふ

活動を支援したことで

れ

、民生委員の資

質の向

る

上が図られました。 

ま

継続区分 会計・款・項

ち

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
滝沢市民

基

生児童委員連絡協議会

本

（各法定民生児童委員

施

協議会含む）が行う自

策

主研継続 一般・3款・

策
　

1項・1目
修、自主的

０

活動の経費、その他の

１

研修費に対して支援を

 

実施しました。
事  

 

  業    主  

 

  体
地域福祉課

【協

支

働事業】

滝沢市民生児

え

童委員連絡協議会

あ

事

う

       業  

　
地

     名 事業の意

域

図やねらい（成果や効

福

果）の達成状況

滝沢市

祉

社会福祉協議会補助事

の

業 【事業意図・ねらい

推

】地域福祉推進のため

進

のパートナーである滝

－

沢市社会福祉協

議会の

 

円滑な運営を図ります

3

。

【達成状況】きめ細

　

7

やかな地域福祉の向上

 

が広く図られ、効率的

－

な福祉事業に寄

与することができました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
地域福祉推進のためのパートナーである滝沢市社会福祉協議会の円滑な運営に

　

要継続 一般・3款・1項・1目
する経費（人件費及びその他の事務費）に対して補助金を

事

交付し、地域福祉の向

 

事    業    

 

主    体 上に資す

 

る事業が展開され、円

 

滑な運営が行われまし

 

た。

地域福祉課

【協働

０

 

事業】

社会福祉法人滝

 

沢市社会福祉協議会

業 

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

消費

 

者行政推進事業 【事業

 

意図・ねらい】盛岡広

 

域市町が連携して消費

２

名

者からの相談を受け、

事

問題解

決に向けた指導

業

や協力を行うほか、岩

の

手県消費者信用生活協

意

同組合及び北日本銀

行

図

と契約を締結し、債務

や

整理や生活再建資金を

ね

貸し付けます。

【達成

ら

状況】多重債務者の生

い

活状況を改善するため

 

（

の支援ができました。

成

継続区分 会計・款・項

果

・目 令和4年度の事業

や

概要（実績）
債務整理

効

資金として16,00

果

0千円を預託し、4倍

）

の貸付枠となる64,

の

000千円で、生継続

達

一般・3款・1項・1

成

目
活再建資金として7



令 報

○

347 2,531 2,

全

654

額標 他団体事業

体

負担額

事業期間活 民生

告

児童委員数 98 99 9

令

9 100   令和4年

和

度～令和7年度標
動 9

元

3 96 95 95値 単 位

年

人

／指
実

標 績 単 位

決投

度

年度別事業費 1,58

～

5 1,168 664 8

令

00

資 内 特定財源
算

指

和

訳 一般財源 1,585

和
4

1,168 664 80

年

0

額標 他団体事業負担

度

額

（単

項    

位

   目 令和元年度 令

 

和2年度 令和3年度 令

 

和4年度 備     

千

  考

目 ○全体事業期

円

間活 補助対象職員数 6

4

）

7 7 7   令和4年度

－

～令和7年度標
動 7 7

 

7 7値 単 位 人

／指
実

標

3

績 単 位

決投 年度別事業

8

費 28,397 31,

 

810 31,211 2

－

5,397

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 28,397 31,810 31,211 25,3

年

97

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 多重債務を解消する者 30 20 20 2

度

0   令和4年度～令和7年度標
動 8 10 10 8値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   貸付金元金収入【その他】投 年度別事業費 27,131 24,125 24,121 24,125   
  資 内 特定財源 26,000

事

23,000 23,0

項

00 23,000
算  

 

 
  指 訳 一般財源 1

 

,131 1,125 1

 

,121 1,125

額

 

標 他団体事業負担額

   

項      

目

 目 令和元年度 令和2

業

令

年度 令和3年度 令和4

和

年度 備       

元

考

目 ○全体事業期間活

年

相談者数 130 130

度

130 130   令和

令

4年度～令和7年度標

和

動 132 124 139

2

139値 単 位 人

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費 449 449 44

実

令

9 449

資 内 特定財源

和

算
指 訳 一般財源 449

3

449 449 449

額

年

標 他団体事業負担額

度 令和

項      

4

 目 令和元年度 令和2

年

年度 令和3年度 令和4

度

年度 備       

績

備

考

目 ○全体事業期間活

 

所管する法人数 7 7 7

 

7   令和4年度～令

 

和7年度標
動 7 7 7 7

 

値 単 位 法人

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

 

2,426 2,347

 

2,531 2,654

考

資 内 特定財源
算

指 訳 一

目

般財源 2,426 2,



  

状

減するために自立支援

況

医療費

を支給します。

地

【達成状況】日常生活

域

の向上が図られました

福

。

（義務的事業）

継続

祉

区分 会計・款・項・目

計

令和4年度の事業概要

画

（実績）
医療機関と連

策

携を図り、身体に障が

定

いのある方が利用しま

 

事

した。継続 一般・3款

業

・1項・2目

事   

【

 業    主   

事

 体
地域福祉課

【滝沢

業

市主体】

意

事    

図

   業      

・

 名 事業の意図やねら

ね

い（成果や効果）の達

ら

成状況

補装具費支給事

健

い

業 【事業意図・ねらい

】

】障害者総合支援法の

滝

規定に基づき、障がい

沢

のある方に対し

て補装

市

具を支給します。

【達

地

成状況】規定に基づき

域

補装具を支給し、障が

福

いのある方の日常生活

祉

の向上が

（義務的事業

計

） 図られました。

継続

や

画

区分 会計・款・項・目

を

令和4年度の事業概要

推

（実績）
99件分の補

進

装具費を支給しました

し

。継続 一般・3款・1

ま

項・2目

事    業

す

    主    体

。

地域福祉課

【滝沢市主

【

体】

達

か

成状況】滝沢市地域福

で

祉計画に基づき、地域

笑

福祉に関わる各種取り

顔

組みを推

進しました。

に

また、第2次滝沢市地

あ

域福祉計画を策定しま

政 ふ

した。

継続区分 会計・

れ

款・項・目 令和4年度

る

の事業概要（実績）
社

ま

会福祉法第107条の

ち

規定に基づき策定した

 

第1次滝沢市地域福祉

基

計画の評価・見継続 一

本

般・3款・1項・1目

施

直しを行い、関係団体

策

へのヒアリング調査、

策
　

滝沢市地域福祉計画策

０

定懇談会、庁
事   

１

 業    主   

 

 体 内プロジェクトチ

 

ーム会議を実施し、第

 

2次滝沢市地域福祉計

支

画を策定しました

地域

え

福祉課 。

【滝沢市主体

あ

】

う

事       

　
地

業       名 事

域

業の意図やねらい（成

福

果や効果）の達成状況

祉

介護給付・訓練等給付

の

費支給事業 【事業意図

推

・ねらい】障害者総合

進

支援法に基づき、介護

－

給付費や訓練等給付費

 

を

支給します。

【達成

3

状況】障がいのある方

　

9

の自立した生活や社会

 

参加の促進が図られま

－

した。

（義務的事業）

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
サービス利用申請に応じて、障がいの程度や希望に合ったサービスを提供し、障継続 一般・3款・

　

1項・2目
がいのある方が地域で安心して生活できるよう支援しました。

事    業 

事

   主    体
地

 

域福祉課

【滝沢市主体

 

】

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

０

 

果や効果）の達成状況

 

障害支援区分認定審査

業

会事務 【事業意図・ね

 

らい】障害福祉サービ

 

ス利用希望者の障害支

 

援区分の認定調査を

行

 

い、主治医に意見書の

 

作成を依頼し、障がい

 

の現状と医学的見地か

 

ら適切な審

査・判定を

２

名

行います。

（義務的事

事

業） 【達成状況】適切

業

な障害支援区分を認定

の

しました。

継続区分 会

意

計・款・項・目 令和4

図

年度の事業概要（実績

や

）
140件の審査を実

ね

施しました。継続 一般

ら

・3款・1項・2目

事

い

    業    主

 

（

    体
地域福祉課

成

【滝沢市主体】

果

事 

や

      業   

効

    名 事業の意図

果

やねらい（成果や効果

）

）の達成状況

自立支援

の

医療費支給事業 【事業

達

意図・ねらい】身体の

成

障がいを除去または軽



令 報

○

支援医療費負担金投 年

全

度別事業費 36,27

体

3 41,571 39,

事

431 42,839  

業

 【国】1/2【県】

期

1/4
  資 内 特定財

間

源 30,540 30,

活

878 36,154 3

地

2,044
算   

  

域

指 訳 一般財源 5,73

告

福

3 10,693 3,2

祉

77 10,795

額標

計

他団体事業負担額

画策定

項       

懇

目 令和元年度 令和2年

話

度 令和3年度 令和4年

会

度 備       考

等

目 ○全体事業期間活 補

令

の

装具費支給件数 120

開

120 120 120  

1

 平成18年度～令和

0

7年度標
動 125 12

0

6 101 99値 単 位 件

3

／指
実

標 績 単 位 ○特定

 

財源

決   自立支援給

 

付費負担金投 年度別事

令

業費 18,860 23

和

,331 16,687

和

4

11,922   【国

年

】1/2【県】1/4

度

  資 内 特定財源 11

～

,250 15,088

令

11,250 11,2

和

50
算   

  指 訳 一

7

般財源 7,610 8,

年

243 5,437 67

度

2

額標 他団体事業負担

標

額

元

催回数
動 1 0 1 3値 単

年

位 回

／指
実

標 績 単 位

決

度

投 年度別事業費 177

～

888 441

資 内 特定

令

財源
算

指 訳 一般財源 1

和

77 888 441

額標

和
4

他団体事業負担額

年度

（

項       

単

目 令和元年度 令和2年

位

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 介

千

護給付費支給件数 2,

円

388 2,882 2,

4

）

369 2,549   

－

平成18年度～令和7

 

年度標
動 2,519 2

4

,368 2,478 2

0

,625値 単 位 件

／指

 

訓練等給付費支給件数

－

3,041 2,937 3,309 3,547
実

標 2,951 3,224 3,360 3,5

年

72績 単 位 件 ○特定財源

決   自立支援給付費負担金投 年度別事業費 775,608 818,971 869,165 964,163   【国】基準額の1/2、【県】
  基準額の1/4、重度訪問介護資 内 特定財源 564

度

,918 605,260 660,210 709,932
算   利用促進支援事業費補助金【

  県】基準超過額の3/4指 訳 一般財源 210,690 213,711 208,955 254,231

額標 他団体事業負担額

事

項 

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 異

 

議申し立て件数 0 0 0

 

0   平成18年度～

目

令和7年度標
動 0 0 0

業

令

0値 単 位 件

／指
実

標 績

和

単 位 ○特定財源

決   

元

障害支援区分認定審査

年

会運営投 年度別事業費

度

1,115 1,090

令

1,243 1,335

和

  費負担金【その他

2

】
  資 内 特定財源 2

年

70 286 277 28

度

7
算   

  指 訳 一般

実

令

財源 845 804 96

和

6 1,048

額標 他団

3

体事業負担額

年度 令

項       目 令

和

和元年度 令和2年度 令

4

和3年度 令和4年度 備

年

       考

目 ○

度

全体事業期間活 自立支

績

備

援医療（更生医療）利

 

用 15 16 20 20  

 

 令和4年度～令和7

 

年度標 者数
動 15 15

 

18 14値 単 位 人

／指

 

自立支援医療（育成医

 

療）利用 20 20 15

 

15
実 者数

標 11 10

考

11 8績 単 位 人 ○特定

目

財源

決   障害者自立



  

状

一般・3款・1項・2

況

目
る方からの相談に応

障

じ、必要な助言や情報

が

提供を行いました。ま

い

た。障がい者支
事  

者

  業    主  

地

  体 援相談員2名を

域

配置し、障がいのある

生

方からの相談に応じた

活

ほか、障害支援区分

地

 

支

域福祉課 認定調査等に

援

従事しました。

【滝沢

事

市主体】

業

事    

【

   業      

事

 名 事業の意図やねら

業

い（成果や効果）の達

意

成状況

滝沢市身体障害

図

者福祉協会補助事業 【

・

事業の意図・ねらい】

健

ね

滝沢市身体障害者福祉

ら

協会が行う事業費の一

い

部に対し、

補助金を交

】

付することにより、健

地

全な運営を図ります。

域

【達成状況】補助金の

の

交付により健全な運営

実

に寄与し、身体障がい

情

者の福祉の向

上が図ら

に

れました。

継続区分 会

や

合

計・款・項・目 令和4

っ

年度の事業概要（実績

た

）
滝沢市身体障害者福

事

祉協会が行う事業の一

業

部に対して補助金を交

や

付し、身体障が継続 一

利

般・3款・1項・2目

用

い者の福祉の向上を図

者

りました。
事    

ニ

業    主    

か

ー

体
地域福祉課

【他団体

ズ

事業主体】

滝沢市身体

に

障害者福祉協会

沿った事業を選

で

択して実施します。

【

笑

達成状況】地域に住む

顔

障がいのある方の福祉

に

の向上が図られました

あ

。

（義務的事業）

継続

政 ふ

区分 会計・款・項・目

れ

令和4年度の事業概要

る

（実績）
計13事業の

ま

メニューを配置し、計

ち

13事業で実績があり

 

ました。継続 一般・3

基

款・1項・2目

事  

本

  業    主  

施

  体
地域福祉課

【滝

策

沢市主体】

策
　

事   

０

    業     

１

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

 

達成状況

在宅酸素療法

 

患者酸素濃縮器使用助

支

成 【事業意図・ねらい

え

】在宅で酸素療法を実

あ

施している呼吸器機能

う

障がい者に対し

て、電

　
地

気代の一部を助成しま

域

す。
事業 【達成状況】

福

酸素療法に係る電気代

祉

の一部助成を行い、福

の

祉の向上が図られまし

推

た。

継続区分 会計・款

進

・項・目 令和4年度の

－

事業概要（実績）
9人

 

の呼吸器機能障がい者

4

に対して、酸素療法機

　

1

器の使用に伴う電気代

 

の一部を継続 一般・3

－

款・1項・2目
助成しました。

事    業    主    体
地域福祉課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（

　

成果や効果）の達成状況

在宅重度障害者家族介護慰労手当支給 【事業意図・ねらい】在宅

事

で重度障がい者を介護

 

している家族等に対し

 

て慰労手

当を支給しま

 

す。
事業 【達成状況】

 

利用者はおりませんで

 

した。

継続区分 会計・

０

 

款・項・目 令和4年度

 

の事業概要（実績）
在

業

宅重度障害者家族介護

 

慰労手当支給事業を実

 

施しましたが、利用者

 

はおりませ継続 一般・

 

3款・1項・2目
んで

 

した。
事    業 

 

   主    体
地

 

域福祉課

【滝沢市主体

２

名

】

事

事       

業

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

意

果や効果）の達成状況

図

障がい者支援相談員設

や

置事業 【事業意図・ね

ね

らい】障がいのある方

ら

が地域において自立し

い

た生活を送ることが

で

 

（

きるよう、相談に応じ

成

ます。

【達成状況】必

果

要な助言や情報を提供

や

しました。

継続区分 会

効

計・款・項・目 令和4

果

年度の事業概要（実績

）

）
身体障害者相談員2

の

名、知的障害者相談員

達

1名を委嘱し、地域に

成

おいて障がいのあ継続



令 報

○

3年度 令和4年度 備 

全

      考

目 ○全

体

体事業期間活 会員数 7

事

0 70 70 70   令

業

和4年度～令和7年度

期

標
動 65 65 66 58

間

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

活

位

決投 年度別事業費 1

国

00 26 43 47

資 内

が

特定財源
算

指 訳 一般財

告

示

源 100 26 43 47

し

額標 他団体事業負担額

たメニューの中か

令

ら市 13 13 13 13

和

  令和4年度～令和

元

7年度標 が実施する事

年

業の数
動 13 13 13

度

13値 単 位 事業数

／指

～

実
標 績 単 位 ○特定財源

令

決   障害者地域生活

和

支援事業費補投 年度別

和
4

事業費 49,815 4

年

5,798 49,35

度

7 55,889   助

（

金
  【国】基準額の

単

1/2を上限資 内 特定

位

財源 19,027 19

 

,027 18,456

 

19,028
算   【

千

県】基準額の1/4を

円

上限
  指 訳 一般財源

4

）

30,788 26,7

－

71 30,901 36

 

,861

額標 他団体事

4

業負担額

2 

項 

－

      目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体

年

事業期間活 利用者 7 7 7 8   令和4年度～令和7年度標
動 9 7 6 9値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   在宅酸素療法患者酸素濃縮器投 年度別事業費 158 127 131 154   使用助成事業費補助金
  【県】1

度

/2資 内 特定財源 79 63 65 76
算   

  指 訳 一般財源 79 64 66 78

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備 

事

      考

目 ○全

項

体事業期間活 受給者数

 

2 2 1 1   令和4年

 

度～令和7年度標
動 2

 

1 1 0値 単 位 人

／指
実

 

標 績 単 位 ○特定財源

決

 

  在宅重度障害者家

 

族介護慰労投 年度別事

 

業費 84 67 42   

目

手当事業費補助金
  

業

令

【県】1/2資 内 特定

和

財源 42 33 21
算  

元

 
  指 訳 一般財源 4

年

2 34 21

額標 他団体

度

事業負担額

令和

項

2

       目 令和

年

元年度 令和2年度 令和

度

3年度 令和4年度 備 

実

令

      考

目 ○全

和

体事業期間活 相談者数

3

(身体障害者・知的障

年

90 110 110 11

度

0   平成18年度～

令

令和7年度標 害者相談

和

員分)
動 155 77 4

4

9 50値 単 位 人

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費 4,294 4,6

績

備

46 4,978 3,8

 

58

資 内 特定財源
算

指

 

訳 一般財源 4,294

 

4,646 4,978

 

3,858

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

考

       目 令和

目

元年度 令和2年度 令和



  

状

）に対し、特別障害者

況

手当等を支

給します。

滝

【達成状況】障がいに

沢

よる精神的、身体的、

市

経済的な負担が軽減さ

手

れました。

（義務的事

を

業）

継続区分 会計・款

つ

・項・目 令和4年度の

な

事業概要（実績）
在宅

ぐ

の重度障がい者（児）

 

育

への障がいによる精神

成

的、身体的、経済的な

会

負担を軽継続 一般・3

補

款・1項・2目
減する

助

ため手当の支給を行い

事

ました（令和4年度末

業

時点受給者数：障害児

【

福祉手
事    業 

事

   主    体 当

業

20人、特別障害者手

健

意

当62人）。

地域福祉

図

課

【滝沢市主体】

・

事

ね

       業  

ら

     名 事業の意

い

図やねらい（成果や効

】

果）の達成状況

在宅超

滝

重症児（者）等短期入

沢

所受入体 【事業意図・

市

ねらい】在宅超重症児

や

手

（者）が、より短期入

を

所利用をしやすくなる

つ

よう事業所への支援を

な

行います。
制支援事業

ぐ

【達成状況】当年度は

育

実績がありませんでし

成

た。

継続区分 会計・款

会

・項・目 令和4年度の

が

事業概要（実績）
在宅

行

超重症児（者）短期入

か

う

所受入体制支援事業を

事

実施しましたが、利用

業

者がおり継続 一般・3

の

款・1項・2目
ません

一

でした。
事    業

部

    主    体

に

地域福祉課

【滝沢市主

対

体】

し、

で

補助金

を交付すること

笑

により、健全な運営を

顔

図ります。

【達成状況

に

】補助金の交付により

あ

健全な運営に寄与し、

政 ふ

知的障がい児・者及び

れ

そ

の家族の福祉の向上

る

が図られました。

継続

ま

区分 会計・款・項・目

ち

令和4年度の事業概要

 

（実績）
滝沢市手をつ

基

なぐ育成会が行う事業

本

の一部（研修会・交流

施

会）に対し補助金を交

策

継続 一般・3款・1項

策
　

・2目
付することによ

０

り、会員の福祉の向上

１

と組織の強化につなが

 

る支援を行いました
事

 

    業    主

 

    体 。

地域福祉

支

課

【他団体事業主体】

え

滝沢市手をつなぐ育成

あ

会

う

事       

　
地

業       名 事

域

業の意図やねらい（成

福

果や効果）の達成状況

祉

児童福祉法給付事業 【

の

事業意図・ねらい】障

推

害児通所給付費、障害

進

児相談支援給付費等を

－

支給します

。

【達成状

 

況】障がい児の支援が

4

図られました。

（義務

　

3

的事業）

継続区分 会計

 

・款・項・目 令和4年

－

度の事業概要（実績）
サービス利用申請に応じて、障がいの状態や家族、本人の希望に合ったサービス継続 一般・3款・1項・2目
を受けることができるよう必要な量を支給決定

　

し、給付しました。
事    業    主    体

地域福祉課

【滝沢市主体】

事

事 

 

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

難聴児補

 

聴器購入費支給事業 【

０

 

事業意図・ねらい】身

 

体障害者手帳の交付対

業

象外で、補装具給付の

 

対象になら

ない軽度・

 

中度の難聴児に対して

 

、補聴器購入・修理に

 

係る費用を助成します

 

。

【達成状況】補聴器

 

購入・修理に係る費用

 

を助成することで、難

２

名

聴児の言語の獲

得及び

事

コミュニケーションの

業

向上に寄与しました。

の

継続区分 会計・款・項

意

・目 令和4年度の事業

図

概要（実績）
難聴児1

や

人に補聴器購入費助成

ね

を行いました。継続 一

ら

般・3款・1項・2目

い

事    業    

 

（

主    体
地域福祉

成

課

【滝沢市主体】

果

事

や

       業  

効

     名 事業の意

果

図やねらい（成果や効

）

果）の達成状況

特別障

の

害者手当等支給事業 【

達

事業意図・ねらい】在

成

宅の重度障がい者（児
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額標 他団体事業

全

負担額

体事

項  

業

     目 令和元年

期

度 令和2年度 令和3年

間

度 令和4年度 備   

活

    考

目 ○全体事

会

業期間活 在宅超重症児

員

（者）等短期入所 1 1

告

数

1 1   令和4年度～

5

令和7年度標 事業利用

0

者
動 0 0 0 0値 単 位 人

5

／指
実

標 績 単 位

決投 年

0

度別事業費

資 内 特定財

5

源
算

指 訳 一般財源

額標

0

他団体事業負担額

50  

令

 令和4年度～令和7

和

年度標
動 42 40 40

元

37値 単 位 人

／指
実

標

年

績 単 位

決投 年度別事業

度

費 180 53 41 50

～

資 内 特定財源
算

指 訳 一

令

般財源 180 53 41

和

50

額標 他団体事業負

和
4

担額

年度

項   

（

    目 令和元年度

単

令和2年度 令和3年度

位

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 児童福祉法給付

千

費支給件数 1,440

円

1,381 1,590

4

）

1,826   令和4

－

年度～令和7年度標
動

 

1,426 1,587

4

1,644 1,742

4

値 単 位 件

／指 障害児相

 

談支援給付費支給件数

－

152 160 160 168
実

標 103 96 192 282績 単 位 件 ○特定財源

決   児童福

年

祉法給付費負担金投 年度別事業費 147,715 157,107 162,066 169,601   【国】基準額の1/2上限
  【県】基準額の1/4上限資 内 特定財源 110,778 113,196 134,308 12

度

5,076
算   

  指 訳 一般財源 36,937 43,911 27,758 44,525

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和

事

4年度 備      

項

 考

目 ○全体事業期間

 

活 補聴器支給件数 2 2

 

2 2   平成24年度

 

～令和7年度標
動 4 5

 

4 1値 単 位 件

／指
実

標

 

績 単 位 ○特定財源

決  

 

 岩手県難聴児補聴器

 

購入助成投 年度別事業

目

費 223 245 109

業

令

78   事業費補助金

和

【県】1/2
  資 内

元

特定財源 94 122 5

年

4 38
算   

  指 訳

度

一般財源 129 123

令

55 40

額標 他団体事

和

業負担額

2年

項 

度

      目 令和元

実

令

年度 令和2年度 令和3

和

年度 令和4年度 備  

3

     考

目 ○全体

年

事業期間活 受給者数 8

度

3 83 84 85   平

令

成25年度～令和7年

和

度標
動 81 82 82 8

4

2値 単 位 人

／指
実

標 績

年

単 位 ○特定財源

決   

度

特別障害者手当等負担

績

備

金【国投 年度別事業費

 

22,175 22,6

 

91 23,097 23

 

,330   】3/4

 

  資 内 特定財源 16

 

,577 16,950

 

17,233 17,2

 

72
算   

  指 訳 一

考

般財源 5,598 5,

目

741 5,864 6,



  

状

事     

況

  業       

障

名 事業の意図やねらい

が

（成果や効果）の達成

い

状況

自立支援医療費（

者

精神通院医療）支給 【

計

事業意図・ねらい】医

画

療機関等と連携し、ホ

・

ームページ等を利用し

障

制度の周知

を図ります

 

が

。
事務

（義務的事業）

い

継続区分 会計・款・項

福

・目 令和4年度の事業

祉

概要（実績）
申請事務

計

取扱件数は1,638

画

件ありました。継続 一

策

般

事    業   

定

 主    体
地域福

事

祉課

【滝沢市主体】

【

健

事

事       業 

業

      名 事業の

意

意図やねらい（成果や

図

効果）の達成状況

特別

・

児童扶養手当支給事務

ね

【事業意図・ねらい】

ら

障がい児を扶養する家

い

族に対して特別児童扶

】

養手当を支給

すること

障

により、その家族の経

や

害

済的安定を図るために

者

、法令に基づいて進達

基

事務

等を行います。

（

本

義務的事業） 【達成状

法

況】法に基づき進達事

、

務を行いました。

継続

障

区分 会計・款・項・目

害

令和4年度の事業概要

者

（実績）
広報等を利用

総

し、周知を図りながら

か

合

、法令に基づき進達事

支

務等を行いました。継

援

続 一般

事    業 

法

   主    体
地

の

域福祉課

【滝沢市主体

規

】

定により

で

、障がい者

のための施

笑

策に関する計画を策定

顔

・推進します。
業 【達

に

成状況】関係計画を推

あ

進し、障がい者計画を

政 ふ

策定しました。

（義務

れ

的事業）

継続区分 会計

る

・款・項・目 令和4年

ま

度の事業概要（実績）

ち

第1次滝沢市障がい者

 

計画（平成29年度～

基

令和4年度まで）、第

本

6期滝沢市障がい継続

施

一般・3款・1項・2

策

目
福祉計画及び第2期

策
　

滝沢市障がい児福祉計

０

画（令和3年度～令和

１

5年度）を推進し
事 

 

   業    主 

 

   体 、第2次滝沢

 

市障がい者計画（令和

支

5年度～令和10年度

え

まで）を策定しました

あ

。

地域福祉課

【滝沢市

う

主体】

　
地

事     

域

  業       

福

名 事業の意図やねらい

祉

（成果や効果）の達成

の

状況

戦傷病者等援護事

推

務 【事業意図・ねらい

進

】先の大戦で公務のた

－

めに国に殉じた元軍人

 

等の遺族に対し

、弔慰

4

金や給付金を支給し、

　

5

国の弔意を示します。

 

【達成状況】令和4年

－

度は特別弔慰金52件の進達を行いました。

（義務的事業）

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・弔慰金の申請を受け、県援護担当課への進達を行いました

　

。継続 一般
・弔慰金の交付事務を行いました。

事    業    主    体
地域福

事

祉課

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

災害

０

 

時避難行動要支援者支

 

援事務 【事業意図・ね

業

らい】災害発生時に高

 

齢者世帯などの避難行

 

動要支援者が円滑に

避

 

難することができるよ

 

う避難行動要支援者名

 

簿を作成します。 

 

 

【達成状況】避難行動

 

要支援者名簿を作成し

２

名

、避難支援等関係者（

事

民生児童委

（義務的事

業

業） 員、自治会、自主

の

防災組織、関係機関等

意

）に配布しました。

継

図

続区分 会計・款・項・

や

目 令和4年度の事業概

ね

要（実績）
災害時避難

ら

行動要支援者の新規対

い

象者に対して登録案内

 

（

通知を発送しました。

成

ま継続 一般
た、年1回

果

災害時避難行動要支援

や

者台帳登録者名簿を調

効

製し、民生委員、自治

果

会
事    業   

）

 主    体 、関係

の

機関に配付しました。

達

 

地域福祉課

【滝沢市

成

主体】
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○全体事業期間活 障が

告

い福祉計画策定推進委

令

員会 0 3 0 3   令和

和

4年度～令和7年度標

元

開催回数
動 0 2 0 2値

年

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

度

決投 年度別事業費 11

～

4 962

資 内 特定財源

令

算
指 訳 一般財源 114

和

962

額標 他団体事業

和
4

負担額

年度

項  

（

     目 令和元年

単

度 令和2年度 令和3年

位

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 弔慰金・給付

千

金の進達件数 1 70 7

円

0 70   昭和40年

4

）

度～令和5年度標
動 0

－

104 20 52値 単 位

 

件

／指
実

標 績 単 位

決投

4

年度別事業費

資 内 特定

6

財源
算

指 訳 一般財源 <

 

ゼロ予算事業>

額標 他

－

団体事業負担額

項       目

年

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 災害時避難行動要支援者名簿登 2,080 2,080 2,000 2,000   平成19年度～令和7年度標 録者数
動 1,639 1,65

度

4 1,578 1,514値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令

事

和2年度 令和3年度 令

項

和4年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 自立支援医療費（

 

精神通院）支 1,50

 

0 1,550 1,60

 

0 1,650   令和

 

4年度～令和7年度標

 

給認定申請取扱数
動 1

目

,606 923 1,5

業

令

75 1,638値 単 位

和

件

／指
実

標 績 単 位

決投

元

年度別事業費

資 内 特定

年

財源
算

指 訳 一般財源 <

度

ゼロ予算事業>

額標 他

令

団体事業負担額

和2年

項       目

度

令和元年度 令和2年度

実

令

令和3年度 令和4年度

和

備       考

目

3

○全体事業期間活 支給

年

件数 230 240 24

度

0 240   令和4年

令

度～令和7年度標
動 2

和

14 211 202 21

4

9値 単 位 件

／指
実

標 績

年

単 位

決投 年度別事業費

度

資 内 特定財源
算

指 訳 一

績

備

般財源 <ゼロ予算事業

 

>

額標 他団体事業負担

 

額

     考

目



  

状況

障がい者手帳交付

 

事務 【事業意図・ねら

健

い】身体障害者福祉法

や

、知的障害者療育手帳

か

交付規則並びに精

神保

で

健及び精神障害者福祉

笑

に関する法律に基づき

顔

手帳の交付を受け付け

に

ます。

【達成状況】法

あ

律に基づき、進達及び

政 ふ

交付事務を行いました

れ

。

（義務的事業）

継続

る

区分 会計・款・項・目

ま

令和4年度の事業概要

ち

（実績）
令和4年度末

 

において、身体障害者

基

手帳1,529人、療

本

育手帳348人、精神

施

障害者保継続 一般
健福

策

祉手帳603人の方が

策
　

手帳を所持しています

０

。
事    業   

１

 主    体
地域福

 

祉課

【滝沢市主体】

  

事       業 

支

      名 事業の

え

意図やねらい（成果や

あ

効果）の達成状況

プレ

う

ミアム付商品券事業 令

　
地

和元年度事業実績報告

域

書参照

継続区分 会計・

福

款・項・目 令和4年度

祉

の事業概要（実績）
令

の

和元年度完了事業完了

推

―

事    業   

進

 主    体
地域福

－

祉課

【滝沢市主体】

 

小       

4

          

　

7

          

 

  計

－

　

事     

０

  業       

２

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成



令 報

○全体事業期間活 障が

告

い者手帳交付（所持者

令

数） 2,380 2,4

和

10 2,440 2,4

元

70   令和4年度～

年

令和7年度標 件数
動 2

度

,344 2,387 2

～

,509 2,480値

令

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

和

決投 年度別事業費

資 内

和
4

特定財源
算

指 訳 一般財

年

源 <ゼロ予算事業>

額

度

標 他団体事業負担額

（単位

項      

 

 目 令和元年度 令和2

 

年度 令和3年度 令和4

千

年度 備       

円

考

目 ○全体事業期間活

4

）

販売金額に対する使用

－

金額の割 100   令

 

和元年度～令和元年度

4

標 合
動 99.6値 単 位

8

％

／指
実

標 績 単 位

決投

 

年度別事業費 35,3

－

38

資 内 特定財源 35,338
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

年

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

決投 年度別事業費 1,160,328 1,183,568 1,234,191 1,336,377

資 内 特定財源 81

度

5,325 824,298 901,457 938,466
算

指 訳 一般財源 345,003 359,270 332,734 397,911

額標 他団体事業負担額

事

項       目

業

令和元年度 令和2年度

実

令和3年度 令和4年度

績

備       考

目



  

生

。
事    業   

活

 主    体
生活福

上

祉課

【滝沢市主体】

の困

事       業 

難

      名 事業の

を

意図やねらい（成果や

抱

効果）の達成状況

生活

え

保護総務事務 【事業意

て

図・ねらい】生活保護

 

い

等の事務に必要となる

る

行政事務経費であり、

方

関係

事務を円滑に実施

が

することで安心と希望

、

のある生活の実現を図

行

ります。

【達成状況】

政

生活保護を312世帯

や

に実施し、必要となる

関

支援を行いました。

（

係

義務的事業）

継続区分

健

機

会計・款・項・目 令和

関

4年度の事業概要（実

の

績）
生活保護事務等に

相

必要となる行政事務経

談

費を使用して関係事務

支

を実施しました。継続

援

一般・3款・3項・1

を

目

事    業   

受

 主    体
生活福

け

祉課

【滝沢市主体】

や

ながら、

それぞれの課

か

題を解決でき、また、

で

地域であたたかい支援

笑

を受ける中で社会との

顔

つながりや周囲から支

に

えられていることを

実

あ

感し、それぞれの希望

政 ふ

に向かって前向きに踏

れ

み出すことができるよ

る

うな状態を目指します

ま

。

基本計画期間内の取

ち

り組みと方針のうち、

 

令和4年度の重点課題

基

の達成（実現）状況

Ａ

本

達成した

【重点課題】

施

・職員育成と関係機関

策

との支援のネットワー

策
　

ク構築による生活保護

０

及び生活困窮者の支援

２

体制の充実強化を行い

 

ます。

・生活困窮者自

 

立支援法の努力義務と

 

された未実施任意事業

安

の円滑な実施に努めま

心

す。

【重点課題等に対

と

する達成状況】

・研修

希

等による職員育成や関

　
望

係機関との連携による

の

生活保護及び生活困窮

あ

者の支援体制の充実強

る

化をしました。

・生活

生

困窮者自立支援法の未

活

実施任意事業を開始し

へ

、円滑に実施しました

の

。

支

事       

援

業       名 事

　

－

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

4

行旅死病人等取扱事業

9

【事業意図・ねらい】

 

身元が不明な病人の救

－

護、身元不明又は葬祭を行う者がい

ない死亡人の火葬や埋葬等は、市の責務として実施するものとします。

【達

　

成状況】当年度は、実績がありませんでした。 

（義務的事業）

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
身元不明又

基

は葬祭を行う者がいな

本

い死亡人の葬祭等の実

施

績はありませんでした

策

。継続 一般・3款・1

０

が

項・1目

事    業

４

    主    体

年

生活福祉課

【滝沢市主

間

体】

で

事      

め

 業       名

ざ

事業の意図やねらい（

す

成果や効果）の達成状

姿

況

生活困窮者自立支援

要

事業 【事業意図・ねら

２

保

い】生活困窮している

護

方に対して支援を行う

者

ことにより、抱え

てい

等

る問題の解決を図り、

ま

困窮することなく生活

た

ができるようにします

は

。

【達成状況】190

経

人からの相談を受けて

済

必要な助言や支援を実

的

施しました。

（義務的

 

に

事業）

継続区分 会計・

困

款・項・目 令和4年度

窮

の事業概要（実績）
自

す

立相談支援事業、住居

る

確保給付金の支給、子

な

どもの学習生活支援事

ど

業、就労準継続 一般・

様

3款・1項・1目
備支

々

援事業及び家計改善支

な

援事業を実施しました



令 報

修

278 295 307 3

へ

14   令和4年度～

の

令和7年度標
動 289

参

305 310 312値

加

単 位 世帯

／指
実

標 績 単

等

位 ○特定財源

決   生

に

活困窮者自立相談支援

よ

事業投 年度別事業費 1

り

2,699 15,98

ケ

8 18,954 21,

告

ー

117   費等負担金

ス

【国】対象事業費
  

ワ

×3/4、生活困窮者

ー

就労準備資 内 特定財源

カ

4,928 7,818

ー

7,429 8,174

な

算   支援事業費等補

ど

助金【国】対
  象事

相

業費×3/4または1

談

/2　他指 訳 一般財源

令

支

7,771 8,170

援

11,525 12,9

に

43

額標 他団体事業負

当

担額

たる職員の育

和

成や支援技術の向上を

元

図ると共に庁内及び庁

年

外

の関係機関と随時連

度

携し、生活保護運営体

～

制の充実を図りました

令

。

・生活困窮者自立支

和

援制度に基づき、委託

和
4

先の滝沢市社会福祉協

年

議会及び関係機関と連

度

携し、相談支援体制の

（

充実を図りま

した。

令

単

和6年度方針策定に際

位

し、今後の方向性や引

 

継課題

Ｂ 課題あり

【今

 

後の方向性】

引き続き

千

生活保護運営体制の充

円

実に向け、ケースワー

4

）

カー等の相談支援に当

－

たる職員の育成及び支

 

援技術の向上を図りつ

5

つ

相談窓口機能の充実

0

、関係機関との更なる

 

連携強化及び支援ネッ

－

トワークの充実を図ります。

【引継課題】

生活保護の実施体制、生活困窮者への支援体制

年

の充実、関係機関との連携の強化、自立のための支援は、一定の終着点があ

るものではないことから常に向上に努めていく必要があります。

基

項  

本

     目 令和元年

度

施

度 令和2年度 令和3年

策

度 令和4年度 備   

目

    考

目 ○全体事

標

業期間活 身元不明又は

の

葬祭を行う者がい 1 1

達

1 1   令和4年度～

成

令和7年度標 ない死亡

（

人
動 0 0 0 0値 単 位 人

実

／指
実

標 績 単 位

決投 年

現

度別事業費

資 内 特定財

事

）

源
算

指 訳 一般財源

額標

に

他団体事業負担額

向けた

項       

計

目 令和元年度 令和2年

画

度 令和3年度 令和4年

期

度 備       考

間

目 ○全体事業期間活 新

内

規相談者実人数 135

業

の

140 240 250  

取

 令和4年度～令和7

り

年度標
動 140 244

組

224 190値 単 位 人

み

／指
実

標 績 単 位 ○特定

と

財源

決   生活困窮者

方

自立相談支援事業投 年

針

度別事業費 16,19

に

3 18,676 18,

つ

716 26,945  

実

い

 費等負担金【国】(

て

3/4)、生
  活困

の

窮者就労準備支援事業

達

費資 内 特定財源 11,

成

241 15,308 1

（

4,059 20,48

実

3
算   等補助金【国

現

】(2/3または1/

）

  2)指 訳 一般財源

状

4,952 3,368

績

況

4,657 6,462

Ａ

額標 他団体事業負担額

達成し

項     

た

  目 令和元年度 令和

・

2年度 令和3年度 令和

外

4年度 備      

部

 考

目 ○全体事業期間

研

活 生活保護受給世帯数



  

の達成状況

生活保護事

 

業 【事業意図・ねらい

健

】生活保護を実施する

や

ことにより、困窮する

か

ことなく生活が

できる

で

ことを目指し、安心と

笑

希望のある生活の実現

顔

を図ります。

【達成状

に

況】生活保護を312

あ

世帯に実施し、必要と

政 ふ

なる支援を行いました

れ

。

（義務的事業）

継続

る

区分 会計・款・項・目

ま

令和4年度の事業概要

ち

（実績）
生活保護受給

 

世帯に対して生活保護

基

費の支給及び必要とな

本

る支援を実施しました

施

継続 一般・3款・3項

策

・2目
。

事    業

策
　

    主    体

０

生活福祉課

【滝沢市主

２

体】

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

安

成果や効果）の達成状

心

況

中国残留邦人生活支

と

援給付事業 【事業意図

希

・ねらい】支援給付を

　
望

実施することにより、

の

困窮することなく生活

あ

が

できることを目指し

る

、安心と希望のある生

生

活の実現を図ります。

活

【達成状況】支援給付

へ

を1世帯に実施し、必

の

要となる支援を行いま

支

した。

（義務的事業）

援

継続区分 会計・款・項

　

－

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
中国残留

5

邦人1世帯に対して支

1

援給付費の支給及び必

 

要となる支援を実施し

－

まし継続 一般・3款・3項・2目
た。

事    業    主    体
生活福祉課

【滝沢市主体】

小 

　

                            計

事  

０

     業    

２

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）



令 報

○全体事業期間活 生活

告

保護受給世帯数 278

令

295 307 314  

和

 令和4年度～令和7

元

年度標
動 289 305

年

310 312値 単 位 世

度

帯

／指
実

標 績 単 位 ○特

～

定財源

決   生活保護

令

費等負担金【国】(3

和

投 年度別事業費 569

和
4

,138 608,01

年

7 568,307 61

度

4,572   /4)

（

、生活保護費負担金【

単

県
  】対象事業費×

位

1/4、生活保資 内 特

 

定財源 466,069

 

460,299 462

千

,843 468,75

円

1
算   護返還金　他

4

）

【その他】
  指 訳 一

－

般財源 103,069

 

147,718 105

5

,464 145,82

2

1

額標 他団体事業負担

 

額

－

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令

年

和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 支援給付受給世帯数 1 1 1 1   令和4年度～令和7年度標
動 1 1 1 1値 単 位 世帯

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   生活保護費等負担金投 年度別事業費 1,323 1,459

度

2,027 1,539   【国】(3/4)
  資 内 特定財源 992 1,094 1,520 1,153

算   
  指 訳 一般財源 331 365 507 386

額標 他団体事業負担額

項 

事

      目 令和元

項

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

 

     考

決投 年度

 

別事業費 599,35

 

3 644,140 60

 

8,004 664,1

 

73

資 内 特定財源 48

 

3,230 484,5

目

19 485,851 4

業

令

98,561
算

指 訳 一

和

般財源 116,123

元

159,621 122

年

,153 165,61

度

2

額標 他団体事業負担

令

額

和2年度

実

令和3年度 令和4年度

績

備       考

目



  

る

度の事業概要（実績）

権

相談員の設置により、

利

保護者の育児における

、

不安・悩みを軽減し、

参

また近年増加継続 一般

加

・3款・2項・1目
し

す

ている虐待等の防止、

る

早期発見に繋げること

権

ができました。
事  

利

  業    主  

 

そ

  体
児童福祉課

【滝

し

沢市主体】

て

事   

愛

    業     

情

  名 事業の意図やね

を

らい（成果や効果）の

持

達成状況

保育料等滞納

っ

整理調査員設置事業 【

て

事業意図・ねらい】調

育

査員を設置し、催告の

健

て

発送と分納相談の対応

ら

を行い、収

納率の向上

れ

を図ります。

【達成状

健

況】催告の発送と分納

や

相談を実施し、現年分

か

の保育料収納率は99

に

.52％

となりました

成

。

継続区分 会計・款・

長

項・目 令和4年度の事

す

業概要（実績）
調査員

や

る

を1名設置し、納付の

権

勧奨、催告の発送及び

利

分納相談に努め、現年

が

分の保継続 一般・3款

あ

・2項・1目
育料収納

り

率は99.52％とな

ま

りました。
事    

す

業    主    

。

体
児童福祉課

【滝沢市

子

主体】

か

ども及び子育てへの支

で

援を通じ、すべての子

笑

どもの自立を目指し、

顔

子ども及び子育てへ最

に

善の利益が図られる環

あ

境の

整備を目指します

政 ふ

。

基本計画期間内の取

れ

り組みと方針のうち、

る

令和4年度の重点課題

ま

の達成（実現）状況

Ｂ

ち

概ね達成した

【重点課

 

題】

「滝沢市子ども・

基

子育て支援事業計画」

本

に基づく子どもと子育

施

てにやさしい環境づく

策

り及び児童虐待等の防

策
　

止と早期発見

【重点課

０

題に対する達成状況】

３

・保育所定員数の弾力

 

的な運用や保育所の移

 

転整備への支援により

 

、保育サービスの拡大

子

に努めました。また、

ど

放課後児童

クラブの支

も

援単位の分割や、事業

が

所間での登録児童調整

　
安

により待機児童の解消

心

に努めました。

・児童

し

家庭相談援助ネットワ

て

ーク会議を通じ、関係

暮

機関との連携を強化し

ら

、児童虐待防止と早期

せ

対応に取り組みました

る

。

環

事       

境

業       名 事

　
づ

業の意図やねらい（成

く

果や効果）の達成状況

り

放課後児童健全育成事

－

業 【事業意図・ねらい

 

】保護者が就労等で家

5

庭にいない児童を対象

3

に、遊びや生活

の場を

 

提供することにより、

－

放課後における児童の健全な育成を図ります

　

。

【達成状況】市内21か所の放課後児童クラブの運営委託を行うとともに、条例を

遵守した適正な運営がなされているか立入検査を実施しました（4か所）。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の

基

事業概要（実績）
市内

０

本

21か所の放課後児童

施

クラブの運営委託を実

策

施し、放課後における

が

児童の居継続 一般・3

４

款・2項・1目
場所の

年

確保に努めました。
事

間

    業    主

で

    体
児童福祉課

め

【協働事業】

放課後児

ざ

童クラブ運営団体

２

す

事

姿

       業  

す

     名 事業の意

べ

図やねらい（成果や効

て

果）の達成状況

家庭児

の

童相談員設置事業 【事

子

業意図・ねらい】相談

ど

員による育児相談の対

も

応や虐待の疑いがある

は

家庭への

家庭訪問等に

 

、

より児童虐待防止や早

生

期発見・対応します。

き

【達成状況】相談員を

る

中心にネットワークを

権

構築し、育児相談や家

利

庭訪問等によ

り育児の

、

悩みを解消し、虐待防

守

止や早期発見に繋げま

ら

した。 

継続区分 会計

れ

・款・項・目 令和4年



令 報

し

8,730 9,493

て

8,450   【国】

子

(1/3)
  【県】

育

(1/3)他資 内 特定

て

財源 528 534 1,

が

215 839
算   

 

で

 指 訳 一般財源 7,3

き

80 8,196 8,2

、

78 7,611

額標 他

子

団体事業負担額

告

どもた

項       目

ち

令和元年度 令和2年度

が

令和3年度 令和4年度

す

備       考

目

く

○全体事業期間活 保育

す

所保育料現年分収納率

く

99 99 99 99   

と

平成22年度～令和7

令

健

年度標
動 99.98 1

や

00 99.92 99.

か

52値 単 位 ％

／指 保育

に

所保育料滞納繰越分収

育

納率 35 35 35 35

つ

実
標 47.91 28.

よ

28 20.15 25.

う

01績 単 位 ％

決投 年度

に

別事業費 2,303 2

、

,342 2,473 2

和

次

,453

資 内 特定財源

の

算
指 訳 一般財源 2,3

各

03 2,342 2,4

種

73 2,453

額標 他

事

団体事業負担額

業を実施し

元

、環境を整備しました

年

。

・「滝沢市子ども・

度

子育て支援事業計画」

～

に基づく、幼児期の学

令

校教育・保育のサービ

和

スの提供、放課後児童

和
4

健全育成事業

、地域子

年

育て支援拠点事業、病

度

児保育、ファミリー・

（

サポートセンター事業

単

等の地域子ども子育て

位

支援事業の実施

・児童

 

手当、児童扶養手当の

 

支給による子育て世帯

千

やひとり親世帯への支

円

援

・滝沢市児童家庭相

4

）

談援助ネットワーク会

－

議等関係機関との連携

 

強化による児童虐待防

5

止と早期発見・対応

令

4

和6年度方針策定に際

 

し、今後の方向性や引

－

継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

「滝沢市子ども・子育て支援事業計画」の着実な実施

年

により、子どもと子育て世帯にやさしい環境づくりに努めます。

【引継課題】

・子ども・子育て支援事業計画に基づく多様な保育等の確保

・教育・保育の連携と提供体制の確保

・

基

放課後の子ども達の居

本

場所づくりと環境改善

度

施

・多様化する児童養護

策

ケースへの対応

目標の

項       目

達

令和元年度 令和2年度

成

令和3年度 令和4年度

（

備       考

目

実

○全体事業期間活 放課

現

後児童クラブへの登録

事

）

児童 848 731 87

に

0 870   令和4年

向

度～令和7年度標 数
動

け

796 831 851 8

た

88値 単 位 人

／指
実

標

計

績 単 位 ○特定財源

決  

画

 子ども・子育て支援

期

交付金投 年度別事業費

間

194,888 207

内

,631 219,72

業

の

6 230,905   

取

【国】（1/3）
  

り

【県】（1/3）資 内

組

特定財源 122,01

み

6 128,928 13

と

5,675 147,2

方

76
算   保育士等処

針

遇改善臨時特例交
  

に

付金【国】（10/1

つ

0）他指 訳 一般財源 7

実

い

2,872 78,70

て

3 84,051 83,

の

629

額標 他団体事業

達

負担額

成（

項  

実

     目 令和元年

現

度 令和2年度 令和3年

）

度 令和4年度 備   

状

    考

目 ○全体事

績

況

業期間活 家庭児童相談

Ｂ

員設置数 2 2 2 2   

概

平成20年度～令和7

ね

年度標
動 2 2 2 2値 単

達

位 人

／指 児童福祉相談

成

員設置数 2 2 2 2
実

標

し

2 2 2 2績 単 位 人 ○特

た

定財源

決   子ども・

安

子育て支援交付金投 年

心

度別事業費 7,908



  

効

）を措置することに継

果

続 一般・3款・2項・

）

2目
より、保育施設の

の

安定運営が図られまし

達

た。
事    業  

成

  主    体
児童

状

福祉課

【滝沢市主体】

況

児

事       業

童

       名 事業

 

福

の意図やねらい（成果

祉

や効果）の達成状況

障

施

がい児保育巡回指導事

設

業 【事業意図・ねらい

等

】障がい児や発達に課

産

題のある未就学児への

休

指導を保育士が

専門家

等

から受けることで、未

代

就学児の発達とよりよ

替

い保育環境づくりを促

健

職

します

。また、幼児こ

員

とばの教室により、未

費

就学児のことば等の発

補

達を支援します。

【達

助

成状況】巡回指導を希

【

望した全ての保育施設

事

等で指導を実施しまし

業

た。

継続区分 会計・款

意

・項・目 令和4年度の

図

事業概要（実績）
・巡

や

・

回指導を希望する保育

ね

施設等を対象として実

ら

施しました。継続 一般

い

・3款・2項・2目
・

】

指導員数：15名（特

保

別支援学校教員・特別

育

支援学級教員・児童発

施

達支援員）
事    

設

業    主    

の

体 ・新型コロナウイル

か

保

ス感染症拡大防止のた

育

め、一部の施設におけ

士

る2回目の指導

児童福

等

祉課 を電話相談に代え

が

て実施しました。

【滝

産

沢市主体】 ・幼児こと

前

ばの教室において、こ

産

とば等の発達に課題が

後

みられる就学前の児童

休

を

対象に適切な指導を

で

暇

することにより、児童

等

の健全な発達を支援し

を

ました。

取

事    

得

   業      

す

 名 事業の意図やねら

る

い（成果や効果）の達

際

成状況

児童手当給付事

、

業 【事業意図・ねらい

代

】中学校修了前の児童

笑

替

を養育している者に児

職

童手当を支給し

、家庭

員

等の生活の安定・児童

の

の健やかな成長に資す

賃

ることを目的とします

金

。

【達成状況】児童手

を

当を支給することによ

補

り、子育てに係る経済

助

的負担を軽減し

（義務

す

的事業） 、次代の社会

顔

る

を担う児童の健やかな

こ

成長が図られました。

と

継続区分 会計・款・項

で

・目 令和4年度の事業

、

概要（実績）
中学校修

施

了前（15歳に達した

設

日以後の最初の3月3

及

1日）までの児童を養

び

育してい継続 一般・3

保

款・2項・2目
る者に

に

育

児童手当を支給し、家

士

庭等における生活の安

等

定に寄与するとともに

の

、次代
事    業 

職

   主    体 の

場

社会を担う児童の健や

環

かな成長に資すること

境

ができました。

児童福

の

祉課

【滝沢市主体】

改

あ

善を行います。
事業 【

政 ふ

達成状況】保育士等の

れ

職場環境の改善及び出

る

産しやすい環境を整備

ま

することに

より、適切

ち

な保育環境の維持及び

 

少子化対策に寄与しま

基

した。

継続区分 会計・

本

款・項・目 令和4年度

施

の事業概要（実績）
産

策

前産後休暇を取得した

策
　

保育士8名の代替職員

０

分の賃金に対して助成

３

を行い、保継続 一般・

 

3款・2項・2目
育士

 

等の職場環境の改善及

 

び出産しやすい環境づ

子

くりに努めました。
事

ど

    業    主

も

    体
児童福祉課

が

【滝沢市主体】

　
安

事 

心

      業   

し

    名 事業の意図

て

やねらい（成果や効果

暮

）の達成状況

子ども・

ら

子育て支援交付金事業

せ

【事業意図・ねらい】

る

就労形態の多様化に応

環

じて、きめ細やかな保

境

育サービスを

提供する

　
づ

ことにより、就労と子

く

育ての両立支援を図り

り

ます。

【達成状況】事

－

業計画に基づいて、子

 

育て世帯への子育て支

5

援対策として、各種

事

5

業を実施し、子育て支

 

援を行いました。

継続

－

区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要

　

（実績）
多様な就労形態の子育て世帯への子育て支援対策として、以下の事業を実施し、継続 一般・3款・2項・2目
子育てしやすいと感じられる環境づくりに努めました。

事    業    主    体 （一時預かり

０

事

事業、延長保育事業、

 

病児保育事業、地域子

 

育て支援拠点事業、フ

 

児童福祉課 ァミリー・

 

サポート・センター事

 

業、子育て短期支援事

 

業等）

【滝沢市主体】

 業

事       業

 

       名 事業

２

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

子

 

どものための教育・保

 

育給付委託事 【事業意

 

図・ねらい】日中家庭

 

で保育できない児童に

名

保育を行うことで、家

事

庭に

おける仕事と子育

業

ての両立を支援します

の

。
業 【達成状況】市内

 

意

（18か所）及び市外

図

の保育施設で保育を行

や

い、仕事と子育ての

（

ね

義務的事業） 両立を支

ら

援しました。

継続区分

い

会計・款・項・目 令和

（

4年度の事業概要（実

成

績）
市内（18か所）

果

及び市外の保育施設に

や

対して運営費（委託料



令 報

○

5 753,320

額標

全

他団体事業負担額

体事業

項       

期

目 令和元年度 令和2年

間

度 令和3年度 令和4年

活

度 備       考

保

目 ○全体事業期間活 巡

育

回希望保育園等の実施

告

所

率 100 100 100

に

100   平成19年

お

度～令和7年度標
動 1

い

00 100 100 10

て

0値 単 位 ％

／指
実

標 績

安

単 位

決投 年度別事業費

定

2,288 2,158

し

2,464 2,700

た

資 内 特定財源
算

指 訳 一

職

般財源 2,288 2,

令

員

158 2,464 2,

体

700

額標 他団体事業

1

負担額

00

項  

1

     目 令和元年

0

度 令和2年度 令和3年

0

度 令和4年度 備   

1

    考

目 ○全体事

0

業期間活 児童手当給付

和

0

延べ児童数 86,60

1

0 84,192 83,

0

603 83,017  

0

 平成25年度～令和

 

7年度標
動 83,41

 

9 82,507 81,

平

935 79,785値

成

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

1

○特定財源

決   児童

6

手当国庫負担金【国】

元

年

0投 年度別事業費 92

度

9,193 917,3

～

85 917,520 8

令

87,254   歳～

和

3歳未満の被用者(3

7

7/45
  、その他

年

2/3）児童手当県負

度

資 内 特定財源 771,

標

675 792,374

制

778,567 751

年

が

,839
算   担金【

確

県】0歳～3歳未満の

保

被
  用者(4/45

で

、その他1/6）指 訳

き

一般財源 157,51

た

8 125,011 13

こ

8,953 135,4

と

15

額標 他団体事業負

の

担額

達

度

成率
動 100 100 1

～

00 100値 単 位 %

／

令

指
実

標 績 単 位 ○特定財

和

源

決   児童福祉施設

和
4

等産休等代替職投 年度

年

別事業費 4,032 1

度

,542 4,261 2

（

,365   員費補助

単

金【県】（10/10

位

）
  資 内 特定財源 4

 

,032 1,542 4

 

,261 2,365
算

千

  
  指 訳 一般財源

円

額標 他団体事業負担額

4

）

－ 

項     

5

  目 令和元年度 令和

6

2年度 令和3年度 令和

 

4年度 備      

－

 考

目 ○全体事業期間活 子ども・子育て支援事業費補助 16 17 18 18   平成27年

年

度～令和7年度標 金交付
動 16 17 18 18値 単 位 施設

／指 ファミリー・サポート・センタ 1 1 1 1
実 ー委託事業

標 1 1 1 1績 単 位 施設 ○特定財源

決   子ども・子育て支援交付金投 年度別事業費 146,748 191,6

度

29 182,125 179,941   【国】(1/3)
  【県】(1/3)他資 内 特定財源 85,622 115,490 116,629 114,557

算   
  指 訳 一般財源 61,126 76,139 65,496 6

事

5,384

額標 他団体

項

事業負担額

  

項

 

       目 令和

 

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 市内保育

目

施設数 16 17 18 1

業

令

8   平成27年度～

和

令和7年度標
動 16 1

元

7 18 18値 単 位 施設

年

／指 保育施設入園者数

度

（月平均実人 1,91

令

0 2,210 2,24

和

7 2,285
実 数）

標

2

1,946 2,097

年

2,256 2,151

度

績 単 位 人 ○特定財源

決

実

令

  子どものための教

和

育・保育給投 年度別事

3

業費 2,173,55

年

4 2,334,889

度

2,411,361 2

令

,556,832   

和

付交付金・負担金　満

4

3歳以
  上【国】(

年

1/2)【県】(1/

度

4)、資 内 特定財源 1

績

備

,466,256 1,

 

646,512 1,7

 

42,396 1,80

 

3,512
算   満3

 

歳未満【国】(58.

 

16/100)
  【

 

県】(20.92/1

 

00)他指 訳 一般財源

考

707,298 688

目

,377 668,96



  

効

日時点の児童手当受給

果

者（本則給付）に対し

）

児童1人当たり3万新

の

規 一般・3款・2項・

達

2目
円、基準日時点の

成

住民税均等割が非課税

状

の高校生等の養育者等

況

に対し、児童1人
事 

保

   業    主 

育

   体 当たり1万5

 

対

千円を支給しました。

策

児童福祉課 【追加支給

総

】基準日時点の児童手

合

当受給者、高校生等を

支

養育する者等に対し、

援

児

【滝沢市主体】 童1

事

人当たり1万5千円を

業

支給しました。

【

事 

事

      業   

健

業

    名 事業の意図

意

やねらい（成果や効果

図

）の達成状況

児童扶養

・

手当支給事業 【事業意

ね

図・ねらい】ひとり親

ら

家庭等の生活の安定と

い

自立の促進に寄与する

】

ため

、監護児童につい

保

て児童扶養手当を支給

育

し、児童の福祉の増進

や

人

を図ります。

【達成状

材

況】児童扶養手当を支

の

給することで、ひとり

確

親家庭等の経済的負担

保

を軽

（義務的事業） 減

に

し、生活の安定と自立

必

の促進に寄与しました

要

。

継続区分 会計・款・

な

項・目 令和4年度の事

措

業概要（実績）
児童扶

か

置

養手当を支給すること

を

で、ひとり親家庭等の

総

経済的負担を軽減し、

合

生活の継続 一般・3款

的

・2項・3目
安定と自

に

立の促進に寄与しまし

講

た。
事    業  

ず

  主    体
児童

る

福祉課

【滝沢市主体】

こ

で

と

事       業

で

       名 事業

、

の意図やねらい（成果

待

や効果）の達成状況

母

機

子・父子自立支援事業

児

【事業意図・ねらい】

童

ひとり親家庭等の親を

の

対象に、自立に向けた

解

支援を目的と

し、相談

消

員の配置及び給付金の

笑

を

支給を行います。

【達

図

成状況】自立に必要な

り

情報提供、職業能力の

、

向上、求職活動に関す

子

る支援及

（義務的事業

ど

） び高等職業訓練促進

も

給付金等の支給を行い

を

ました。

継続区分 会計

安

・款・項・目 令和4年

心

度の事業概要（実績）

顔

し

・支援員を設置し、自

て

立に必要な情報提供、

育

相談支援等の支援を行

て

うとともに、継続 一般

ら

・3款・2項・3目
職

れ

業能力の向上及び求職

る

活動に関する支援を行

環

いました。
事    

境

業    主    

づ

体 ・就職の際に有利で

に

く

あり、かつ生活の安定

り

に資する資格の取得を

を

促進するため、

児童福

行

祉課 対象者1人に対し

い

て、給付金を支給する

ま

ことで、資格取得を容

す

易にすることの支

【滝

。

沢市主体】 援を行いま

【

した。

達

あ

成状況】保育士確保支

政 ふ

援として、宿舎借り上

れ

げ支援事業等を実施し

る

ました。

また、保育事

ま

業に従事を希望する者

ち

に対し、子育て支援員

 

研修を実施しました。

基

継続区分 会計・款・項

本

・目 令和4年度の事業

施

概要（実績）
・市内保

策

育施設等の設置者に宿

策
　

舎の借り上げを委託し

０

、市が委託料の一部を

３

支払継続 一般・3款・

 

2項・2目
うことによ

 

り、9施設19人の保

 

育士に対し支援等を行

子

いました。
事    

ど

業    主    

も

体 ・保育事業に従事を

が

希望する5人に対し、

　
安

子育て支援員研修を実

心

施しました。

児童福祉

し

課

【滝沢市主体】

て

事

暮

       業  

ら

     名 事業の意

せ

図やねらい（成果や効

る

果）の達成状況

子育て

環

のための施設等利用給

境

付事業（ 【事業意図・

　
づ

ねらい】就労形態の多

く

様化の中、夫婦共働き

り

の増加に応じて、子育

－

て支援を提供すること

 

により、保護者の経済

5

的負担の軽減を図りま

7

す。
保育） 【達成状況

 

】支給要件を満たした

－

子どもが施設を利用した際に要する費用を各

　

対

（義務的事業） 象施設に支給したことで、保護者の経済的負担の軽減を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
認可外保育施設や一時預かり事業などの対象施設等について、支給要件を満た

０

事

し継続 一般・3款・2

 

項・2目
た子どもが利

 

用した際に要する費用

 

を支給し、経済的負担

 

の軽減を図りました。

 

事    業    

 

主    体
児童福祉

 

課

【滝沢市主体】

業

事

 

       業  

２

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

たきざ

 

わ子育て世帯臨時特別

 

支援金給 【事業意図・

 

ねらい】原油価格・物

名

価高騰の影響を受けて

事

いる子育て世帯に支援

業

金を支給することによ

の

り、負担の軽減・家計

 

意

への支援を図ります。

図

付事業 【達成状況】子

や

育て世帯に支援金を2

ね

回支給することにより

ら

、負担の軽減・家計

へ

い

の支援を行うことに寄

（

与しました。

継続区分

成

会計・款・項・目 令和

果

4年度の事業概要（実

や

績）
【初回支給】基準



令 報

○

220,462 206

全

,821   【国】(

体

1/3)
  資 内 特定

事

財源 96,370 74

業

,670 72,377

期

68,080
算   

 

間

 指 訳 一般財源 190

活

,114 155,02

保

4 148,085 13

育

8,741

額標 他団体

告

士

事業負担額

宿舎

項

借

       目 令和

り

元年度 令和2年度 令和

上

3年度 令和4年度 備 

げ

      考

目 ○全

支

体事業期間活 母子・父

援

子自立支援員設置数 1

事

1 1 1   平成25年

令

業

度～令和7年度標
動 1

1

1 1 1値 単 位 人

／指
実

5

標 績 単 位 ○特定財源

決

2

  児童入所施設措置

0

費負担金【投 年度別事

2

業費 4,410 6,9

7

62 12,371 9,

3

301   国】(1/

9

2)【県】（1/4）

 

  母子家庭等対策総

和

 

合支援事業資 内 特定財

令

源 3,277 2,09

和

3 7,817 5,71

元

0
算   費補助金【国

年

】(3/4)他
  指

度

訳 一般財源 1,133

～

4,869 4,554

令

3,591

額標 他団体

和

事業負担額

7

元

年度標
動 4 13 18 1

年

9値 単 位 件

／指 子育て

度

支援員研修 0 5 5 5
実

～

標 0 0 5 5績 単 位 人 ○

令

特定財源

決   保育対

和

策総合支援事業費補助

和
4

投 年度別事業費 2,1

年

47 21,503 9,

度

681 23,263  

（

 金【国】（1/2）

単

【県】（1/3
  ）

位

他資 内 特定財源 795

 

15,696 5,32

 

1 14,592
算   

千

  指 訳 一般財源 1,

円

352 5,807 4,

4

）

360 8,671

額標

－

他団体事業負担額

 58

項       

 

目 令和元年度 令和2年

－

度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 対象施設等給付回数 2 4

年

4 4   令和元年度～令和7年度標
動 2 4 4 3値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   子育てのための施設等利用給投 年度別事業費 1,840 6,784 25,069 1,976   付交付金
  【国】(1/2)資 内 特

度

定財源 1,840 1,537 1,817 1,416
算   【県】(1/4)

  指 訳 一般財源 5,247 23,252 560

額標 他団体事業負担額

項       目 令

事

和元年度 令和2年度 令

項

和3年度 令和4年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 たきざ

 

わ子育て世帯臨時特別

 

支 0 0 0 4,952  

 

 令和4年度～令和4

 

年度標 援金受給者数
動

 

0 0 0 9,057値 単

目

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

業

令

特定財源

決   新型コ

和

ロナウイルス感染症対

元

投 年度別事業費 367

年

,421   応地方創

度

生臨時交付金【国】
 

令

 いわて子育て世帯臨

和

時特別支資 内 特定財源

2

367,418
算   

年

援金給付事業費補助金

度

【県】
  指 訳 一般財

実

令

源 3 <令和4年度補正

和

予算新規事業>

額標 他

3

団体事業負担額

年度 令

項       目

和

令和元年度 令和2年度

4

令和3年度 令和4年度

年

備       考

目

度

○全体事業期間活 児童

績

備

扶養手当受給者数 54

 

0 540 540 540

 

  平成25年度～令

 

和7年度標
動 513 5

 

18 492 480値 単

 

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

 

特定財源

決   児童扶

 

養手当給付費負担金投

考

年度別事業費 286,

目

484 229,694



  

効

らい】就労形態の多様

果

化の中、夫婦共働きの

）

増加に応じて、子育

て

の

支援を提供することに

達

より、保護者の経済的

成

負担の軽減を図ります

状

。
教育） 【達成状況】

況

支給要件を満たした子

児

どもが施設を利用した

童

際に要する費用を各対

 

福

（義務的事業） 象施設

祉

に支給したことで、保

施

護者の経済的負担の軽

設

減を図りました。

継続

維

区分 会計・款・項・目

持

令和4年度の事業概要

管

（実績）
新制度未移行

理

幼稚園や預かり保育事

事

業などの対象施設等に

業

ついて、支給要件を満

健

【

継続 一般・10款・4

事

項・1目
たした子ども

業

が利用した際に要する

意

費用を支給し、経済的

図

負担の軽減を図りまし

・

事    業    

ね

主    体 た。

児童

ら

福祉課

【滝沢市主体】

い】

事       業

や

市

       名 事業

で

の意図やねらい（成果

管

や効果）の達成状況

姥

理

屋敷保育所管理運営事

し

業 令和3年度事業実績

て

報告書参照

（義務的事

い

業）

継続区分 会計・款

る

・項・目 令和4年度の

放

事業概要（実績）
令和

課

3年度完了事業完了 ―

か

後

事    業    

児

主    体
児童福祉

童

課

【他団体事業主体】

健

社会福祉法人滝沢市保

全

育協会（指定管理者）

育成施設に

で

ついて、適正

な維持管

笑

理を行い、児童の健全

顔

育成を図ることを目的

に

とします。

【達成状況

あ

】施設設備に係る法定

政 ふ

点検の実施や修繕等を

れ

実施し、適正な維持管

る

理

を行いました。

継続

ま

区分 会計・款・項・目

ち

令和4年度の事業概要

 

（実績）
施設の適正な

基

維持管理を行い、児童

本

の健全育成を図りまし

施

た。継続 一般・3款・

策

2項・4目

事    

策
　

業    主    

０

体
児童福祉課

【滝沢市

３

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

子

（成果や効果）の達成

ど

状況

保育所等整備事業

も

【事業意図・ねらい】

が

市内の待機児童の解消

　
安

を目的に、社会福祉法

心

人等による保

育園園舎

し

の改築等を支援します

て

。

【達成状況】巣子保

暮

育園の移転新築に係る

ら

建設事業への補助を行

せ

い、待機児童の

解消及

る

び保育環境の改善に努

環

めました。

継続区分 会

境

計・款・項・目 令和4

　
づ

年度の事業概要（実績

く

）
・令和4～5年度の

り

2か年度で実施してい

－

る巣子保育園の改築に

 

係る建設事業（1年継

5

続 一般・3款・2項・

9

4目
目）への補助を行

 

いました。
事    

－

業    主    体 ・新園舎での運営開

　

始に伴い定員10名の増

児童福祉課

【他団体事業主体】

社会福祉法人、学校法人

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

私立幼稚園預かり保育補助事業 【

０

事

事業意図・ねらい】幼

 

稚園の通常の教育時間

 

外に預かり保育を行う

 

施設に補助

を行うこと

 

により、働きながら子

 

育てをする保護者の支

 

援を行います。

【達成

 

状況】預かり保育の実

業

施によって働きながら

 

子育てする保護者の支

２

 

援を行

いました。

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

 

（実績）
預かり保育実

 

施時間に応じて補助を

 

行い、働きながら子育

名

てする保護者の支援を

事

継続 一般・10款・4

業

項・1目
行いました。

の

事    業    

 

意

主    体
児童福祉

図

課

【他団体事業主体】

や

市内私立幼稚園

ね

事 

ら

      業   

い

    名 事業の意図

（

やねらい（成果や効果

成

）の達成状況

子育ての

果

ための施設等利用給付

や

事業（ 【事業意図・ね



令 報

○

    目 令和元年度

全

令和2年度 令和3年度

体

令和4年度 備    

事

   考

目 ○全体事業

業

期間活 入所児童数（地

期

区内の年齢別人 10 3

間

0   昭和38年度～

活

令和3年度標 口による

維

）
動 8 5 0値 単 位 人

／

持

指
実

標 績 単 位

決投 年度

告

管

別事業費 16,510

理

16,813

資 内 特定

し

財源 1,029 905

て

算
指 訳 一般財源 15,

い

481 15,908

額

る

標 他団体事業負担額

児童福祉

令

施設 15 15 13 13

和

  平成27年度～令

元

和7年度標 数
動 15 1

年

5 13 13値 単 位 施設

度

／指
実

標 績 単 位 ○特定

～

財源

決   福祉施設土

令

地使用料【その他投 年

和

度別事業費 3,502

和
4

8,146 2,705

年

6,820   】
  

度

資 内 特定財源 4 4 1,

（

626 1,611
算  

単

 
  指 訳 一般財源 3

位

,498 8,142 1

 

,079 5,209

額

 

標 他団体事業負担額

千円

4

）

項      

－

 目 令和元年度 令和2

 

年度 令和3年度 令和4

6

年度 備       

0

考

目 ○全体事業期間活

 

新設、移転、改築等の

－

保育施設 2 1 1 1   令和元年度～令和7年度標 数
動 1 1 0 1値 単 位 施設

／指
実

標 績 単 位

年

○特定財源

決   保育所等整備交付金投 年度別事業費 120,944 115,112 167,529   【国】（2/3）
  児童福祉施設整備事業債資 内 特定財源 110,326 112,522 163,415

算   
  

度

指 訳 一般財源 10,618 2,590 4,114

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業

事

期間活 実施幼稚園数 3

項

2 1 1   令和元年度

 

～令和7年度標
動 3 2

 

1 1値 単 位 園

／指
実

標

 

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 4,160 2,72

 

0 1,440 1,44

 

0

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 4,160 2

目

,720 1,440 1

業

令

,440

額標 他団体事

和

業負担額

元年

項 

度

      目 令和元

令

年度 令和2年度 令和3

和

年度 令和4年度 備  

2

     考

目 ○全体

年

事業期間活 預かり保育

度

給付回数 2 4 4 4   

実

令

令和元年度～令和7年

和

度標
動 2 4 4 3値 単 位

3

回

／指
実

標 績 単 位 ○特

年

定財源

決   子育ての

度

ための施設等利用給投

令

年度別事業費 42,6

和

79 49,036 45

4

,278 14,319

年

  付交付金
  【国

度

】(1/2)資 内 特定

績

備

財源 42,679 31

 

,273 13,914

 

10,657
算   【

 

県】(1/4)
  指

 

訳 一般財源 17,76

 

3 31,364 3,6

 

62

額標 他団体事業負

 

担額

考

目

項   



  

効果）の達成状況

私立

 

幼稚園就園奨励補助事

健

業 令和元年度事業実績

や

報告書参照

継続区分 会

か

計・款・項・目 令和4

で

年度の事業概要（実績

笑

）
令和元年度完了事業

顔

完了 ―

事    業 

に

   主    体
児

あ

童福祉課

【他団体事業

政 ふ

主体】

私立幼稚園

れ

事

る

       業  

ま

     名 事業の意

ち

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

放課後

基

児童健全育成施設整備

本

事業 令和元年度事業実

施

績報告書参照

継続区分

策

会計・款・項・目 令和

策
　

4年度の事業概要（実

０

績）
令和元年度完了事

３

業完了 ―

事    業

 

    主    体

 

児童福祉課

【滝沢市主

 

体】

子

事      

ど

 業       名

も

事業の意図やねらい（

が

成果や効果）の達成状

　
安

況

児童扶養手当システ

心

ム更新事業 令和元年度

し

事業実績報告書参照

継

て

続区分 会計・款・項・

暮

目 令和4年度の事業概

ら

要（実績）
令和元年度

せ

完了事業完了 ―

事  

る

  業    主  

環

  体
児童福祉課

【滝

境

沢市主体】

　
づ

事   

く

    業     

り

  名 事業の意図やね

－

らい（成果や効果）の

 

達成状況

福祉システム

6

改修事業 令和元年度事

1

業実績報告書参照

継続

 

区分 会計・款・項・目

－

令和4年度の事業概要（実績）
令和元年度完

　

了事業完了 ―

事    業    主    体
児童福祉課

【滝沢市主体】

小                             計

０

事       業 

２

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や



令 報

○全体事業期間活 減免

告

者数 380   平成1

令

6年度～令和元年度標

和

動 325値 単 位 人

／指

元

実
標 績 単 位

決投 年度別

年

事業費 21,857

資

度

内 特定財源 7,277

～

算
指 訳 一般財源 14,

令

580

額標 他団体事業

和

負担額

和
4年

項  

度

     目 令和元年

（

度 令和2年度 令和3年

単

度 令和4年度 備   

位

    考

目 ○全体事

 

業期間活 新たに整備す

 

る放課後児童クラ 0  

千

 平成30年度～令和

円

元年度標 ブ舎
動 0値 単

4

）

位 施設

／指
実

標 績 単 位

－

決投 年度別事業費

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

6

源

額標 他団体事業負担

2

額

 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備     

年

  考

目 ○全体事業期間活 進捗率 100   平成30年度～令和元年度標
動 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 進捗率 100   令和元年度～令和元年度標
動 100値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 17,809

資

事

内 特定財源 14,21

項

2
算

指 訳 一般財源 3,

 

597

額標 他団体事業

 

負担額

  

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

目

決投 年度別事業費 3,

業

令

983,256 4,1

和

23,076 4,06

元

6,429 4,669

年

,790

資 内 特定財源

度

2,727,938 2

令

,924,080 2,

和

881,615 3,4

2

53,287
算

指 訳 一

年

般財源 1,255,3

度

18 1,198,99

実

令

6 1,184,814

和

1,216,503

額

3

標 他団体事業負担額

年度 令和4年度

績

備       考

目



  

安

齢者等の対象者に対し

心

て緊急通報装置を貸与

し

・設置し、安心して継

て

続 一般・3款・1項・

暮

4目
在宅生活を継続す

ら

ることができるよう支

せ

援しました。
事   

る

 業    主   

長

 体 ・新規設置：4人

寿

（台）

高齢者支援課 ・

 

社

令和4年度末時点利用

会

者数：42人

【滝沢市

の

主体】

実

事     

現

  業       

に

名 事業の意図やねらい

む

（成果や効果）の達成

け

状況

介護保険給付管理

た

事業 【事業意図・ねら

取

い】低所得者の利用者

健

組

負担を社会福祉法人の

を

協力のもと軽減し

、介

推

護保険サービス利用の

進

機会を確保します。

【

し

達成状況】申請者に対

ま

し基準の範囲内で補助

す

を行いました。

継続区

。

分 会計・款・項・目 令

そ

和4年度の事業概要（

の

実績）
低所得者の介護

や

た

保険サービス利用の確

め

保及び促進のため、社

に

会福祉法人が利用者継

は

続 一般・3款・1項・

、

4目
の負担額を軽減し

介

たものに対し助成しま

護

した。
事    業 

の

   主    体
高

必

齢者支援課

【他団体事

要

業主体】

社会福祉法人

か

な状態になった時でも

で

安心して住み慣れた地

笑

域で暮らせるための介

顔

護保険制度の適正な運

に

営が必要です。また、

あ

多くの高齢者が｢睦大

政 ふ

学｣や｢老人クラブ｣

れ

「コミュニティ活動」

る

などに参加することで

ま

、生きがいのある日々

ち

を過ごし、そし

て支援

 

が必要な時も互いに支

基

え合いながら適切な支

本

援が受けられ、自分ら

施

しい暮らしを続けられ

策

ることを目指します。

策
　

基本計画期間内の取り

０

組みと方針のうち、令

４

和4年度の重点課題の

 

達成（実現）状況

Ａ 達

 

成した

【重点課題】

・

 

介護保険制度の適正な

安

運営

・「睦大学」、「

心

老人クラブ」などの生

し

きがいづくりに結び付

て

く活動の支援

【重点課

　
暮

題に対する達成状況】

ら

・各種法令及び国通知

せ

に基づき介護保険制度

る

の適正な運営に努めま

長

した。

・「睦大学」、

寿

「老人クラブ」などの

社

生きがいづくりに結び

会

付く活動を支援しまし

の

た。

実

事      

　
現

 業       名

－

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

6

況

老人保護措置委託事

3

業 【事業意図・ねらい

 

】経済上・環境上の理

－

由により、在宅において日常生活を営

むうえで支障がある高齢者に対し、老人福祉法に基

　

づく入所措置を行います。

【達成状況】入所措置を行うことで必要な支援を行いました。

（義務的事業）

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（

基

実績）
支援が必要な高

本

齢者の入所措置を行い

施

ました。継続 一般・3

０

策

款・1項・4目
・延べ

が

措置者数：20人×1

４

2月＋1人×11月＋

年

1人×1月＝253人

間

月
事    業   

で

 主    体 ・岩手

め

紫波管内合同老人ホー

ざ

ム入所判定委員会負担

す

金 20千円

高齢者支

姿

援課

【滝沢市主体】

２

健や

事       業 

か

      名 事業の

で

意図やねらい（成果や

笑

効果）の達成状況

緊急

顔

通報体制整備事業 【事

に

業意図・ねらい】ひと

あ

り暮らし高齢者世帯等

ふ

に対し、急病や災害等

れ

の緊急時

に迅速かつ適

 

る

切な対応を図るため、

ま

緊急通報装置を貸与し

ち

ます。

【達成状況】装

を

置を貸与した高齢者世

目

帯への安心安全な在宅

指

生活環境の体制整備

へ

す

寄与しました。

継続区

た

分 会計・款・項・目 令

め

和4年度の事業概要（

、

実績）
ひとり暮らし高



令 報

者

4 694

額標 他団体事

保

業負担額

健福

項 

祉

      目 令和元

計

年度 令和2年度 令和3

画

年度 令和4年度 備  

及

     考

目 ○全体

び

事業期間活 介護保険給

介

付管理事業 4 4 4 4  

告

護

 平成12年度～令和

保

7年度標
動 2 1 1 1値

険

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

事

決投 年度別事業費 95

業

94 77 42

資 内 特定

計

財源 71 70 57
算

指

画

訳 一般財源 24 24 2

」

0 42

額標 他団体事業

に

負担額

基

令

づき、高齢者が住み慣

和

れた地域で安心して暮

元

らすことができる環境

年

の

構築に取り組みまし

度

た。

・介護が必要な状

～

態になっても安心して

令

暮らすことができるよ

和

うに介護保険制度の適

和
4

正な運営に努めました

年

。特にも介護保

険制度

度

改革に係る適切な対応

（

を実施しました。

・セ

単

ーフティネットである

位

各種高齢者福祉対策や

 

、住み慣れた地域でい

 

きいきと暮らすために

千

高齢者の社会参加等の

円

支援を

継続しました。

4

）

令和6年度方針策定に

－

際し、今後の方向性や

 

引継課題

Ｂ 課題あり

【

6

今後の方向性】

高齢化

4

率の上昇、要介護・要

 

支援認定申請件数の増

－

加及び認定者の増加などの現状を踏まえた「高齢者保健福祉計画及び介

護保険事業計画」

年

を策定し、引き続き介護保険制度の適正な運用に努めます。

【引継課題】

・高齢化率の上昇、要介護・支援認定申請件数の増加及び認定者の増加などの現状を踏まえた介護保険制

基

度の運営

・介護保険制

本

度に頼らない健康寿命

度

施

の延伸に繋がる生きが

策

いづくり、社会参加等

目

の支援継続

標の

項

達

       目 令和

成

元年度 令和2年度 令和

（

3年度 令和4年度 備 

実

      考

目 ○全

現

体事業期間活 延べ措置

事

）

者数 156 156 16

に

8 240   昭和59

向

年度～令和7年度標
動

け

153 164 215 2

た

53値 単 位 人月

／指
実

計

標 績 単 位 ○特定財源

決

画

  老人保護措置費負

期

担金【その投 年度別事

間

業費 27,445 29

内

,731 37,154

業

の

44,319   他】

取

  資 内 特定財源 6,

り

729 7,601 10

組

,207 13,732

み

算   
  指 訳 一般財

と

源 20,716 22,

方

130 26,947 3

針

0,587

額標 他団体

に

事業負担額

つ

実

い

項

て

       目 令和

の

元年度 令和2年度 令和

達

3年度 令和4年度 備 

成

      考

目 ○全

（

体事業期間活 緊急通報

実

装置設置件数 87 87

現

87 87   平成7年

）

度～令和7年度標
動 5

状

7 52 42 42値 単 位

績

況

人

／指
実

標 績 単 位 ○特

Ａ

定財源

決   地域整備

達

特別対策事業基金繰投

成

年度別事業費 1,24

し

0 1,272 1,11

た

4 994   入金【そ

・

の他】
  資 内 特定財

「

源 500 300
算   

高

  指 訳 一般財源 1,

齢

240 1,272 61



  

）

び障がい者の住宅改修

の

を行うこと

により、日

達

常生活動作や介護動作

成

の改善を図り、安全で

状

自立した在宅生活の継

況

続
くり推進補助事業 を

高

支援します。

【達成状

齢

況】住宅改修費への補

者

助を行い、在宅生活の

日

継続を支援しました。

 

常

継続区分 会計・款・項

生

・目 令和4年度の事業

活

概要（実績）
補助決定

用

をした申請者に対し、

具

在宅生活継続を支援す

給

るために住宅改修の補

付

助を継続 一般・3款・

事

1項・4目
行いました

業

。
事    業   

【

 主    体
高齢者

健

事

支援課

【滝沢市主体】

業意

事       業

図

       名 事業

・

の意図やねらい（成果

ね

や効果）の達成状況

福

ら

祉バス運行事業 【事業

い

意図・ねらい】睦大学

】

の学生の送迎を主な目

6

的として、市民が利用

や

5

できる

バスを運行する

歳

ことで、閉じこもり予

以

防や社会参加の促進を

上

図ります。

【達成状況

の

】毎週2回のバス運行

低

を実施しました。

継続

所

区分 会計・款・項・目

得

令和4年度の事業概要

者

（実績）
・定期運行　

の

月曜日及び金曜日　市

か

ひ

内3路線　1日1往復

と

継続 一般・3款・1項

り

・4目
・特別運行　新

暮

型コロナウイルス感染

ら

症の影響により中止
事

し

    業    主

高

    体
高齢者支援

齢

課

【滝沢市主体】

者等

で

に対し、日常

生活用具

笑

を給付することによっ

顔

て、高齢者の方が安全

に

な日常生活が送れるこ

あ

とを

目指します。

【達

政 ふ

成状況】ホームページ

れ

等で当該事業の周知を

る

行いました。

継続区分

ま

会計・款・項・目 令和

ち

4年度の事業概要（実

 

績）
ホームページ等で

基

当該事業の周知を行い

本

ましたが申請がありま

施

せんでした。継続 一般

策

・3款・1項・4目

事

策
　

    業    主

０

    体
高齢者支援

４

課

【滝沢市主体】

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

安

図やねらい（成果や効

心

果）の達成状況

長寿祝

し

い事業 【事業意図・ね

て

らい】本市在住の対象

　
暮

高齢者に対し、祝状を

ら

贈呈し長寿を祝福す

る

せ

ことで、生きがいづく

る

りと敬老意識の高揚を

長

図ることを目的としま

寿

す。

【達成状況】祝状

社

を贈呈し、長寿を祝福

会

することで、生きがい

の

と敬老意識の高揚

を図

実

ることができました。

　
現

継続区分 会計・款・項

－

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
・米寿（

6

88歳）対象者への祝

5

状の交付：201人継

 

続 一般・3款・1項・

－

4目
・長寿（100歳）対象者への祝状の交付等：11人

事    業    主   

　

 体
高齢者支援課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

老人クラブ活動促進補助事業 【事業

事

意図・ねらい】老人ク

 

ラブへ補助金を交付す

０

 

ることで、高齢者の社

 

会活動

への参加、会員

 

同士の交流等を促進し

 

、引きこもり・閉じこ

 

もりの予防を目指し

ま

 

す。

【達成状況】補助

業

金交付により、各会の

 

活動支援を行いました

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 令和4年度の事

２

 

業概要（実績）
単位老

 

人クラブ及び市老人ク

 

ラブ連合会に補助金を

 

交付し、地域における

名

活動を継続 一般・3款

事

・1項・4目
支援しま

業

した。
事    業 

の

   主    体
高

意

齢者支援課

【他団体事

図

業主体】

滝沢市老人ク

 

や

ラブ連合会、単位老人

ね

クラブ

ら

事     

い

  業       

（

名 事業の意図やねらい

成

（成果や効果）の達成

果

状況

高齢者及び障害者

や

にやさしい住まいづ 【

効

事業意図・ねらい】要

果

支援・要介護高齢者及



令 報

○

0 5,350 5,35

全

0   平成8年度～令

体

和7年度標
動 4,35

事

5 1,470 1,78

業

2 1,936値 単 位 人

期

／指
実

標 績 単 位

決投 年

間

度別事業費 12,04

活

9 14,000 13,

日

273 13,246

資

常

内 特定財源
算

指 訳 一般

告

生

財源 12,049 14

活

,000 13,273

用

13,246

額標 他団

具

体事業負担額

交付件数 4 4

令

4 4   平成7年度～

和

令和7年度標
動 1 0 0

元

0値 単 位 件

／指
実

標 績

年

単 位

決投 年度別事業費

度

3

資 内 特定財源
算

指 訳

～

一般財源 3

額標 他団体

令

事業負担額

和
和

4

項

年

       目 令和

度

元年度 令和2年度 令和

（

3年度 令和4年度 備 

単

      考

目 ○全

位

体事業期間活 交付率 1

 

00 100 100 10

 

0   平成16年度～

千

令和7年度標
動 100

円

100 100 100値

4

）

単 位 ％

／指 祝状の交付

－

180 239 236 2

 

26
実

標 175 227

6

219 212績 単 位 人

6

決投 年度別事業費 35

 

5 454 455 530

－

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 355 454 455 530

額標 他団体事業負担額

年

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 老人クラブ連合会会員数 1,080 1,080 1,080 1,080   平

度

成5年度～令和7年度標
動 934 864 806 671値 単 位 人

／指 単位老人クラブ数 24 24 24 24
実

標 23 22 22 19績 単 位 クラブ ○特定財源

決   在宅福祉事業費補助金投 年度別事業費 1,904 1,822 1,4

事

41 1,278   【

項

県】2/3以内
  資

 

内 特定財源 854 82

 

9 692 561
算   

 

  指 訳 一般財源 1,

 

050 993 749 7

 

17

額標 他団体事業負

 

担額

 目

項   

業

令

    目 令和元年度

和

令和2年度 令和3年度

元

令和4年度 備    

年

   考

目 ○全体事業

度

期間活 受益者数 10 1

令

0 10 10   平成2

和

0年度～令和7年度標

2

動 8 6 3 2値 単 位 人

／

年

指
実

標 績 単 位 ○特定財

度

源

決   高齢者及び障

実

令

がい者にやさし投 年度

和

別事業費 3,102 2

3

,400 1,200 4

年

94   い住まいづく

度

り推進事業費補
  助

令

金【県】1/2資 内 特

和

定財源 1,551 1,

4

200 600 247
算

年

  
  指 訳 一般財源

度

1,551 1,200

績

備

600 247

額標 他団

 

体事業負担額

   

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 備

 

       考

目 ○

考

全体事業期間活 利用者

目

数 5,350 5,35



  

）

、心身の状態を全

国共

の

通の項目に基づき面接

達

調査を行います。

【達

成

成状況】面接調査を行

状

った上で、認定審査会

況

で適正に介護認定審査

生

を行うこ

（義務的事業

活

） とができるよう資料

管

作成を行いました。 

理

継続区分 会計・款・項

 

指

・目 令和4年度の事業

導

概要（実績）
要介護認

短

定を申請した被保険者

期

に対し、認定調査員が

宿

訪問し、心身の状況や

泊

介護継続 介護・1款・

事

3項・2目
に影響を与

業

える事項（特記事項）

【

等の調査を行いました

事

。
事    業   

健

業

 主    体 ・介護

意

認定調査員（会計年度

図

任用職員）5名

高齢者

・

支援課 ・介護保険施設

ね

等18か所（市外含む

ら

）、居宅介護支援事業

い

所15か所（市外含む

】

）

【滝沢市主体】

日

事

常

       業  

や

生

     名 事業の意

活

図やねらい（成果や効

や

果）の達成状況

地域介

社

護予防活動支援事業（

会

介護予防 【事業意図・

適

ねらい】高齢者に学び

応

の機会を提供し、いつ

に

までも元気でいきいき

支

と暮らすことができる

援

よう、高齢者の地域に

か

が

おける社会参画を促進

必

します。
対策事業） 【

要

達成状況】高齢者に学

な

びの機会を提供し、地

高

域における社会参画を

齢

促進しまし

た。

継続区

者

分 会計・款・項・目 令

に

和4年度の事業概要（

対

実績）
・高齢者の外出

し

する機会を増やして閉

で

て

じこもりを予防し、か

短

つ、日常生活の中で継

期

続 介護・3款・1項・

間

2目
役立つ介護予防を

の

はじめとした知識を身

宿

に付け、心身の機能の

泊

維持向上を図りま
事 

で

   業    主 

日

   体 した。

高齢者

常

支援課 ・教養講座は6

笑

生

回の開催計画を全て中

活

止するとともに、睦大

に

学学園祭等も新型コ

【

対

他団体事業主体】 ロナ

す

ウイルス感染症の影響

る

により中止しました。

指

社会福祉法人滝沢市社

導

会福祉協議会

・支

顔

援を行い、要介護状態

に

への進行の予防を図り

あ

ます。

【達成状況】ホ

政 ふ

ームページ等で当該事

れ

業の周知を行いました

る

。

継続区分 会計・款・

ま

項・目 令和4年度の事

ち

業概要（実績）
ホーム

 

ページ等で当該事業の

基

周知を行いましたが申

本

請がありませんでした

施

。継続 一般・3款・1

策

項・4目

事    業

策
　

    主    体

０

高齢者支援課

【滝沢市

４

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

安

（成果や効果）の達成

心

状況

市民福祉センター

し

管理運営事業 【事業意

て

図・ねらい】高齢者が

　
暮

いきいきと活躍する環

ら

境づくりを目指し、市

せ

民福

祉センターの管理

る

運営を行います。

【達

長

成状況】当該施設の管

寿

理運営及び感染症防止

社

対策を実施するととも

会

に、関連

事業と連携し

の

、工夫しながら高齢者

実

等へ活動支援に必要な

　
現

運営を行いました。

継

－

続区分 会計・款・項・

 

目 令和4年度の事業概

6

要（実績）
指定管理者

7

に対し管理運営を委託

 

しました。継続 一般・

－

3款・1項・5目
期間：平成31年4月1日から令和6年3月31日

事    業   

　

 主    体
高齢者支援課

【他団体事業主体】

滝沢市市民福祉センター指定管理者

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効

事

果）の達成状況

介護認

 

定審査会事務 【事業意

０

 

図・ねらい】介護保険

 

法の規定による介護給

 

付を受けようとする被

 

保険

者の要介護状態区

 

分等を認定します。

【

 

達成状況】介護認定審

業

査会を開催し、要介護

 

者に該当すること及び

 

その該当す

（義務的事

 

業） る要介護状態区分

２

 

を審査し、認定しまし

 

た。

継続区分 会計・款

 

・項・目 令和4年度の

 

事業概要（実績）
医師

名

等の委員で構成される

事

介護認定審査会で認定

業

の審査を行いました。

の

継続 介護・1款・3項

意

・1目

事    業 

図

   主    体
高

 

や

齢者支援課

【協働事業

ね

】

雫石町

ら

事    

い

   業      

（

 名 事業の意図やねら

成

い（成果や効果）の達

果

成状況

要介護認定調査

や

事業 【事業意図・ねら

効

い】要介護認定申請の

果

あった対象者を訪問し



令 報

○

定財源 47
算   

  

全

指 訳 一般財源 21,3

体

85 18,115 24

事

,316 25,294

業

【特別会計】

額標 他団

期

体事業負担額

間活 生

項       目 令

活

和元年度 令和2年度 令

告

管

和3年度 令和4年度 備

理

       考

目 ○

指

全体事業期間活 趣味の

導

教室（実人数） 916

短

916 916 916  

期

 平成12年度～令和

宿

7年度標
動 868 78

泊

5 697 607値 単 位

で

人

／指 教養講座（延参

の

加者数） 600 600

令

生

600 600
実

標 65

活

6 0 63 0績 単 位 人 ○

2

特定財源

決   地域支

1

援事業交付金投 年度別

2

事業費 5,797 4,

1

582 4,593 4,

2

952   【国】20

1

%
  【県】12.5

2

%資 内 特定財源 3,4

1

82 2,752 2,7

和

 

32 2,946
算   

 

調整交付金
  【国】

平

5%以内指 訳 一般財源

成

2,315 1,830

1

1,861 2,006

8

【特別会計】

額標 他団

年

体事業負担額

度～令

元

和7年度標 支援
動 0 0

年

0 0値 単 位 日

／指
実

標

度

績 単 位 ○特定財源

決  

～

 生活管理指導宿泊事

令

業使用料投 年度別事業

和

費   【その他】
  

和
4

資 内 特定財源
算   

 

年

 指 訳 一般財源

額標 他

度

団体事業負担額

（単位

項       目

 

令和元年度 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

千

備       考

目

円

○全体事業期間活 利用

4

）

人数 45,000 45

－

,000 45,000

 

45,000   昭和

6

57年度～令和7年度

8

標
動 41,207 14

 

,398 18,357

－

20,562値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   市民福祉センター使用料【そ投 年

年

度別事業費 18,839 16,115 16,642 16,359   の他】ほか
  資 内 特定財源 1,593 1,037 2,028 1,707

算   
  指 訳 一般財源 17,246 15,078 14,614 14,652

額

度

標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 審査会開催回数 62 62 62 62   平成1

事

2年度～令和7年度標

項

動 61 59 58 58値

 

単 位 回

／指 審査件数 2

 

,300 2,415 2

 

,420 2,425
実

 

標 1,785 1,35

 

4 1,761 1,70

 

2績 単 位 件 ○特定財源

 

決   雫石町審査会運

目

営費負担金【投 年度別

業

令

事業費 4,075 4,

和

349 4,229 4,

元

139   その他】
 

年

 資 内 特定財源 3,2

度

80 3,484 3,5

令

76 3,490
算   

和

  指 訳 一般財源 79

2

5 865 653 649

年

【特別会計】

額標 他団

度

体事業負担額

実

令和3

項       目 令

年

和元年度 令和2年度 令

度

和3年度 令和4年度 備

令

       考

目 ○

和

全体事業期間活 認定調

4

査事業 2,319 2,

年

435 2,440 2,

度

445   平成12年

績

備

度～令和7年度標
動 1

 

,858 1,363 1

 

,769 1,816値

 

単 位 調査件数（件）

／

 

指
実

標 績 単 位 ○特定財

 

源

決   諸収入【その

 

他】投 年度別事業費 2

 

1,385 18,11

考

5 24,316 25,

目

341   
  資 内 特



  

）の達成状況

家族介護

 

支援事業 【事業意図・

健

ねらい】在宅で高齢者

や

を介護している家族に

か

対し、介護用品を支給

で

することにより、経済

笑

的な負担の軽減を図り

顔

、在宅生活を支援しま

に

す。

【達成状況】介護

あ

用品を支給することに

政 ふ

より、要介護高齢者等

れ

の在宅生活の支援

と家

る

族の経済的な負担の軽

ま

減に寄与しました。

継

ち

続区分 会計・款・項・

 

目 令和4年度の事業概

基

要（実績）
要介護4ま

本

たは5の方を居宅で介

施

護している住民税非課

策

税世帯の家族介護者に

策
　

対し継続 介護・3款・

０

2項・2目
て介護用品

４

を支給しました。
事 

 

   業    主 

 

   体
高齢者支援課

 

【滝沢市主体】

安

事 

心

      業   

し

    名 事業の意図

て

やねらい（成果や効果

　
暮

）の達成状況

介護保険

ら

給付事業 【事業意図・

せ

ねらい】高齢者の生活

る

支援及び介護予防をす

長

るために必要な各種サ

寿

ービスの利用に対して

社

、介護保険制度による

会

給付を行います。

 【

の

達成状況】介護保険サ

実

ービスを利用した要介

　
現

護認定者に対して、給

－

付を行い

（義務的事業

 

） ました。

継続区分 会

6

計・款・項・目 令和4

9

年度の事業概要（実績

 

）
要介護状態になった

－

被保険者を対象に、被保険者が選択した各種介護保険サービ継続 介護
スの給付を実施し、

　

自立した日常生活を支援することができました。
事    業    主    体

高齢者支援課

【滝沢市主体】

事       業       名 事

事

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

０

 

高齢者保健福祉計画及

 

び介護保険事業 【事業

 

意図・ねらい】高齢者

 

保健福祉計画及び介護

 

保険事業計画を策定し

 

、高齢

者施策全般の推

業

進を図ります。
計画策

 

定事業 【達成状況】高

 

齢者保健福祉計画及び

 

介護保険事業計画に基

２

 

づき、高齢者施策全

般

 

を推進しました。

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

名

（実績）
・第8期高齢

事

者保健福祉計画及び介

業

護保険事業計画の進行

の

管理及び評価をしまし

意

継続 介護
た。

事   

図

 業    主   

 

や

 体 ・第9期計画策定

ね

のため「介護予防・日

ら

常生活圏域ニーズ調査

い

」及び「在宅介護

高齢

（

者支援課 実態調査」を

成

実施しました。

【滝沢

果

市主体】

小  

や

          

効

          

果

       計



令 報

○

,388 1,498,

全

280

額標 他団体事業

体

負担額

事業期間活 家族

告

介護用品支給 11 11

令

11 11   平成12

和

年度～令和7年度標
動

元

12 14 12 15値 単

年

位 人

／指 家族介護用品

度

支給率 100 100 1

～

00 100
実

標 100

令

100 100 100績

和

単 位 ％ ○特定財源

決  

和
4

 地域支援事業交付金

年

投 年度別事業費 753

度

646 553 735  

（

 【国】38.5%
 

単

 【県】19.25%

位

資 内 特定財源 435 3

 

73 319 425
算  

 

 
  指 訳 一般財源 3

千

18 273 234 31

円

0 【特別会計】

額標 他

4

）

団体事業負担額

－ 7

項       目

0

令和元年度 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

－

備       考

目 ○全体事業期間活 利用率（サービス利用者数/介 86 87 88 89

年

  平成12年度～令和7年度標 護認定者数）
動 76 78 77 77値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   介護給付費負担金【国】20%投 年度別事業費 3,402,557 3,513,785 3,644,866 3,6

度

22,675   等、介護給付費負担金【県】
  12.5%等、支払基金【その他資 内 特定財源 2,053,762 2,246,383 2,179,988 2,213,507

算   】27%
  指 訳 一般財源 1,348

事

,795 1,267,

項

402 1,464,8

 

78 1,409,16

 

8 【特別会計】

額標 他

 

団体事業負担額

   

項       目

 

令和元年度 令和2年度

目

令和3年度 令和4年度

業

令

備       考

目

和

○全体事業期間活 市高

元

齢者保健福祉協議会開

年

催回 2 3 2 2   平成

度

12年度～令和7年度

令

標 数
動 1 3 2 2値 単 位

和

回

／指
実

標 績 単 位

決投

2

年度別事業費 80 24

年

6 174 138

資 内 特

度

定財源
算

指 訳 一般財源

実

令

80 246 174 13

和

8 【特別会計】

額標 他

3

団体事業負担額

年度

項   

令

    目 令和元年度

和

令和2年度 令和3年度

4

令和4年度 備    

年

   考

決投 年度別事

度

業費 3,499,67

績

備

9 3,607,611

 

3,750,087 3

 

,735,242

資 内

 

特定財源 2,071,

 

757 2,263,7

 

29 2,200,69

 

9 2,236,962

 

算
指 訳 一般財源 1,4

考

27,922 1,34

目

3,882 1,549



  

に

務的事業） 支援、市民

あ

後見人養成講座を実施

ふ

し、市民への普及啓発

れ

を実施しました。

継続

、

区分 会計・款・項・目

社

令和4年度の事業概要

会

（実績）
広域5市町に

的

よる盛岡広域成年後見

な

センターを設置し以下

役

の事業を行いました。

 

割

継続 一般・3款・1項

を

・4目
・広報・啓発活

持

動
事    業   

ち

 主    体 ・相談

な

対応（市：44件、後

が

見センター：43件）

ら

地域包括支援センター

、

・制度利用支援（申立

住

支援、受任者調整、家

み

庭裁判所との連携、市

健

慣

民後見人の養

【協働事

れ

業】 成や活動支援、関

た

係機関との調整）

盛岡

地

広域５市町

域

事   

で

    業     

安

  名 事業の意図やね

心

らい（成果や効果）の

し

達成状況

介護予防・生

て

活支援サービス事業 【

や

暮

事業意図・ねらい】要

ら

支援者及び「基本チェ

し

ックリスト」により対

続

象者と認定

された方に

け

対して、心身の状況、

ら

生活環境等に応じた適

れ

切なサービスが包括的

る

に

提供されるよう介護

ま

予防サービス計画作成

ち

等を行います。

【達成

か

を

状況】希望者がサービ

目

スを利用できるよう、

指

調整を行いました。

継

し

続区分 会計・款・項・

取

目 令和4年度の事業概

組

要（実績）
・介護予防

を

ケアマネジメント業務

推

（介護予防サービス計

進

画書の作成、サービス

し

の継続 介護・3款・1

で

ま

項・1目
調整、定期的

す

な状態確認等）　
事 

。

   業    主 

こ

   体 ・総合事業サ

の

ービス利用に伴う給付

た

管理業務　延べ1,0

め

62件

地域包括支援セ

、

ンター ・居宅介護支援

要

事業所への業務の一部

介

委託　　委託件数52

笑

護

3件（再掲）

【滝沢市

状

主体】

態等となることを

顔

予防するための介護予

に

防の啓発や、支援が必

あ

要な状態と

なってもそ

政 ふ

の人らしい尊厳ある生

れ

活を継続していけるよ

る

う、住まい・医療・介

ま

護・予防・生活支援の

ち

各分野が互いに連携し

 

ながら支援する体制で

基

ある地域包括ケアシス

本

テムの構築を深化・推

施

進します。

基本計画期

策

間内の取り組みと方針

策
　

のうち、令和4年度の

０

重点課題の達成（実現

５

）状況

Ｂ 概ね達成した

 

【重点課題】

介護予防

 

の推進と生きがいづく

 

り、認知症地域支援の

地

充実

【重点課題に対す

域

る達成状況】

感染症対

で

策を講じながら、介護

暮

予防事業の継続と通い

　
ら

の場の支援に努めまし

し

た。また、認知症地域

続

支援推進員を委託型地

け

域

包括支援センターへ

ら

も配置し、体制整備に

れ

努めるとともに、チー

る

ムオレンジの活動支援

地

やアルツハイマーデー

域

の普及啓発イ

ベントを

包

新たに実施し、認知症

　
括

支援体制の構築を行い

ケ

ました。

ア

事    

の

   業      

実

 名 事業の意図やねら

現

い（成果や効果）の達

－

成状況

滝沢市救急医療

 

情報キット配付事業 【

7

事業意図・ねらい】独

1

居高齢者や高齢者世帯

　

 

等を対象に、救急医療

－

情報キット

を配付することにより、高齢者の自宅での急病に備えます。

 【達成状況】高齢者世帯等を対象に、救急キットの配付を行い、救急医療情報

シートの内容の更新について、周知をしました。

０

 

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事

基

業概要（実績）
・令和

本

4年度は187人に配

施

付し、未設置世帯への

策

配付を推進しました。

が

継続 一般・3款・1項

４

・4目
・救急医療情報

年

キットについて、広報

間

に掲載し、周知を行い

２

で

ました。
事    業

め

    主    体

ざ

地域包括支援センター

す

【滝沢市主体】

姿

事 

高

      業   

齢

    名 事業の意図

者

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

盛岡広域

一

成年後見センター設置

 

人

事業 【事業意図・ねら

一

い】成年後見制度の広

人

報・啓発や相談対応等

が

を担う中核機関を

盛岡

健

広域5市町で共同設置

や

し事業の推進に努めま

か

す。

【達成状況】広報

で

やパンフレット作製、

笑

出前講座での啓発、相

顔

談対応からの申立

（義



令 報

第

体事業期間活 総合事業

８

利用年間延べ件数 2,

期

200 2,200 1,

高

230 1,230   

齢

平成29年度～令和7

者

年度標
動 2,374 2

保

,174 1,200 1

健

,062値 単 位 件

／指

福

実
標 績 単 位 ○特定財源

祉

決   地域支援事業交

告

計

付金投 年度別事業費 1

画

5,996 19,71

及

5 15,481 12,

び

647   【国】20

介

.0％
  【国調整交

護

付金】5％以内資 内 特

保

定財源 7,249 8,

険

201 6,043 4,

事

571
算   【県】1

業

2.5％
  【支払基

令

計

金】27.0%指 訳 一

画

般財源 8,747 11

」

,514 9,438 8

に

,076 【特別会計】

基

額標 他団体事業負担額

づき、地域

和

包括ケアシステムの推

元

進に取り組みました。

年

・少子高齢化の進展に

度

伴い、増加する高齢者

～

の相談に対応するため

令

、北部圏域に地域包括

和

支援センターを設置し

和
4

、連携を図

りながら高

年

齢者の支援を行いまし

度

た。

・新型コロナウイ

（

ルス感染症の影響によ

単

り事業を中止した時期

位

もありましたが、感染

 

対策を講じた介護予防

 

教室等の開催や

、オン

千

ラインでの研修や面接

円

の体制を整備し高齢者

4

）

の自立支援に努めまし

－

た。

令和6年度方針策

 

定に際し、今後の方向

7

性や引継課題

Ｂ 課題あ

2

り

【今後の方向性】

第

 

９期高齢者保健福祉計

－

画及び介護保険事業計画」に基づき、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けられ

年

るよう、

引き続き地域包括ケアシステムの構築に向け取り組みます。

【引継課題】

・介護予防や地域づくり、生活支援等の活動支援に関すること

・認知症支援や医療介護連携、権

基

利擁護に関する相談支

本

援の充実

・委託型地域

度

施

包括支援センターの体

策

制整備と連携推進に関

目

すること

標の

項 

達

      目 令和元

成

年度 令和2年度 令和3

（

年度 令和4年度 備  

実

     考

目 ○全体

現

事業期間活 救急医療情

事

）

報キット配付者数 43

に

0 440 400 400

向

  平成23年度～令

け

和7年度標
動 290 2

た

50 249 187値 単

計

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

画

特定財源

決   【その

期

他】学生等実習受入金

間

投 年度別事業費 185

内

185 184 148  

業

の

 
  資 内 特定財源 5

取

4 89 110
算   

 

り

 指 訳 一般財源 185

組

131 95 38

額標 他

み

団体事業負担額

と方針

項       目

に

令和元年度 令和2年度

つ

令和3年度 令和4年度

実

い

備       考

目

て

○全体事業期間活 成年

の

後見にかかる相談延べ

達

件数 0 30 50 100

成

  令和2年度～令和

（

7年度標
動 0 116 9

実

2 87値 単 位 件

／指
実

現

標 績 単 位

決投 年度別事

）

業費 2,405 2,3

状

29 2,860

資 内 特

績

況

定財源
算

指 訳 一般財源

Ｂ

2,405 2,329

概

2,860

額標 他団体

ね

事業負担額

達成

項

し

       目 令和

た

元年度 令和2年度 令和

・

3年度 令和4年度 備 

「

      考

目 ○全



  

成

援センター、委託型地

果

域包括支援センター及

や

びブランチ2か継続 介

効

護・3款・2項・1目

果

所にて高齢者の総合的

）

な相談支援と、実態把

の

握訪問を行いました。

達

事    業    

成

主    体 ・高齢者

状

の権利擁護に関する普

 

況

及啓発活動を行い、虐

介

待相談に対応しました

護

。 

地域包括支援セン

予

ター ・日々の相談活動

防

、会議、研修会、広報

普

等で相談窓口の情報提

及

供を行いました。

【滝

啓

沢市主体】 ・盛岡広域

発

シルバーケアＳＯＳネ

事

ットワーク登録の推奨

健

業

及び9件の登録を行い

【

ま

した。

事

事    

業

   業      

意

 名 事業の意図やねら

図

い（成果や効果）の達

・

成状況

包括的・継続的

ね

ケアマネジメント事業

ら

【事業意図・ねらい】

い

地域における連携・協

や

】

力体制の強化や関係機

介

関の資質向上

、介護支

護

援専門員の支援を実施

予

し、地域包括ケアシス

防

テムの深化と推進を目

に

指し

ます。

（義務的事

関

業） 【達成状況】資質

す

向上のための研修や連

る

携強化のための会議を

知

開催しました。

継続区

か

識

分 会計・款・項・目 令

の

和4年度の事業概要（

普

実績）
・地域ネットワ

及

ーク会議（研修、情報

や

交換）の開催　8回継

運

続 介護・3款・2項・

動

1目
　（全体会議：2

等

回、圏域ごとの開催：

の

北部2回、中部・南部

実

4回）
事    業 

で

技

   主    体 ・

指

ケアマネジャーへの個

導

別相談、支援　延べ9

を

0件

地域包括支援セン

行

ター ・居宅介護支援事

う

業所等情報交換会　2

教

回開催

【滝沢市主体】

室を

事       業

実

       名 事業

笑

施

の意図やねらい（成果

す

や効果）の達成状況

認

る

知症総合支援事業 【事

こ

業意図・ねらい】認知

と

症になっても住み慣れ

で

た地域で暮らし続けら

、

れるよう

医療・介護及

高

び生活支援等の連携強

齢

化や地域の支援体制を

者

構築します。 

【達成

顔

自

状況】イベントを開催

身

し、広く認知症に関す

が

る正しい知識の普及啓

自

発を行

（義務的事業）

主

うとともに、認知症の

的

人を地域で支える人材

に

育成、活動支援を行い

介

ました。 

継続区分 会

護

計・款・項・目 令和4

予

年度の事業概要（実績

に

防

）
・認知症サポーター

に

養成講座19回、ステ

向

ップアップ講座1回開

け

催継続 介護・3款・2

た

項・1目
・認知症地域

取

支援推進員の配置（相

り

談支援や支援体制の構

組

築）2名
事    業

み

    主    体

を

・認知症対応型共同生

あ

実

活介護等での認知症介

施

護相談室 4事業所で

す

開設

地域包括支援セン

る

ター ・認知症初期集中

こ

支援チームによる支援

と

【滝沢市主体】 ・チー

が

ムオレンジの活動支援

出

と普及啓発のイベント

来

開催

・認知症ケアパス

る

の更新及び配布、認知

政 ふ

地

症カフェ活動後方支援

域

 3か所

づくりを目指しま

れ

す。

（義務的事業） 【

る

達成状況】高齢者の特

ま

性や地域の課題に合わ

ち

せた教室を開催しまし

 

た。

継続区分 会計・款

基

・項・目 令和4年度の

本

事業概要（実績）
・介

施

護予防に関する教室　

策

実施回数288回　参

策
　

加実人員633人継続

０

介護・3款・1項・2

５

目
内容：介護予防教室

 

、運動機能向上教室、

 

地域リハビリテーショ

 

ン出前講座、フ
事  

地

  業    主  

域

  体 レイル（虚弱）

で

予防教室

地域包括支援

暮

センター ・介護予防ボ

　
ら

ランティア養成・育成

し

　

【滝沢市主体】

続

事

け

       業  

ら

     名 事業の意

れ

図やねらい（成果や効

る

果）の達成状況

地域介

地

護予防活動支援事業 【

域

事業の意図・ねらい】

包

高齢者の外出の機会を

　
括

提供することで、閉じ

ケ

こもり予防

や地域で交

ア

流が図られることを主

の

な目的としています。

実

運営を自治会等に委託

現

す

ることで、地域全体

－

で介護予防に取り組む

 

気運の醸成を図ります

7

。

（義務的事業） 【達

3

成状況】地域全体で介

　

 

護予防に取組む体制づ

－

くりを支援・推進しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
実施要綱に基づき、月1回以上いきいきサロンの開設を希望する自治会等に委託継続 介護・3款・1項・2目
し、

０

31箇所で開催しました。
事    業    主    体 開催

事

日数2,827日、延

 

べ参加者数28,22

 

7人

地域包括支援セン

 

ター

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

２

 

意図やねらい（成果や

業

効果）の達成状況

総合

 

相談支援・権利擁護事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】高齢者に必要な支援

 

を行うため実態把握や

 

相談支援等初期

対応と

 

各種サービスの調整に

 

より、権利擁護も含め

名

た体制構築を図ります

 

事

。

【達成状況】関係者

業

とのネットワークや地

の

域力を活かした実態把

意

握、継続的で専

（義務

図

的事業） 門的な総合相

や

談対応と支援調整を行

ね

いました。

継続区分 会

ら

計・款・項・目 令和4

い

年度の事業概要（実績

（

）
・滝沢市地域包括支



令 報

○

%資 内 特定財源 7,0

全

15 9,150 5,8

体

56 7,124
算   

事

  指 訳 一般財源 5,

業

133 6,693 4,

期

267 5,213 【特

間

別会計】

額標 他団体事

活

業負担額

介護

項 

告

予

      目 令和元

防

年度 令和2年度 令和3

教

年度 令和4年度 備  

室

     考

目 ○全体

参

事業期間活 ケアマネジ

加

ャー後方支援対応件 1

実

05 110 110 10

人

0   平成18年度～

員

令和7年度標 数（直営

8

型＋委託型）
動 126

令

7

89 109 90値 単 位

0

件

／指 地域ネットワー

8

ク会議の開催（ 6 6 8

8

8
実 直営型＋委託型）

0

標 6 3 7 8績 単 位 回 ○

7

特定財源

決   地域支

5

援事業交付金投 年度別

0

事業費 3,258 32

7

1 3,065 3,04

5

4   【国】38.5

和

0

%
  【県】19.2

 

5%資 内 特定財源 24

 

0 186 1,770 1

平

,758
算   

  指

成

訳 一般財源 3,018

1

135 1,295 1,

8

286 【特別会計】

額

年

標 他団体事業負担額

度～

元

令

項      

和

 目 令和元年度 令和2

7

年度 令和3年度 令和4

年

年度 備       

度

考

目 ○全体事業期間活

標

認知症サポーター養成

動

講座開催 18 18 18

6

18   平成26年度

9

～令和7年度標 回数（

3

直営型＋委託型）
動 1

年

5

6 12 16 19値 単 位

4

回

／指 認知症相談件数

9

（直営型＋委託 180

6

180 250 350
実

0

型＋まちかど相談室）

8

標 239 326 381

6

392績 単 位 件 ○特定

3

財源

決   地域支援事

3

業交付金投 年度別事業

値

費 3,086 2,34

度

単

1 3,285 2,98

位

9   【国】38.5

人

%
  【県】19.2

／

5%資 内 特定財源 1,

指

782 1,352 1,

い

897 1,725
算  

き

 
  指 訳 一般財源 1

い

,304 989 1,3

き

88 1,264 【特別

百

会計】

額標 他団体事業

～

歳

負担額

体操による通いの 0

令

0 180 200
実 場参

和

加実人員
標 0 158 2

和
4

48 265績 単 位 人 ○

年

特定財源

決   地域支

度

援事業交付金投 年度別

（

事業費 10,400 8

単

,620 9,131 1

位

0,316   【国】

 

20.0%
  【国調

 

整交付金】5%以内資

千

内 特定財源 6,246

円

5,103 5,432

4

）

6,138
算   【県

－

】12.5%
  【そ

 

の他】支払基金27.

7

0%指 訳 一般財源 4,

4

154 3,517 3,

 

699 4,178 【特

－

別会計】

額標 他団体事業負担額

項 

年

      目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 いきいきサロン開催カ所 31 31 32 32   平成12年度～令和7年度標
動 30 31 31 31値 単 位 カ所

／指 利用延べ人

度

数 26,400 26,500 32,000 30,000
実

標 32,046 16,353 17,469 28,227績 単 位 人 ○特定財源

決   地域支援事業交付金投 年度別事業費 5,157 4,198 5,247 5,155  

事

 【国】20.0%
 

項

 【国調整交付金】5

 

%以内資 内 特定財源 3

 

,097 2,518 3

 

,111 3,067
算

 

  【県】12.5%

 

  【その他】支払基

 

金27.0%指 訳 一般

 

財源 2,060 1,6

目

80 2,136 2,0

業

令

88 【特別会計】

額標

和

他団体事業負担額

元年度

項       

令

目 令和元年度 令和2年

和

度 令和3年度 令和4年

2

度 備       考

年

目 ○全体事業期間活 総

度

合相談件数（直営型＋

実

令

委託型 1,260 1,

和

280 1,700 2,

3

000   平成18年

年

度～令和7年度標 ）
動

度

1,687 2,047

令

3,439 3,372

和

値 単 位 件

／指 実態把握

4

件数（ブランチ＋直営

年

1,500 1,500

度

1,500 1,500

績

備

実 型＋委託型）
標 1,

 

398 1,341 1,

 

465 1,446績 単

 

位 件 ○特定財源

決   

 

地域支援事業交付金投

 

年度別事業費 12,1

 

48 15,843 10

 

,123 12,337

考

  【国】38.5%

目

  【県】19.25



  

成

行いました。

継続区分

果

会計・款・項・目 令和

や

4年度の事業概要（実

効

績）
地域ケア会議の開

果

催継続 介護・3款・2

）

項・1目
・個別会議Ⅰ

の

（自立支援に向けたケ

達

アプラン検討）北部2

成

回、中部・南部3回
事

状

    業    主

 

況

    体 ・個別会議

在

Ⅱ（多職種による事例

宅

検討とネットワーク構

医

築）市全体で6回

地域

療

包括支援センター ・個

・

別会議Ⅲ（支援困難な

介

事例の検討）北部2回

護

、中部・南部3回

【滝

連

沢市主体】 ・地域ケア

携

推進会議（共通する課

健

推

題から地域に必要な資

進

源の検討）市全体で1

事

回

計17回

業

事   

【

    業     

事

  名 事業の意図やね

業

らい（成果や効果）の

意

達成状況

地域包括支援

図

センター運営事業 【事

・

業意図・ねらい】高齢

や

ね

者に対する支援体制構

ら

築のため、3つの圏域

い

毎に地域

包括支援セン

】

ター設置運営を目指し

在

、地域包括ケアの進展

宅

を図ります。

【達成状

医

況】北部圏域に委託型

療

地域包括支援センター

と

を設置し、連携を図り

介

なが

（義務的事業） ら

か

護

高齢者の支援を行いま

を

した。

継続区分 会計・

包

款・項・目 令和4年度

括

の事業概要（実績）
・

的

北部圏域における地域

、

包括支援センターの委

継

託及び後方支援継続 介

続

護・3款・2項・1目

的

・地域包括支援センタ

に

ー連絡会の開催（月1

で

提

回）
事    業  

供

  主    体 ・中

し

部、南部圏域における

て

地域包括支援センター

い

委託運営に係る体制の

く

検討

地域包括支援セン

た

ター

【滝沢市主体】

めに

事       業 

、

      名 事業の

笑

関

意図やねらい（成果や

係

効果）の達成状況

家族

機

介護支援事業 【事業意

関

図・ねらい】高齢者や

と

介護者の様々なニーズ

の

に対し、介護知識の啓

連

発や

介護者交流等を行

携

い、介護者の身体的・

を

精神的負担の軽減を図

十

ります。

【達成状況】

顔

分

新型コロナウイルス感

に

染症の感染拡大防止に

図

配慮しながら、可能な

り

範囲で実施し、高齢者

、

やその家族等の負担軽

円

減を図りました。

継続

滑

区分 会計・款・項・目

な

令和4年度の事業概要

提

（実績）
家族介護者教

供

室開催3回（市主催1

に

体

回・委託型地域包括支

制

援センター2回）継続

の

介護・3款・2項・2

構

目

事    業   

築

 主    体
地域包

を

括支援センター

【滝沢

図

市主体】

ります

あ

。

【達成状況】地域包

政 ふ

括支援センターに医療

れ

介護連携コーディネー

る

ターを配置し、

（義務

ま

的事業） 相談対応や連

ち

携会議を開催しました

 

。

継続区分 会計・款・

基

項・目 令和4年度の事

本

業概要（実績）
・医療

施

介護連携コーディネー

策

ターの配置　1名継続

策
　

介護・3款・2項・1

０

目
・医療・介護の資源

５

の把握や関係者の情報

 

共有の支援
事    

 

業    主    

 

体 ・在宅医療・介護連

地

携に関する相談支援

地

域

域包括支援センター ・

で

地域住民への普及啓発

暮

　1回

【滝沢市主体】

　
ら

・研修会の実施　3回

し

・在宅医療介護連携会

続

議　1回

け

事    

ら

   業      

れ

 名 事業の意図やねら

る

い（成果や効果）の達

地

成状況

生活支援体制整

域

備事業 【事業意図・ね

包

らい】高齢者の生活支

　
括

援ニーズに沿った体制

ケ

を整備するため、地

域

ア

課題の把握・高齢者自

の

身が担い手として社会

実

参加することを推進し

現

ます。

【達成状況】協

－

議体の中で支えあいの

 

取り組みに関する情報

7

共有などを行いまし

（

5

義務的事業） た。担い

　

 

手を養成し、サービス

－

の具体化に向けて検討を行いました。 

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・生活支援コーディネーターの配置 3名(第1層1名、第2層2名)継続 介護・3款・2項・1目
・

０

地域支え合い連絡会（協議体）の開催 第1層協議体2回 第2層

事

協議体6回
事    

 

業    主    

 

体 ・地域の担い手養成

 

講座の開催 1回

地域

 

包括支援センター ・地

 

域の担い手ワークショ

 

ップの開催 10回

【

２

 

滝沢市主体】

業

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

地域ケア会

 

議推進事業 【事業意図

 

・ねらい】事例検討を

 

通じて地域共通の課題

名

の把握と必要な資源の

 

事

検

討を行い、ネットワ

業

ーク構築及び地域包括

の

ケアシステムの推進に

意

努めます。

【達成状況

図

】保健、医療、福祉の

や

関係委員等により、自

ね

立支援に向けたケアプ

ら

ラ

（義務的事業） ン検

い

討や地域課題の把握、

（

必要な資源の検討等を



令 報

○

実 支援センター）
標 0

全

0 449 466績 単 位

体

件 ○特定財源

決   地

事

域支援事業交付金投 年

業

度別事業費 27,02

期

0 27,020   【

間

国】38.5%
  【

活

県】19.25%資 内

地

特定財源 15,603

域

15,604
算   

 

告

住

 指 訳 一般財源 11,

民

417 11,416 【

を

特別会計】

額標 他団体

対

事業負担額

象と

項

し

       目 令和

た

元年度 令和2年度 令和

講

3年度 令和4年度 備 

演

      考

目 ○全

令

・

体事業期間活 家族介護

講

者教室開催回数 6 6 5

1

5   平成18年度～

1

令和7年度標
動 4 2 3

3

3値 単 位 回

／指 家族介

3

護者教室参加人数 12

 

0 120 75 100
実

 

標 69 25 34 57績

平

単 位 人 ○特定財源

決  

成

 地域支援事業交付金

和

2

投 年度別事業費 59 3

8

2   【国】38.5

年

%
  【県】19.2

度

5%資 内 特定財源 34

～

18
算   

  指 訳 一

令

般財源 25 14 【特別

和

会計】

額標 他団体事業

7

負担額

年度

元

標 話の開催回数
動 2 0

年

1 1値 単 位 回

／指 多職

度

種による研修会 3 3 3

～

3
実

標 3 2 3 3績 単 位

令

回 ○特定財源

決   地

和

域支援事業交付金投 年

和
4

度別事業費 6,000

年

6,000 2,585

度

2,682   【国】

（

38.5%
  【県】

単

19.25%資 内 特定

位

財源 3,465 3,4

 

65 1,493 1,5

 

49
算   

  指 訳 一

千

般財源 2,535 2,

円

535 1,092 1,

4

）

133 【特別会計】

額

－

標 他団体事業負担額

 76

項      

 

 目 令和元年度 令和2

－

年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 第1層協議体会議開催

年

回数（市 3 3 1 2   平成28年度～令和7年度標 全域）
動 2 2 2 2値 単 位 回

／指 第2層協議体会議開催回数（圏 0 0 2 6
実 域別合計）

標 0 0 7 6績 単 位 回 ○特定財源

決   地域支援事業交付金投 年度別事業費 2,847 2

度

,698 2,615 2,609   【国】38.5%
  【県】19.25%資 内 特定財源 1,644 1,558 1,510 1,507

算   
  指 訳 一般財源 1,203 1,140 1,105 1,102 【特別会計】

額標

事

他団体事業負担額

項  

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 地

 

域ケア会議開催回数（

目

直営型 8 10 12 12

業

令

  平成29年度～令

和

和7年度標 ＋委託型）

元

動 11 10 17 17値

年

単 位 回

／指
実

標 績 単 位

度

○特定財源

決   地域

令

支援事業交付金投 年度

和

別事業費 192 162

2

138 129   【国

年

】38.5%
  【県

度

】19.25%資 内 特

実

令

定財源 111 86 80

和

74
算   

  指 訳 一

3

般財源 81 76 58 5

年

5 【特別会計】

額標 他

度

団体事業負担額

令和4

項       目

年

令和元年度 令和2年度

度

令和3年度 令和4年度

績

備

備       考

目

 

○全体事業期間活 総合

 

相談対応件数（委託型

 

地域 0 0 570 650

 

  令和2年度～令和

 

7年度標 包括支援セン

 

ター）
動 0 0 734 8

 

30値 単 位 件

／指 実態

考

把握件数（委託型地域

目

包括 0 0 420 420



  

成

宅介護支援事業所への

果

業務一部委託　委託件

や

数1,069件（再掲

効

）

【滝沢市主体】

果

小        

）

          

の

          

達

 計

成状

 

況

介護サービス相談員

健

派遣事業 【事業意図・

や

ねらい】介護サービス

か

利用者等の相談を受け

で

、問題の改善を図るこ

笑

とで、利用者の生活の

顔

質と介護サービスの質

に

の向上を目指します。

あ

【達成状況】親族から

政 ふ

の虐待や施設職員によ

れ

る不適切なケア等に対

る

して、事務局

に報告し

ま

、改善させることが出

ち

来ました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 令和4

基

年度の事業概要（実績

本

）
・相談員2名、17

施

施設へ派遣継続 介護・

策

3款・2項・2目
・連

策
　

絡会議の開催（年1回

０

）
事    業   

５

 主    体 ・新規

 

事業所での実施（1回

 

）

地域包括支援センタ

 

ー

【滝沢市主体】

地

事

域

       業  

で

     名 事業の意

暮

図やねらい（成果や効

　
ら

果）の達成状況

成年後

し

見制度利用支援事業 【

続

事業意図・ねらい】判

け

断能力が低下し、かつ

ら

親族からの支援が得ら

れ

れない高齢

者の成年後

る

見申立て相談及び報酬

地

費用助成等を行い権利

域

擁護に努めます。

【達

包

成状況】財産管理や身

　
括

上監護等を行う成年後

ケ

見人等に関する相談に

ア

対応する

制度に関する

の

普及啓発を実施しまし

実

た。

継続区分 会計・款

現

・項・目 令和4年度の

－

事業概要（実績）
・成

 

年後見申立て等に関す

7

る相談対応継続 介護・

7

3款・2項・2目
・成

　

 

年後見市長申立て事務

－

の実施
事    業    主    体 ・後見人報酬の費用補助の実施 

地域包括支援センター ・成年後見制度の普及啓発のための広報及びホームページ掲載

【滝沢市主体】

０

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や

事

効果）の達成状況

介護

 

予防支援事業 【事業意

 

図・ねらい】要支援認

 

定者のうち希望する方

 

に対し、自立支援や重

 

度化

防止のための介護

 

予防支援計画作成等を

２

 

行います。

【達成状況

業

】希望者がサービスを

 

利用できるよう、調整

 

を行いました。

（義務

 

的事業）

継続区分 会計

 

・款・項・目 令和4年

 

度の事業概要（実績）

 

・指定介護予防支援事

 

業所として、ケアマネ

名

ジメント業務（介護予

 

事

防サービス計継続 介サ

業

・1款・1項・1目
画

の

書の作成、サービスの

意

調整、定期的な状態確

図

認等）
事    業 

や

   主    体 ・

ね

介護予防サービス利用

ら

に伴う給付管理業務　

い

延べ1,845件

地域

（

包括支援センター ・居



令 報

○全体事業期間活 訪問

告

施設数 16 19 19 1

令

9   平成13年度～

和

令和7年度標
動 19 1

元

1 19 17値 単 位 カ所

年

／指 相談員数 2 2 2 2

度

実
標 2 2 2 2績 単 位 人

～

○特定財源

決   地域

令

支援事業交付金投 年度

和

別事業費 854 398

和
4

742 733   【国

年

】38.5%
  【県

度

】19.25%資 内 特

（

定財源 493 229 4

単

29 423
算   

  

位

指 訳 一般財源 361 1

 

69 313 310 【特

 

別会計】

額標 他団体事

千

業負担額

円

4

）

項 

－

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

7

年度 令和4年度 備  

8

     考

目 ○全体

 

事業期間活 成年後見制

－

度（市長申立て）利 3 4 4 5   平成21年度～令和7年度標 用実人数
動 1 3 2 2値 単 位

年

人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   地域支援事業交付金投 年度別事業費 29 191 92 225   【国】38.5%
  【県】19.25%資 内 特定財源 17 110 53 130

算   
  指 訳 一般財源 12 81 39 95 【特

度

別会計】

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 介護予防支援事業利用年間延べ 2

事

,500 2,500 1

項

,678 1,700  

 

 平成18年度～令和

 

7年度標 件数
動 2,3

 

94 2,364 1,7

 

09 1,845値 単 位

 

件

／指
実

標 績 単 位 ○特

 

定財源

決   介護予防

 

サービス計画費収入投

目

年度別事業費 12,5

業

令

53 12,727 7,

和

460 8,219   

元

【その他】
  資 内 特

年

定財源 10,452 1

度

0,363 7,460

令

8,219
算   

  

和

指 訳 一般財源 2,10

2

1 2,364 【特別会

年

計】

額標 他団体事業負

度

担額

実

令和

項       目

3

令和元年度 令和2年度

年

令和3年度 令和4年度

度

備       考

決

令

投 年度別事業費 72,

和

764 75,836 8

4

9,497 91,11

年

3

資 内 特定財源 41,

度

845 42,393 5

績

備

0,826 51,99

 

9
算

指 訳 一般財源 30

 

,919 33,443

 

38,671 39,1

 

14

額標 他団体事業負

 

担額

  考

目



  

、

和4年度の事業概要（

「

実績）
・本市を含めた

心

5市町で構成する岩手

身

西北医師会管内休日救

の

急当番医制事業運営継

健

続 一般・4款・1項・

康

1目
連絡会で協議し、

」

5市町個々の委託料を

は

設定し契約を締結。５

重

市町それぞれ本事
事 

 

要

   業    主 

な

   体 業を実施しま

条

した。

健康推進課 ・岩

件

手西北医師会管内休日

の

救急当番医制事業運営

一

委託料　1,310千

つ

円

【他団体事業主体】

で

管内休日救急当番医制

あ

事業運営連絡会

り

事 

健

、

      業   

病

    名 事業の意図

気

やねらい（成果や効果

や

）の達成状況

二次救急

障

対策事業 【事業意図・

が

ねらい】盛岡地区広域

い

市町圏の二次救急医療

が

体制及び救急患者の入

あ

院加療体制を確保しま

っ

す。

【達成状況】休日

や

て

・夜間の救急対応は1

も

1病院で実施。小児救

個

急は3病院の輪番制 

々

にて確保しました。

継

の

続区分 会計・款・項・

考

目 令和4年度の事業概

え

要（実績）
・盛岡保健

る

医療圏8市町が負担金

健

を拠出し、盛岡地区二

康

次救急医療対策委員会

か

の

に継続 一般・4款・1

実

項・1目
下記4事業を

現

委託しています。盛岡

は

市が事務局となり、二

幸

次救急医療運営補助事

せ

事    業    

に

主    体 業を実施

つ

しました。

健康推進課

な

 ・病院群輪番制病院

が

運営費補助事業負担金

で

り

1,072千円、盛岡

ま

地区二次救急医療対

【

す

協働事業】 策事業費補

。

助事業負担金575千

市

円、病院群輪番制病院

民

設備整備事業費補助事

一

業負

盛岡保健医療圏構

人

成8市町 担金0千円、

一

小児救急医療支援事業

人

費補助事業負担金49

笑

が

7千円

「健康」に関心を持

顔

ち、主体的に健康づく

に

りに取り組めるよう

な

あ

環境を目指します。ま

政 ふ

た、安心して妊娠・出

れ

産・子育てができるよ

る

う、切れ目ない多様な

ま

支援を行うことで、子

ち

どもの健

やかな成長や

 

安心できる子育てにつ

基

ながります。

基本計画

本

期間内の取り組みと方

施

針のうち、令和4年度

策

の重点課題の達成（実

策
　

現）状況

Ｂ 概ね達成し

０

た

【重点課題】・高血

６

圧予防の啓発の継続　

 

・安心して検診を受け

 

られる環境づくりと受

 

診率向上の取組　

・妊

健

産婦への産前産後の支

康

援体制の充実

【重点課

づ

題に対応した達成状況

く

】

・働き世代が参加し

　
り

やすい運動教室の開催

を

や事業所の健康づくり

支

事業を通じた運動や休

え

養の重要性を啓発しま

る

した。

・各がん検診に

保

ついては、受診勧奨と

健

検診申し込みはがきを

の

改善し、一部のがん検

充

診は前年より受診率が

実

向上しました。

・出産

　

－

・子育て応援事業を新

 

たに開始し、妊産婦へ

7

の支援体制が強化され

9

ました。

 

事    

－

   業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

患者輸送車運行事業 【事業意図・ねら

　

い】無医地区の柳沢・姥屋敷地区の市民が医療機関を受診する

ための交通手段を確保します。

【達成状況】交通手段を確保し、早期診

基

断、早期治療を行うこ

本

とにより健康維持

が図

施

られました。

継続区分

策

会計・款・項・目 令和

０

が

4年度の事業概要（実

４

績）
・姥屋敷・柳沢路

年

線とも週1日1往復運

間

行しました。継続 一般

で

・4款・1項・1目
・

め

患者輸送車の運行は市

ざ

運転技士が行いました

す

。
事    業   

姿

 主    体 ・交通

市

政策関係課と情報共有

２

民

を図りました。

健康推

が

進課

【滝沢市主体】

幸せ

事       業 

を

      名 事業の

感

意図やねらい（成果や

じ

効果）の達成状況

在宅

な

救急当番医制事業 【事

が

業意図・ねらい】本市

ら

を含む八幡平・岩手郡

 

笑

地域における休日日中

顔

の初期救

急医療を確保

で

します。

 【達成状況

暮

】前年度に引き続き診

ら

療受付時間を半日に短

す

縮しましたが、患者数

た

は増加しており、初期

め

救急の重要な役割を果

に

たしています。

継続区

は

分 会計・款・項・目 令



令 報

血

算
指 訳 一般財源 2,2

管

45 2,274 1,1

疾

49 1,310

額標 他

患

団体事業負担額

の要因

項       目

と

令和元年度 令和2年度

な

令和3年度 令和4年度

る

備       考

目

告

高

○全体事業期間活 病院

血

群輪番制病院数 12 1

圧

2 12 11   昭和5

予

7年度～令和7年度標

防

動 12 11 11 11値

の

単 位 箇所

／指 小児救急

た

輪番制病院数 5 5 5 4

め

実
標 4 4 4 3績 単 位 箇

、

所

決投 年度別事業費 2

ウ

,408 2,971 2

令

オ

,371 2,143

資

ー

内 特定財源
算

指 訳 一般

キ

財源 2,408 2,9

ン

71 2,371 2,1

グ

43

額標 他団体事業負

マ

担額

ップを活

和

用した新たな運動教室

元

の開催や減塩の取組等

年

を推進

しました。

・が

度

ん予防のため、市民が

～

安心して検診を受けら

令

れる環境づくりと検診

和

申し込みはがきの改善

和
4

等受診率向上に取り組

年

みまし

たが、受診率は

度

横ばい傾向であり、新

（

型コロナウイルス感染

単

症の影響が考えられま

位

す。

・がん患者支援の

 

ため、医療用ウィッグ

 

費用の一部助成を開始

千

しました。

・安心して

円

子どもを産み育てるこ

4

）

とができるよう、産婦

－

健康診査や産後ケア事

 

業を開始しました。

令

8

和6年度方針策定に際

0

し、今後の方向性や引

 

継課題

Ｂ 課題あり

【今

－

後の方向性】

・令和５年３月に策定した「たきざわ健康プラン２１」（第３次滝沢市地域

年

保健計画）の目標である「健康寿命の延伸」を

目指し、健康への意識を高め、引き続き健康づくりに取り組みやすい環境を整えていきます。

・「すこやか親子たきざわ」（第２次

基

滝沢市母子保健計画）

本

に基づき、妊娠期から

度

施

の切れ目ない支援体制

策

の強化に努めます

。

【

目

引継ぎ課題】

・各種検

標

診の受診率向上に向け

の

た効果的な取組

・高齢

達

者の保健事業と介護予

成

防の一体的実施に関す

（

る体制整備

・産後ケア

実

の実施体制の強化、子

現

ども家庭センター設置

事

）

に向けた検討

に向け

項       目 令

た

和元年度 令和2年度 令

計

和3年度 令和4年度 備

画

       考

目 ○

期

全体事業期間活 1日あ

間

たりの平均乗車人数 8

内

8 8 8   昭和42年

業

の

度～令和7年度標
動 4

取

.3 4 3.7 3.6値

り

単 位 人

／指 1年間の利

組

用延人数 700 700

み

700 700
実

標 41

と

5 379 351 338

方

績 単 位 人

決投 年度別事

針

業費 150 139 13

に

4 163

資 内 特定財源

つ

算
指 訳 一般財源 150

実

い

139 134 163

額

て

標 他団体事業負担額

の達成

項      

（

 目 令和元年度 令和2

実

年度 令和3年度 令和4

現

年度 備       

）

考

目 ○全体事業期間活

状

休日当番医取扱い患者

績

況

数（滝沢 2,400 2

Ｂ

,400 2,400 9

概

00   昭和53年度

ね

～令和7年度標 市分）

達

動 2,412 912 6

成

01 746値 単 位 人

／

し

指
実

標 績 単 位

決投 年度

た

別事業費 2,245 2

・

,274 1,149 1

脳

,310

資 内 特定財源



  

の

（40歳以上の滝沢市

達

民で肝炎ウイルス検査

成

を受けたことがな

健康

状

推進課 い人が対象）

【

況

滝沢市主体】 ・後期高

市

齢者歯科健康診査（7

町

6歳の後期高齢者医療

村

被保険者が対象）

※い

医

ずれの健診も指定医療

師

機関での個別健康診査

 

養

です。

成

事     

事

  業       

業

名 事業の意図やねらい

【

（成果や効果）の達成

事

状況

肺がん検診事業 【

業

事業意図・ねらい】肺

意

がん及び胸部疾患の早

図

期発見・早期治療を目

・

的に肺がん

検診を実施

健

ね

することにより、肺が

ら

んの死亡率の減少を図

い

ります。

【達成状況】

】

前年度より受診者数増

岩

加しましたが、受診率

手

は減少しました。

継続

県

区分 会計・款・項・目

内

令和4年度の事業概要

の

（実績）
対象：40歳

医

以上の市民 継続 一般

や

師

・4款・1項・2目
内

確

容：胸部Ｘ線ＤＲ撮影

保

（二重読影）を集団検

を

診で実施しました。
事

目

    業    主

的

    体 時期：10

と

月　 場所：市内主要

し

施設

健康推進課 その他

て

：広報・ホームページ

い

などの活用や、出前講

か

ま

座などにより生活習慣

す

の改善

【滝沢市主体】

。

等によるがん予防の大

【

切さを普及・啓発しま

達

した。

成

事     

状

  業       

況

名 事業の意図やねらい

】

（成果や効果）の達成

県

状況

胃がん検診事業 【

で

内

事業意図・ねらい】胃

の

がん及び消化器疾患の

医

早期発見・早期治療を

師

目的に胃が

ん検診を実

確

施することにより、胃

保

がんの死亡率の減少を

の

図ります。

【達成状況

一

】受診者数、受診率と

助

もに減少しました。

継

と

続区分 会計・款・項・

笑

な

目 令和4年度の事業概

り

要（実績）
対象：40

ま

歳以上の市民 継続 一

し

般・4款・1項・2目

た

内容：胃部Ｘ線間接撮

。

影を集団検診で実施し

継

ました。
事    業

続

    主    体

区

時期：6～7月　 場

分

所：市内主要施設

健康

顔

会

推進課 その他：広報・

計

ホームページなどの活

・

用や、出前講座などに

款

より生活習慣の改善

【

・

滝沢市主体】 等による

項

がん予防の大切さを普

・

及・啓発しました。

・

目

岩手県対ガン協会会費

令

(10千円）

和

に

4年度の事業概要（実

あ

績）
岩手県国民健康保

政 ふ

険団体連合会が実施し

れ

ている「市町村医師養

る

成事業」に負担金継続

ま

一般・4款・1項・1

ち

目
を納付することによ

 

り、将来県立病院及び

基

市町村立病院等の業務

本

に従事しようと
事  

施

  業    主  

策

  体 する者に対して

策
　

修学資金の貸付を行い

０

ます。

健康推進課 ・市

６

町村医師養成事業負担

 

金　4,230千円

【

 

他団体事業主体】

岩手

 

県国民健康保険団体連

健

合会

康

事      

づ

 業       名

く

事業の意図やねらい（

　
り

成果や効果）の達成状

を

況

公的病院等助成事業

支

【事業意図・ねらい】

え

盛岡保健医療圏におけ

る

る救急医療の確保及び

保

地域医療の充

実を図る

健

ため、公的病院の運営

の

に要する経費に対し、

充

補助金を交付するもの

実

で、

盛岡保健医療圏内

　

－

８市町が経費を負担し

 

ています。

【達成状況

8

】救急医療の確保、地

1

域医療の充実の一助と

 

なりました。

継続区分

－

会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
公的病院等への助成事業負担金継続 一般・4款・1項・1目
・

　

救急医療支援事業運営費　　　　947,800円
事    業    主    体 ・小児医療支援事業運営費　　　　132,800円

健康推進課 ・小

事

児救急医療支援事業運

 

営費　1,037,3

 

00円　　　合計　2

０

 

,118千円

【協働事

 

業】

盛岡保健医療圏構

 

成8市町

 

事    

 

   業      

業

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

基本・長寿健康

 

診査事業 【事業意図・

 

ねらい】疾病の危険因

２

 

子の早期発見、生活習

 

慣病予防につなげます

 

。

【達成状況】基本健

名

康診査の受診者数は増

事

加し、受診率も増加し

業

ました。長寿健

（義務

の

的事業） 康診査の受診

意

者数は増加し、受診率

図

も増加しました。

継続

や

区分 会計・款・項・目

 

ね

令和4年度の事業概要

ら

（実績）
・基本健康診

い

査（40歳以上の生活

（

保護受給者が対象）継

成

続 一般・4款・1項・

果

2目
・長寿健康診査（

や

後期高齢者医療被保険

効

者が対象）
事    

果

業    主    

）

体 ・肝炎ウイルス検査



令 報

○

433 5,602 5,

全

633績 単 位 人 ○特定

体

財源

決   各種健康診

事

査受診者自己負担投 年

業

度別事業費 11,39

期

5 11,668 12,

間

090 12,148  

活

 金【その他】
  資

岩

内 特定財源 1,121

手

1,068 1,070

告

県

970
算   

  指 訳

国

一般財源 10,274

民

10,600 11,0

健

20 11,178

額標

康

他団体事業負担額

保険団

項       

体

目 令和元年度 令和2年

連

度 令和3年度 令和4年

令

合

度 備       考

会

目 ○全体事業期間活 受

1

診率 37 34 31 31

1

.5   昭和38年度

0

～令和7年度標
動 30

1

.7 26.7 30 26

2

.5値 単 位 ％

／指 受診

0

者数 4,450 4,3

1

00 4,300 4,3

3

00
実

標 4,018 3

和

0

,818 3,988 3

1

,819績 単 位 人 ○特

4

定財源

決   各種健康

0

診査受診者自己負担投

 

年度別事業費 22,9

 

92 22,454 23

平

,834 24,427

成

  金【その他】
  

2

岩手県がん患者医療用

0

補正具資 内 特定財源 3

元

年

,207 2,932 3

度

,128 3,063
算

～

  購入事業費補助金

令

【県】
  指 訳 一般財

和

源 19,785 19,

7

522 20,706 2

年

1,364

額標 他団体

度

事業負担額

標 市

年

町村医師養成事業貸付

度

者人数
動 112 125

～

140 148値 単 位 人

令

／指
実

標 績 単 位 ○特定

和

財源

決   公益財団法

和
4

人岩手県市町村振投 年

年

度別事業費 3,186

度

4,082 4,642

（

4,230   興協会

単

市町村医師養成事業助

位

  成金【その他】資

 

内 特定財源 437 77

 

5 447
算   

  指

千

訳 一般財源 3,186

円

3,645 3,867

4

）

3,783

額標 他団体

－

事業負担額

 8

項

2

       目 令和

 

元年度 令和2年度 令和

－

3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 助成を受けている病院数 2 2 2

年

2   平成27年度～令和7年度標
動 2 2 1 2値 単 位 箇所

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,837 2,097 2,100 2,118

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,837 2,097 2,100 2,118

額標 他団体事

度

業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 受診率（生活保護を受けている 21 22 20 25   昭

事

和37年度～令和7年

項

度標 者）
動 18 24.

 

2 17.9 24.2値

 

単 位 ％

／指 受診率（後

 

期高齢者医療受給者 6

 

0 60 60 50
実 ）

標

 

60.8 46 44.5

 

44.7績 単 位 ％ ○特

 

定財源

決   健康増進

目

事業費補助金投 年度別

業

令

事業費 33,338 3

和

4,617 34,97

元

7 37,166   【

年

県】（基準額の2/3

度

）
  岩手県後期高齢

令

者医療広域連資 内 特定

和

財源 17,084 17

2

,071 17,162

年

18,657
算   合

度

保健事業費等補助金【

実

令

その
  他】指 訳 一般

和

財源 16,254 17

3

,546 17,815

年

18,509

額標 他団

度

体事業負担額

令和4

項       目 令

年

和元年度 令和2年度 令

度

和3年度 令和4年度 備

績

備

       考

目 ○

 

全体事業期間活 受診率

 

40 39 39.5 40

 

  平成5年度～令和

 

7年度標
動 38.8 3

 

4.2 37.7 35.

 

2値 単 位 ％

／指 受診者

 

数 5,550 5,45

考

0 5,450 5,50

目

0
実

標 5,347 5,



  

の

4款・1項・2目
療機

達

関12か所にて個別検

成

診で実施しました。
事

状

    業    主

況

    体
健康推進課

大

【滝沢市主体】

腸

事 

が

      業   

ん

    名 事業の意図

検

やねらい（成果や効果

 

診

）の達成状況

骨粗しょ

事

う症予防検診事業 【事

業

業意図・ねらい】受診

【

により健康状態を把握

事

し、骨折等の予防のた

業

めの食生

活や運動習慣

意

の定着化と、健康に対

図

する意識向上を図るこ

・

とを目的としています

ね

。

【達成状況】受診者

健

ら

数は増加し、要医療結

い

果の方に受診勧奨を実

】

施しています。

継続区

大

分 会計・款・項・目 令

腸

和4年度の事業概要（

が

実績）
・20歳以上の

ん

女性の希望者を対象に

及

、超音波による踵骨の

び

骨強度測定及び判定を

消

継続 一般・4款・1項

や

化

・2目
行うとともに、

器

生活習慣の改善などに

疾

よる予防の大切さを普

患

及・啓発しました。
事

の

    業    主

早

    体 ・検診は、

期

毎年実施する必要がな

発

く（概ね5年に1回）

見

対象者も限定されてい

・

るこ

健康推進課 とから

か

早

、検診費用は全額自己

期

負担とし、希望者に実

治

施しました。

【滝沢市

療

主体】

を

事     

目

  業       

指

名 事業の意図やねらい

し

（成果や効果）の達成

、

状況

成人歯科健康診査

大

事業 【事業意図・ねら

で

腸

い】歯周病をはじめと

が

する歯周疾患の予防及

ん

び早期発見・治療

を目

検

的として実施します。

診

【達成状況】妊産婦の

を

検診受診者数は前年度

実

よりも微

減となりまし

施

たが、受診率は増加し

す

ました。歯周疾患検診

る

では受診者数・受診率

笑

こ

どちらも減少となりま

と

した。どちらも目標値

に

は達成できませんでし

よ

た。

継続区分 会計・款

り

・項・目 令和4年度の

、

事業概要（実績）
①歯

大

科健康診査（妊産婦）

腸

継続 一般・4款・1項

が

・2目
対象者：362

ん

人、受診者：130人

顔

に

、受診率：35.9％

よ

事    業    

る

主    体 ②歯周疾

死

患検診

健康推進課 対象

亡

者：3,095人、受

率

診者：258人（40

の

歳：45人、50歳：

減

54人、60歳：59

少

人、70歳

【滝沢市主

を

体】 ：100人）、受

に

図

診率：8.3％

ります。

【達成状況

あ

】受診者数、受診率と

政 ふ

もに減少しました。

継

れ

続区分 会計・款・項・

る

目 令和4年度の事業概

ま

要（実績）
対象：40

ち

歳以上の市民継続 一般

 

・4款・1項・2目
内

基

容：便潜血反応検査2

本

日法を集団検診で実施

施

しました。
事    

策

業    主    

策
　

体 時期：6～8月　

健

０

康推進課 場所：市内主

６

要施設

【滝沢市主体】

 

その他：広報・ホーム

 

ページなどの活用や、

 

出前講座などにより生

健

活習慣の改善

等による

康

がん予防の大切さを普

づ

及・啓発しました。

く
　

り

事       業 

を

      名 事業の

支

意図やねらい（成果や

え

効果）の達成状況

婦人

る

病検診事業 【事業の意

保

図】検診受診や乳がん

健

の自己触診等の啓発を

の

行い、婦人病疾患及び

充

乳

がんの早期発見・早

実

期根治治療に努めるこ

　

－

とにより子宮頸がんや

 

乳がんによる死

亡率の

8

減少を図ります。

【達

3

成状況】受診者数、受

 

診率ともに例年並みで

－

した。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
子宮頸がん検診：20歳以上の隔年の女性及び

　

前年度の未受診者を対象に視診・内継続 一般・4款・1項・2目
診・子宮頚部細胞診を集団検診と個別検診で実施しました。

事    業    主   

事

 体 乳がん検診：40

 

歳以上の隔年の女性及

 

び前年度の未受診者を

０

 

対象に乳房エックス

健

 

康推進課 線撮影・乳房

 

超音波検査(40歳代

 

のみ)を集団検診と個

 

別検診で実施しました

業

。

【滝沢市主体】 広報

 

・ホームページ・リー

 

フレット配布などを活

 

用し、生活習慣の改善

 

などによ

る予防の大切

２

 

さを普及・啓発しまし

 

た。

 

事      

名

 業       名

事

事業の意図やねらい（

業

成果や効果）の達成状

の

況

前立腺がん検診事業

意

【事業意図・ねらい】

図

前立腺がん及び前立腺

や

疾患の早期発見・早期

 

ね

治療を目的と

して実施

ら

します。

【達成状況】

い

受診者数は減少しまし

（

た。

継続区分 会計・款

成

・項・目 令和4年度の

果

事業概要（実績）
50

や

歳以上の男性の希望者

効

を対象に、前立腺がん

果

検診（ＰＳＡ検査）を

）

市内指定医継続 一般・



令 報

○

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

全

位

決投 年度別事業費 1

体

1 11 16

資 内 特定財

事

源
算

指 訳 一般財源 11

業

11 16

額標 他団体事

期

業負担額

間活

項 

受

      目 令和元

診

年度 令和2年度 令和3

告

率

年度 令和4年度 備  

3

     考

目 ○全体

7

事業期間活 妊産婦受診

3

者数 220 220 16

4

0 160   平成23

.

年度～令和7年度標
動

5

147 158 135 1

3

30値 単 位 人

／指 年度

5

中に40歳・50歳・

3

60歳・70 370 3

令

7

50 300 300
実 歳

 

に達する対象者の受診

 

者数
標 258 242 3

平

29 258績 単 位 人 ○

成

特定財源

決   健康増

4

進事業費補助金【県】

年

投 年度別事業費 1,0

度

23 1,022 1,2

～

25 1,028   （

令

基準額の2/3）
  

和

和

資 内 特定財源 430 4

7

12 561 440
算  

年

 
  指 訳 一般財源 5

度

93 610 664 58

標

8

額標 他団体事業負担

動

額

34.5

元

31.7 36.8 31

年

.8値 単 位 ％

／指 受診

度

者数 6,550 6,4

～

00 6,400 6,8

令

00
実

標 6,372 6

和

,227 6,701 6

和
4

,383績 単 位 人 ○特

年

定財源

決   各種健康

度

診査受診者自己負担投

（

年度別事業費 9,58

単

4 9,663 9,95

位

9 9,443   金【

 

その他】
  資 内 特定

 

財源 1,244 1,1

千

44 1,222 1,0

円

61
算   

  指 訳 一

4

）

般財源 8,340 8,

－

519 8,737 8,

 

382

額標 他団体事業

8

負担額

4 

項  

－

     目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事

年

業期間活 子宮頸がん検診受診率 25 26 23.5 24   昭和39年度～令和7年度標
動 23.2 22.9 22.9 22.5値 単 位 ％

／指 乳がん検診受診率 30 31 27.5 28
実

標 27.1 26.2 26.1 25.8績 単

度

位 ％ ○特定財源

決   新たなステージに入ったがん投 年度別事業費 26,190 25,960 26,570 26,305   検診の総合支援事業費補助金
  【県】(基準額の1/2） 資 内 特定財源 3,308 3,084

事

3,231 2,888

項

算   各種健康診査受

 

診者自己負担
  金【

 

その他】指 訳 一般財源

 

22,882 22,8

 

76 23,339 23

 

,417

額標 他団体事

 

業負担額

 目

項 

業

令

      目 令和元

和

年度 令和2年度 令和3

元

年度 令和4年度 備  

年

     考

目 ○全体

度

事業期間活 受診者数 1

令

,700 1,650 1

和

,640 1,200  

2

 平成23年度～令和

年

7年度標
動 1,638

度

1,181 1,147

実

令

1,131値 単 位 人

／

和

指
実

標 績 単 位

決投 年度

3

別事業費 2,525 1

年

,694 1,670 1

度

,647

資 内 特定財源

令

算
指 訳 一般財源 2,5

和

25 1,694 1,6

4

70 1,647

額標 他

年

団体事業負担額

度

績

備 

項       目

 

令和元年度 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 受診

 

者数 120 120 12

 

0 110   平成7年

考

度～令和8年度標
動 1

目

06 104 97 122



  

の

の事業概要（実績）
・

達

健康教育（健康教室、

成

生活習慣病予防教室等

状

を地域や目的別に開催

況

。市広報紙継続 一般・

人

4款・1項・2目
等へ

間

健康情報の掲載）：6

ド

0回2830名参加
事

ッ

    業    主

ク

    体 ・健康相談

 

事

の実施：53回835

業

名参加

健康推進課

【滝

【

沢市主体】

事

事   

業

    業     

意

  名 事業の意図やね

図

らい（成果や効果）の

・

達成状況

保健活動推進

ね

事業 【実施意図・ねら

ら

い】協議会・連絡会を

健

い

開催し、審議企画や専

】

門的な意見及び支

援を

人

得て、各保健事業の推

間

進につなげます。

【達

ド

成状況】協議会・連絡

ッ

会を開催し、各事業の

ク

推進に寄与しました。

助

（地域栄

養食生活連絡

成

会は令和元年度で活動

を

終了）

継続区分 会計・

や

行

款・項・目 令和4年度

う

の事業概要（実績）
保

こ

健事業全体のほか、当

と

課で所掌している総合

で

計画の分野別計画であ

受

る「母子保継続 一般・

診

4款・1項・2目
健計

機

画」と「地域保健計画

会

」の進捗管理について

を

審議を行いました。
事

か

拡

    業    主

大

    体 ・健康づく

し

り推進協議会会議3回

、

健康推進課 ・生涯歯科

健

保健連絡会会議1回

【

康

滝沢市主体】

を

事  

阻

     業    

害

   名 事業の意図や

す

ねらい（成果や効果）

で

る

の達成状況

保健推進員

危

設置事業 【事業意図・

険

ねらい】各地域に保健

因

推進員を設置し、研修

子

会や会議への参加を通

の

し、健康づくり支援者

早

としての知識を深め、

期

地域の健康づくり活動

発

と保健事業へ

の支援を

見

行います。

【達成状況

笑

や

】研修会や会議、健康

生

教室を実施することが

活

できました。

継続区分

習

会計・款・項・目 令和

慣

4年度の事業概要（実

病

績）
・市事業への参加

等

・協力継続 一般・4款

の

・1項・2目
・会議3

予

回及び研修会4回の開

防

催
事    業   

顔

に

 主    体 ・地域

つ

での健康教室(17回

な

)及び普及啓発活動

健

げ

康推進課 ・県主催の会

ま

議、研修会への参加

【

す

協働事業】 ・保健推進

。

員協議会活動への支援

【

滝沢市保健推進員協議

達

会

成

に

状況】受診者は増加傾

あ

向にあり、疾病の早期

政 ふ

発見や生活習慣改善の

れ

きっか

けになっていま

る

す。

継続区分 会計・款

ま

・項・目 令和4年度の

ち

事業概要（実績）
対象

 

：40歳以上の市民（

基

ただし、国民健康保険

本

被保険者を除く）継続

施

一般・4款・1項・2

策

目
内容（公費負担額）

策
　

：基本項目12,00

０

0円、基本項目と追加

６

項目（子宮頸がん検診

 

事    業    

 

主    体 または乳

 

がん検診のどちらか一

健

方）15,400円、

康

基本項目と追加項目（

づ

子宮頸がん

健康推進課

く

検診と乳がん検診の両

　
り

方を実施）19,00

を

0円

【滝沢市主体】

支え

事       業 

る

      名 事業の

保

意図やねらい（成果や

健

効果）の達成状況

精神

の

保健事業 【事業意図・

充

ねらい】こころの健康

実

の保持・増進のため、

　

－

啓発や人材育成、相談

 

支援を行います。また

8

、精神障がいを抱える

5

当事者や家族支援を行

 

います。

【達成状況】

－

各種相談対応や啓発活動、人材育成、当事者や家族への支援等を行

いました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4

　

年度の事業概要（実績）
・専門家による精神保健相談を開催：６回継続 一般・4款・1項・2目
・普及啓発事業の実施・充実－(相談窓口の周知）：随時

事

事

    業    主

 

    体 ・当事者支

 

援－デイケアの実施：

０

 

２２回

健康推進課 ・家

 

族会支援：１２回

【滝

 

沢市主体】 ・精神保健

 

ボランティアの育成：

 

定例会１２回、合同研

業

修会２回

・自殺対策計

 

画に基づく自殺予防対

 

策の推進、第２次滝沢

 

市自殺対策計画策定

 

２

 

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

名

効果）の達成状況

健康

事

教育・相談事業 【事業

業

の意図・ねらい】市民

の

一人ひとりが自主的に

意

健康づくりを行うため

図

の知識

の啓発や、行動

や

変容のための機会の提

 

ね

供を行います。

【達成

ら

状況】個別及び集団の

い

健康相談については、

（

各地区の健康教室・広

成

報掲載

（義務的事業）

果

等により啓発を行った

や

ことで、地域の健康増

効

進につながったと考え

果

ます。

継続区分 会計・

）

款・項・目 令和4年度



令 報

○全

項 

体

      目 令和元

事

年度 令和2年度 令和3

業

年度 令和4年度 備  

期

     考

目 ○全体

間

事業期間活 保健推進員

活

企画健康教室実施回 3

人

3 33 33 33   昭

間

和61年度～令和7年

告

ド

度標 数
動 30 14 11

ッ

17値 単 位 回

／指 保健

ク

推進員の数 86 89 8

利

9 89
実

標 83 84 8

用

3 83績 単 位 人

決投 年

者

度別事業費 1,096

数

1,163 1,170

3

1,167

資 内 特定財

8

源
算

指 訳 一般財源 1,

0

096 1,163 1,

令

4

170 1,167

額標

0

他団体事業負担額

0 400 400  

和

 平成22年度～令和

元

7年度標
動 403 40

年

3 433 452値 単 位

度

人

／指
実

標 績 単 位 ○特

～

定財源

決   岩手県後

令

期高齢者医療広域連投

和

年度別事業費 5,94

和
4

9 5,877 6,29

年

4 6,535   合保

度

健事業費等補助金【そ

（

の
  他】、健康診査

単

費【その他】資 内 特定

位

財源 899 667 81

 

1
算   

  指 訳 一般

 

財源 5,949 4,9

千

78 5,627 5,7

円

24

額標 他団体事業負

4

）

担額

－ 

項   

8

    目 令和元年度

6

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

－

   考

目 ○全体事業期間活 精神保健相談回数 6 6 6 6   平成7年度～令和7年度標
動

年

6 6 6 5値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   地域自殺対策強化交付金【県投 年度別事業費 1,135 953 1,023 1,047   】
  資 内 特定財源 324 272 277 228

算   
  指 訳 一般財源 811 68

度

1 746 819

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 集団健康教室実施回数 13

事

0 135 140 140

項

  昭和58年度～令

 

和7年度標
動 154 8

 

4 52 60値 単 位 回

／

 

指 総合健康相談回数 1

 

30 130 130 13

 

0
実

標 132 44 44

 

53績 単 位 回 ○特定財

 

源

決   健康増進事業

目

費補助金投 年度別事業

業

令

費 1,074 547 6

和

01 738   【県】

元

（基準額と事業経費を

年

  比較して少ない方

度

の2/3）資 内 特定財

令

源 674 516 464

和

512
算   

  指 訳

2

一般財源 400 31 1

年

37 226

額標 他団体

度

事業負担額

実

令和

項

3

       目 令和

年

元年度 令和2年度 令和

度

3年度 令和4年度 備 

令

      考

目 ○全

和

体事業期間活 健康づく

4

り推進協議会会議開催

年

2 2 2 3   昭和53

度

年度～令和7年度標 回

績

備

数
動 2 1 2 3値 単 位 回

 

／指 生涯歯科保健連絡

 

会会議開催回 1 1 1 1

 

実 数
標 1 1 1 1績 単 位

 

回

決投 年度別事業費 1

 

49 66 138 180

 

資 内 特定財源
算

指 訳 一

 

般財源 149 66 13

考

8 180

額標 他団体事

目

業負担額



  

の

種を実施し、接種希望

達

者の接種費用の一部を

成

公費負担継続 一般・4

状

款・1項・2目
しまし

況

た。接種日に65歳以

食

上の市民7,592人

生

（規定の障がいによる

活

身体障害者手
事   

改

 業    主   

善

 体 帳を有する60歳

 

・

以上64歳以下の市民

運

を含む）及び生後6月

動

から小中学生5,36

普

0人を

健康推進課 対象

及

に公費負担を実施しま

推

した。

【滝沢市主体】

進員

事       業

養

       名 事業

成

の意図やねらい（成果

健

、

や効果）の達成状況

予

育

防接種事業 【事業意図

【

・ねらい】予防接種法

事

に基づく各種法定ワク

業

チン接種の機会提供と

意

、

必要に応じたワクチ

図

ンの接種勧奨を実施し

・

、感染予防を図ります

ね

。

 【達成状況】各種

ら

予防接種において、一

や

い

部増加しましたが、お

】

おむね接種者数

（義務

地

的事業） は出生数の減

域

少の影響により接種者

で

数が減少しています。

の

継続区分 会計・款・項

健

・目 令和4年度の事業

康

概要（実績）
予防接種

づ

法に定める定期予防接

く

種を医療機関との委託

か

り

契約により個別方式で

の

実施継続 一般・4款・

推

1項・2目
します。内

進

容：麻しん及び風しん

を

、4種混合（ジフテリ

目

ア・破傷風・百日せき

指

・
事    業   

し

 主    体 不活化

、

ポリオ）、2種混合（

両

ジフテリア・破傷風）

で

推

、日本脳炎、ＢＣＧ、

進

子宮頸

健康推進課 がん

員

予防、ヒブ、小児用肺

の

炎球菌、水痘、Ｂ型肝

研

炎、ロタウイルス、高

修

齢者肺炎

【滝沢市主体

や

】 球菌、S37.4.

活

2～S54.4.1生

動

の男性に対し、風しん

の

の抗体検査及び予防接

笑

支

種を行い

ました。

援

事

等

       業  

を

     名 事業の意

行

図やねらい（成果や効

う

果）の達成状況

検診事

こ

業事務職員設置事業 【

と

事業意図・ねらい】が

で

ん検診受付業務や検診

よ

事後処理等を会計年度

顔

い

任用職員が

実施するこ

食

とにより、各がん検診

生

事業を円滑に進める等

活

受診環境を整えること

や

を

目的に実施していま

運

す。

【達成状況】検診

動

受付業務及び検診事務

習

を円滑に実施すること

慣

ができました。

継続区

の

分 会計・款・項・目 令

に

定

和4年度の事業概要（

着

実績）
各がん検診受付

を

業務、成人保健の窓口

図

業務、検診未受診理由

り

の回収及びデータ処継

ま

続 一般・4款・1項・

す

2目
理等を主な業務と

。

して行いました。
事 

成

   業    主 

事

   体 ・各がん検診

あ

業

受付業務　胃がん検診

【

・大腸がん検診（早朝

達

検診）約8,000件

成

、婦

健康推進課 人病検

状

診約1,500件、肺

況

がん検診約5,000

】

件

【滝沢市主体】 ・成

両

人保健窓口業務　人間

推

ドック800件、がん

進

検診料金免除申請15

政 ふ

員

0件	

・各がん検診未

を

受診理由入力約10,

対

000件

象とした研修会

れ

の実施や活動支援を行

る

いました。

継続区分 会

ま

計・款・項・目 令和4

ち

年度の事業概要（実績

 

）
・食生活改善推進員

基

対象の研修会を３回、

本

運動普及推進員対象の

施

研修会を１回開継続 一

策

般・4款・1項・2目

策
　

催しました。
事   

０

 業    主   

６

 体 ・両推進員の自主

 

活動等の支援を随時行

 

いました。

健康推進課

 

【滝沢市主体】

健

事 

康

      業   

づ

    名 事業の意図

く

やねらい（成果や効果

　
り

）の達成状況

食育推進

を

事業 【事業意図・ねら

支

い】関係機関等と第３

え

次食育推進計画を策定

る

します。幼児や児

童生

保

徒を対象に事業を行い

健

、よい食習慣の定着を

の

図ります。

【達成状況

充

】第３次食育推進計画

実

を策定しました。幼児

　

－

や児童生徒を対象とし

 

た

事業は幼児のみ２園

8

で実施しました。

継続

7

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

－

（実績）
・食育推進委員会を3回開催（内１回は書面開催）しました。継続 一般・4款・1項・2目
・食育に関

　

する普及啓発活動として市役所駐車場にのぼり旗を掲示しました。
事    業    主    体 ・食育事業は幼児を対象とした事業のみ２園で行いま

事

した。

健康推進課 ・第

 

2次滝沢市食育推進計

 

画の評価と、第3次食

０

 

育推進計画の策定をし

 

ました。

【滝沢市主体

 

】 ・栄養士等情報交換

 

会を学童期までと成人

 

期以降の年代に分けて

業

各1回ずつ2回開

催し

 

ました。

 

事    

 

   業      

 

 名 事業の意図やねら

２

 

い（成果や効果）の達

 

成状況

インフルエンザ

 

予防接種事業 【事業意

名

図・ねらい】予防接種

事

法に基づく65歳以上

業

（一部60歳から64

の

歳以下含む

）と任意接

意

種の生後6か月から中

図

学3年生までを対象に

や

接種費用の一部を公費

 

ね

負担

し、被接種者の経

ら

済的負担の軽減に努め

い

ます。

（義務的事業）

（

【達成状況】65歳以

成

上の接種者数は前年度

果

と比較し減少していま

や

す。

継続区分 会計・款

効

・項・目 令和4年度の

果

事業概要（実績）
指定

）

医療機関による個別接



令 報

○

59 114,790 1

全

19,127

額標 他団

体

体事業負担額

事業期

項       目 令

間

和元年度 令和2年度 令

活

和3年度 令和4年度 備

食

       考

目 ○

生

全体事業期間活 検診事

告

活

業事務職員の人数 1 1

改

1 1   平成27年度

善

～令和7年度標
動 1 1

推

1 1値 単 位 人

／指
実

標

進

績 単 位

決投 年度別事業

員

費 1,749 2,23

数

9 2,385 2,36

1

4

資 内 特定財源
算

指 訳

1

一般財源 1,749 2

5

,239 2,385 2

令

1

,364

額標 他団体事

1

業負担額

5 115 115  

和

 昭和56年度～令和

元

7年度標
動 93 95 8

年

2 86値 単 位 人

／指 運

度

動普及推進員数 59 5

～

7 60 60
実

標 59 5

令

6 56 50績 単 位 人

決

和

投 年度別事業費 298

和
4

213 221 117

資

年

内 特定財源
算

指 訳 一般

度

財源 298 213 22

（

1 117

額標 他団体事

単

業負担額

位 

項 

 

      目 令和元

千

年度 令和2年度 令和3

円

年度 令和4年度 備  

4

）

     考

目 ○全体

－

事業期間活 朝食をとっ

 

ている人の割合（3 1

8

00 100 100 10

8

0   平成27年度～

 

令和7年度標 歳児）
動

－

95.4 92.8 93.5 94.3値 単 位 ％

／指 食育に関する事業を実施した学 6 6 6 6

年

実 級数
標 6 0 1 2績 単 位 クラス

決投 年度別事業費 285 224 225 968

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 285 224 225 968

額標 他団体事業負担額

項      

度

 目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 接種率（65歳以上定期接種分） 52 50 60 60   平成13年度～令和7年度標
動 51.7 63.2 52.4 52.1値 単 位 ％

／

事

指
実

標 績 単 位

決投 年度

項

別事業費 21,693

 

25,749 25,7

 

61 24,946

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

 

源 21,693 25,

 

749 25,761 2

 

4,946

額標 他団体

 

事業負担額

目

業

令

項

和

       目 令和

元

元年度 令和2年度 令和

年

3年度 令和4年度 備 

度

      考

目 ○全

令

体事業期間活 12か月

和

までにＢＣＧ接種をし

2

て 99 99 99 99  

年

 昭和23年度～令和

度

7年度標 いる人の割合

実

令

動 99 98.4 99.

和

5 96.5値 単 位 ％

／

3

指 第1期麻しん及び風

年

疹予防接種 99 99 9

度

8 98
実 率

標 97.3

令

99.1 97.7 96

和

.6績 単 位 ％ ○特定財

4

源

決   総合賠償補償

年

保険金【その他投 年度

度

別事業費 105,62

績

備

1 131,375 11

 

6,040 121,3

 

56   】
  特定感

 

染症検査等事業（緊急

 

資 内 特定財源 2,71

 

6 4,416 1,25

 

0 2,229
算   風

 

しん抗体検査）【県】

考

  指 訳 一般財源 10

目

2,905 126,9



  

の

けながら普及しました

達

。

継続区分 会計・款・

成

項・目 令和4年度の事

状

業概要（実績）
・マタ

況

ニティクラブ：年間6

保

回実施（2回コース×

健

3回）延べ29人継続

計

一般・4款・1項・3

画

目
・両親学級：年間8

策

回（助産師の講話、妊

 

定

婦体験、沐浴実習）参

事

加者113人
事   

業

 業    主   

【

 体 ・婚姻届出時健康

事

相談：随時（相談窓口

業

紹介、生活習慣の情報

意

提供）23組実施

健康

図

推進課 ・母子健康手帳

・

交付：随時（母子健康

ね

手帳の交付、健康相談

健

ら

、出生届出時の手続

【

い

滝沢市主体】 きについ

】

て等）330件

市

事 

民

      業   

が

    名 事業の意図

健

やねらい（成果や効果

康

）の達成状況

妊婦個別

で

健康診査事業 【事業意

生

図・ねらい】妊産婦健

や

き

診等の助成を行うこと

が

で、経済的負担の軽減

い

と妊

産婦の健康保持を

の

図ります。

【達成状況

あ

】妊娠届出時には妊婦

る

健診及び子宮頸がん検

生

診の受診票を交付する

活

こ

とで、経済的負担の

が

軽減と指定医療機関で

送

の適切な妊産婦指導が

か

ら

図られました。

継続区

れ

分 会計・款・項・目 令

る

和4年度の事業概要（

よ

実績）
・妊婦一般健康

う

診査4661人受診継

、

続 一般・4款・1項・

個

3目
・産婦一般健康診

人

査656人受診
事  

・

  業    主  

地

  体
健康推進課

【滝

で

域

沢市主体】

・

事   

行

    業     

政

  名 事業の意図やね

が

らい（成果や効果）の

共

達成状況

乳幼児保健事

に

業 【事業意図・ねらい

す

】疾病や異常の早期発

す

見・早期対応へとつな

め

げます。

【達成状況】

笑

る

新型コロナウイルス感

た

染症対策を行うことで

め

、受診機会を減らすこ

母

となく健診実施し、疾

子

病や異常の早期発見・

保

早期対応に努めました

健

。また、虐待

予防の観

計

点から保護者の育児不

画

安軽減に向けた支援を

、

行いました。

継続区分

顔

地

会計・款・項・目 令和

域

4年度の事業概要（実

保

績）
受診率(受診人数

健

)継続 一般・4款・1

計

項・3目
<集団乳児健

画

診>3～4か月：97

を

.3%(355名)、

策

9～10か月：370

定

名(97.4％)
事 

し

   業    主 

に

ま

   体 <個別乳児健

す

診>1～2か月：89

。

.1%(301名)、

【

6～7か月：93.6

達

％(323名)、1歳

成

～1歳2

健康推進課 か

状

月：92.2%(35

況

3名)

【滝沢市主体】

】

<歯科健診>対象：1

両

歳児：86.1%(3

あ

計

54名)、2歳児：6

画

7.4%(290名)

について、令和4

政 ふ

年度で計画期間が終了

れ

することから計画の

評

る

価を行い、令和5年度

ま

から令和9年度までの

ち

新計画の策定を行いま

 

した。

継続区分 会計・

基

款・項・目 令和4年度

本

の事業概要（実績）
令

施

和4年度が両計画の最

策

終年度にあたるため、

策
　

6年間の評価を行うと

０

ともに、今後継続 一般

６

・4款・1項・2目
5

 

年間の目標を定めた新

 

たな計画を策定しまし

 

た。（母子保健計画策

健

定懇談会、
事    

康

業    主    

づ

体 地域保健計画策定懇

く

談会、健康づくり推進

　
り

協議会、健康づくり推

を

進プロジェクト

健康推

支

進課 チーム会議）

【滝

え

沢市主体】

る

事   

保

    業     

健

  名 事業の意図やね

の

らい（成果や効果）の

充

達成状況

思春期保健事

実

業 【事業意図・ねらい

　

－

】思春期は性と命の尊

 

さを伝える重要な時期

8

であり、思春期

の児童

9

生徒がすこやかな成人

 

期を迎えられることを

－

目的としています。

【達成状況】新型コロナウイルスの感染拡大の影響で実施できない学校もありま

したが、感

　

染対策を行い、「性と生の大切さ」を中心に講話を実施しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・思春期保健講演会（実施回数

事

9回）：市内小・中学

 

校の主に高学年の児童

 

・生継続 一般・4款・

０

 

1項・3目
徒を対象と

 

しています。
事   

 

 業    主   

 

 体 ・赤ちゃんふれあ

 

い体験事業（実施回数

業

0回）：市の乳児健診

 

で、中学生と健診

健康

 

推進課 を受診する乳児

 

とその保護者との交流

 

を図ります

【滝沢市主

２

 

体】 （実施に当たって

 

は教育委員会、市内小

 

中学校養護教諭と連携

名

）

事

事       

業

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

意

果や効果）の達成状況

図

妊婦保健事業 【事業意

や

図・ねらい】妊娠・出

 

ね

産・育児に必要な知識

ら

の普及や助言を行うこ

い

とで

、夫婦や家族の不

（

安や疑問を解消し協力

成

して育児ができるよう

果

支援します。

【達成状

や

況】妊娠・出産・育児

効

に関する知識について

果

、窓口での説明のほか

）

、体

験できる機会を設



令 報

○

2年度 令和3年度 令和

全

4年度 備      

体

 考

目 ○全体事業期間

事

活 乳幼児健診（3～4

業

か月）受診率 97 97

期

97 97   昭和40

間

年度～令和7年度標
動

活

97.8 95.5 95

母

.6 97.3値 単 位 ％

子

／指 かかりつけ歯科医

告

保

のある人の割 17 18

健

15 15
実 合（2歳児

計

歯科）
標 14.5 17

画

.8 21.2 13.4

策

績 単 位 ％ ○特定財源

決

定

  地域整備特別対策

（

事業基金繰投 年度別事

見

業費 13,460 14

直

,787 14,624

し

14,824   入金

令

策

【その他】
  資 内 特

定

定財源 2,500 3,

0

700 7,000 3,

0

800
算   

  指 訳

0

一般財源 10,960

1

11,087 7,62

 

4 11,024

額標 他

 

団体事業負担額

令和

和

4年度～令和7年度標

元

令和4年度）
動 0 0 0

年

1値 単 位 件

／指 地域保

度

健計画策定（見直し策

～

定 0 0 0 1
実 令和4年

令

度）
標 0 0 0 1績 単 位

和

件

決投 年度別事業費 1

和
4

,207

資 内 特定財源

年

算
指 訳 一般財源 1,2

度

07

額標 他団体事業負

（

担額

単位

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

千

令和4年度 備    

円

   考

目 ○全体事業

4

）

期間活 思春期保健事業

－

が役に立った生 93 9

 

5 95 95   平成1

9

3年度～令和7年度標

0

徒の割合
動 96.1 9

 

9.1 99.1 99.

－

1値 単 位 ％

／指 思春期保健講演会実施回数 14 15 15 15
実

標 16 10 10 9績 単 位 回

年

決投 年度別事業費 147 121 102 92

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 147 121 102 92

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年

度

度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 妊婦教室参加で妊娠中の不安解 72 73 70 71   令和4年度～令和7年度標 消に役立ったと感じた人の割合
動 69.2 78 83.6 75.3値 単 位 ％

／指 妊婦教室（

事

両親学級・マタ二テ 1

項

60 160 160 16

 

0
実 ィクラブ）の参加

 

者数
標 153 102 1

 

26 142績 単 位 人

決

 

投 年度別事業費 156

 

144 324 246

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 156 144 32

目

4 246

額標 他団体事

業

令

業負担額

和元

項 

年

      目 令和元

度

年度 令和2年度 令和3

令

年度 令和4年度 備  

和

     考

目 ○全体

2

事業期間活 妊婦一般健

年

康診査初回受診率 10

度

0 100 100 100

実

令

  平成14年度～令

和

和7年度標
動 98.8

3

99.5 98.7 99

年

.4値 単 位 ％

／指
実

標

度

績 単 位 ○特定財源

決  

令

 母子保健衛生費補助

和

金【国】投 年度別事業

4

費 42,701 42,

年

785 40,879 3

度

9,526   
  資

績

備

内 特定財源 1,581

 

2,100
算   

  

 

指 訳 一般財源 42,7

 

01 42,785 39

 

,298 37,426

 

額標 他団体事業負担額

  考

項     

目

  目 令和元年度 令和



  

の

婦に対

し、その治療費

達

の一部を助成すること

成

により経済的負担の軽

状

減を図ります。

【達成

況

状況】特定不妊治療を

１

受けた夫婦に対し、そ

歳

の治療費の一部を助成

６

するこ

とにより経済的

か

負担の軽減を図りまし

月

た。

継続区分 会計・款

 

児

・項・目 令和4年度の

・

事業概要（実績）
令和

３

2年度から年度内1回

歳

制限をなくし、岩手県

児

の「不妊に悩む方への

健

特定治療支継続 一般・

康

4款・1項・3目
援事

診

業」の交付決定を受け

査

た方に対し年度内複数

事

回助成できるよう制度

健

業

を変更し
事    業

【

    主    体

事

、延べ23人に助成し

業

ました。

健康推進課

【

意

滝沢市主体】

図

事  

・

     業    

ね

   名 事業の意図や

ら

ねらい（成果や効果）

い

の達成状況

たきざわ出

や

】

産・子育て応援事業 【

疾

事業意図・ねらい】妊

病

娠届出時からすべての

、

妊婦・子育て家庭に寄

発

り添い、出

産・育児等

育

の見通しを立てるため

・

の面談や情報発信等を

発

行うことを通じ必要な

達

支

援につなぐ伴走型相

遅

談支援を行います。【

か

滞

達成状況】妊娠届出や

の

出生届出を行っ

（義務

児

的事業） た妊婦等に対

を

し申請により経済的支

早

援を随時行いました。

期

継続区分 会計・款・項

に

・目 令和4年度の事業

発

概要（実績）
・伴走型

見

相談支援（令和5年2

し

月15日事業開始日以

で

、

降の件数）:妊娠届出

適

時　51件新規 一般・

切

4款・1項・3目
、妊

な

娠6～7か月時アンケ

医

ート送付　58件（う

療

ち面談希望者3名）、

機

乳児家庭訪問
事   

関

 業    主   

に

 体 　43件

健康推進

つ

課 ・経済的支援:出産

笑

な

応援ギフト 445件

げ

、子育て応援ギフト 

る

256件

【滝沢市主体

と

】

と

事       

も

業       名 事

に

業の意図やねらい（成

育

果や効果）の達成状況

児

地域健康づくり支援事

指

業 【事業意図・ねらい

顔

導

】自治会と市が連携し

を

、地域住民が健康への

行

関心を高め、健

康づく

い

りが出来るような地域

幼

づくりを目指します。

児

【達成状況】感染対策

の

を講じながら、自治会

健

のニーズに合わせ、健

康

康に関する教

室を開催

の

しました。

継続区分 会

に

保

計・款・項・目 令和4

持

年度の事業概要（実績

増

）
自治会のニーズに合

進

わせ、コンディショニ

を

ング教室を１回、３Ｂ

図

体操教室を１回継続 一

り

般
開催しました。

事 

ま

   業    主 

す

   体
健康推進課

【

。

協働事業】

自治会

あ

【達成状況】医師等に

政 ふ

よる総合的評価により

れ

、適切な治療・支援に

る

結びついてい

（義務的

ま

事業） ます。また、保

ち

護者の相談に応じ、育

 

児不安の軽減に努めま

基

した。

継続区分 会計・

本

款・項・目 令和4年度

施

の事業概要（実績）
・

策

1歳6か月児健康診査

策
　

（年間15回）：受診

０

率97.8％継続 一般

６

・4款・1項・3目
内

 

容：内科診察、歯科健

 

診・指導（希望者フッ

 

素塗布）、問診、計測

健

、保健指導
事    

康

業    主    

づ

体 、 栄養相談、心理

く

相談

健康推進課 ・3歳

　
り

児健康診査（年間17

を

回）：受診率97.1

支

％

【滝沢市主体】 内容

え

：内科診察、歯科健診

る

・指導（希望者フッ素

保

塗布）、問診、計測、

健

保健指導

、 栄養相談

の

、心理相談、尿検査、

充

視力・聴力検査、屈折

実

検査

　

－

事      

 

 業       名

9

事業の意図やねらい（

1

成果や効果）の達成状

 

況

育児支援事業 【事業

－

意図・ねらい】子どものすこやかな成長をめざし、各育児支援事業を通じ

、子育ての不安の軽減と虐待予防を図

　

ります。

【達成状況】家庭訪問や各種事業を実施し、情報提供や相談の場を設け不安軽減

を図り、関係課と連携し虐待予防に努めました。

継続区分 会計・款

事

・項・目 令和4年度の

 

事業概要（実績）
・妊

 

産婦、乳幼児訪問指導

０

 

：延べ734件　・産

 

後ケア延べ3件継続 一

 

般・4款・1項・3目

 

・子育て支援の機会①

 

離乳食教室12回延べ

業

60組②遊びの広場5

 

5回延べ1346組
事

 

    業    主

 

    体 ・発育発達

 

に関する相談の機会①

２

 

子育てダイヤル103

 

件②すこやか健康相談

 

回12

健康推進課 回延

名

べ59件③育児相談延

事

べ38件

【滝沢市主体

業

】 ・療育事業：①幼児

の

教室24回134組②

意

わくわくクラブ12回

図

50組

・小児慢性特定

や

疾病児童日常生活用具

 

ね

の給付申請：0件

ら

事

い

       業  

（

     名 事業の意

成

図やねらい（成果や効

果

果）の達成状況

特定不

や

妊治療助成事業 【事業

効

意図・ねらい】特定不

果

妊治療（体外受精及び

）

顕微授精）を受ける夫



令 報

○

令和元年度 令和2年度

全

令和3年度 令和4年度

体

備       考

目

事

○全体事業期間活 出産

業

応援ギフト給付者数 0

期

0 0 400   令和4

間

年度～令和7年度標
動

活

0 0 0 445値 単 位 人

3

／指 子育て応援ギフト

歳

給付者数 0 0 0 400

告

児

実
標 0 0 0 256績 単

健

位 人 ○特定財源

決   

診

出産・子育て応援事業

受

補助金投 年度別事業費

診

35,188   【国

率

】2/3、10/10

9

【県】1/6
  資 内

7

特定財源 32,310

.

算   
  指 訳 一般財

5

源 2,878 <新規事

令

9

業>

額標 他団体事業負

7

担額

.5

項   

9

    目 令和元年度

7

令和2年度 令和3年度

.

令和4年度 備    

5

   考

目 ○全体事業

9

期間活 地域健康づくり

7

支援事業指定地 1 1 1

和

.

1   平成25年度～

5

令和7年度標 区の数
動

 

1 1 0 1値 単 位 自治会

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

昭

度別事業費 1,280

和

1,211 35

資 内 特

3

定財源 588 623
算

6

指 訳 一般財源 692 5

年

88 35

額標 他団体事

度

業負担額

元

～令和7年度標
動 96

年

.9 97.6 96.5

度

97.1値 単 位 ％

／指

～

1歳6か月児健診受診

令

率 98 98 98 98
実

和

標 96.3 97.9 9

和
4

7.5 97.8績 単 位

年

％ ○特定財源

決   母

度

子保健衛生費補助金【

（

国】投 年度別事業費 4

単

,943 4,628 4

位

,939 6,069  

 

 1/2
  資 内 特定

 

財源 649
算   

  

千

指 訳 一般財源 4,94

円

3 4,628 4,93

4

）

9 5,420

額標 他団

－

体事業負担額

 92

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

－

和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 子育ての悩みや不安を相談で

年

き 69 70 65 66   平成10年度～令和7年度標 る人がいる（いた）割合
動 63.3 58.2 88.1 81.6値 単 位 ％

／指 乳児全戸訪問事業における訪問 96 96 97 97
実 実施割合

標 97.1 98 92 88.2績 単

度

位 ％ ○特定財源

決   子ども子育て支援交付金【国投 年度別事業費 11,533 12,457 11,768 9,907   ・県】1/3、母子保健衛生費
  補助金【国】1/2、岩手県小資 内 特定財源 9,738 10,7

事

20 6,855 6,7

項

21
算   児慢性特定

 

疾病対策補助金【
  

 

県】1/2、地域整備

 

特別対策指 訳 一般財源

 

1,795 1,737

 

4,913 3,186

 

額標 他団体事業負担額

 目

業

令

項     

和

  目 令和元年度 令和

元

2年度 令和3年度 令和

年

4年度 備      

度

 考

目 ○全体事業期間

令

活 特定不妊治療助成申

和

請者（実人 50 50 3

2

5 35   平成27年

年

度～令和5年度標 員）

度

動 34 27 37 19値

実

令

単 位 人

／指 特定不妊治

和

療助成申請者（延べ 5

3

0 50 50 50
実 人員

年

）
標 52 37 55 23

度

績 単 位 ○特定財源

決  

令

 地域整備特別対策事

和

業基金繰投 年度別事業

4

費 4,099 3,48

年

3 4,270 1,84

度

7   入金【その他】

績

備

  資 内 特定財源 1,

 

500 2,200 1,

 

500 600
算   

 

 

 指 訳 一般財源 2,5

 

99 1,283 2,7

 

70 1,247

額標 他

 

団体事業負担額

 考

目

項       目



   健やかで笑顔にあ政 ふれるまち
 基本施策

策
　０６   健康づく

　
りを支える保健の充実

　

－ 93 －

小

　

          

０

          

２

         計

 



令 報

業費 334,252 3

告

66,663 351,

令

496 390,503

和

資 内 特定財源 44,4

元

34 49,494 46

年

,743 77,486

度

算
指 訳 一般財源 289

～

,818 317,16

令

9 304,753 31

和

3,017

額標 他団体

和
4

事業負担額

年度

（単位  千円

4

）

－ 94 －

年度

項   

事

    目 令和元年度

業

令和2年度 令和3年度

実

令和4年度 備    

績

   考

決投 年度別事



  

寿

課事業へ展開を図りま

命

した。

各種関係団体

を

小       

延

          

伸

          

し

  計

、心身と

 

もに健やかで生きがい

健

と幸福を実感できるま

や

ちづくりを目指

し、平

か

成３０年度に「滝沢市

で

健康づくり宣言」を行

笑

いました。「健康」は

顔

市民が幸せを考える上

に

で重要な要素であり、

あ

健康

づくりをすすめる

政 ふ

ことは市民の幸せにつ

れ

ながる取組です。

健康

る

を目指す取組には社会

ま

環境が大きく影響する

ち

可能性がありますが、

 

個人の健康づくりを様

基

々な団体・企業等と一

本

体とな

って推進するこ

施

とで社会環境からの影

策

響を軽減し、幅広い取

策
　

組から元気なまちを目

０

指すとともに、宣言を

７

契機として健康づ

くり

 

活動を加速させ、健康

 

づくりを介してまちづ

 

くりを進めていくこと

健

を目指します。

基本計

康

画期間内の取り組みと

づ

方針のうち、令和4年

く

度の重点課題の達成（

　
り

実現）状況

Ｃ 一部達成

を

した

【重点課題】

・自

支

主的に健康づくりを実

え

施する団体の拡大と支

る

援の実施　・健康に関

新

する正しい情報を提供

た

するための取組

【重点

な

課題に対応した達成状

活

況】

・健康づくり宣言

動

団体に1企業が新たに

　
の

加入したものの、事業

推

所の閉鎖などにより全

進

体数は減少となりまし

－

た。

・健幸アンバサダ

 

ー養成講座のほか、子

9

どもから家庭への健康

5

情報の広がりを期待す

 

るキッズ健幸アンバサ

－

ダー養成講座を

実施しました。

　

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

健康づくり事業 【事業意図・ねらい】市民が健康で生きがいと幸福を実感でき、安心安全に暮ら

せるまち

基

を目指し健康づくりの

０

本

場などの環境づくりの

施

推進を図ります。

【達

策

成状況】正しい健康情

が

報を広め行動変容を促

４

す取組及び科学的根拠

年

に基づく

取組を実施し

間

、健康づくりを行うた

で

めの環境づくりを推進

め

しました。

継続区分 会

ざ

計・款・項・目 令和4

２

す

年度の事業概要（実績

姿

）
・正しい健康情報を

超

健康無関心層等に伝え

少

、広める役割を担う健

子

幸アンバサダー継続 一

高

般・4款・1項・2目

齢

及びキッズ健幸アンバ

社

サダーを養成しました

会

。
事    業   

が

 主    体 ・科学

 

進

的根拠に基づいた効果

む

的な健康づくりを実践

中

していただくために、

、

自身の

健康づくり政策

市

課 健康状態を知る、気

で

づく及び経過を把握す

は

る機会の提供を実施し

、

ました。 

【協働事業

健

】 ・スマートウエルネ

康

スシティ実現に向け各



令 報

康寿命の延伸を目指し

告

、健康づくり宣言参加

令

団体が自主的に健康づ

和

くりに取り組むための

元

支援を行いました。

・

年

「健幸まちづくり（＝

度

スマートウエルネスシ

～

ティ）」の考え方を新

令

たに施策に取り入れる

和

ための研究と事業企画

和
4

を行いま

した。

・健康

年

づくりに消極的な健康

度

無関心層の行動変容を

（

促すため、健康に関す

単

る正しい情報を伝える

位

役割を担う人材を養成

 

しま

した。

・自身の健

 

康づくりの取組を数値

千

で可視化し、成果を実

円

感できるウォーキング

4

）

事業を新規に開始しま

－

した。

令和6年度方針

 

策定に際し、今後の方

9

向性や引継課題

Ｂ 課題

6

あり

【今後の方向性】

 

令和5年3月に策定し

－

た「たきざわ健康プラン21（第3次滝沢市地域保健計画）」の最終的な目標である健康

年

寿命の延伸のた

め、関係課と連携しながら健康づくり事業を展開します。

【引継課題】

・個人の行動変容を促すためのポピュレーションアプローチの推進

・健康づくりを支える社

基

会環境の整備

本

度

施策

項       目 令

目

和元年度 令和2年度 令

標

和3年度 令和4年度 備

の

       考

目 ○

達

全体事業期間活 健幸ア

成

ンバサダーの人数 0 1

（

00 140 180   

実

令和4年度～令和7年

現

度標
動 0 66 66 10

事

）

2値 単 位 人

／指 健康づ

に

くり宣言参加団体補助

向

金 0 2 3 4
実 の交付団

け

体数
標 0 1 1 0績 単 位

た

団体 ○特定財源

決   

計

地域経営推進費【県】

画

（対象投 年度別事業費

期

5,540 16,11

間

9 11,706   事

内

業費の1/2）
  資

業

の

内 特定財源 4,857

取

8,011 1,607

り

算   
  指 訳 一般財

組

源 683 8,108 1

み

0,099

額標 他団体

と

事業負担額

方針

項     

に

  目 令和元年度 令和

つ

2年度 令和3年度 令和

実

い

4年度 備      

て

 考

決投 年度別事業費

の

5,540 16,11

達

9 11,706

資 内 特

成

定財源 4,857 8,

（

011 1,607
算

指

実

訳 一般財源 683 8,

現

108 10,099

額

）

標 他団体事業負担額

状

績

況

Ｂ 概ね達成した

・健



  

は

療を受けられるよう支

「

援

しました。

継続区分

健

会計・款・項・目 令和

康

4年度の事業概要（実

」

績）
対象：身体障害者

や

福祉法に規定する障が

「

いの程度が1・2級・

所

療育手帳A・障害基継

得

続 一般・3款・1項・

・

7目
礎年金1級・特別

 

収

児童扶養手当1級に該

入

当又は所持している方

」

。　
事    業  

な

  主    体 内容

ど

：1月1医療機関につ

を

き外来1,500円、

挙

入院5,000円を超

げ

えた医療費を給付しま

て

保険年金課 した。ただ

い

し、受給者が3歳から

健

ま

就学前の児童には、外

す

来750円、入院2,

。

500円を

【滝沢市主

病

体】 超えた医療費を給

気

付し、3歳に達する月

や

まで並びに受給者及び

ケ

その扶養義務者等

が住

ガ

民税非課税の場合は、

で

受給者負担なしで給付

治

しました。

や

療

事   

が

    業     

必

  名 事業の意図やね

要

らい（成果や効果）の

な

達成状況

妊産婦医療費

と

給付事業 【事業意図・

き

ねらい】妊産婦に対し

に

て、医療費を給付する

安

ことにより経済的負担

心

を軽減します。

【達成

か

し

状況】医療費を給付す

て

ることにより、安心し

医

て医療を受けられるよ

療

う支援

しました。

継続

を

区分 会計・款・項・目

受

令和4年度の事業概要

け

（実績）
対象：妊娠5

る

か月に達する月の初日

こ

から、出産した翌月末

と

までの妊産婦継続 一般

で

が

・3款・1項・7目
内

で

容：1月1医療機関に

き

つき外来1,500円

、

、入院5,000円を

国

超えた医療費を給付し

民

ま
事    業   

健

 主    体 した。

康

ただし、受給者及びそ

保

の監護者が住民税非課

険

税の場合は、受給者負

笑

の

担なし

保険年金課 で給

特

付しました。

【滝沢市

定

主体】

健康診査や若年

顔

者健康診査を受診する

に

ことで自分自身の健康

あ

づく

りについて考え、

政 ふ

また、老後や万が一の

れ

場合に年金という経済

る

的基盤が確保できるよ

ま

うにすることで、市民

ち

一人ひとりが安

心で健

 

康に暮らせる社会保険

基

制度の維持を目指しま

本

す。

基本計画期間内の

施

取り組みと方針のうち

策

、令和4年度の重点課

策
　

題の達成（実現）状況

０

Ｂ 概ね達成した

【重点

８

課題】

・社会保険制度

 

の法改正・制度改正に

 

適切に対応、円滑に実

 

施するとともに、市民

安

に対して制度周知を図

心

ります。

・国民健康保

し

険特定健康診査等を通

て

じて、市民一人ひとり

　
暮

の健康づくりを支援し

ら

ます。

【重点課題に対

せ

応した達成状況】

・社

る

会保険制度の法改正・

社

制度改正に基づき、各

会

種制度の適正な運営に

保

努めました。

・国民健

険

康保険特定健康診査等

制

の実施により、健康づ

度

くりの支援を行い、医

　
の

療費の適正化に努めま

維

した。

持

事     

－

  業       

 

名 事業の意図やねらい

9

（成果や効果）の達成

7

状況

国民年金事務 【事

 

業意図・ねらい】生活

－

を支える年金の受給権確保を支援します。

【

　

達成状況】国民年金等に関する記事を広報紙に16回掲載し、年間を通じた啓発

活動を行いました。また、国民年金窓口相談員の配置を継続し、窓口対応の向上

（義務的事業） に努めました。

継続区分

基

会計・款・項・目 令和

０

本

4年度の事業概要（実

施

績）
・窓口や電話での

策

国民年金等の各種相談

が

に対応しました。継続

４

一般・3款・1項・3

年

目
・国民年金等の各種

間

届出、申請、請求を受

で

付し、適切に日本年金

め

機構に進達しま
事  

ざ

  業    主  

２

す

  体 した。

保険年金

姿

課 ・国民年金制度等の

幸

広報活動を実施しまし

福

た（広報たきざわの記

を

事掲載16回

【他団体

実

事業主体】 ）。

日本年

感

金機構

す

事     

る

  業       

た

名 事業の意図やねらい

 

め

（成果や効果）の達成

の

状況

重度心身障がい者

要

医療費給付事業 【事業

素

意図・ねらい】重度心

と

身障がい者に対して、

し

医療費を給付すること

て

により

経済的負担を軽

、

減します。

【達成状況

市

】医療費を給付するこ

民

とにより、安心して医



令 報

分

0 100 100値 単 位

の

％

／指
実

標 績 単 位 ○特

健

定財源

決   重度心身

康

障がい者医療費補助投

状

年度別事業費 102,

態

562 97,778 9

を

6,419 97,05

把

4   金【県】（1/

握

2）
  重度心身障が

し

い者高額療養費資 内 特

告

、

定財源 61,726 5

健

8,176 57,46

康

8 57,109
算   

づ

収入【その他】
  指

く

訳 一般財源 40,83

り

6 39,602 38,

に

951 39,945 〇

取

年度末受給者数989

り

人

額標 他団体事業負担

組

額

令

むた

項    

め

   目 令和元年度 令

の

和2年度 令和3年度 令

国

和4年度 備     

民

  考

目 ○全体事業期

健

間活 給付率 100 10

康

0 100 100   昭

保

和48年度～令和7年

険

度標
動 100 100 1

和

特

00 100値 単 位 ％

／

定

指
実

標 績 単 位 ○特定財

健

源

決   妊産婦医療費

康

補助金【県】投 年度別

診

事業費 12,977 1

査

2,762 13,90

や

8 8,729   （1

若

/2）
  妊産婦高額

年

療養費収入【その資 内

者

特定財源 8,419 8

元

健

,705 8,533 5

康

,160
算   他】

 

診

 指 訳 一般財源 4,5

査

58 4,057 5,3

に

75 3,569 〇年度

つ

末受給者数123人

額

い

標 他団体事業負担額

て、勧

年

奨通知

を送付し受診率

度

の向上に努めました。

～

・各種医療費給付事業

令

の受給者に対し、現物

和

給付や償還払いにより

和
4

所定の医療費給付を行

年

うことで、対象世帯の

度

経済的な負

担を軽減す

（

ることができました。

単

また、子ども医療費給

位

付事業については、対

 

象者の拡充の検討を進

 

めました。

・老後や死

千

亡、障害などの万が一

円

の場合に年金という経

4

）

済的基盤が確保される

－

ことは、市民が幸福を

 

実感するための重要な

9

要素であることから、

8

広報たきざわを活用し

 

て、国民年金被保険者

－

に対し、各種届出や給付の相談について、啓発を行いま

した。

令和6年度方針策定に際し

年

、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

市民の生涯を通じた安心した暮らしの継続のため、保険、年金、医療の各制度の適正な運営に努めます。

【引継ぎ課題】

・

基

国民健康保険特定健康

本

診査や若年者健康診査

度

施

の受診率向上に向けて

策

、取組の強化が必要で

目

す。

・国民健康保険事

標

業財政調整基金の取り

の

崩し状況を見ながら、

達

国保税率について検討

成

が必要です。

・子ども

（

医療費給付事業は、子

実

育て支援の観点から全

現

国的に拡大する傾向が

事

）

ありますので、他の子

に

育て支援事業と財政状

向

況

を見据えながら、総

け

合的な検討が必要です

た

。

計画

項    

期

   目 令和元年度 令

間

和2年度 令和3年度 令

内

和4年度 備     

業

の

  考

目 ○全体事業期

取

間活 国民年金制度等の

り

広報 13 13 13 13

組

  昭和36年度～令

み

和7年度標
動 13 15

と

16 16値 単 位 回

／指

方

実
標 績 単 位 ○特定財源

針

決   国民年金事務費

に

交付金【国】投 年度別

つ

事業費 2,725 3,

実

い

146 2,929 2,

て

673   年金生活者

の

支援給付金支給業
  

達

務市町村事務取扱交付

成

金【国資 内 特定財源 2

（

,725 3,112 2

実

,929 2,673
算

現

  】
  指 訳 一般財

）

源 34

額標 他団体事業

状

負担額

績

況

Ｂ

項  

概

     目 令和元年

ね

度 令和2年度 令和3年

達

度 令和4年度 備   

成

    考

目 ○全体事

し

業期間活 給付率 100

た

100 100 100  

・

 昭和48年度～令和

自

7年度標
動 100 10



  

効

   体 内容：1月1

果

医療機関につき外来1

）

,500円、入院5,

の

000円を超えた医療

達

費を給付しま

保険年金

成

課 した。ただし、受給

状

者が3歳から就学前の

況

児童には、外来750

医

円、入院2,500円

療

を

【滝沢市主体】 超え

 

費

た医療費を給付し、3

給

歳に達する月まで並び

付

に受給者及びその扶養

窓

義務者等

が住民税非課

口

税の場合は、受給者負

相

担なしで給付しました

談

。

員

事       

設

業       名 事

置

業の意図やねらい（成

健

事

果や効果）の達成状況

業

養育医療費給付事業 【

【

事業意図・ねらい】入

事

院が必要な未熟児に対

業

して、医療費及び食事

意

療養費分を

公費負担と

図

して給付します。

【達

・

成状況】医療費等を給

ね

付することにより経済

ら

的負担を軽減し、未熟

や

い

児が必要

な医療を受け

】

られるよう支援しまし

各

た。

継続区分 会計・款

種

・項・目 令和4年度の

医

事業概要（実績）
対象

療

：身体の発育が未熟の

費

まま出生し入院が必要

給

な乳児であって、正常

付

児の出生継続 一般・3

事

款・2項・5目
時に有

か

業

する諸機能を得るに至

の

るまでの児童
事   

受

 業    主   

給

 体 内容：申請を受け

者

付けた受給者の保険診

等

療及び食事療養費分か

に

ら既定の受給者負

保険

対

年金課 担分を徴収し、

し

受給者負担分を超えた

て

費用について、国1/

で

、

2、県1/4、市1/

制

4の割

【滝沢市主体】

度

合で公費負担しました

の

。

説

事       

明

業       名 事

を

業の意図やねらい（成

行

果や効果）の達成状況

う

若年者健康診査助成事

と

業 【事業意図・ねらい

笑

と

】健康状態を自ら把握

も

する機会が少ない若者

に

を対象に、健診

受診機

、

会を提供し、健康づく

受

りへの意識の醸成を図

給

ります。

【達成状況】

者

受診率は目標値を下回

証

りました。特定保健指

の

導対象者の選定基準に

発

該当する方を中心に保

顔

行

健指導を実施し健康づ

、

くりの意識醸成を図り

各

ました。

継続区分 会計

種

・款・項・目 令和4年

申

度の事業概要（実績）

請

対象：19歳以上39

・

歳以下の国民健康保険

届

被保険者のうち希望の

出

あった方継続 国保・5

の

款・1項・2目
内容：

に

受

労働安全衛生法第66

付

条に基づき、実施され

を

る定期健康診断に準ず

行

る内容を
事    業

い

    主    体

ま

健診項目とし、健診費

す

用の全部又は一部を負

。

担しました。

保険年金

【

課

【滝沢市主体】

達

あ

成状況】各種手続きが

政 ふ

円滑に行われました。

れ

継続区分 会計・款・項

る

・目 令和4年度の事業

ま

概要（実績）
各種医療

ち

費給付事業の受給者等

 

に対して、制度の説明

基

を行うとともに、受給

本

者証継続 一般・3款・

施

1項・7目
の発行、各

策

種申請・届出の受付を

策
　

行いました。
事   

０

 業    主   

８

 体
保険年金課

【滝沢

 

市主体】

 

事    

 

   業      

安

 名 事業の意図やねら

心

い（成果や効果）の達

し

成状況

子ども医療費給

て

付事業 【事業意図・ね

　
暮

らい】子育て家庭に対

ら

して、医療費を給付す

せ

ることにより経済的

負

る

担を軽減します。

【達

社

成状況】医療費を給付

会

することにより、安心

保

して医療を受けられる

険

よう支援

しました。

継

制

続区分 会計・款・項・

度

目 令和4年度の事業概

　
の

要（実績）
対象：未就

維

学児童、小学生、中学

持

生継続 一般・3款・2

－

項・5目
内容：3歳に

 

達する月の翌月から就

9

学前の児童には、1月

9

1医療機関につき外来

 

750
事    業 

－

   主    体 円、入院2,500円を

　

超えた医療費を給付、小学生及び中学生については、外来1,5

保険年金課 00円、入院5,000円を超えた医療費を給付しました。出生から3歳に達する月まで

【滝沢市主体】 及び監護者が住民税非課税の場合は受給者

０

事

負担なしで給付しまし

 

た。（小中学生

の外来

 

及び中学生の入院を除

 

く。）

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

業

状況

ひとり親家庭医療

 

費給付事業 【事業意図

２

 

・ねらい】ひとり親家

 

庭に対して、医療費を

 

給付することにより経

 

済

的負担を軽減します

 

。

【達成状況】医療費

 

を給付することにより

名

、安心して医療を受け

事

られるよう支援

しまし

業

た。

継続区分 会計・款

の

・項・目 令和4年度の

 

意

事業概要（実績）
対象

図

：配偶者のない女子及

や

び男子で、18歳に達

ね

する日以後最初の3月

ら

31日までの継続 一般

い

・3款・2項・5目
間

（

にある児童を養育して

成

いる方とその児童及び

果

父母のいない児童
事 

や

   業    主 



令 報

目

100 100 100 1

○

00値 単 位 ％

／指
実

標

全

績 単 位 ○特定財源

決  

体

 養育医療給付事業費

事

国庫負担投 年度別事業

業

費 2,436 4,93

期

1 2,868 3,76

間

2   金【国】（1/

活

2）、養育医療
  給

受

付事業費県負担金【県

告

付

】（資 内 特定財源 1,

件

334 2,808 1,

数

642 2,267
算  

2

 1/4）、養育医療

,

費受益者負
  担金【

4

その他】指 訳 一般財源

5

1,102 2,123

0

1,226 1,495

1

〇医療券交付件数10

,

件

額標 他団体事業負担

令

4

額

50

項    

1

   目 令和元年度 令

,

和2年度 令和3年度 令

4

和4年度 備     

5

  考

目 ○全体事業期

0

間活 若年者健診の受診

1

率 10 11 12 13  

,

 平成25年度～令和

和

4

7年度標
動 14.8 9

5

.5 11.5 10.3

0

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

 

位 ○特定財源

決   保

 

険給付費等交付金【県

平

】投 年度別事業費 3,

成

744 2,597 3,

2

465 3,516   

7

  資 内 特定財源 3,

年

532 2,188 3,

元

度

076 3,205
算  

～

 
  指 訳 一般財源 2

令

12 409 389 31

和

1 【特別会計】【再掲

7

】

額標 他団体事業負担

年

額

度標
動 1

年

,714 1,691 1

度

,778 1,618値

～

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

令

決投 年度別事業費 1,

和

773 2,206 2,

和
4

357 2,343

資 内

年

特定財源
算

指 訳 一般財

度

源 1,773 2,20

（

6 2,357 2,34

単

3 <名称変更事業>「

位

医療費助成窓

額 口相談

 

員設置事業」から変更

 

標 他団体事業負担額

千円

4

）

項      

－

 目 令和元年度 令和2

 

年度 令和3年度 令和4

1

年度 備       

0

考

目 ○全体事業期間活

0

給付率 100 100 1

 

00 100   昭和4

－

8年度～令和7年度標
動 100 100 100 100値 単 位 ％

／指
実

年

標 績 単 位 ○特定財源

決   子ども医療費補助金・審査集投 年度別事業費 100,963 95,067 116,868 107,249   計委託補助金【県】（1/2）
  、特定防衛施設周辺整備調整資 内 特定財源 33,8

度

52 47,932 55,531 53,480
算   交付金基金繰入金・子ども高

  額療養費収入【その他】指 訳 一般財源 67,111 47,135 61,337 53,769 〇年度末受給者数4,904人

額標 他団体事業

事

負担額

項

項  

 

     目 令和元年

 

度 令和2年度 令和3年

 

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 給付率 100

 

100 100 100  

 

 平成22年度～令和

業

目

7年度標
動 100 10

令

0 100 100値 単 位

和

％

／指
実

標 績 単 位 ○特

元

定財源

決   ひとり親

年

家庭医療費補助金【投

度

年度別事業費 22,3

令

02 23,837 23

和

,155 25,308

2

  県】（1/2）
 

年

 ひとり親家庭高額療

実

度

養費収入資 内 特定財源

令

11,140 12,2

和

19 11,652 13

3

,416
算   【その

年

他】
  指 訳 一般財源

度

11,162 11,6

令

18 11,503 11

和

,892 〇年度末受給

4

者数1,120人

額標

年

他団体事業負担額

績

度 備 

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 給

 

付率 100 100 10

 

0 100   平成25

考

年度～令和7年度標
動



  

や

1款・1項・1目
各種

効

申請・届出の受付を行

果

いました。
事    

）

業    主    

の

体
保険年金課

【滝沢市

達

主体】

成

事     

状

  業       

況

名 事業の意図やねらい

特

（成果や効果）の達成

 

定

状況

後期高齢者医療制

健

度 【事業意図・ねらい

康

】後期高齢者医療被保

診

険者資格や医療給付の

査

申請を受け付け

るとと

等

もに、後期高齢者医療

事

保険料の徴収を行いま

業

す。

【達成状況】後期

【

高齢者医療保険資格や

事

医療給付の申請を適切

健

業

に受け付けし、保

（義

意

務的事業） 険料の収納

図

率向上に努めました。

・

継続区分 会計・款・項

ね

・目 令和4年度の事業

ら

概要（実績）
・保険料

い

の均等割の見直しがあ

】

り、2,900円増額

特

となりました。継続 後

定

高
・資格や医療費給付

や

健

の申請を適切に受付し

康

、保険料の収納率向上

診

に努めました。
事  

査

  業    主  

と

  体
保険年金課

【協

特

働事業】

岩手県後期高

定

齢者医療広域連合

保

小        

健

          

指

          

か

導

 計

により、生活習慣病

で

とその予

備群の早期発

笑

見、疾病予防と生活習

顔

慣病の改善を支援しま

に

す。

【達成状況】令和

あ

4年度の実績値は、法

政 ふ

定報告値確定前の数値

れ

のため、実際の数

（義

る

務的事業） 値と異なり

ま

ますが、目標の数値ま

ち

では至っていない状況

 

です。

継続区分 会計・

基

款・項・目 令和4年度

本

の事業概要（実績）
厚

施

生労働省令「特定健康

策

診査・特定保健指導の

策
　

実施に関する基準」に

０

定められて継続 国保・

８

5款・2項・1目
いる

 

内容をもとに実施しま

 

した。
事    業 

 

   主    体 ・

安

対象：40歳から74

心

歳までの国民健康保険

し

被保険者

保険年金課 ・

て

健診内容：基本的健診

　
暮

項目、詳細な健診項目

ら

【滝沢市主体】 ・保健

せ

指導：検査結果等によ

る

り要支援となった者へ

社

の栄養・運動等の保健

会

指導

保

事      

険

 業       名

制

事業の意図やねらい（

度

成果や効果）の達成状

　
の

況

国民健康保険 【事業

維

意図・ねらい】国民健

持

康保険の健全な運営を

－

確保し、被保険者の疾

 

病、負

傷等に関して必

1

要な保険給付を行い、

0

被保険者の健康保持に

1

努めます。

【達成状況

 

】国民健康保険の適切

－

な財政運営を行うとと

　

もに、被保険者の健康の

（義務的事業） 保持に寄与しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・国民健康保険法に基づき、国民健康保険被保険者に対して、必要な保険給付と継続 国保
保健事業を行

０

いました。
事    

事

業    主    

 

体 ・国民健康保険の広

 

域化によって、国民健

 

康保険の財政責任者と

 

なった岩手県と

保険年

 

金課 連携して適切な予

 

算執行を行いました。

 

【滝沢市主体】

業

事 

２

 

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

後期高齢

 

者医療保険窓口相談員

 

設置事 【事業意図・ね

 

らい】後期高齢者医療

名

保険窓口相談員を配置

事

することにより、制

度

業

説明や各種申請受付を

 

の

迅速に行います。
業 【

意

達成状況】各種申請手

図

続きが円滑に行われま

や

した。

継続区分 会計・

ね

款・項・目 令和4年度

ら

の事業概要（実績）
来

い

庁する被保険者等に対

（

して、制度の説明を行

成

うとともに、被保険者

果

証の発行、継続 後高・



令 報

目

  その他】
  資 内

○

特定財源 233 257

全

1,432 1,222

体

算   
  指 訳 一般財

事

源 406,922 43

業

0,031 440,9

期

59 494,854 【

間

特別会計】

額標 他団体

活

事業負担額

特

告

定

項     

健

  目 令和元年度 令和

康

2年度 令和3年度 令和

診

4年度 備      

査

 考

決投 年度別事業費

の

5,491,847 5

受

,349,836 5,

診

688,216 5,5

率

59,950

資 内 特定

5

財源 3,515,43

令

2

0 3,469,307

5

3,732,746 3

4

,621,469
算

指

5

訳 一般財源 1,976

6

,417 1,880,

5

529 1,955,4

8

70 1,938,48

 

1

額標 他団体事業負担

 

額

平

和

成20年度～令和7年

元

度標
動 49.1 49.

年

3 49.2 44.9値

度

単 位 ％

／指 特定保健指

～

導の実施率 40 45 5

令

0 55
実

標 35.7 3

和

4.7 34 29.3績

和
4

単 位 ％ ○特定財源

決  

年

 保険給付費等交付金

度

【県】投 年度別事業費

（

41,972 44,8

単

63 41,717 37

位

,689   
  資 内

 

特定財源 18,262

 

14,784 15,3

千

96 15,664
算  

円

 
  指 訳 一般財源 2

4

）

3,710 30,07

－

9 26,321 22,

 

025 【特別会計】【

1

再掲】

額標 他団体事業

0

負担額

2 

項  

－

     目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備   

年

    考

目 ○全体事業期間活   昭和34年度～令和7年度標
動 値 単 位

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   災害臨時特例補助金【国】投 年度別事業費 4,791,495 4,630,244 4,939,869 4,773,

度

300   保険給付費等交付金【県】
  資 内 特定財源 3,374,207 3,319,126 3,575,087 3,467,273

算   
  指 訳 一般財源 1,417,288 1,311,118 1,364,782 1

事

,306,027 【特別会計】

額標 他団体事

項

業負担額

  

項 

 

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 受付件数 2

業

目

,200 2,250 2

令

,300 2,300  

和

 平成27年度～令和

元

7年度標
動 2,180

年

2,210 2,240

度

2,189値 単 位 件

／

令

指
実

標 績 単 位

決投 年度

和

別事業費 1,743 2

2

,117 2,270 2

年

,251

資 内 特定財源

実

度

算
指 訳 一般財源 1,7

令

43 2,117 2,2

和

70 2,251 【特別

3

会計】【再掲】

額標 他

年

団体事業負担額

度 令和

項       目

4

令和元年度 令和2年度

年

令和3年度 令和4年度

績

度

備       考

目

備

○全体事業期間活   

 

平成20年度～令和7

 

年度標
動 値 単 位

／指
実

 

標 績 単 位 ○特定財源

決

 

  保険料還付金、還

 

付加算金【投 年度別事

 

業費 407,155 4

 

30,288 442,

考

391 496,076



   健やかで笑顔にあ政 ふれるまち
 基本施策

策
　０８   安心して

　
暮らせる社会保険制度

　
の維持

－ 103 －

　

 ０２   健

０

やかで笑顔にあふれる

２

まち

 



令 報

事業費 15,141,

告

479 15,356,

令

270 15,804,

和

039 16,458,

元

854

資 内 特定財源 9

年

,699,959 10

度

,062,677 10

～

,307,948 10

令

,879,837
算

指

和

訳 一般財源 5,441

和
4

,520 5,293,

年

593 5,496,0

度

91 5,579,01

（

7

額標 他団体事業負担

単

額

位  千円

4

）

－ 104 －

年度

項  

事

     目 令和元年

業

度 令和2年度 令和3年

実

度 令和4年度 備   

績

    考

決投 年度別



  

ます。

【達成状況】求職動向等の調査、市内事業者の雇用支援、雇用情報の提供を行い

雇用拡大を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
滝沢市生活安定資金の新規貸付を行い、生活安定に対

 

するサポートを行いました継続 一般・5款・1項・1目
。また、市内事業者の雇用支援を実施した他、各関係機関と連携し、地域の雇用

事    業    主    体 情報の共有と課題解決に努めました。

観光物産課 ・

地

滝沢市生活安定資金の貸付

【滝沢市主体】 ・盛岡地域雇用開発協会負担金　186,000円

・岩手中央職業訓練協会負担金　130,000円

域

計画のビジ

の

ョン（政策が実現でき

産

たときの状態）

目指す

業

姿は「競争力・市場性

が

のある産業と、安定し

よ

た雇用・定住・後継者

り

育成が循環的に発展す

政 活

るまち」です。各産業

性

分野

と労働力が、また

化

滝沢市の特性や地域資

し

源を活用しながら、交

、

流人口、異業種連携、

次

付加価値などによりバ

代

ランスよく発展

すると

を

ともに、市民や地域が

見

潤っている状況です。

据

政策目標値の達成状況

策 え

基準値 上：戦略目標見

た

込値／下：達成値 目標

挑

値 進捗状況No 政 策 目

戦

標 指 数
平成30年度 令

を

和元年度 令和2年度 令

続

和3年度 令和4年度 令

け

和4年度 進捗率(%)

る

暮 自分の仕事に満足し

ま

ている人の割合
1 ら 5

ち

7 58 60 61 61 Ｄ

　
 

55.1単 位 ％し 5

基

3.4 52.3 54.

本

5 53.9 53.9 △

施

20.3

幸 身に付けた

策

知識や技術を仕事や趣

　

味の場で活かせる機会

０

があると感じる人の割

１

合
2 40 43 47 50

 

50 Ｄ36.3単 位

 

％福 36.6 36.3

　
 

34.7 35.1 35

地

.1 △8.8

域

基本施策

の

が４年間でめざす姿

地

潤

域が潤い市民とともに

い

素晴らしい滝沢の創造

に

を目指して、変化する

つ

諸課題に対応しつつ観

な

光物産振興を推進する

が

ため、連

携する団体及

　
る

び市内事業者の支援を

観

行います。また、市内

光

物産や観光の各資源の

資

最新情報を収集し活用

源

するとともに、地域

資

の

源の情報発信により交

発

流の推進と経済効果を

信

生み出すことで、市内

－

事業者の経営基盤強化

 

、雇用の確保に努め地

０

1

域の潤い

につながる産

0

業振興を推進します。

5

基本計画期間内の取り

 

組みと方針のうち、令

－

和4年度の重点課題の達成（実現）状況

Ａ 達成した

【重点課題】

・滝沢市観光協会の法人化に向けた活動等を支援します。

【重点課題

３

に対する達成状況】

・観光物産振興の重要なパートナーである滝沢市観光協会へ法人設立支援を行い、令和４年４月１日（一社）滝沢市観光物

産協会が設立されました。

事       業    

 

   名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

労働環境整備事業 【事業意図・ねらい】就労者が安心して働くことが出来る環境づくりや資金融資

等による生活安定を図ります。また雇用情報を提供し雇用拡大を図り



令 報

観

ＮＳ等

を用いて各種情

光

報発信を実施しました

物

。また、物産振興につ

産

いては、地域産品をふ

協

るさと納税返礼品への

会

活用などを通じて

滝沢

、

市の魅力を全国に発信

チ

する取り組みを実施し

ャ

ました。

令和6年度方

グ

針策定に際し、今後の

告

チ

方向性や引継課題

Ｂ 課

ャ

題あり

【今後の方向性

グ

】

・社会環境の変化に

馬

より観光物産振興への

コ

需要は新型コロナウイ

同

ルス感染症の影響から

好

回復基調が継続するも

会

のと考えられ

ます。ま

、

た、コロナ禍以前より

ビ

インバウンド誘客が活

令

ッ

性化することが予想さ

グ

れることから、情報発

ル

信の方法やイベントの

ー

実

施方法などを検討す

フ

る必要があります。

【

滝

引継ぎ課題】

・観光分

沢

野の分野別計画を策定

等

する必要があります。

と連

和

携

項     

し

  目 令和元年度 令和

な

2年度 令和3年度 令和

が

4年度 備      

ら

 考

目 ○全体事業期間

各

活 滝沢市生活安定資金

種

貸付件数（ 5 5 8 8  

イ

 平成19年度～令和

ベ

7年度標 新規）
動 2 5

ン

10 1値 単 位 件

／指
実

元

ト

標 績 単 位 ○特定財源

決

の

  新型コロナウイル

検

ス感染症対投 年度別事

討

業費 3,313 4,2

や

41 6,416 6,3

情

16   応地方創生臨

報

時交付金【国】
  、

の

東北労働金庫生活安定

発

資金資 内 特定財源 3,

信

000 3,600 6,

年

を

000 6,000
算  

進

 預託金【その他】
 

め

 指 訳 一般財源 313

ま

641 416 316

額

し

標 他団体事業負担額

た。観光物

度

産については既存の自

～

然や文化を生かしなが

令

ら、新たな観光資源を

和

創るための協議や実証

和
4

的なイベント等を開

催

年

しました。

・イノベー

度

ションセンター、パー

（

クへの誘致を進めると

単

ともに、パークの拡張

位

に向けた関係機関との

 

協議を進めました。ま

 

た、市内商工業者の生

千

産性向上のため、物価

円

高騰等の支援に取り組

4

）

むとともに、滝沢市産

－

業振興条例の浸透のた

 

め、産業振

興会議の開

1

催と市民、商工事業者

0

等とワークショップを

6

開催しました。

・農業

 

の担い手不足の解消等

－

のため、人・農地プランを基本とし、地域との協議を行い農地集積

年

を進めました。また、岩洞

水路の改修による基盤整備、相の沢牧場の円滑な運営による畜産振興を実施しました。さらには、森林環境譲与税を活用し

た意向調査を実施し、私有林の適正管理に向けた事

政

務を進めました。また

度

策

、産直・給食供給組合

目

と連携し、学校給食な

標

どへ

の地元産食材の供

の

給等地産地消を推進し

達

ました。

基本計画内の

成

取り組みと方針のうち

（

、令和4年度の重点課

実

題の達成（実現）状況

現

Ｂ 概ね達成した

【重点

）

課題】

・新たな観光資

事

に

源の創出

・イノベーシ

向

ョンパークの拡張に向

け

けた協議、滝沢市産業

た

振興条例の市民への浸

基

透

・人・農地プランに

本

基づく農地集積、持続

計

可能な農業経営体の育

画

成、森林環境譲与税の

期

活用による森林の活性

間

化

【重点課題に対する

業

内

達成状況】

・(一社)

の

観光物産協会、チャグ

取

チャグ馬コ同好会と連

り

携による新たな馬コ活

組

用やイベント等の検討

み

を進めました。

・イノ

と

ベーションパーク拡張

方

に向けた関係機関との

針

協議及び産業振興条例

に

浸透のためのイベント

実

つ

を開催しました。

・農

い

地中間管理事業を活用

て

し、２地域で農地集積

の

を進めるとともに、農

達

業経営体としての法人

成

設立を支援しました。

（

また、

森林環境譲与税

実

を活用し、意向調査を

現

実施しました。

）

基本

績

状

施策目標の達成（実現

況

）に向けた計画期間内

Ｂ

の取り組みと方針につ

概

いての達成（実現）状

ね

況

Ｂ 概ね達成した

・地

達

域の潤いにつながる観

成

光資源の発信について

し

は、一般社団法人滝沢

た

市観光物産協会と連携

・

してホームページ、Ｓ



  

 

いました。
事    

 

業    主    

名

体 ・地産地消イベント

事

の代替事業として「た

業

きざわエール便」を実

の

施しました。

観光物産

意

課

【協働事業】

市産業

図

まつり実行委員会 等

やね

事       業

 

ら

       名 事業

い

の意図やねらい（成果

（

や効果）の達成状況

滝

成

沢市特産品開発事業 【

果

事業意図・ねらい】ネ

や

ットショップやイベン

効

トを通じ特産品等の販

果

売支援のほ

か、市産品

）

のブランディングや販

の

売支援のため、開発や

地

達

販路支援をします。

【

成

達成状況】補助制度を

状

利用し、目標の市産品

況

開発を実施しました。

地

市産品ＰＲ

、送料支援

域

により、ネットショッ

職

プ販売額が増加しまし

業

た。

継続区分 会計・款

相

・項・目 令和4年度の

談

事業概要（実績）
・特

域

室

産品開発振興事業補助

管

金を4者に交付し、新

理

商品の開発やラベルシ

運

ール作成継続 一般・7

営

款・1項・2目
を支援

事

しました。
事    

業

業    主    

【

体 ・りんごワイン「ポ

事

ム」「ポムシードル」

業

のＰＲを実施しました

の

意

。

観光物産課 ・ポータ

図

ルサイトなどを利用し

・

、リンゴやスイカなど

ね

の市産品情報を掲載し

ら

ＰＲ

【協働事業】 しま

い

した。

滝沢市商工会、

】

生産者等

国

事    

と

   業      

共

 名 事業の意図やねら

産

同

い（成果や効果）の達

運

成状況

地域資源振興事

営

業 【事業意図・ねらい

に

】ふるさと納税の強化

よ

により、特産品の普及

る

及び地域資源の

掘り起

地

こし並びに寄附の拡大

域

を図ります。

【達成状

職

況】業務委託体制の見

業

直しを行い、返礼品事

業

相

業者の開拓、紹介ペー

談

ジの

更新などを行い、

室

市の魅力発信を行いま

を

した。

継続区分 会計・

開

款・項・目 令和4年度

設

の事業概要（実績）
・

し

業務体制を見直し、新

、

たな委託体制でふるさ

労

と納税業務を行うこと

働

になりまし継続 一般・

が

問

7款・1項・2目
た。

題

事    業    

に

主    体 ・新たな

関

返礼品事業者の開拓、

す

返礼品の発掘を行いま

る

した。

観光物産課 ・ワ

相

ンストップ特例申請に

談

ついて、オンラインで

や

申請できるよう、オプ

求

ションを

【滝沢市主体

よ

人

】 導入しました。

・パ

紹

ンフレットを新たに作

介

成しました。

業務の補助を行

り

い、就業率の向上と労

政 活

働環境の改善を図り

ま

性

す。

【達成状況】労働

化

相談や斡旋、求職者へ

し

のサービス向上を図り

、

ました。

継続区分 会計

次

・款・項・目 令和4年

代

度の事業概要（実績）

を

盛岡公共職業安定所職

見

員による労働相談や職

据

業の斡旋、会計年度任

策 え

用職員による継続 一般

た

・5款・1項・1目
求

挑

職活動の支援を行い、

戦

就業のミスマッチの解

を

消、就業率の向上に努

続

めました。
事    

け

業    主    

る

体
観光物産課

【協働事

ま

業】

岩手労働局

ち

事 

　
 

      業   

基

    名 事業の意図

本

やねらい（成果や効果

施

）の達成状況

滝沢市シ

策

ルバー人材センター補

　

助事業 【事業意図・ね

０

らい】高齢化に対応し

１

、活力ある地域社会構

 

築のため、長年にわ

た

 

って培ってきた知識・

　
 

技能を活用し、就業を

地

通じて社会参加や生き

域

がいづくり

の促進、健

の

康維持・増進にも寄与

潤

します。

【達成状況】

い

会員数、受託件数の拡

に

大を図りました。

継続

つ

区分 会計・款・項・目

な

令和4年度の事業概要

が

（実績）
高齢者の就業

　
る

機会の拡充、技能講習

観

の推進を図るために運

光

営している（公社）滝

資

継続 一般・5款・1項

源

・1目
沢市シルバー人

の

材センターに対して補

発

助や広報等による会員

信

拡大の支援を行いま
事

－

    業    主

 

    体 した。

観光

０

1

物産課   補助金：1

0

0,200千円

【他団

7

体事業主体】

（公社）

 

滝沢市シルバー人材セ

－

ンター

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

物産振興事業 【事

３

業意図・ねらい】市の物産等を紹介することにより、市民の理解と認識を高

め、生産の奨励及び販路の拡大を図り、もって市の産業振

事

興に寄与します。

【達

 

成状況】メディア等を

 

活用し、市の物産等を

 

紹介することで、市民

 

 

の理解と

認識を高め、

 

生産の奨励及び販路の

 

拡大を図りました。

継

 

続区分 会計・款・項・

業

目 令和4年度の事業概

 

要（実績）
・滝祭20

 

22を開催しました。

 

継続 一般・7款・1項

 

・2目
・菊川市で「リ

 

ンゴ」のＰＲ販売を行



令 報

目

9年度～令和7年度標

○

動 2 0 5 3値 単 位 品

／

全

指 補助交付実績 3 3 3

体

3
実

標 5 2 6 4績 単 位

事

件 ○特定財源

決   市

業

町村振興交付金【その

期

他】投 年度別事業費 3

間

,826 5,213 1

活

,468 1,298  

就

 
  資 内 特定財源 3

告

職

,595 2,486 1

件

,000 631
算   

数

  指 訳 一般財源 23

1

1 2,727 468 6

,

67

額標 他団体事業負

5

担額

00

項   

1

    目 令和元年度

,

令和2年度 令和3年度

令

5

令和4年度 備    

0

   考

目 ○全体事業

0

期間活 ふるさと納税額

1

0 40,000 40,

,

000 45,000  

5

 令和2年度～令和7

0

年度標
動 0 40,79

0

2 33,791 61,

1

709値 単 位 千円

／指

,

実
標 績 単 位 ○特定財源

和

5

決   寄附金（ふるさ

0

と納税）【そ投 年度別

0

事業費 59,431 5

 

1,334 97,08

 

8   の他】、市町村

平

振興交付金【
  その

成

他】資 内 特定財源 40

1

,792 38,496

7

65,209
算   

 

年

 指 訳 一般財源 18,

元

度

639 12,838 3

～

1,879

額標 他団体

令

事業負担額

和7年度標
動 1

年

,356 1,164 1

度

,194 1,180値

～

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

令

○特定財源

決   市町

和

村振興助成金【その他

和
4

】投 年度別事業費 4,

年

793 6,839 7,

度

460 7,480   

（

、雇用促進住宅大崎宿

単

舎敷地
  内電話線路

位

電柱敷地料【その資 内

 

特定財源 1,479 2

 

,572 4,788 3

千

,761
算   他】

 

円

 指 訳 一般財源 3,3

4

）

14 4,267 2,6

－

72 3,719

額標 他

 

団体事業負担額

108

項       目

 

令和元年度 令和2年度

－

令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 シル

年

バー人材センター加入率（ 2 2 2 2   平成16年度～令和7年度標 60歳以上）
動 1.42 1.3 1.27 1.23値 単 位 ％

／指 受託件数 1,200 1,200 1,200 1,200
実

標 1,038 900 907 914績

度

単 位 件

決投 年度別事業費 9,420 9,521 10,480 10,200

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 9,420 9,521 10,480 10,200

額標 他団体事業負担額

事

項       目 令和元年度 令和2年

項

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 市

 

内外のイベントへの出

 

展回数 13 14 14 1

 

4   昭和57年度～

 

令和7年度標
動 12 5

 

3 5値 単 位 回

／指 滝沢

業

目

市産業まつり来場者数

令

19,000 19,0

和

00 19,000 19

元

,000
実

標 21,5

年

00 12,000 0 1

度

0,500績 単 位 人 ○

令

特定財源

決   新型コ

和

ロナウイルス感染症対

2

投 年度別事業費 4,3

年

00 6,168 219

実

度

7,455   応地方

令

創生臨時交付金【国】

和

  、市町村振興交付

3

金【その他資 内 特定財

年

源 3,979 3,20

度

0 200 6,854
算

令

  】、地域整備特別

和

対策事業基
  金繰入

4

金【その他】指 訳 一般

年

財源 321 2,968

績

度

19 601

額標 他団体

備

事業負担額

  

項

 

       目 令和

 

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 開発品目

考

数 3 3 3 3   昭和5



  

 

7款・1項・3目
・チ

 

ャグチャグ馬コ同好会

名

滝沢支部出馬数31頭

事

事    業    

業

主    体 ・観光客

の

入込客数184千人（

意

内市内分15千人）

観

図

光物産課 ・チャグチャ

や

グ馬コ保存会負担金

【

ね

滝沢市主体】 ・イベン

 

ら

ト出馬15回（フラン

い

ス出馬含む）

（

事  

成

     業    

果

   名 事業の意図や

や

ねらい（成果や効果）

効

の達成状況

滝沢市観光

果

協会補助事業 【事業の

）

意図・ねらい】チャグ

の

チャグ馬コや岩手山麓

地

達

の自然を活用したイベ

成

ント

の実施を支援し市

状

観光物産情報のPR等

況

を実施し観光振興を図

観

ります。

【達成状況】

光

市観光協会の法人化を

振

支援し、市内の観光物

興

産情報をPRし、観光

事

産

業の振興を図りまし

業

た。

継続区分 会計・款

域

【

・項・目 令和4年度の

事

事業概要（実績）
・市

業

から受託したふるさと

意

納税の業務を民間事業

図

者へ再委託することで

・

運営体制継続 一般・7

ね

款・1項・3目
を見直

ら

し、納税額の増加につ

い

ながりました。また、

】

コロナ交付金を活用し

の

市

、ネッ
事    業 

内

   主    体 ト

事

ショップ送料無料事業

業

を行いました。

観光物

者

産課 ・３年ぶりにチャ

、

グチャグ馬コふれあい

市

まつりを開催、９月に

民

は新イベントとし

【他

等

団体事業主体】 て「（

と

一社）滝沢市観光物産

産

連

協会チャグまるしぇ滝

携

沢～初秋の収穫祭～」

し

を開催

一般社団法人滝

、

沢市観光物産協会 する

地

など、観光客誘客に努

域

めました。

資

事   

源

    業     

の

  名 事業の意図やね

活

らい（成果や効果）の

業

用

達成状況

チャグチャグ

と

馬コ馬資源確保事業 【

交

事業意図・ねらい】市

流

内馬資源の減少に歯止

人

めをかけ、馬産地岩手

口

の馬事文化

の保存とチ

の

ャグチャグ馬コの里滝

拡

沢の形成を目指します

大

。

【達成状況】市有馬

を

を飼養し、繁殖馬とし

が

図

て種付けを行い、増頭

り

に努めました。

継続区

、

分 会計・款・項・目 令

市

和4年度の事業概要（

へ

実績）
・市有馬の預託

の

事業を実施しました。

愛

継続 一般・7款・1項

着

・3目
・市有馬を繁殖

と

馬として種付けしまし

誇

た。
事    業  

よ

り

  主    体
観光

を

物産課

【滝沢市主体】

高め地域活性化を

り

図ります。

【達成状況

政 活

】（一社）滝沢市観光

性

物産協会をはじめとす

化

る観光関係団体と協力

し

し

観光PRを実施しま

、

した。

継続区分 会計・

次

款・項・目 令和4年度

代

の事業概要（実績）
・

を

市観光パンフレットを

見

主として市の観光・物

据

産情報を発信しました

策 え

。継続 一般・7款・1

た

項・3目
・各観光団体

挑

と連携し、ＳＮＳ等に

戦

より市の観光情報を発

を

信しました。
事   

続

 業    主   

け

 体 ・盛岡・八幡平広

る

域推進協議会主催「２

ま

０２２旅・食・文化芸

ち

能まるごと開催事

観光

　
 

物産課 業」に参加し、

基

首都圏旅行業者向けに

本

観光・物産情報をPR

施

しました。

【滝沢市主

策

体】

　

事      

０

 業       名

１

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

観光施設管理運営事

　
 

業 【事業意図・ねらい

地

】登山道・キャンプ場

域

及びたきざわ自然情報

の

センターを管理

運営し

潤

、岩手山及び鞍掛山の

い

登山の安全性や利便性

に

等の向上を図ります。

つ

【達成状況】登山道、

な

観光施設の管理に努め

が

るとともに、多くの方

　
る

が自然に触れ

合えるよ

観

う事業を実施しました

光

。

継続区分 会計・款・

資

項・目 令和4年度の事

源

業概要（実績）
・相の

の

沢・馬返しキャンプ場

発

の刈り払い、整備、清

信

掃を行いました。継続

－

一般・7款・1項・3

 

目
・鞍掛山登山道の整

０

1

備を行いました。
事 

0

   業    主 

9

   体 ・関係団体と

 

連携し、鞍掛山でイベ

－

ントを開催しました。

観光物産課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（

３

成果や効果）の達成状況

チャグチャグ馬コ関連事業 【事業意図・ねらい】全国的に知名度のある本市の観光資源であるチャグチャグ

馬

事

コの保存、観光収入の

 

増、市民の地域資産へ

 

の意識向上等に寄与し

 

ます。

【達成状況】３

 

 

年ぶりの行進行事の他

 

、国内外の各種イベン

 

トでチャグチャグ馬

コ

 

を披露し、知名度の向

業

上を図りました。

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

 

（実績）
・チャグチャ

 

グ馬コ行進行事出馬全

 

体数50頭継続 一般・



令 報

目

動 465 126 168

○

212値 単 位 千人

／指

全

SNS等での情報発信

体

回数 180 180 18

事

0 180
実

標 264 2

業

67 169 230績 単

期

位 回 ○特定財源

決   

間

新型コロナウイルス感

活

染症対投 年度別事業費

観

13,170 13,5

告

光

00 13,600 13

入

,600   応地方創

込

生臨時交付金【国】
 

客

 資 内 特定財源 400

数

6,100 600
算  

4

 
  指 訳 一般財源 1

3

3,170 13,10

0

0 7,500 13,0

4

00

額標 他団体事業負

3

担額

令

0 4

項   

3

    目 令和元年度

0

令和2年度 令和3年度

4

令和4年度 備    

3

   考

目 ○全体事業

0

期間活 チャグチャグ馬

 

コ同好会滝沢支 45 4

 

0 40 40   平成2

平

0年度～令和7年度標

和

成

部出馬頭数
動 37 0 0

2

31値 単 位 頭

／指 市内

2

農用馬飼養頭数 45 4

年

0 40 40
実

標 35 3

度

6 36 33績 単 位 頭 ○

～

特定財源

決   市町村

令

振興助成金【その他】

和

投 年度別事業費 1,5

7

64 787 1,031

年

975   
  資 内 特

元

度

定財源 1,175 50

標

0 1,031 388
算

動

  
  指 訳 一般財源

4

389 287 587

額

6

標 他団体事業負担額

5 126 1

年

68 212値 単 位 千人

度

／指
実

標 績 単 位 ○特定

～

財源

決   市町村振興

令

助成金【その他】投 年

和

度別事業費 9,387

和
4

6,438 9,513

年

7,919   、いわ

度

て雪まつり実行委員会

（

  返戻金【その他】

単

資 内 特定財源 1,04

位

9 548 2,047 1

 

,823
算   

  指

 

訳 一般財源 8,338

千

5,890 7,466

円

6,096

額標 他団体

4

）

事業負担額

－ 

項

1

       目 令和

1

元年度 令和2年度 令和

0

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

－

体事業期間活 岩手山登山者数 14 14 14 14   平成19年度～

年

令和7年度標
動 12 8 8 7値 単 位 千人

／指 キャンプ場利用者数 2,000 2,000 2,000 2,000
実

標 3,945 4,407 4,630 4,615績 単 位 人 ○特定財源

決   自然公園施設管理業務委託金投 年度別事

度

業費 6,652 7,927 7,543 7,718   【県】、地域整備特別対策事
  業基金繰入金【その他】、市資 内 特定財源 6,651 7,927 6,552 5,831

算   町村振興交付金【その他】ほ
  か指 訳 一

事

般財源 1 991 1,887

額標 他団体事業負

項

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 チャグチャグ馬

業

目

コ同好会滝沢支 45 4

令

0 40 40   平成2

和

2年度～令和7年度標

元

部出馬頭数
動 37 0 0

年

31値 単 位 頭

／指 チャ

度

グチャグ馬コ行進行事

令

出馬 90 90 90 90

和

実 全体数
標 63 0 0 5

2

0績 単 位 頭 ○特定財源

年

決   市町村振興助成

実

度

金【その他】投 年度別

令

事業費 6,313 3,

和

977 3,405 6,

3

259   
  資 内 特

年

定財源 6,000 3,

度

600 3,405 5,

令

000
算   

  指 訳

和

一般財源 313 377

4

1,259

額標 他団体

年

事業負担額

績

度 備

項

 

       目 令和

 

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 観光客入

 

込み数 430 430 4

 

30 430   昭和4

考

3年度～令和7年度標



  

  名 事業の意図やね

 

らい（成果や効果）の

地

達成状況

自然資源保護

域

管理事業 【事業意図】

の

岩手山については自然

産

公園保護管理員を、自

業

然環境保全地域の春子

が

谷地湿原については、

よ

自然保護指導員を配置

り

し、自然環境の保全と

政 活

自然愛護の啓

発を図り

性

ます。

【達成状況】区

化

域内の管理、巡回指導

し

を行い、自然愛護の啓

、

発を行いました。

継続

次

区分 会計・款・項・目

代

令和4年度の事業概要

を

（実績）
・自然公園保

見

護管理員を設置し岩手

据

山の巡回及び指導を行

策 え

いました。継続 一般・

た

7款・1項・3目
・自

挑

然保護指導員を設置し

戦

自然環境保全地域（春

を

子谷地湿原）の巡回及

続

び指導を
事    業

け

    主    体

る

行いました。

観光物産

ま

課 ・市山岳協会と陸上

ち

自衛隊岩手駐屯地曹友

　
 

会に協力頂き、特定外

基

来生物の駆除を

【滝沢

本

市主体】 行いました。

施

小      

策

          

　

          

０

   計

１  
　

 地域の潤いにつなが
　

る観光資源の発信

－ 

０

111 －

３

事   

 

    業     



令 報

目 ○全体事業期間活 自

告

然公園保護管理員設置

令

日数 160 160 16

和

0 160   平成25

元

年度～令和7年度標
動

年

160 160 160 1

度

60値 単 位 日

／指 自然

～

保護指導員設置日数 4

令

0 40 40 40
実

標 4

和

0 40 40 40績 単 位

和
4

日 ○特定財源

決   自

年

然保護指導員設置業務

度

委託投 年度別事業費 1

（

,780 1,803 1

単

,797 1,851  

位

 金【県】、自然公園

 

保護管理
  委託金【

 

県】、自然環境保全資

千

内 特定財源 1,780

円

1,010 1,519

4

）

1,305
算   条例

－

事務処理交付金【県】

 

ほ
  か指 訳 一般財源

1

793 278 546

額

1

標 他団体事業負担額

2 

項 

－

      目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備  

年

     考

決投 年度別事業費 64,518 125,845 114,266 168,159

資 内 特定財源 28,708 66,635 71,138 97,402
算

指 訳 一般財源 35,810 59,210 43,128 70,7

度

57

額標 他団体事業負担額

事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

用

増加、利子補給金額は

が

減少しました。

継続区

生

分 会計・款・項・目 令

ま

和4年度の事業概要（

れ

実績）
・利子補給件数

、

210件（うち特例分

市

107件）継続 一般・

民

7款・1項・2目
・利

が

子補給額：17,62

生

5千円（うち特例分3

 

活

,787千円）
事  

に

  業    主  

不

  体
企業振興課

【滝

安

沢市主体】

な

事   

く

    業     

暮

  名 事業の意図やね

ら

らい（成果や効果）の

せ

達成状況

中小企業振興

る

資金保証料補給費補助

地

こ

事 【事業意図・ねらい

と

】市内商工業者に対し

は

て行う中小企業振興資

、

金の融通を円滑

にする

幸

ため、当該資金に係る

福

保証料補給を行うこと

感

により、経営基盤の弱

を

い中小
業 企業の円滑な

育

資金調達及び経営を支

む

援し、中小企業の振興

域

環

を図ります。

（義務的

境

事業） 【達成状況】新

づ

規融資利用件数は増加

く

、金額は減少しました

り

。

継続区分 会計・款・

に

項・目 令和4年度の事

は

業概要（実績）
・保証

欠

料補給件数：212件

か

（うち特例分107件

せ

)継続 一般・7款・1

の

な

項・2目
・保証料補給

い

額：6,530千円（

も

うち特例分3,718

の

千円）
事    業 

で

   主    体
企

あ

業振興課

【滝沢市主体

り

】

、その

産

ためにも

既存企業の発

業

展又は企業誘致に伴う

が

企業の集積による雇用

よ

の創出は不可欠です。

り

大学が立地する環境を

政 活

活かし、滝沢発の価

値

性

が生まれる取組に産学

化

官を挙げて挑戦する状

し

態を目指します。

基本

、

計画期間内の取り組み

次

と方針のうち、令和4

代

年度の重点課題の達成

を

（実現）状況

【重点課

見

題】

・産業用地の拡大

据

に向けた検討及び滝沢

策 え

市産業振興条例の展開

た

に向けた取組

【重点課

挑

題に対応した達成状況

戦

】

・関係機関との協議

を

のほか、産業用地拡大

続

のビジョン作成のため

け

、IPUイノベーショ

る

ンパークの評価検証と

ま

、産業用地拡張

整備に

ち

向けたICT産業集積

　
 

調査業務を行いました

基

。

・市民が市内事業者

本

を知り、その重要性を

施

理解するためのイベン

策

ト「第1回STDsデ

　

ー」を開催しました。

０２

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

　
 

や効果）の達成状況

商

Ｉ

工業経営安定支援事業

Ｃ

【事業の意図やねらい

Ｔ

】市の預託により融資

関

原資金の貸付を受けた

連

金融機関が融

資枠を設

企

定し、中小企業者に対

業

し、事業資金の融資を

集

行い、もって市内の中

積

小企

業の振興を図るこ

　
と

とを目的としています

産

。【達成状況】生産年

学

齢減少に伴って、

生産

官

年齢人口1千人当たり

連

の事業者数が増加しま

携

した。

継続区分 会計・

の

款・項・目 令和4年度

推

の事業概要（実績）
・

進

新規融資申込件数：4

－

6件継続 一般・7款・

０

 

1項・2目
・新規融資

1

申込金額：179,1

1

90千円
事    業

3

    主    体

 

・セーフティネット保

－

証４号認定：22件

企業振興課 ・セーフティネット保証５号認定：7件

【協働事業】 ・機器関連保証認定：0件

３

滝沢市商工会

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

中小企業振

基

興資金利子補給費補助

本

事業 【事業の意図やね

施

らい】市内商工業者に

策

対して行う滝沢市中小

 

が

企業振興資金の融

通を

４

円滑にするため、当該

年

資金に係る保証料補給

間

を行うことにより経営

で

基盤の弱

い中小企業の

め

円滑な資金調達及び経

ざ

営を支援し中小企業の

す

振興を図ります。

（義

姿

務的事業） 【達成状況

雇

】新規融資利用件数は



令 報

滝

  般財源分）【その

沢

他】指 訳 一般財源 64

市

1 3,962 46 20

I

5

額標 他団体事業負担

P

額

Uイ

項    

ノ

   目 令和元年度 令

ベ

和2年度 令和3年度 令

ー

和4年度 備     

告

シ

  考

目 ○全体事業期

ョ

間活 事業所数（生産年

ン

齢人口1千人 45 45

セ

45 45   昭和57

ン

年度～令和7年度標 当

タ

たり）
動 44.2 49

ー

.7 49.7 51.3

に

値 単 位 事業所

／指 市融

お

資新規利用件数 35 3

い

5 50 50
実

標 49 1

令

て

24 20 46績 単 位 件

、

○特定財源

決   滝沢

新

市新型コロナウイルス

た

感投 年度別事業費 9,

に

023 62,821 2

計

9,057 17,62

4

5   染症対応中小企

件

業融資金利子
  補給

の

等基金【その他】資 内

入

特定財源 52,632

和

居

25,743 13,8

に

38
算   

  指 訳 一

結

般財源 9,023 10

び

,189 3,314 3

付

,787

額標 他団体事

け

業負担額

まし

項 

た

      目 令和元

。

年度 令和2年度 令和3

元

・

年度 令和4年度 備  

産

     考

目 ○全体

業

事業期間活 市融資新規

用

利用件数 50 50 50

地

50   昭和58年度

の

～令和7年度標
動 49

拡

124 20 46値 単 位

大

件

／指 保証料補給額 5

に

,000 5,500 5

向

,500 5,500
実

年

け

標 4,959 8,19

、

4 7,194 6,52

令

9績 単 位 千円 ○特定財

和

源

決   中小企業振興

3

資金保証料返戻投 年度

年

別事業費 4,959 2

度

2,234 7,194

よ

6,530   金【そ

り

の他】
  滝沢市新型

、

コロナウイルス感資 内

度

岩

特定財源 422 19,

手

749 5,312 3,

県

992
算   染症対応

、

中小企業融資金利子
 

岩

 補給等基金【その他

手

】指 訳 一般財源 4,5

県

37 2,485 1,8

立

82 2,538

額標 他

大

団体事業負担額

学

～

を含めた三者による検

令

討を述べ7回実施しま

和

した。

・令和2年度か

和
4

ら令和4年度までの3

年

年間、学生のアイデア

度

創出イベント「滝沢イ

（

ノベーションチャレン

単

ジ」を実施し、学生

と

位

企業との連携機会を創

 

出し、人材育成及び地

 

元愛着へつながる取り

千

組みを実施しました。

円

・令和3年度より「滝

4

）

沢市産業振興条例」を

－

施行し、行政、事業者

 

、産業経済団体、金融

1

機関、教育機関等及び

1

市民が一体

となって支

4

える取り組みを推進す

 

るため、「産業振興会

－

議」を述べ5回実施しました。

令和6年度方針策定に際し、今後の

年

方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

・岩手県立大学周辺にさらなるICT関連産業の集積を図るため、IPUイノベーションパーク拡張に向けた具体的な取組を実施

するとともに、岩手県立

基

大学との連携をさらに

度

本

強化する必要がありま

施

す。

・若者活躍の取組

策

と連携し、市内事業者

目

への人材確保を推進す

標

るための取組が必要と

の

考えられます。

【引継

達

課題】

・IPUイノベ

成

ーションパークにIC

（

T関連産業を集積する

実

ためには、不足してい

事

現

るICT技術者の確保

）

が不可欠であり、人材

に

育成

の取組を実施する

向

必要があります。

・滝

け

沢市産業振興条例の趣

た

旨に基づき、地域が一

計

体となり事業者を支援

画

していくための取組が

期

必要です。また、地域

間

で若者

が活躍するため

業

内

に、学生と企業が交流

の

する場の創出が重要で

取

あると考えられます。

り組み

項     

と

  目 令和元年度 令和

方

2年度 令和3年度 令和

針

4年度 備      

に

 考

目 ○全体事業期間

実

つ

活 事業所数（生産年齢

い

人口1千人 45 45 4

て

5 45   平成21年

の

度～令和7年度標 当た

達

り）
動 44.2 49.

成

7 49.7 51.3値

（

単 位 事業所

／指
実

標 績

実

単 位 ○特定財源

決   

現

滝沢市中小企業振興資

）

金預託投 年度別事業費

績

状

67,641 95,7

況

62 83,896 80

Ｂ

,619   金【その

概

他】、地域整備特別
 

ね

 対策事業基金繰入金

達

【その他資 内 特定財源

成

67,000 91,8

し

00 83,850 80

た

,414
算   】、そ

・

の他(株式配当均等一



  

 

育成のための事業 【事

 

業意図・ねらい】地域

 

内人材やUIターン人

名

材の雇用拡大及び起業

事

を促進する

事を目的に

業

企業の開発支援、人材

の

育成等のセミナーを実

意

施します。

【達成状況

図

】地域人材の雇用拡大

や

のため、関係機関と連

 

ね

携した取組を実施しま

ら

し

（重点事業） た。

継

い

続区分 会計・款・項・

（

目 令和4年度の事業概

成

要（実績）
地域人材の

果

雇用拡大のため、関係

や

機関と連携した取組を

効

実施しました。継続 一

果

般・7款・1項・2目

）

事    業    

地

の

主    体
企業振興

達

課

【協働事業】

商工会

成

、岩手県立大学等の高

状

等教育機関

況

事   

企

    業     

業

  名 事業の意図やね

誘

らい（成果や効果）の

致

達成状況

産学官共同研

事

究事業 【事業意図・ね

域

業

らい】市内企業と大学

【

等との連携による事業

事

の効率化を支援する

た

業

めの補助を行います。

意

【達成状況】市内企業

図

へ公募を行ったところ

・

、4件の応募があり、

ね

2件を採択しま

した。

ら

継続区分 会計・款・項

い

・目 令和4年度の事業

の

】

概要（実績）
大学等と

雇

企業の共同研究事業　

用

1,000千円（応募

の

4件、採択2件）継続

場

一般・7款・1項・2

の

目

事    業   

確

 主    体
企業振

保

興課

【協働事業】

企業

及び

産

新産業創出のため、企

業

業誘致に向けた

企業訪

が

問及び市内企業のフォ

よ

ローアップを行います

り

。

【達成状況】コロナ

政 活

禍において、市内企業

性

のフォローアップを中

化

心に行いました

。

継続

し

区分 会計・款・項・目

、

令和4年度の事業概要

次

（実績）
イノベーショ

代

ンセンターにおいて、

を

研究室拡充による入居

見

が1件ありました。継

据

続 一般・7款・1項・

策 え

2目

事    業  

た

  主    体
企業

挑

振興課

【滝沢市主体】

戦を

事       業

続

       名 事業

け

の意図やねらい（成果

る

や効果）の達成状況

滝

ま

沢市商工会補助事業 【

ち

事業意図・ねらい】滝

　
 

沢市商工会への事業運

基

営費補助を通じて、地

本

域企業の安

定した経営

施

と商工業全体の活性化

策

を図ります。

【達成状

　

況】市商工会は、市商

０

工会員の大半を占める

２

中小企業者の経営基盤

 

を強

化するために、経

 

営指導や税務指導等を

　
 

実施しました。

継続区

Ｉ

分 会計・款・項・目 令

Ｃ

和4年度の事業概要（

Ｔ

実績）
企業の経営力向

関

上を図るための事業及

連

び商工業の振興と地域

企

活性化を図るための継

業

続 一般・7款・1項・

集

2目
事業に対し、補助

積

を行いました。
事  

　
と

  業    主  

産

  体
企業振興課

【他

学

団体事業主体】

滝沢市

官

商工会

連

事     

携

  業       

の

名 事業の意図やねらい

推

（成果や効果）の達成

進

状況

イノベーションセ

－

ンター等管理運営事 【

０

 

事業意図・ねらい】市

1

内に立地する岩手県立

1

大学の特色を活かし、

5

大学等との

連携を目的

 

とした企業立地を支援

－

し、地域産業の振興を図ります。
業 【達成状況】岩手県立大学と企業の共同研究に向けた支援、学生と企業を繋

３

ぐ活

動を実施しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・イノベーションセンター既入居企業の入居室追加　　1件継続 一般・7

事

款・1項・2目
・イノ

 

ベーションセンターか

 

らシェアデスクへの移

 

 

転　1件
事    業

 

    主    体

 

企業振興課

【協働事業

 

】

岩手県、公立大学法

 

人岩手県立大学

業

事 

 

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

地域人材



令 報

目

般財源 2,183 4,

○

055 3,657 3,

全

729

額標 他団体事業

体

負担額

事業

項  

期

     目 令和元年

間

度 令和2年度 令和3年

活

度 令和4年度 備   

誘

    考

目 ○全体事

告

致

業期間活 共同研究数 2

企

2 2 2   平成22年

業

度～令和7年度標
動 0

数

2 2 2値 単 位 件

／指
実

3

標 績 単 位 ○特定財源

決

3

  滝沢市IPUイノ

3

ベーションセ投 年度別

3

事業費 1,000 1,

 

000 1,000   

 

ンター使用料【その他

令

令

】
  資 内 特定財源 1

和

,000 1,000 1

4

,000
算   

  指

年

訳 一般財源

額標 他団体

度

事業負担額

～令和7年

和

度標
動 2 1 1 0値 単 位

元

件

／指
実

標 績 単 位 ○特

年

定財源

決   滝沢市Ｉ

度

ＰＵイノベーション投

～

年度別事業費 2,90

令

5 1,451 1,78

和

3 1,875   セン

和
4

ター使用料【その他】

年

  資 内 特定財源 2,

度

905 1,451 1,

（

783 1,875
算  

単

 
  指 訳 一般財源

額

位

標 他団体事業負担額

  千

項      

円

 目 令和元年度 令和2

4

）

年度 令和3年度 令和4

－

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

1

市内事業主の商工会加

1

入率 57 57 62 63

6

  令和4年度～令和

 

7年度標
動 58.9 6

－

2.4 64.1 65.2値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

年

11,938 12,013 12,038 12,000

資 内 特定財源 3,850
算

指 訳 一般財源 11,938 12,013 8,188 12,000

額標 他団体事業負担額

項

度

       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 岩手県立大学周辺への企業立地 23 23 23 24   平成21年度～令和7年度標 件数（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ含む

事

）
動 24 24 29 28値 単 位 社

／指
実

標 績 単

項

位 ○特定財源

決   滝

 

沢市IPUｲﾉﾍﾞｰ

 

ｼｮﾝｾﾝﾀｰ使用投

 

年度別事業費 19,3

 

30 30,321 21

 

,502 26,540

 

  料【その他】、滝

 

沢市IPUｲﾉﾍ
  

業

目

ﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ電

令

気水道使用料【資 内 特

和

定財源 19,330 3

元

0,321 21,50

年

2 26,540
算   

度

その他】他
  指 訳 一

令

般財源

額標 他団体事業

和

負担額

2年

項  

実

度

     目 令和元年

令

度 令和2年度 令和3年

和

度 令和4年度 備   

3

    考

目 ○全体事

年

業期間活 産学官交流事

度

業の実施（累計） 22

令

24 26 28   平成

和

26年度～令和7年度

4

標
動 26 28 14 26

年

値 単 位 回

／指
実

標 績 単

績

度

位 ○特定財源

決   滝

備

沢市ＩＰＵイノベーシ

 

ョン投 年度別事業費 5

 

,719 10,054

 

9,807 7,309

 

  センター使用料【

 

その他】
  資 内 特定

 

財源 3,536 5,9

 

99 6,150 3,5

考

80
算   

  指 訳 一



  

 

間中 20,000円

 

相当

滝沢市商工会

 

事

名

       業  

事

     名 事業の意

業

図やねらい（成果や効

の

果）の達成状況

滝沢市

意

物価高騰対策経営支援

図

事業 【事業意図・ねら

や

い】原油価格・物価高

 

ね

騰の影響を受けている

ら

中小企業者及び個

人事

い

業者に支援金を支給す

（

ることで、市内事業者

成

を支援します。

【達成

果

状況】物価高騰支援金

や

の給付は１事業者、販

効

路開拓補助金の給付は

果

11事業

者でした。

継

）

続区分 会計・款・項・

地

の

目 令和4年度の事業概

達

要（実績）
・岩手県が

成

実施する「物価高騰対

状

策支援金」の給付を受

況

けた市内1事業者に対

地

し新規 一般・7款・1

域

項・2目
、市独自の支

Ｉ

援金を給付しました。

Ｃ

事    業    

Ｔ

主    体 ・商工会

域

活

の伴走支援により販路

用

開拓に取り組み、国の

事

小規模事業者持続化補

業

助金

企業振興課 の申請

【

をした市内11事業者

事

に対し、費用の一部を

業

補助しました。

【協働

意

事業】

滝沢市商工会

図・

事       業 

の

ね

      名 事業の

ら

意図やねらい（成果や

い

効果）の達成状況

産業

】

集積・振興計画事業 【

I

事業意図・ねらい】産

C

業振興計画を策定し、

T

産学官連携の推進を図

（

るとともに

、ＩＣＴ関

情

連企業の集積を図りま

報

す。

【達成状況】滝沢

産

通

市産業振興条例に基づ

信

く産業振興会議を実施

技

しました。また、

市内

術

事業者の事例紹介等を

）

交えながら、ワークシ

の

ョップを開催しました

利

。

継続区分 会計・款・

活

項・目 令和4年度の事

用

業概要（実績）
・滝沢

・

市産業振興会議の開催

業

導

（２回）調査 一般
・第

入

１回ＳＤＴｓデーの開

促

催
事    業   

進

 主    体
企業振

の

興課

【協働事業】

滝沢

セ

市商工会

ミナー等

が

の

事業の意図やねらい

よ

機会を提供することに

り

より、付加価値の高い

政 活

サービス創出や

企業の

性

生産性向上と新たな価

化

値の創出を推進します

し

。

【達成状況】ICT

、

活用に関するセミナー

次

を12件開催しました

代

。

継続区分 会計・款・

を

項・目 令和4年度の事

見

業概要（実績）
・ＩＣ

据

Ｔ・ＩｏＴの利活用・

策 え

導入促進に関するセミ

た

ナーの開催継続 一般・

挑

7款・1項・2目
・ス

戦

マートフォン向けの滝

を

沢市アプリの適正な管

続

理の実施
事    業

け

    主    体

る

企業振興課

【滝沢市主

ま

体】

ち

事      

　
 

 業       名

基

事業の意図やねらい（

本

成果や効果）の達成状

施

況

ＩＣＴ産業集積調査

策

事業 【事業意図・ねら

　

い】企業ニーズ及び土

０

地利用等の調査を行い

２

、多様な働き方に

対応

 

できる産業施設の整備

 

、企業誘致戦略の検討

　
 

につなげます。

【達成

Ｉ

状況】アンケート調査

Ｃ

等により企業ニーズを

Ｔ

把握し、新たな産業施

関

設の整

備に向けた開発

連

区域・計画（案）を作

企

成することができまし

業

た。

継続区分 会計・款

集

・項・目 令和4年度の

積

事業概要（実績）
上記

　
と

計画における調査委託

産

業務を実施新規 一般・

学

7款・1項・2目

事 

官

   業    主 

連

   体
企業振興課

【

携

滝沢市主体】

の

事  

推

     業    

進

   名 事業の意図や

－

ねらい（成果や効果）

０

 

の達成状況

滝沢市地域

1

経済循環支援補助事業

1

【事業意図・ねらい】

7

新型コロナウイルス感

 

染症の影響を受けてい

－

る事業者等を

対象にポイント還元事業を実施し、市内経済の循環を図り市内事業者を支援する

ことを目的として

３

います。

【達成状況】事業者支援及び市内経済の活性化に寄与することができました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
市内の商工

事

業者（大規模店、コン

 

ビニを除く）を対象と

 

した消費者へのポイン

 

 

ト新規 一般・7款・1

 

項・2目
還元による販

 

売促進事業の実施
事 

 

   業    主 

 

   体 ・開催時期：

業

令和４年11月～12

 

月

企業振興課 ・還元率

 

：20％

【協働事業】

 

・付与上限：１回（6

 

,000円相当）、期



令 報

目

動 42.3 49.7 4

○

9.7 49.7値 単 位

全

事業所

／指
実

標 績 単 位

体

決投 年度別事業費

資 内

事

特定財源
算

指 訳 一般財

業

源 <調査事業>

額標 他

期

団体事業負担額

間活 Ｉ

告

ＣＴ活用に関するセミ

令

ナー実 10 12 14 1

和

6   令和元年度～令

元

和7年度標 績
動 8 10

年

5 12値 単 位 件

／指
実

度

標 績 単 位 ○特定財源

決

～

  滝沢市IPUイノ

令

ベーションセ投 年度別

和

事業費 2,015 2,

和
4

029 1,518 2,

年

442   ンター使用

度

料【その他】
  資 内

（

特定財源 2,015 2

単

,029 1,518 2

位

,442
算   

  指

 

訳 一般財源

額標 他団体

 

事業負担額

千円

項

4

）

       目 令和

－

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

1

      考

目 ○全

1

体事業期間活 企業ニー

8

ズ調査 0 0 0 100  

 

 令和4年度～令和4

－

年度標
動 0 0 0 101値 単 位 社

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   新

年

型コロナウイルス感染症対投 年度別事業費 8,184   応地方創生臨時交付金【国】
  資 内 特定財源 8,184

算   
  指 訳 一般財源 <新規事業>

額標 他団体事業負担額

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 参加店舗数 0 0 0 220   令和4年度～令和4年度標
動 0 0 0 259値 単 位 店

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決  

事

 新型コロナウイルス感染症対投 年度別事業

項

費 47,867   応

 

地方創生臨時交付金【

 

国】
  資 内 特定財源

 

47,867
算   

 

 

 指 訳 一般財源 ＜新規

 

事業＞

額標 他団体事業

 

負担額

 

業

目

項  

令

     目 令和元年

和

度 令和2年度 令和3年

元

度 令和4年度 備   

年

    考

目 ○全体事

度

業期間活 給付事業者数

令

0 0 0 300   令和

和

4年度～令和4年度標

2

動 0 0 0 12値 単 位 事

年

業所

／指
実

標 績 単 位 ○

実

度

特定財源

決   新型コ

令

ロナウイルス感染症対

和

投 年度別事業費 3,0

3

85   応地方創生臨

年

時交付金【国】
  資

度

内 特定財源 3,080

令

算   
  指 訳 一般財

和

源 5 <新規事業>

額標

4

他団体事業負担額

年

績

度 備

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 事

 

業所数（生産年齢人口

 

1千人 45 45 45 4

 

5   平成21年度～

考

令和7年度標 当たり）



  

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

地

の達成状況

滝沢市工場

域

等設置奨励事業 【事業

の

意図・ねらい】工場等

産

設置奨励条例に基づく

業

各種優遇措置を講じ、

が

企業の

立地に係る経費

よ

負担を軽減することで

り

、市内への企業立地を

政 活

促進します。

【達成状

性

況】工場等設置奨励条

化

例による奨励措置を適

し

用した企業はありませ

、

んで

した。

継続区分 会

次

計・款・項・目 令和4

代

年度の事業概要（実績

を

）
令和４年度は滝沢市

見

工場等設置奨励条例に

据

よる奨励措置を適用し

策 え

た企業はありま継続 一

た

般
せんでした。

事  

挑

  業    主  

戦

  体
企業振興課

【滝

を

沢市主体】

続

事   

け

    業     

る

  名 事業の意図やね

ま

らい（成果や効果）の

ち

達成状況

滝沢市企業立

　
 

地補助事業 【事業意図

基

・ねらい】滝沢市企業

本

立地補助金交付要綱に

施

基づく各種優遇措置を

策

講

じ、誘致企業の立地

　

に係る経費負担の軽減

０

を図り、企業誘致を促

２

進します。

【達成状況

 

】滝沢市企業立地補助

 

金の交付実績はありま

　
 

せんでした。

継続区分

Ｉ

会計・款・項・目 令和

Ｃ

4年度の事業概要（実

Ｔ

績）
令和4年度は滝沢

関

市企業立地補助金の交

連

付実績はありませんで

企

した。継続 一般

事  

業

  業    主  

集

  体
企業振興課

【滝

積

沢市主体】

　
と

事   

産

    業     

学

  名 事業の意図やね

官

らい（成果や効果）の

連

達成状況

イノベーショ

携

ンセンター窓口対応嘱

の

託 令和元年度事業実績

推

報告書参照

員設置事業

進

継続区分 会計・款・項

－

・目 令和4年度の事業

０

 

概要（実績）
令和元年

1

度完了事業完了 ―

事 

1

   業    主 

9

   体
企業振興課

【

 

滝沢市主体】

小

－

                             計

３

事  

 

     業    



令 報

目 ○全体事業期間活 誘

告

致企業数（企業誘致事

令

業目標 3 3 3 3   令

和

和4年度～令和7年度

元

標 と同じに設定）
動 2

年

1 1 0値 単 位 件

／指
実

度

標 績 単 位

決投 年度別事

～

業費

資 内 特定財源
算

指

令

訳 一般財源 <ゼロ予算

和

事業>

額標 他団体事業

和
4

負担額

年度

項  

（

     目 令和元年

単

度 令和2年度 令和3年

位

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 誘致企業数（

千

企業誘致事業目標 3 3

円

3 3   令和4年度～

4

）

令和7年度標 と同じに

－

設定）
動 2 1 1 0値 単

 

位 件

／指
実

標 績 単 位

決

1

投 年度別事業費

資 内 特

2

定財源
算

指 訳 一般財源

0

<ゼロ予算事業>

額標

 

他団体事業負担額

－

項       

年

目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 嘱託員数 1   平成27年度～令和元年度標
動 1値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,013

資 内 特定財源 2,013
算

指 訳 一

度

般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

決投 年度別事業費 125,543 237,685 167,795 2

事

15,076

資 内 特定財源 97,221 20

項

4,981 150,7

 

08 192,812
算

 

指 訳 一般財源 28,3

 

22 32,704 17

 

,087 22,264

 

額標 他団体事業負担額

  

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

高

の達成状況

農業経営基

齢

盤強化資金利子補給補

化

助事 【事業意図・ねら

・

い】融資機関が農業者

就

に対して行う農業経営

業

基盤強化資金の融

資を

人

円滑にするため、市が

口

農業者に当該資金に係

の

る利子補給を行います

減

。
業 【達成状況】農業

 

少

者の効率的かつ安定的

や

な農業経営に資するこ

農

とができました。

（義

産

務的事業）

継続区分 会

物

計・款・項・目 令和4

価

年度の事業概要（実績

格

）
農業者の効率的かつ

の

安定的な農業経営の実

低

現を図ることを目的に

迷

、融資機関が農継続 一

地

、

般・6款・1項・3目

資

業者に対して行う農業

材

経営基盤強化資金の融

の

通をより円滑にするた

高

め、市が農業
事   

騰

 業    主   

な

 体 者に当該資金に係

ど

る利子補給を行いまし

に

た。

農林課

【滝沢市主

加

体】

域

え

事      

、

 業       名

Ｔ

事業の意図やねらい（

Ｐ

成果や効果）の達成状

Ｐ

況

岩手の水田農業確立

１

推進事業 【事業意図・

１

ねらい】市が需給調整

、

方針作成者（JA新い

日

わて、㈲藤田商店、㈲

欧

八

角商店、JA岩手中

の

Ｅ

央）に対して、県から

Ｐ

の事務費を経費に充て

Ａ

、「需要量に関す

る情

の

報」の通知を行います

発

。

【達成状況】米価の

効

下落対策及び計画的生

や

産に資することができ

新

ました。

継続区分 会計

型

・款・項・目 令和4年

コ

度の事業概要（実績）

産

ロ

需要に応じた米づくり

ナ

の推進を通じて水田農

ウ

業経営の安定と発展を

イ

目的とし、米継続 一般

ル

・6款・1項・3目
の

ス

需給調整に係る事務の

感

円滑化を図りました。

染

事    業    

症

主    体
農林課

【

、

滝沢市主体】

業

豚熱、鳥インフルエン

が

ザ等のウイルスの発生

よ

など農業を取り巻く環

り

境は厳しさを増してい

政 活

ます。こ

うした中、農

性

地集積の推進、畜産の

化

振興及び特産品づくり

し

等により、次代の担い

、

手の育成に努め、経営

次

の安定化を目指しま

す

代

。また、農地や森林の

を

持つ多面的機能の発揮

見

は、広く一般市民の方

据

々にも寄与しているこ

策 え

とから、多面的機能支

た

払交付金

などの日本型

挑

直接支払制度の実施や

戦

森林環境譲与税の活用

を

により、農地や森林の

続

適正な管理をめざしま

け

す。また、産直施設

と

る

の連携を強化し、食の

ま

安全・安心を基本に地

ち

産地消を推進し、持続

　
 

可能な農林業を育成し

基

ます。

基本計画期間内

本

の取り組みと方針のう

施

ち、令和4年度の重点

策

課題の達成（実現）状

　

況

Ａ 達成した

【重点課

０

題】

・地域ぐるみの農

３

地中間管理事業への取

 

組による担い手への農

 

地集積

【重点課題に対

　
 

する達成状況】

・地域

農

ぐるみの農地中間管理

林

事業では２地区で法人

業

が設立され担い手への

の

農地集積が進みました

振

。また、併せてデジタ

興

ル田

園都市国家構想推

と

進交付金を活用した「

担

スマート農業からキヅ

い

クしくみづくり事業」

　
手

に取り組み、既存法人

の

を加えた３地区

で農業

支

機械の導入等を行い、

援

地域農業を守るための

－

仕組みづくりを行いま

 

した。これらの取組に

1

より達成しました。

21

事       業 

 

      名 事業の

０

－

意図やねらい（成果や効果）の達成状況

農業近代化資金利子補給補助事業 【事業意図・ねらい】農業近代化資金の融資を円滑にするため、融資期間が貸し

付けた農業近代化資金に係る利子補給を行います。

【達成状況】各金

３

融機関を通じ円滑な事

基

務手続きを行いました

本

。

（義務的事業）

継続

施

区分 会計・款・項・目

策

令和4年度の事業概要

が

（実績）
農業者等の資

４

本装備の高度化及び農

年

業経営の近代化に資す

間

るため、融資機関が貸

で

継続 一般・6款・1項

 

め

・3目
し付けた農業近

ざ

代化資金に係る利子補

す

給を市が行いました。

姿

事    業    

農

主    体
農林課

【

業

滝沢市主体】

従

事  

事

     業    

者

   名 事業の意図や

の

ねらい（成果や効果）



令 報

担

単 位 ㎏

／指
実

標 績 単 位

い

○特定財源

決   岩手

手

の水田農業確立推進事

育

業投 年度別事業費 12

成

0 108 93 83   

に

費補助金【県】（10

つ

/10以内
  ）資 内

い

特定財源 119 107

て

92 83
算   

  指

は

訳 一般財源 1 1 1

額標

告

、

他団体事業負担額

３地区において地域

令

ぐるみで農地中間管理

和

事業に取り組み、うち

元

２地区で法人が設立さ

年

れるとと

もに、農地集

度

積が進みました。

・森

～

林環境譲与税を活用し

令

、森林所有者の意向調

和

査や現況調査を実施し

和
4

ました。

・新型コロナ

年

ウイルス感染症や物価

度

高騰対策として、農産

（

物ＰＲ、畜産業者支援

単

、収入保険加入促進、

位

肥料価格等高騰対策

等

 

を実施し、農業者等を

 

支援しました。

令和6

千

年度方針策定に際し、

円

今後の方向性や引継課

4

）

題

Ｂ 課題あり

【今後の

－

方向性】

引き続き農林

 

業の振興と担い手の支

1

援に関する取組を進め

2

ます。

【引継課題】

・

2

人・農地プランの実践

 

と地域計画の策定

・森

－

林環境譲与税を活用した民有林の整備

年

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 概ね5年以内に個々の計画を達 100 100 100 100   昭和37

基

年度～令和7年度標 成

度

本

できた農業者の割合
動

施

100 100 100 1

策

00値 単 位 ％

／指
実

標

目

績 単 位

決投 年度別事業

標

費 216 343 554

の

489

資 内 特定財源
算

達

指 訳 一般財源 216 3

成

43 554 489

額標

（

他団体事業負担額

実

事

現）

項       

に

目 令和元年度 令和2年

向

度 令和3年度 令和4年

け

度 備       考

た

目 ○全体事業期間活 概

計

ね5年以内に個々の計

画

画を達 100 100 1

期

00 100   平成7

間

年度～令和9年度標 成

業

内

できた農業者の割合
動

の

100 100 100 1

取

00値 単 位 ％

／指
実

標

り

績 単 位 ○特定財源

決  

組

 農業経営基盤強化資

み

金利子補投 年度別事業

と

費 132 82 38 31

方

  給費補助金【県】

針

（1/2以内
  ）資

に

内 特定財源 66 40 1

実

つ

9 15
算   

  指 訳

い

一般財源 66 42 19

て

16

額標 他団体事業負

の

担額

達成

項   

（

    目 令和元年度

実

令和2年度 令和3年度

現

令和4年度 備    

）

   考

目 ○全体事業

績

状

期間活 主食用米生産数

況

量 3,706,000

Ｂ

3,710,000 3

概

,710,000 3,

ね

710,000   平

達

成16年度～令和7年

成

度標
動 3,683,8

し

02 3,722,53

た

6 3,696,642

・

3,494,421値



  

業

活動の質の継続 一般・

の

6款・1項・3目
向上

意

に繋がる情報交換会や

図

研修会の開催を予定し

や

ておりましたが、新型

ね

コロナウ
事    業

ら

    主    体

い

イルス感染症拡大の状

（

況から各種交流会を中

成

止しました。

農林課

【

 

果

協働事業】

市グリーン

や

・ツーリズム推進協議

効

会

果

事       

）

業       名 事

の

業の意図やねらい（成

達

果や効果）の達成状況

成

農業担い手育成対策事

状

業 【事業意図・ねらい

況

】次代を担う農業の担

地

農

い手を育成します。

【

畜

達成状況】農業青年等

産

の先進地研修を行い、

物

また岩手県立農業大学

価

校に係る後

援会費を負

格

担し、地域農業の後継

安

者の育成を図りました

定

。

継続区分 会計・款・

事

項・目 令和4年度の事

業

業概要（実績）
農業青

域

【

年等の担い手を対象に

事

、全国各地により様々

業

な経営体が参集する全

意

国農業継続 一般・6款

図

・1項・3目
担い手サ

・

ミット等の集会へ派遣

ね

することで、地域農業

ら

の力強い後継者として

い

育成
事    業  

】

  主    体 する

の

農

ほか、岩手県立農業大

産

学校に係る後援会会費

物

を負担し、次世代を担

の

う農業者

農林課 の確保

市

及び育成を図りました

場

。また、収入保険の一

価

部を助成することで、

格

農業者

【他団体事業主

が

体】 の収入の確保を図

基

りました。

岩手県立農

産

準

業大学校後援会

以

事 

下

      業   

に

    名 事業の意図

下

やねらい（成果や効果

落

）の達成状況

農業経営

し

指導マネージャー設置

た

事業 【達成意図・ねら

場

い】農業経営指導マネ

合

ージャーを設置するこ

業

に

とにより、農業経

営の

、

合理化、農業経理の適

対

正化、農地の利用集積

象

への支援を行います。

農

【達成状況】農業経営

家

指導マネージャーの指

に

導により、認定農業者

対

の育成及び認

定新規就

し

農者の育成を進めまし

手

た。

継続区分 会計・款

が

当

・項・目 令和4年度の

が

事業概要（実績）
主体

出

的に取り組む農業者が

来

作成する農業経営改善

る

計画を市が認定し、生

よ

産方式及継続 一般・6

う

款・1項・3目
び経営

協

管理の合理化、農用地

会

の利用集積等への支援

等

を行うとともに、農業

よ

に

法人化
事    業 

負

   主    体 の

担

支援についても行いま

金

した。また、認定農業

を

者の確保、育成活動を

支

展開しまし

農林課 た。

払

【滝沢市主体】

います

り

。

【達成状況】価格安

政 活

定基金協会等により掲

性

示される負担金（市分

化

）を100％支払

（義

し

務的事業） い、農産物

、

等の価格安定を図りま

次

した。

継続区分 会計・

代

款・項・目 令和4年度

を

の事業概要（実績）
・

見

青果物等価格安定事業

据

に係る負担金　0円継

策 え

続 一般・6款・1項・

た

3目
・ブロイラー価格

挑

安定対策事業に係る負

戦

担金　334千円
事 

を

   業    主 

続

   体 ※この事業の

け

場合、計画より支出が

る

低かったことは、市内

ま

に農畜産物が適正な価

ち

農林課 格で販売されて

　
 

いた事となりますので

基

、価格が安定していた

本

こととなります。

【他

施

団体事業主体】

（社）

策

岩手県農畜産物価格安

　

定基金協会等

０

事  

３

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

　
 

の達成状況

農業振興対

農

策事業 【事業意図・ね

林

らい】国施策である「

業

経営所得安定対策等」

の

に係る推進事務費を

県

振

交付要綱のもと、滝沢

興

市農業再生協議会に対

と

し助成します。

【達成

担

状況】協議会事務を円

い

滑に進めながら、米の

　
手

需給調整及び転作作物

の

の普及

（義務的事業）

支

の推進を図りました。

援

継続区分 会計・款・項

－

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
需要に応

1

じた米づくりの推進に

2

通じて水田農業経営の

3

安定と発展を目的とし

 

、米継続 一般・6款・

０

－

1項・3目
の需給調整に係る事務の円滑化を図りました。

事    業    主    体 ・滝沢市農業再生協議会補助金　4,203千円

農林課

【協働事業】

滝沢市農業再生協議会

事     

３

  業       名 事業の意図やねらい

事

（成果や効果）の達成

 

状況

グリーン・ツーリ

 

ズム推進事業 【事業意

 

図・ねらい】農山漁村

 

と都市の交流等による

 

農山漁村地域の活性化

 

を図

ります。

【達成状

 

況】市内中学校の農業

 

業

体験の受け入れを行い

 

、子どもの農業への興

 

味・

関心の促進や、地

 

域農業の発信を行いま

 

した。

継続区分 会計・

 

款・項・目 令和4年度

 

の事業概要（実績）
農

 

業体験受け入れ農家へ

名

の各種研修等の案内を

事

行いました。会全体の



令 報

目

182 158 151 1

○

51値 単 位 人

／指
実

標

全

績 単 位

決投 年度別事業

体

費 2,053 2,15

事

2 2,244 2,21

業

7

資 内 特定財源
算

指 訳

期

一般財源 2,053 2

間

,152 2,244 2

活

,217

額標 他団体事

農

業負担額

告

畜産物価格の異常低落

令

時にお 100 100 1

和

00 100   平成2

元

9年度～令和7年度標

年

ける負担金の支払い率

度

動 100 100 100

～

100値 単 位 ％

／指
実

令

標 績 単 位

決投 年度別事

和

業費 123 132 33

和
4

4 334

資 内 特定財源

年

算
指 訳 一般財源 123

度

132 334 334

額

（

標 他団体事業負担額

単位 

項      

 

 目 令和元年度 令和2

千

年度 令和3年度 令和4

円

年度 備       

4

）

考

目 ○全体事業期間活

－

需給調整（平成30年

 

度から生産 51.8 5

1

1.8 51.8 49.

2

8   平成22年度～

4

令和7年度標 調整目安

 

）
動 49.1 51.7

－

51.4 45.4値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   経営所

年

得安定対策直接支払推投 年度別事業費 3,584 3,810 3,042 4,203   進事業費補助金【県】(10/10
  )資 内 特定財源 3,583 3,585 3,042 4,203

算   
  指 訳 一般財源 1 225

額

度

標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 グリーン・ツーリズム旅行者受 250 150

事

150 150   平成10年度～令和7年度

項

標 入れ数
動 131 68

 

129 141値 単 位 人

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費 2 2 2 4

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 2 2 2 4

額標 他団

 

体事業負担額

 

業

目 令

項       目 令

和

和元年度 令和2年度 令

元

和3年度 令和4年度 備

年

       考

目 ○

度

全体事業期間活 研修等

令

派遣人数 5 5 5 5   

和

平成21年度～令和7

2

年度標
動 3 0 0 2値 単

年

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

実

度

特定財源

決   新型コ

令

ロナウイルス感染症対

和

投 年度別事業費 202

3

30 30 416   応

年

地方創生臨時交付金【

度

国】
  資 内 特定財源

令

150 30 229
算  

和

 
  指 訳 一般財源 5

4

2 30 187

額標 他団

年

体事業負担額

績

度 備 

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 認定農

 

業者数 185 180 1

 

80 180   平成7

考

年度～令和7年度標
動



  

業

間地域等直接支払交付

の

金事業 【事業意図・ね

意

らい】中山間地域にお

図

いて、自立的且つ持続

や

的な農業生産活動整

備

ね

の強化を図ります。

【

ら

達成状況】市と集落の

い

協定に基づき、共同取

（

組活動と農地の所有（

成

耕作）面積

に応じた交

 

果

付金を交付し、経営基

や

盤の強化を進めました

効

。

継続区分 会計・款・

果

項・目 令和4年度の事

）

業概要（実績）
担い手

の

の育成等による農業生

達

産活動等の維持を通じ

成

て、中山間地域等にお

状

ける耕継続 一般・6款

況

・1項・3目
作放棄地

地

認

の発1防止及び多面的

定

機能の確保を図りまし

農

た。
事    業  

業

  主    体 ・交

者

付金交付先　1団体

農

協

林課

【他団体事業主体

議

】

姥屋敷集落

会

事  

事

     業    

業

   名 事業の意図や

域

費

ねらい（成果や効果）

補

の達成状況

農業生産管

助

理用機械整備補助事業

事

【事業意図・ねらい】

業

経営効率化・拡大等を

【

目差す農業者に対し、

事

農業機械や施

設整備補

業

助を実施することで、

意

農業生産の振興を図る

図

ものです。

【達成状況

の

・

】国・県事業の補助対

ね

象とならない事業につ

ら

いて、資金面の調達が

い

難

しい若手農家や、特

】

産品を生産する農家を

滝

優先して補助を行いま

沢

した。

継続区分 会計・

市

款・項・目 令和4年度

認

の事業概要（実績）
本

定

市における農業の特徴

産

農

として「少量他品目栽

業

培」が挙げられ、小規

者

模な機械の継続 一般・

協

6款・1項・3目
導入

議

希望が多く寄せられて

会

います。そのような場

へ

合に国・県の補助対象

の

とはなら
事    業

事

    主    体

業

ないことから、本事業

業

費

の需要は高い状況が続

補

いており、有効な事業

助

と言えます。

農林課 ・

を

補助金交付先 3団体

行

【他団体事業主体】

事

う

業申請各農業団体

ことで、

が

地

域農業への支援を行

よ

います。

【達成状況】

り

新型コロナウイルス感

政 活

染症拡大により事業実

性

施団体が事業の縮小を

化

行ったことから、事業

し

中止申請書が提出され

、

ました。

継続区分 会計

次

・款・項・目 令和4年

代

度の事業概要（実績）

を

新型コロナウイルス感

見

染症拡大防止の観点に

据

より大幅な事業縮小と

策 え

なったことか継続 一般

た

・6款・1項・3目
ら

挑

、滝沢市認定農業者協

戦

議会から事業中止申請

を

が出され、補助金交付

続

はしません
事    

け

業    主    

る

体 でした。

農林課

【協

ま

働事業】

滝沢市認定農

ち

業者協議会

　
 

事   

基

    業     

本

  名 事業の意図やね

施

らい（成果や効果）の

策

達成状況

担い手支援育

　

成補助事業 【事業意図

０

・ねらい】認定農業者

３

等の所得向上を支援し

 

ます。

【達成状況】転

 

作田への大豆・小麦作

　
 

付及び輸出米の取組に

農

対して助成を行いま

し

林

た。

継続区分 会計・款

業

・項・目 令和4年度の

の

事業概要（実績）
対象

振

農業者等が、転作田に

興

おいて小麦・大豆を作

と

付けしている面積に対

担

して定額継続 一般・6

い

款・1項・3目
10ａ

　
手

当たり1万円以内を、

の

輸出米に対しては、1

支

0ａ当たり5千円以内

援

を予算の範囲
事   

－

 業    主   

 

 体 内で調整し助成し

1

ました。

農林課

【協働

2

事業】

新岩手農業協同

5

組合

 

事      

０

－

 業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

農業振興地域整備促進事業 【事業意図・ねらい】農業以外の土地利用調整を図りつつ集団的な優良農地を確

保し、効率の高い農業投資を計画的に推進しま

３

す。

【達成状況】無秩序な開発から農地を守

事

り、農業の健全な発展

 

・振興を図りまし

た。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
定期見直

 

し関連業務及び個別農

 

振除外案件の対応や優

 

良農地の確保（50.

 

業

8％）を継続 一般・6

 

款・1項・3目
図りま

 

した。
事    業 

 

   主    体
農

 

林課

【滝沢市主体】

  

事       業 

 

      名 事業の

名

意図やねらい（成果や

事

効果）の達成状況

中山



令 報

目

成20年度～令和7年

○

度標 助対象事業に対す

全

る事業実施数
動 4 6 5

体

3値 単 位 件

／指
実

標 績

事

単 位 ○特定財源

決   

業

市町村振興助成金【そ

期

の他】投 年度別事業費

間

1,568 1,786

活

1,268 1,698

協

  
  資 内 特定財源

告

議

1,400
算   

  

会

指 訳 一般財源 1,56

会

8 1,786 1,26

員

8 298

額標 他団体事

数

業負担額 3,175 3

（

,573 2,535 7

認

,402

定農業

令

者数） 185 180 1

和

80 165   平成9

元

年度～令和7年度標
動

年

182 168 151 1

度

51値 単 位 人

／指
実

標

～

績 単 位

決投 年度別事業

令

費 500

資 内 特定財源

和

算
指 訳 一般財源 500

和
4

額標 他団体事業負担額

年度

（

項     

単

  目 令和元年度 令和

位

2年度 令和3年度 令和

 

4年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

千

活 小麦・大豆の作付け

円

面積、新規 116 11

4

）

6 116 116   平

－

成16年度～令和7年

 

度標 需要米（輸出用米

1

）取組面積
動 122 1

2

35 119 122値 単

6

位 ha

／指
実

標 績 単 位

 

決投 年度別事業費 9,

－

104 10,169 9,000 9,000

資 内 特定財源
算

指 訳 一般

年

財源 9,104 10,169 9,000 9,000

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事

度

業期間活 農振地域内優良農地率 50.8 50.8 50.8 49.3   昭和47年度～令和7年度標
動 49.9 49.3 50.2 50.8値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 9 22 8 3,663

資 内 特定財源
算

指 訳 一

事

般財源 9 22 8 3,663

額標 他団体事業負

項

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 交付金交付対象

業

目

区域内における 74,

令

346 74,346 7

和

4,346 74,34

元

6   平成13年度～

年

令和7年度標 耕作面積

度

動 74,346 74,

令

346 74,346 7

和

4,346値 単 位 m2

2

／指
実

標 績 単 位 ○特定

年

財源

決   中山間地域

実

度

等直接支払交付金投 年

令

度別事業費 1,561

和

1,561 1,561

3

1,561   【県】

年

（2/3以内）
  資

度

内 特定財源 1,040

令

1,040 1,040

和

1,040
算   

  

4

指 訳 一般財源 521 5

年

21 521 521

額標

績

度

他団体事業負担額

備  

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 農

 

業団体等から申請のあ

考

った補 2 3 4 4   平



  

業

和4年度の事業概要（

の

実績）
滝沢市農業次世

意

代人材投資資金の継続

図

申請者への農業次世代

や

人材投資資金の交付継

ね

続 一般・6款・1項・

ら

3目
に加え、申請者が

い

作成した収支計画に基

（

づき、農業経営指導マ

成

ネージャーを中心
事 

 

果

   業    主 

や

   体 に盛岡農業改

効

良普及センター等の関

果

係機関と連携し、営農

）

指導を行いました。ま

の

農林課 た、盛岡広域振

達

興局及び盛岡農業改良

成

普及センター等関係機

状

関と連携し、情報共

【

況

滝沢市主体】 有を図り

地

農

ながら、新規就農者の

産

継続的確保に努めまし

物

た。

地

事      

域

 業       名

ブ

事業の意図やねらい（

ラ

成果や効果）の達成状

ン

況

いわて地域農業マス

ド

タープラン実践支 【事

化

業意図・ねらい】人・

域

推

農地プランにおける農

進

業者の経営安定化・規

事

模拡大・

系統出荷強化

業

に伴う事業へ補助を行

【

い、実現に向け支援し

事

ます。
援補助事業 【達

業

成状況】市内1団体に

意

対し、生産機械導入の

図

補助を行いました。

継

・

続区分 会計・款・項・

の

ね

目 令和4年度の事業概

ら

要（実績）
補助金交付

い

先 1団体継続 一般・

】

6款・1項・3目
・ね

農

ぎ太さ選別機導入 5

産

50千円 
事    

物

業    主    

の

体
農林課

【他団体事業

ブ

主体】

新岩手農業協同

ラ

組合等

産

ン

事     

ド

  業       

化

名 事業の意図やねらい

を

（成果や効果）の達成

推

状況

多面的機能支払事

進

業 【事業意図・ねらい

し

】国土保全、水源涵養

振

、景観形成等の農業・

興

農村の有する多

面的機

を

能の維持・発展を図り

業

図

ます。

【達成状況】地

り

域の活動組織に交付金

ま

を交付し、農地維持や

す

共同活動に係る支援

を

。

行い、地域資源の適切

【

な保全管理を推進しま

達

した。

継続区分 会計・

成

款・項・目 令和4年度

状

の事業概要（実績）
農

況

業の多面的機能の維持

が

】

・発揮のための組織活

ブ

動に対し、制度に基づ

ラ

き交付金を継続 一般・

ン

6款・1項・3目
交付

ド

しました。（8組織）

化

事    業    

に

主    体
農林課

【

係

他団体事業主体】

多面

る

的機能支払交付金事業

講

活動組織

よ

演会実施・販促PR活

り

動・加工品開発農家へ

政 活

の支

援等を実施しまし

性

た。「県内のスイカ産

化

地＝滝沢」という認識

し

も高まってきてい

るこ

、

とから、効果は出てい

次

ると考えます。 

継続

代

区分 会計・款・項・目

を

令和4年度の事業概要

見

（実績）
・特産品（ス

据

イカ・リンゴ・芋）の

策 え

PR実施（主な内容：

た

滝沢スイカ初競り式、

挑

フ継続 一般・6款・1

戦

項・3目
ァミリーマー

を

トでスイカ販売会、郵

続

便局とのコラボイベン

け

ト実施、滝沢市にちな

る

事    業    

ま

主    体 んだ著名

ち

人やイベント時のスイ

　
 

カ及びリンゴ贈呈等）

基

農林課 ・新商品開発の

本

為の企業等への原材料

施

提供及び協議

【滝沢市

策

主体】 ・市内外商工業

　

者とのマッチング支援

０

・市内協力団体の実施

３

イベントに対する協力

 

（人的支援）

 

事  

　
 

     業    

農

   名 事業の意図や

林

ねらい（成果や効果）

業

の達成状況

環境保全型

の

農業直接支払交付金事

振

業 【事業意図・ねらい

興

】新たな食料・農業・

と

農村基本計画に基づき

担

、地球温暖化及

び生物

い

多様性保全に効果の高

　
手

い営農活動の普及拡大

の

を図ります。

【達成状

支

況】農地土壌への炭素

援

貯留や生物多様性保全

－

に対し効果の高い営農

 

に取

り組んだ農業者に

1

交付金を交付し、支援

2

を行いました。

継続区

7

分 会計・款・項・目 令

 

和4年度の事業概要（

０

－

実績）
農業者等が地球温暖化防止を目的とした、農地土壌への炭素貯留に効果の高い営継続 一般・6款・1項・3目
農活動や生物多様性保全に効果の高い営農活動を取り組む場合に、交付金を交付

事    業    主 

３

   体 することで支援を行いました。

農林

事

課 ・交付金交付先　1

 

団体、2個人

【滝沢市

 

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

新規就農対策事業

 

業

【事業意図・ねらい】

 

認定新規就農者に対し

 

給付金を給付し、農業

 

への定着と経

営安定を

 

図ります。

【達成状況

 

】農業次世代人材投資

 

資金を給付し、早期の

 

経営安定と就農の定着

名

を

図りました。

継続区

事

分 会計・款・項・目 令



令 報

目

財源 1,233 1,9

○

27 755 184

額標

全

他団体事業負担額 3,

体

699 5,774 2,

事

263 550

業期間

項       目 令

活

和元年度 令和2年度 令

イ

和3年度 令和4年度 備

告

ベ

       考

目 ○

ン

全体事業期間活 多面的

ト

機能発揮等のための事

等

業 800 800 850

で

850   平成26年

の

度～令和7年度標 取組

宣

面積
動 464 491 5

伝

34 535値 単 位 ｈａ

活

／指
実

標 績 単 位 ○特定

動

財源

決   多面的機能

令

回

支払交付金投 年度別事

数

業費 16,760 27

1

,836 30,937

0

29,834   【県

1

】（3/4）、地域整

1

備特
  別対策事業基

1

金繰入金【その資 内 特

1

定財源 16,274 2

1

4,194 27,01

1

2 27,168
算   

和

 

他】
  指 訳 一般財源

 

486 3,642 3,

平

925 2,666

額標

成

他団体事業負担額

29年度～令

元

和7年度標
動 14 11

年

11 11値 単 位 回

／指

度

実
標 績 単 位 ○特定財源

～

決   市町村振興交付

令

金【その他】投 年度別

和

事業費 3,372 1,

和
4

894 1,704 2,

年

244   、酒米生産

度

支援システム使用
  

（

料【その他】資 内 特定

単

財源 2,653 1,3

位

36 1,536 1,2

 

36
算   

  指 訳 一

 

般財源 719 558 1

千

68 1,008

額標 他

円

団体事業負担額

4

）

－ 

項       目

1

令和元年度 令和2年度

2

令和3年度 令和4年度

8

備       考

目

 

○全体事業期間活 取組

－

を行っている農地の面積 329 329 329 329   平成23年

年

度～令和7年度標
動 329 0 329 391値 単 位 ａ

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   環境保全型農業直接支払交付投 年度別事業費 263 395 469   金【県】（3/4）
  資 内 特定財源 197 296 351

算   
  

度

指 訳 一般財源 66 99 118

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 認定新規就農

事

者数 9 9 9 9   平成25年度～令和7年度

項

標
動 9 9 9 6値 単 位 経

 

営体

／指
実

標 績 単 位 ○

 

特定財源

決   いわて

 

ニューファーマー支援

 

投 年度別事業費 12,

 

737 14,896 1

 

1,283 8,557

 

  事業費補助金【県

業

目

】（10/10
  ）

令

資 内 特定財源 12,5

和

22 14,565 11

元

,281 8,481
算

年

  
  指 訳 一般財源

度

215 331 2 76

額

令

標 他団体事業負担額

和2年

項      

実

度

 目 令和元年度 令和2

令

年度 令和3年度 令和4

和

年度 備       

3

考

目 ○全体事業期間活

年

単年度補助申請件数分

度

の全件数 1 1 1 1   

令

平成25年度～令和7

和

年度標 の補助導入実現

4

動 1 2 1 1値 単 位 件

／

年

指
実

標 績 単 位 ○特定財

績

度

源

決   いわて地域農

備

業マスタープラ投 年度

 

別事業費 3,699 5

 

,774 2,263 5

 

50   ン実践支援事

 

業費補助金
  【県】

 

（1/3以内）資 内 特

 

定財源 2,466 3,

 

847 1,508 36

考

6
算   

  指 訳 一般



  

業

項・目 令和4年度の事

の

業概要（実績）
・大沢

意

地区及び下鵜飼地区に

図

おいて、農地の所有者

や

・耕作者組織される一

ね

般社団新規 一般・6款

ら

・1項・3目
法人が設

い

立され、担い手となり

（

ました。一本木地区の

成

既存の担い手法人と合

 

果

わせ
事    業  

や

  主    体 た3

効

法人に対し、法人が選

果

定した地域の実情に合

）

ったICT農業機械一

の

式の購入補助

農林課 を

達

行いました。

【協働事

成

業】 ・農作業受託管理

状

システムが構築され、

況

効率的な農作業受託に

地

農

向け令和5年度よ

営農

地

法人、農作業受託管理

中

システム事業者等 り3

間

法人がシステムを活用

管

して農作業受託に取り

理

組みます。

事

事   

業

    業     

【

  名 事業の意図やね

事

らい（成果や効果）の

域

業

達成状況

滝沢市農業資

意

材価格等高騰対策支援

図

給 【事業の意図・ねら

・

い】新型コロナウイル

ね

ス感染症の拡大や社会

ら

情勢の影響など

による

い

農業資材価格の高騰に

】

より経営が悪化してい

農

る農業者の経済的負担

地

の軽減
付金給付事業 を

の

中

図るとともに生産意欲

間

の喚起を促すことを目

管

的としています。

【達

理

成状況】248軒の農

事

家に対し72,512

業

千円の給付を行いまし

を

た。

継続区分 会計・款

活

・項・目 令和4年度の

用

事業概要（実績）
24

し

8軒の農家に対し肥料

産

、

費、飼料費及び動力光

農

熱費について72,5

地

12千円の給付を新規

の

一般・6款・1項・3

有

目
行い、農業経営の緊

効

急的支援を達成するこ

活

とができました。
事 

用

   業    主 

・

   体
農林課

【滝沢

集

市主体】

業

約

事    

化

   業      

を

 名 事業の意図やねら

図

い（成果や効果）の達

り

成状況

相の沢牧野管理

ま

事業 【事業意図・ねら

す

い】畜産経営の飼養管

。

理に係る労力軽減や経

【

費節減などにより

経営

達

の安定を図ります。

【

が

成

達成状況】市内の牧野

状

利用頭数は若干の減少

況

は見られたものの、通

】

年預託施設

の利用等に

地

より、畜産農家の経営

域

安定を図りました。

継

農

続区分 会計・款・項・

業

目 令和4年度の事業概

の

要（実績）
・5月から

担

10月は全畜種を対象

よ

い

に夏季放牧を行いまし

手

た。継続 一般・6款・

と

1項・4目
・夏季にお

な

いて、牛伝染性リンパ

る

種ウイルス陰性の乳牛

中

を対象とした、牛舎預

心

託
事    業   

経

 主    体 と放牧

営

の併用預託を行いまし

体

た。

農林課 ・牛を対象

り

等

に牛伝染性リンパ種ウ

に

イルス対策のため、分

対

離放牧を行いました。

し

【滝沢市主体】 ・11

、

月から翌年度4月は乳

農

用牛（育成牛）を対象

地

に冬季預託施設で舎飼

集

を行いま

した。

積を

政 活

進めまし

た。

継続区分

性

会計・款・項・目 令和

化

4年度の事業概要（実

し

績）
農地所有者や農地

、

借受希望者に対し、農

次

地中間管理事業の周知

代

と誘引を行い、農継続

を

一般・6款・1項・3

見

目
地の集積・集約化を

据

促進しました。また、

策 え

まとまった農地の集積

た

に取り組む地域
事  

挑

  業    主  

戦

  体 の活動を支援し

を

、担い手の育成を図り

続

、制度に基づく協力金

け

を交付しました。

農林

る

課 ・利用権設定面積(

ま

貸付)　204.5h

ち

a

【滝沢市主体】 ・地

　
 

域集積協力金　2件 

基

50,143,200

本

円、・集約化奨励金　

施

　2件 22,434

策

,000円

・経営転換

　

協力金　25件 1,

０

708,000円

３

事

 

       業  

 

     名 事業の意

　
 

図やねらい（成果や効

農

果）の達成状況

災害に

林

強い果樹経営支援補助

業

事業 【事業意図・ねら

の

い】防風ネットの新設

振

及び機能向上に伴う修

興

繕費用に対し補助

する

と

ことで、災害に強い果

担

樹経営を推進します。

い

【達成状況】台風や強

　
手

風による果実落下や枝

の

折れ等を防ぐため、１

支

事業体に対し

、防風ネ

援

ットの増設で補助を実

－

施しました。 

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

1

和4年度の事業概要（

2

実績）
目標件数に届き

9

ましたが、強風や台風

 

被害の多さによっても

０

－

申請件数が増減しま継続 一般・6款・1項・3目
す。また農家所得を増加させることで徐々に実績件数が増えていくものと考えま

事    業    主    体 す。 

農林課 ・補助金交付先 1件

【協働事業】

市内各果

３

樹共同防除組合

事 

事

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

スマート

 

農業からキヅクしくみ

 

づくり 【事業意図・ね

 

らい】管理や更新が大

 

きな負担となる農作業

 

業

機械について、農作

業

 

を受託する法人に集約

 

することで個別経営体

 

の負担を軽減し、持続

 

可能な農業
事業 経営を

 

目指します。

【達成状

 

況】担い手3法人によ

 

り農作業を受託する仕

名

組みが構築されました

事

。

継続区分 会計・款・



令 報

目

     考

目 ○全体

○

事業期間活 家畜の放牧

全

延べ頭数 120,00

体

0 120,000 12

事

0,000 120,0

業

00   昭和40年度

期

～令和7年度標
動 10

間

6,431 111,6

活

21 112,432 1

農

09,028値 単 位 頭

告

地

／指
実

標 績 単 位 ○特定

中

財源

決   牧野使用料

間

【その他】、牧野投 年

管

度別事業費 58,35

理

8 65,000 60,

事

862 67,301  

業

 占用料【その他】、

に

牧草売払
  収入【そ

よ

の他】、農林水産業資

る

内 特定財源 41,86

令

農

2 47,341 44,

地

193 46,705
算

の

  施設災害復旧事業

5

債
  指 訳 一般財源 1

5

6,496 17,65

5

9 16,669 20,

5

596

額標 他団体事業

 

負担額

 平

和

成26年度～令和7年

元

度標 貸借件数
動 11 1

年

2 99 79値 単 位 件

／

度

指
実

標 績 単 位 ○特定財

～

源

決   機構集積協力

令

金交付事業補助投 年度

和

別事業費 1,250 2

和
4

,800 40,628

年

75,808   金【

度

県】（10/10）
 

（

 農地中間管理事業収

単

入【その資 内 特定財源

位

917 2,401 40

 

,628 75,808

 

算   他】
  指 訳 一

千

般財源 333 399

額

円

標 他団体事業負担額

4

）

－ 

項      

1

 目 令和元年度 令和2

3

年度 令和3年度 令和4

0

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

－

申請件数 2 2 2 1   平成22年度～令和7年度標
動 1 2 0 1値 単

年

位 件

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 376 1,053 1,017

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 376 1,053 1,017

額標 他団体事業負担額 377 1,053 1,018

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 プラットフォームを構築する営 0 0 0 3   令和4年度～令和4年度標 農法人数
動 0 0 0 3値 単 位 法人

／指
実

標

事

績 単 位 ○特定財源

決   新型コロナウイルス

項

感染症対投 年度別事業

 

費 88,641   応

 

地方創生臨時交付金【

 

国】
  （1/2）、

 

デジタル田園都市資 内

 

特定財源 88,640

 

算   国家構想推進交

 

付金事業【国
  】（

業

目

1/2）指 訳 一般財源

令

1 <新規事業>

額標 他

和

団体事業負担額

元年度

項       目

令

令和元年度 令和2年度

和

令和3年度 令和4年度

2

備       考

目

年

○全体事業期間活 支援

実

度

を行う農業者数 0 0 0

令

800   令和4年度

和

～令和4年度標
動 0 0

3

0 248値 単 位 名

／指

年

実
標 績 単 位 ○特定財源

度

決   新型コロナウイ

令

ルス感染症対投 年度別

和

事業費 72,884  

4

 応地方創生臨時交付

年

金【国】
  （10/

績

度

10）資 内 特定財源 7

備

2,844
算   

  

 

指 訳 一般財源 40 <新

 

規事業>

額標 他団体事

 

業負担額

  

項 

 

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

考

年度 令和4年度 備  



  

業

   体 ・検定戸数 

の

岩手花平農業協同組合

意

管内19戸

農林課 ・検

図

定頭数 延べ10,8

や

96頭

【他団体事業主

ね

体】 ・生乳検査数 1

ら

1,699検体

岩手花

い

平農協

（

事     

成

  業       

 

果

名 事業の意図やねらい

や

（成果や効果）の達成

効

状況

基幹水利施設管理

果

事業 【事業意図・ねら

）

い】岩洞ダム（農業負

の

担分）及び基幹的な水

達

路（岩洞第２発電

所～

成

導水路～南北分水工～

状

東部分水工）の維持管

況

理事業に対する事業費

地

畜

の一部負

担を行います

産

。

【達成状況】維持管

共

理事業の推進を図りま

進

した。

継続区分 会計・

会

款・項・目 令和4年度

事

の事業概要（実績）
岩

業

洞ダム（農業負担分）

【

及び基幹的な水路（岩

事

洞第２発電所～導水路

業

～南北分水継続 一般・

域

意

6款・1項・5目
工～

図

東部分水工）の維持管

・

理事業に対する事業費

ね

の一部負担を行いまし

ら

た。
事    業  

い

  主    体 ・基

】

幹水利施設管理事業費

家

負担金　443千円

農

畜

林課

【他団体事業主体

の

】

岩手県（岩手山麓土

の

改

地改良区へ管理委託）

良増

事       業

殖

       名 事業

と

の意図やねらい（成果

飼

や効果）の達成状況

国

養

営造成施設管理体制整

管

備促進事業 【事業意図

理

・ねらい】土地改良施

技

設等に係る啓発普及活

産

術

動、地域住民との協働

改

事

業、施設管理費に対

良

する多面的機能分の相

を

当する補助金交付事業

促

、施設の寿命を

延ばす

進

ための施設の補修事業

し

等の実施を促進します

、

。

【達成状況】事業実

畜

施により、土地改良施

産

設等の整備を図りまし

業

農

た。

継続区分 会計・款

家

・項・目 令和4年度の

相

事業概要（実績）
土地

互

改良施設等の係る啓発

の

普及活動、地域住民と

研

の協働事業（推進活動

鑽

事業）、継続 一般・6

と

款・1項・5目
施設管

優

理費に対する多面的機

良

能分に相当する補助金

が

家

交付事業（強化支援事

畜

業）等
事    業 

生

   主    体 を

産

実施しました。

農林課

意

・国営造成施設維持管

欲

理適正化事業費負担金

の

　91千円

【他団体事

向

業主体】 ・水利施設管

上

理強化事業費負担金　

を

1,012千円

岩手県

よ

図ります。

【達成状況

り

】開催中止が続いてい

政 活

た共進会も徐々に再開

性

し、優良な家畜を一堂

化

に

集め審査が行われま

し

した。家畜改良意欲が

、

高揚され畜産振興を図

次

りました。 

継続区分

代

会計・款・項・目 令和

を

4年度の事業概要（実

見

績）
・岩手県畜産共進

据

会（8月下旬頃開催）

策 え

副賞交付継続 一般・6

た

款・1項・4目
・新岩

挑

手農協共励会副賞交付

戦

事    業    

を

主    体 ・岩手花

続

平農協共進会副賞交付

け

農林課 ・岩中酪農協共

る

進会副賞交付

【協働事

ま

業】 ※その他の共進会

ち

は新型コロナウイルス

　
 

感染拡大のため、規模

基

縮小または中止と

新岩

本

手農協・岩中酪農協・

施

岩手花平農協 なりまし

策

た。

　

事      

０

 業       名

３

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

畜産環境改善支援補

　
 

助事業 【事業意図・ね

農

らい】酪農及び畜産経

林

営の安定化と維持促進

業

を図ります。

【達成状

の

況】酪農・和牛ヘルパ

振

ーの利用促進、生乳検

興

査及び肉用牛受精卵移

と

植に

対する補助を実施

担

し、酪農及び畜産経営

い

の安定化を図りました

　
手

。

継続区分 会計・款・

の

項・目 令和4年度の事

支

業概要（実績）
次のと

援

おり補助金を交付しま

－

した。継続 一般・6款

 

・1項・4目
・酪農ヘ

1

ルパー利用補助 3,

3

601千円
事    

1

業    主    

 

体 ・和牛ヘルパー利用

０

－

補助 236千円

農林課 ・生乳検査事業補助 2,589千円

【他団体事業主体】 ・肉用牛受精卵移植事業補助 489千円

新岩手農協・岩中酪農協・岩手花平農協

事       業      

３

 名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達

事

成状況

畜産振興総合対

 

策推進指導補助事業 【

 

事業意図・ねらい】乳

 

用牛群検定の普及によ

 

り、効率的で生産性の

 

高い酪農経

営を図りま

 

す。 

【達成状況】牛

 

群検定を実施し、効率

 

業

的な酪農経営に寄与し

 

ました。

継続区分 会計

 

・款・項・目 令和4年

 

度の事業概要（実績）

 

・畜産振興総合対策推

 

進指導事業費補助金 

 

212千円継続 一般・

 

6款・1項・4目
・事

名

業内容 牛群検定
事 

事

   業    主 



令 報

目

和元年度 令和2年度 令

○

和3年度 令和4年度 備

全

       考

目 ○

体

全体事業期間活 地域住

事

民との施設維持管理協

業

定 11 11 11 11  

期

 平成13年度～令和

間

7年度標 締結数
動 12

活

12 12 12値 単 位 箇

出

所（累計）

／指
実

標 績

告

品

単 位

決投 年度別事業費

頭

1,078 1,075

数

1,023 1,103

4

資 内 特定財源
算

指 訳 一

0

般財源 1,078 1,

4

075 1,023 1,

0

103

額標 他団体事業

4

負担額 14,460 1

0

5,799 14,15

4

8 14,611

令

0   平成16年度～

和

令和7年度標
動 45 0

元

0 30値 単 位 頭

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費 341 19 11 3

～

9

資 内 特定財源
算

指 訳

令

一般財源 341 19 1

和

1 39

額標 他団体事業

和
4

負担額

年度

項  

（

     目 令和元年

単

度 令和2年度 令和3年

位

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 酪農ヘルパー

千

利用回数 800 800

円

800 800   平成

4

）

5年度～令和7年度標

－

動 699 654 596

 

541値 単 位 回

／指
実

1

標 績 単 位 ○特定財源

決

3

  新型コロナウイル

2

ス感染症対投 年度別事

 

業費 4,789 7,8

－

95 7,638 6,915   応地方創生臨時交付金【国】
  、

年

地域整備特別対策事業基金資 内 特定財源 2,000 2,200 6,465
算   繰入金【その他】

  指 訳 一般財源 4,789 5,895 5,438 450

額標 他団体事業負担額

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 検定参加農家数 21 21 21 20   平成18年度～令和7年度標
動 20 19 19 19値 単 位 戸

／指
実

標 績 単

事

位 ○特定財源

決   岩手県畜産振興総合対策

項

推進投 年度別事業費 4

 

10 400 365 21

 

2   指導事業費補助

 

金【県】
  資 内 特定

 

財源 410 400 36

 

5 212
算   

  指

 

訳 一般財源

額標 他団体

 

事業負担額

業

目 令

項

和

       目 令和

元

元年度 令和2年度 令和

年

3年度 令和4年度 備 

度

      考

目 ○全

令

体事業期間活 岩洞ダム

和

農業用水供給量 66,

2

460,000 66,

年

460,000 66,

実

度

460,000 66,

令

460,000   平

和

成13年度～令和7年

3

度標
動 65,016,

年

857 65,470,

度

204 64,942,

令

353 62,040,

和

902値 単 位 立方ﾒｰ

4

ﾄﾙ

／指
実

標 績 単 位

決

年

投 年度別事業費 677

績

度

926 317 443

資

備

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 677 926 31

 

7 443

額標 他団体事

 

業負担額 11,128

 

16,184 6,71

 

8 7,562

  考

項       目 令



  

業

事   

の

    業     

意

  名 事業の意図やね

図

らい（成果や効果）の

や

達成状況

市有林整備事

ね

業 【事業意図・ねらい

ら

】森林の財産的価値の

い

向上及び森林が持つ多

（

面的機能の発揮

を図る

成

ため、森林の適正管理

 

果

を行います。

【達成状

や

況】市有林の森林整備

効

を進めるため、測量等

果

の事前作業を行いまし

）

た。

継続区分 会計・款

の

・項・目 令和4年度の

達

事業概要（実績）
・令

成

和5年度に実施する市

状

有林整備の測量を実施

況

しました。継続 一般・

地

土

6款・2項・1目
　　

地

測量面 0.24ha

改

事    業    

良

主    体 ・森林病

施

害虫等駆除業務につい

設

て、県単事業・市単事

維

業を実施しました。

農

持

林課 　　松くい虫春駆

管

除　材積  4.16

理

㎥

【滝沢市主体】 　　

域

事

　　　　秋駆除　材積

業

 22.19㎥

【

事 

事

      業   

業

    名 事業の意図

意

やねらい（成果や効果

図

）の達成状況

民有林森

・

林保全整備補助事業 【

ね

事業意図・ねらい】森

ら

林施業の推進を図るた

の

い

め、山林所有者の森林

】

整備に対し

、助成を行

市

います。

【達成状況】

が

造林、除間伐等の森林

所

整備の実施に対し、山

有

林所有者の自己負担額

す

の軽減のため助成を行

る

いました。

継続区分 会

土

計・款・項・目 令和4

地

年度の事業概要（実績

産

改

）
実績面積継続 一般・

良

6款・2項・1目
・人

施

工造林　 6.64h

設

a
事    業   

（

 主    体 ・下 

農

刈 り　17.83h

道

a

農林課 ・更 新 伐

）

　 0.68ha　

【

等

協働事業】

山林所有者

を

業

適正に管理すると

とも

が

に、市内の土地改良施

よ

設の管理者等に対して

り

指導・助言等を行うこ

政 活

とにより

、その機能を

性

適正に維持します。

【

化

達成状況】農道の除雪

し

作業を実施し、適正な

、

維持管理を行いました

次

。

継続区分 会計・款・

代

項・目 令和4年度の事

を

業概要（実績）
農道上

見

郷第２線等の土地改良

据

施設を対象に次の事業

策 え

を行いました。継続 一

た

般・6款・1項・5目

挑

・通年の定期巡回等管

戦

理業務
事    業 

を

   主    体 ・

続

冬期の除雪業務

農林課

け

・道路賠償責任保険保

る

険料

【滝沢市主体】 防

ま

災重点ため池（沼森た

ち

め池）廃止事業の実施

　
 

・設計修正業務　1,

基

056千円

本

事   

施

    業     

策

  名 事業の意図やね

　

らい（成果や効果）の

０

達成状況

県営農村災害

３

対策整備事業 【事業意

 

図・ねらい】国営造成

 

施設の老朽化に伴い実

　
 

施される「国営かんが

農

い排

水事業（岩手山麓

林

地区）」の末端につい

業

て事業を実施し、営農

の

活動の推進と農地

の保

振

全を図ります。

（義務

興

的事業） 【達成状況】

と

事業推進により、農地

担

保全を図りました。

継

い

続区分 会計・款・項・

　
手

目 令和4年度の事業概

の

要（実績）
県が実施す

支

る主幹線水路等の整備

援

事業の実施を支援し、

－

滝沢市に係る事業費を

 

負継続 一般・6款・1

1

項・5目
担しました。

3

事    業    

3

主    体
農林課

【

 

他団体事業主体】

岩手

０

－

県

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市土地改良補助事業 【事業意図・ねらい】農地の保全を進め、農業経営の安定・健全な営農を図りま

す。

【

３

達成状況】土地改良区等が実施する土地改良

事

事業に対し、滝沢市土

 

地改良事業

補助金を交

 

付し、事業の推進を図

 

りました。

継続区分 会

 

計・款・項・目 令和4

 

年度の事業概要（実績

 

）
各土地改良区の実施

 

する土地改良事業に対

 

業

し、滝沢市土地改良事

 

業補助金を交付継続 一

 

般・6款・1項・5目

 

しました。
事    

 

業    主    

 

体 ・滝沢市土地改良事

 

業補助金（2箇所）　

 

1,343千円

農林課

名

【他団体事業主体】

土

事

地改良区等



令 報

目 ○

項    

全

   目 令和元年度 令

体

和2年度 令和3年度 令

事

和4年度 備     

業

  考

目 ○全体事業期

期

間活 民有林の森林施業

間

面積 53 53 53 53

活

  平成30年度～令

農

和7年度標
動 51 27

告

道

30 25値 単 位 ha

／

上

指
実

標 績 単 位

決投 年度

郷

別事業費 1,067 4

第

40 918 752

資 内

２

特定財源
算

指 訳 一般財

線

源 1,067 440 9

に

18 752

額標 他団体

お

事業負担額

ける

令

除草等 7 7 7 7   平

和

成13年度～令和7年

元

度標 維持作業、除雪作

年

業
動 5 8 13 9値 単 位

度

回（日）

／指
実

標 績 単

～

位

決投 年度別事業費 4

令

7 489 175 1,1

和

60

資 内 特定財源
算

指

和
4

訳 一般財源 47 489

年

175 1,160

額標

度

他団体事業負担額

（単位

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

千

度 備       考

円

目 ○全体事業期間活 事

4

）

業進捗率 15 20 35

－

40   平成26年度

 

～令和9年度標
動 17

1

.82 18.27 30

3

.01 36.59値 単

4

位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○

 

特定財源

決   公共事

－

業等債投 年度別事業費 13,986 1,830 16,753 15,

年

108   
  資 内 特定財源 12,500 1,600 15,000 13,500

算   
  指 訳 一般財源 1,486 230 1,753 1,608

額標 他団体事業負担額 324,814 44,170 528,247 284,8

度

92

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 期間中の施設改修率 100 100 100 100   平成12

事

年度～令和7年度標
動 100 100 100 1

項

00値 単 位 ％

／指 期間

 

中の当該年度における

 

事業 1 0 0 1
実 対象箇

 

所数
標 1 0 1 2績 単 位

 

箇所

決投 年度別事業費

 

2,600 318 1,

 

343

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 2,60

業

目

0 318 1,343

額

令

標 他団体事業負担額 1

和

0,433 3,319

元年度

項     

令

  目 令和元年度 令和

和

2年度 令和3年度 令和

2

4年度 備      

年

 考

目 ○全体事業期間

実

度

活 市有林・分収林の整

令

備 15 15 15 10  

和

 平成29年度～令和

3

7年度標
動 6 0 12 0

年

値 単 位 ha

／指
実

標 績

度

単 位 ○特定財源

決   

令

造林事業費補助金【県

和

】（3/投 年度別事業

4

費 3,181 1,24

年

7 2,894 1,41

績

度

7   4）、市有林貸

備

付収入【その
  他】

 

、市町村振興助成金【

 

そ資 内 特定財源 687

 

908 1,356 88

 

2
算   の他】

  指

 

訳 一般財源 2,494

 

339 1,538 53

 

5

額標 他団体事業負担

考

額



  

業

進を図りました。

継続

の

区分 会計・款・項・目

意

令和4年度の事業概要

図

（実績）
令和2年度森

や

林意向調査の回答あっ

ね

たもののうち、「市へ

ら

経営管理を委託する継

い

続 一般・6款・2項・

（

1目
ことを検討したい

成

」旨の回答があり、か

 

果

つ、登記情報が現況に

や

則している森林の
事 

効

   業    主 

果

   体 所有者40名

）

、森林面積54.4h

の

aについて森林現況調

達

査を実施しました。

農

成

林課

【滝沢市主体】

状況

事       業 

地

林

      名 事業の

道

意図やねらい（成果や

等

効果）の達成状況

特用

維

林産施設体制整備補助

持

事業 令和3年度事業実

管

績報告書参照

継続区分

理

会計・款・項・目 令和

事

4年度の事業概要（実

業

績）
令和3年度完了事

【

業完了 一般・6款・2

域

事

項・1目

事    業

業

    主    体

意

農林課

【他団体事業主

図

体】

・ねらい】林

の

道の維持管理を実施し

産

、林業振興の推進を図

業

ります。

【達成状況】

が

林道の維持修繕、除雪

よ

作業、敷砂利等の維持

り

管理を実施しました。

政 活

継続区分 会計・款・項

性

・目 令和4年度の事業

化

概要（実績）
・定期巡

し

回、維持修繕、敷砂利

、

、除雪業務継続 一般・

次

6款・2項・1目
・岩

代

手県治山林道協会費 

を

5千円
事    業 

見

   主    体 ・

据

道路賠償責任保険　保

策 え

険料

農林課

【滝沢市主

た

体】

挑

事      

戦

 業       名

を

事業の意図やねらい（

続

成果や効果）の達成状

け

況

有害鳥獣対策事業 【

る

事業意図・ねらい】有

ま

害鳥獣による農作物被

ち

害と農作業時における

　
 

人身被害の

防止を図り

基

ます。

【達成状況】ツ

本

キノワグマやイノシシ

施

等による被害防止のた

策

め、電気柵設置事業

に

　

対する助成を実施しま

０

した。

継続区分 会計・

３

款・項・目 令和4年度

 

の事業概要（実績）
補

 

助を実施した電気柵　

　
 

18セット継続 一般・

農

6款・2項・1目

事 

林

   業    主 

業

   体
農林課

【協働

の

事業】

市内外関係農協

振

等

興

事       

と

業       名 事

担

業の意図やねらい（成

い

果や効果）の達成状況

　
手

森林・山村多面的機能

の

発揮対策補助事 【事業

支

意図・ねらい】地域住

援

民や森林所有者等によ

－

る、里山林等の保全管

 

理及び

山村地域活性化

1

に資する取組の促進を

3

図ります。
業 【達成状

5

況】取組を促進するた

 

め、市内5団体へ交付

０

－

金の交付を実施しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
市内5団体、整備面積10.4haに対し、交付額288千円を交付しました。継続 一般・6款・2項・1目

事    業    主  

３

  体
農林課

【他団体事業主体】

いわて里山

事

再生地域協議会

 

事 

 

      業   

 

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

森林経営

 

管理事業 【事業意図・

 

ねらい】適切な経営管

 

業

理が行われていない森

 

林について、自治体主

 

導で管理することで間

 

伐等の実施が進み、森

 

林の多面的機能の発揮

 

が期待され、

災害等の

 

未然防止へとつながり

 

ます。

【達成状況】森

名

林所有者へ森林現況調

事

査を実施し、事業の推



令 報

目

生産資材（きのこ種菌

○

）の導入 4,461 4

全

,474 457
実

標 4

体

,466 2,939 0

事

績 単 位 枚（種菌460

業

個／枚）

決投 年度別事

期

業費 10,372

資 内

間

特定財源 4,511
算

活

指 訳 一般財源 5,86

維

1

額標 他団体事業負担

告

持

額

修繕工事等（敷き砂

令

利を含 6 6 6 6   平

和

成21年度～令和7年

元

度標 む）
動 9 7 4 4値

年

単 位 回（件）

／指 除雪

度

業務 8 8 8 8
実

標 6 1

～

7 16 17績 単 位 回（

令

日）

決投 年度別事業費

和

6,109 4,089

和
4

2,248 13,03

年

8

資 内 特定財源
算

指 訳

度

一般財源 6,109 4

（

,089 2,248 1

単

3,038

額標 他団体

位

事業負担額

  

項

千

       目 令和

円

元年度 令和2年度 令和

4

）

3年度 令和4年度 備 

－

      考

目 ○全

 

体事業期間活 農作物被

1

害額 445 430 1,

3

000 1,000   

6

平成21年度～令和7

 

年度標
動 2,417 4

－

,612 1,358 1,132値 単 位 千円

／指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 301 890 2,923 3,385

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 301 890 2,923 3,385

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2

度

年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 森林整備面積 3.9 4.2 12.3 15.2   令和4年度～令和7年度標
動 3 8.1 15.3 10.4値 単 位 ha

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 60 1

事

62 246 288

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財

項

源 60 162 246 2

 

88

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

業

目

   考

目 ○全体事業

令

期間活 意向調査実施筆

和

数 0 594 599 0  

元

 令和元年度～令和7

年

年度標
動 0 310 26

度

8 0値 単 位 筆

／指 森林

令

現況調査 0 0 0 40
実

和

標 0 0 0 40績 単 位 名

2

○特定財源

決   森林

年

環境譲与税基金繰入金

実

度

【投 年度別事業費 5,

令

183 6,034   

和

その他】
  資 内 特定

3

財源 5,183 6,0

年

34
算   

  指 訳 一

度

般財源

額標 他団体事業

令

負担額

和4

項  

年

     目 令和元年

績

度

度 令和2年度 令和3年

備

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 生産資材（き

 

のこ原木）の導入 34

 

,200 34,300

 

5,000   平成2

 

8年度～令和3年度標

 

動 34,100 34,

考

200 0値 単 位 本

／指



  

業

の達成状況

へい獣処理

の

施設整備事業 令和元年

意

度事業実績報告書参照

図

継続区分 会計・款・項

や

・目 令和4年度の事業

ね

概要（実績）
令和元年

ら

度完了事業完了 ―

事 

い

   業    主 

（

   体
農林課

【他団

成

体事業主体】

岩手県央

 

果

へい獣処理協議会

や効果）の達成状況

地

国営かんがい排水事業

域

（岩手山麓地区 【事業

の

意図・ねらい】国営造

産

成施設の老朽化に伴い

業

、施設の全面改修を実

が

施し、

引き続き営農活

よ

動の推進と農地保全を

り

図ります。
） 【達成状

政 活

況】施設の改修を進め

性

ました。

継続区分 会計

化

・款・項・目 令和4年

し

度の事業概要（実績）

、

国が実施する導水路、

次

分水口、主幹線水路等

代

の整備事業の実施を支

を

援しました。継続 一般

見

事    業    

据

主    体
農林課

【

策 え

他団体事業主体】

農林

た

水産省東北農政局

挑

事

戦

       業  

を

     名 事業の意

続

図やねらい（成果や効

け

果）の達成状況

畜産競

る

争力強化整備補助事業

ま

【事業意図・ねらい】

ち

中核的、先進的酪農家

　
 

の育成を図り、地域の

基

技術向上と収

益性向上

本

のモデル経営体の育成

施

を図ります。 

【達成

策

状況】地域の中心的な

　

経営体として経営され

０

、技術向上と畜産振興

３

を図り

ました。 

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

　
 

（実績）
今年度の事業

農

実施はありません。継

林

続 一般

事    業 

業

   主    体
農

の

林課

【他団体事業主体

振

】

畜産クラスター協議

興

会等

と

事      

担

 業       名

い

事業の意図やねらい（

　
手

成果や効果）の達成状

の

況

林業成長産業化総合

支

対策事業 【事業意図・

援

ねらい】高性能林業機

－

械を導入して積極的に

 

森林整備の推進を図ろ

1

うとする林業経営体に

3

対して補助金を交付し

7

て支援を行います。

【

 

達成状況】令和4年度

０

－

の実績はありません。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
林業経営体への補助金交付について、実績はありませんでした。継続 一般

事    業    主    体
農林課

【他団体事業主体】

林業経

３

営体

事      

事

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

 

況

畜産環境保全特別支

 

援資金利子補給補 令和

 

2年度事業実績報告書

 

参照

助事業

（義務的事

 

業）

継続区分 会計・款

 

業

・項・目 令和4年度の

 

事業概要（実績）
令和

 

2年度完了事業完了 ―

 

事    業    

 

主    体
農林課

【

 

滝沢市主体】

 

事  

 

     業    

名

   名 事業の意図や

事

ねらい（成果や効果）



令 報

目 ○全体事業期間活 受

告

益面積 1,574 1,

令

574 1,574 1,

和

574   平成26年

元

度～令和9年度標
動 1

年

,574 1,574 1

度

,574 1,574値

～

単 位 ｈａ

／指
実

標 績 単

令

位

決投 年度別事業費

資

和

内 特定財源
算

指 訳 一般

和
4

財源 〈ゼロ予算事業〉

年

額標 他団体事業負担額

度

3,210,000 3

（

,481,000 2,

単

030,000 1,8

位

20,000

  千

項       目 令

円

和元年度 令和2年度 令

4

）

和3年度 令和4年度 備

－

       考

目 ○

 

全体事業期間活 酪農農

1

家戸数 60 60 60 5

3

5   平成27年度～

8

令和7年度標
動 56 5

 

4 53 52値 単 位 戸

／

－

指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源

額標 他

年

団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 高性能林業機械整備 0 0 0 0   平成30年度～

度

令和7年度標
動 0 0 0 0値 単 位 台

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年

事

度 令和4年度 備       考

目 ○全体事

項

業期間活 資金融資を受

 

けた農業者への利 10

 

0 100   平成13

 

年度～令和2年度標 子

 

補給割合
動 100 10

 

0値 単 位 ％

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

 

2 1

資 内 特定財源 1 1

業

目

算
指 訳 一般財源 1

額標

令

他団体事業負担額

和元年

項       

度

目 令和元年度 令和2年

令

度 令和3年度 令和4年

和

度 備       考

2

目 ○全体事業期間活 牛

年

飼養農家戸数 115  

実

度

 令和元年度～令和元

令

年度標
動 107値 単 位

和

戸

／指
実

標 績 単 位

決投

3

年度別事業費 11,7

年

66

資 内 特定財源
算

指

度

訳 一般財源 11,76

令

6

額標 他団体事業負担

和

額

4年

績

度 備       考



  

     計

 

 

０３   地域の産業

地

がより活性化し、次代

域

を見据えた挑戦を続け

の

るまち

産業がより政 活性化し、次代を見据策 えた挑戦を続けるまち　
 基本施策　０３  

　
 農林業の振興と担い

　
手の支援

－ 139 

０

－

小    

３

          

 

          



令 報

事業費 162,403

告

158,913 217

令

,630 422,24

和

1

資 内 特定財源 95,

元

447 103,365

年

159,292 355

度

,662
算

指 訳 一般財

～

源 66,956 55,

令

548 58,338 6

和

6,579

額標 他団体

和
4

事業負担額 3,578

年

,086 3,567,

度

553 2,583,9

（

21 2,139,35

単

4

位 

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

千

和3年度 令和4年度 備

円

       考

決投

4

）

年度別事業費 352,

－

464 522,443

 

499,691 805

1

,476

資 内 特定財源

4

221,376 374

0

,981 381,13

 

8 645,876
算

指

－

訳 一般財源 131,088 147,462 118,553 159,

年

600

額標 他団体事業負担額 3,578,086 3,567,553 2,583,921 2,139,354

度

項  

事

     目 令和元年

業

度 令和2年度 令和3年

実

度 令和4年度 備   

績

    考

決投 年度別



  

め、タクシーによる実証事業を実施しま継続 一般・2款・1項・9目
した。

事    業    主    体 ・公共交通の利用促進策として、「たきざわのりものフェスタ」、「橋場線100

都市政策課 周年記念」のイベ

 

ントを実施しました。

【滝沢市主体】 ・新型コロナウイルス感染症対策として、公共交通事業者等を対象とした支援金

を交付しました。

ひ

計画のビジョン

と

（政策が実現できたと

に

きの状態）

生活基盤を

や

整備、維持することに

さ

より、子どもから高齢

し

者までが、安全に安心

く

して暮らすことができ

安

る、ひとにやさしいま

政 全

ちづくりを目指します

・

。また、活力あふれる

安

まちを目指し、交流と

心

活力、雇用の拠点づく

で

りを進めます。

政策目

活

標値の達成状況

基準値

力

上：戦略目標見込値／

あ

下：達成値 目標値 進捗

ふ

状況No 政 策 目 標 指 数

れ

平成30年度 令和元年

策 る

度 令和2年度 令和3年

ま

度 令和4年度 令和4年

ち

度 進捗率(%)

暮 滝沢

 

市は住みやすい市だと

基

感じている人の割合
1

本

ら 76 77 79 80 8

施

0 Ｂ74.1単 位 ％

策

し 70.6 68.8 7

　

4.7 78.5 78.

０

5 74.6

幸 滝沢市に

　
１

愛着がある人の割合
2

 

76 77 79 80 80

 

Ｃ74.6単 位 ％福

 

69.1 68.1 71

活

.2 75 75 7.4

力

基

あ

本施策が４年間でめざ

る

す姿

都市計画、住宅、

都

公園、景観など都市に

市

関する施策の推進によ

　
づ

り、魅力と活気が満ち

く

安心で充実した日常生

り

活を送ることが

できる

の

都市づくりを目指しま

推

す。

基本計画期間内の

進

取り組みと方針のうち

－

、令和4年度の重点課

 

題の達成（実現）状況

1

Ａ 達成した

【重点課題

4

】

市役所周辺の中心拠

　

1

点の形成、交通結節点

 

の環境整備や公共交通

－

の利用促進、良好な住宅環境形成のため空家等対策計画の

施策に取組みます。

【重点課題に対する達成状況】

中心拠点の形成については中心拠点商業地区の整備を推進し、公共交

０

通の利用促進については交通事業者へ支援金の交付や

イベントなどを行い、良好な住環境形成については特定空家等の認定など空家等対策計画の施策に取り組みました。

事       業    

４

   名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

交通政策推進事務 【事業意図・ねらい】公共交通の維持又は利用促進を推進するため、市地域公共

交通網形成計画に基づいた施策を展開し、公共交通機関の活性化を図

 

ります。

【達成状況】市地域公共交通網形成計画に基づき、ハード、ソフトそれぞれの事

（義務的事業） 業を実施しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・小需要交通地区の交通網を検討するた
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中

築）が完了しました。

心

また、駅舎改修につい

拠

て、地元自治会やＪ

Ｒ

点

と協議を行い事業推進

商

を図りました。

・公共

業

交通について、滝沢市

地

地域公共交通網形成計

区

画に基づき、実証運行

の

や利用促進などの各施

整

策に取り組みました。

告

備

令和6年度方針策定に

に

際し、今後の方向性や

つ

引継課題

Ｂ 課題あり

【

い

今後の方向性】

引き続

て

き中心拠点形成の実現

、

に向け、各関係機関と

市

協議を進めるとともに

街

、交通結節点としての

化

環境整備を図るなど将

区

来的

な土地利用と公共

令

域

交通が連携したまちづ

編

くりを推進してまいり

入

ます。

【引続課題】

・

後

コロナ収束後の公共交

開

通事業者への支援の継

発

続

・小需要交通地域の

行

交通網の形成

・特定空

為

家等の除却、空き家の

に

利活用促進に係る補助

向

制度等の策定

和

けた協

項       目 令

議

和元年度 令和2年度 令

が

和3年度 令和4年度 備

進

       考

目 ○

ん

全体事業期間活 市内全

で

駅(滝沢/巣子/大釜

お

/小岩 6,022 5,

り

847 5,847 5,

元

、

847   平成18年

交

度～令和7年度標 井)

流

の1日平均乗降人員の

と

合計
動 5,665 4,

活

827 4,801 0値

力

単 位 人／日

／指 定期路

、

線バスが区域内で運行

雇

さ 31 32 32 32
実

用

れている自治会数
標 3

の

1 32 32 32績 単 位

年

拠

地区(全32自治会の

点

うち) ○特定財源

決  

づ

 新型コロナウイルス

く

感染症対投 年度別事業

り

費 7,665 81,6

を

40 29,617 41

推

,311   応地方創

進

生臨時交付金【国】
 

し

 、地域公共交通活性

ま

化推進事資 内 特定財源

度

し

3,433 72,94

た

7 26,723 37,

。

854
算   業費補助

・

金【県】(1/2)、

「

地
  域経営推進費【

滝

県】(1/2）指 訳 一

沢

般財源 4,232 8,

市

693 2,894 3,

地

457 ※ＪＲ小岩井駅

域

の無人化に伴い

額 、市

～

公

内全駅乗降人員の令和

共

４年標 他団体事業負担

交

額
度実績値は補足不能

通

である。

網形成計画」

令

に基づき実証実験を行

和

い、持続可能な公共交

和
4

通について課題を取り

年

まとめました。

・持続

度

可能な水道事業経営の

（

ため、滝沢市水道事業

単

中期経営計画（後期）

位

に基づき、コスト縮減

 

と財源確保に取り組む

 

とと

もに、第３次水道

千

事業ビジョンを策定し

円

ました。

・安全で強靭

4

）

な水道を目指し、水源

－

保全や施設の適正な維

 

持管理を行うとともに

1

、老朽施設の更新と耐

4

震化を推進しました

。

2

・効率的な汚水処理施

 

設の整備と普及促進、

－

適正な維持管理を行うとともに、アセットマネジメントを策定し、

年

経営の健全

化と基盤強化に取り組みました。

基本計画内の取り組みと方針のうち、令和4年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題に対する達成状況】

・中心拠点形成については、

政

開発者と関係機関等と

度

策

調整を行い、中心拠点

目

商業地区の開発行為に

標

ついて指導しました。

の

また

市道向新田線の整

達

備を推進しました。

・

成

小岩井駅周辺の整備に

（

ついては、公衆トイレ

実

の整備を完成しました

現

。

・第３次水道事業ビ

）

ジョンを策定し、財務

事

に

シミュレーションの見

向

直しを行う等、利用者

け

の利便性向上とコスト

た

縮減に努めま

した。

・

基

滝沢市水道事業中期経

本

営計画（後期）に基づ

計

く施設の更新整備と耐

画

震化を推進しました。

期

・公共下水道における

間

接続率向上に取り組む

業

内

とともに、アセットマ

の

ネジメントを策定し経

取

営戦略見直しへ向けて

り

の検討を行

いました。

組み

基本施策目標の達成

と

（実現）に向けた計画

方

期間内の取り組みと方

針

針についての達成（実

に

現）状況

Ｂ 概ね達成し

実

つ

た

・市役所前の中心拠

い

点商業地区の整備につ

て

いて、関係機関との協

の

議や補助金の検討を行

達

いました。

・空き家対

成

策について、滝沢市空

（

家等対策計画に基づき

実

、特定空家等の認定と

現

空き家の利活用策の検

）

討を行いました。

・公

績

状

園維持管理について、

況

滝沢総合公園施設長寿

Ｂ

命化計画及び滝沢市都

概

市公園等遊具更新計画

ね

に基づき、滝沢総合公

達

園及び

一般公園を計画

成

的に整備・更新を進め

し

ました。

・小岩井駅周

た

辺整備について、公衆

・

トイレ工事（解体・新



  

（

主    体
都市政策

成

課

【協働事業】

バス事

果

業者、地域住民

や

事 

効

      業   

果

    名 事業の意図

）

やねらい（成果や効果

の

）の達成状況

いわて銀

達

河鉄道経営安定化基金

成

造成負 【事業意図・ね

 

状

らい】市が出資する第

況

三セクター鉄道ＩＧＲ

交

いわて銀河鉄道株式

会

通

社に対し、今後見込ま

広

れる大規模な設備更新

場

（車両更新）に要する

維

経費、災害
担金 復旧費

持

を支援し、健全経営へ

管

の転換と鉄路の存続を

理

図ります。

（義務的事

ひ

事

業） 【達成状況】基金

業

の積立てを負担し、健

【

全経営のための支援を

事

行いました。

継続区分

業

会計・款・項・目 令和

意

4年度の事業概要（実

図

績）
今後見込まれる大

・

規模な設備更新（車両

ね

更新）に要する経費を

ら

基金として計画的継続

と

い

一般・2款・1項・9

】

目
に積み立て、健全経

市

営のための支援を行い

内

ました。
事    業

全

    主    体

駅

都市政策課

【他団体事

に

業主体】

ＩＧＲ、いわ

お

て銀河鉄道利用促進協

け

議会

る

事      

に

交

 業       名

通

事業の意図やねらい（

広

成果や効果）の達成状

場

況

ＪＲ小岩井駅活性化

施

事業 【事業意図・ねら

設

い】小岩井駅前の整備

内

を通じて、小岩井農場

の

などを含めた小岩

井地

適

域の玄関口として、公

正

共交通の利用促進と周

や

な

辺地域の活性化を図り

管

ます。

継続区分 会計・

理

款・項・目 令和4年度

を

の事業概要（実績）
・

通

駅前公衆トイレに係る

じ

物件移転補償と工事（

、

解体・新築）を行いま

公

した。継続 一般・2款

共

・1項・9目
・駅舎改

交

修について、地元自治

さ

通

会やＪＲなどと協議を

の

行いました。
事   

利

 業    主   

用

 体
都市政策課

【滝沢

促

市主体】

進と周辺地

し

域の活性化を図ります

く

。

【達成状況】大釜駅

安

、巣子駅駐車場の警備

政 全

等や各駅前広場の施設

・

管理業務を行い

、駅管

安

理事業者との連携によ

心

り駐車場、交通広場の

で

適切な管理を行いまし

活

た。

継続区分 会計・款

力

・項・目 令和4年度の

あ

事業概要（実績）
市内

ふ

各駅における交通広場

れ

施設（駅前ロータリー

策 る

、駐車場及び駐輪場な

ま

ど）につ継続 一般・2

ち

款・1項・9目
いて、

 

駅施設管理者と連携を

基

図りながら修繕、警備

本

及び除雪業務などを行

施

い、利
事    業 

策

   主    体 用

　

促進と適正な管理に努

０

めました。

都市政策課

　
１

【協働事業】

鉄道事業

 

者、地元自治会

 

事 

 

      業   

活

    名 事業の意図

力

やねらい（成果や効果

あ

）の達成状況

巣子駅複

る

合交通施設管理運営事

都

業 【事業意図・ねらい

市

】巣子駅複合交通施設

　
づ

の適正な管理を通じ、

く

公共交通の利用

促進と

り

周辺地域の活性化を図

の

ります。

【達成状況】

推

施設を利用したイベン

進

ト数は前年度より減少

－

ましたが、乗降人数は

 

増加し、地域に密着し

1

た駅として利用されま

4

した。

継続区分 会計・

　

3

款・項・目 令和4年度

 

の事業概要（実績）
指

－

定管理者のＩＧＲいわて銀河鉄道と連携し、巣子駅複合交通施設の適正な管理継続 一般・2款・1項・9目
を行いました。

事    業    主    体
都市政策課

【協働事

０

業】

ＩＧＲ、地元自治会

事       業       名 事

事

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

バス路線維持対策費補

 

助事業 【事業意図・ね

 

らい】市民の日常生活

 

に必要なバス路線につ

４

 

いて、バス事業者独

自

 

による運行が困難な路

業

線に対して補助金を交

 

付し、路線の維持を図

 

ります。

【達成状況】

 

バス事業者独自による

 

運行が困難な路線に対

 

して補助金を交付する

 

ことにより、市民の生

 

活路線の維持が図られ

 

名

ました。

継続区分 会計

事

・款・項・目 令和4年

業

度の事業概要（実績）

の

市内バス路線（1路線

意

）について、運行する

図

交通事業者に補助金を

や

支出し、バス継続 一般

ね

・2款・1項・9目
路

ら

線を維持しました。 

い

事    業    
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目

備       考

目

○

○全体事業期間活 ＩＧ

全

Ｒいわて銀河鉄道株式

体

会社 1 1 1 1   平成

事

15年度～令和9年度

業

標 の単年度決算におけ

期

る黒字達成
動 0 0 0 0

間

値 単 位 (1=黒字決算

活

達成)

／指
実

標 績 単 位

Ｉ

決投 年度別事業費 4,

告

Ｇ

688 4,687 4,

Ｒ

688 4,687

資 内

滝

特定財源
算

指 訳 一般財

沢

源 4,688 4,68

駅

7 4,688 4,68

の

7

額標 他団体事業負担

１

額

日平

項    

均

   目 令和元年度 令

令

乗

和2年度 令和3年度 令

降

和4年度 備     

人

  考

目 ○全体事業期

3

間活 ＪＲ小岩井駅の１

,

日平均乗降人 888 8

1

88 888 888   

3

平成24年度～令和5

2

年度標 員
動 856 74

3

0 702 0値 単 位 人／

,

日

／指
実

標 績 単 位 ○特

和

1

定財源

決   特定防衛

3

施設周辺整備調整交投

2

年度別事業費 14,4

3

62 36,466 33

,

,236 35,474

1

  付金【国】
  資

6

内 特定財源 12,70

2

0 33,728 30,

3

047 32,154
算

,

  
  指 訳 一般財源

元

1

1,762 2,738

6

3,189 3,320

2

※ＪＲ小岩井駅乗降人

 

員の令和

額 ４年度実績

 

値は無人化になった標

令

他団体事業負担額
こと

和

に伴い補足不能である

4

。

年度

年

～令和7年度標 員
動 3

度

,044 2,533 2

～

,592 2,640値

令

単 位 人／日

／指 ＩＧＲ

和

巣子駅の１日平均乗降

和
4

人 1,030 1,03

年

0 1,030 1,03

度

0
実 員

標 1,001 8

（

54 849 892績 単

単

位 人／日 ○特定財源

決

位

  交通広場使用料【

 

その他】投 年度別事業

 

費 5,577 9,17

千

9 12,457 9,6

円

51   
  資 内 特定

4

）

財源 156 47 88 1

－

04
算   

  指 訳 一

 

般財源 5,421 9,

1

132 12,369 9

4

,547

額標 他団体事

4

業負担額

 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3

年

年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 ＩＧＲ巣子駅の１日平均乗降人 1,030 991 1,030 950   令和4年度～令和7年度標 員
動 1,001 854 849 892値 単 位 人／日

／指 施設または駅前

度

広場を活用した 9 11 11 11
実 特別行事（イベント）開催回数

標 11 7 11 10績 単 位 回／年 ○特定財源

決   巣子駅複合交通施設使用料【投 年度別事業費 3,052 3,069 3,429 3,187   その他】、公衆

事

電話使用料【
  その他】、施設使用者公共

項

料資 内 特定財源 1,8

 

24 1,839 1,8

 

61 1,900
算   

 

金相当額【その他】
 

 

 指 訳 一般財源 1,2

 

28 1,230 1,5

 

68 1,287

額標 他

 

団体事業負担額

業

目 令和

項       目

元

令和元年度 令和2年度

年

令和3年度 令和4年度

度

備       考

目

令

○全体事業期間活 定期

和

路線バスが区域内で運

2

行さ 31 32 32 32

年

  昭和60年度～令

実

度

和7年度標 れている自

令

治会数
動 31 32 32

和

32値 単 位 地区(全3

3

2自治会のうち)

／指

年

実
標 績 単 位 ○特定財源

度

決   地域バス交通支

令

援事業費補助投 年度別

和

事業費 184 599 7

4

94 670   金【県

年

】(1/2)
  資 内

績

度

特定財源 88 257 2

備

66 322
算   

  

 

指 訳 一般財源 96 34

 

2 528 348

額標 他

 

団体事業負担額

   

項       目

 

令和元年度 令和2年度

考

令和3年度 令和4年度



  

（

ねらい（成果や効果）

成

の達成状況

公園維持管

果

理事業 【事業意図・ね

や

らい】市民のゆとりあ

効

る憩いの場の形成を目

果

指し、生活に身近な

公

）

園の適切な維持管理を

の

行うことにより、利用

達

者に良好で快適な環境

成

を提供し、

もって地域

 

状

活動の活性化を図りま

況

す。

（義務的事業） 【

地

達成状況】市内公園の

籍

適切な維持管理を実施

調

しました。

継続区分 会

査

計・款・項・目 令和4

事

年度の事業概要（実績

業

）
・公園管理嘱託員に

【

よる公園施設の日常的

事

な点検、修繕を実施し

ひ

業

ました。継続 一般・8

意

款・4項・4目
・老朽

図

化した遊具の修繕や更

・

新（3基）を実施しま

ね

した。
事    業 

ら

   主    体 ・

い

公園の植栽剪定、伐採

】

を行うことで、適正な

国

植栽管理を実施しまし

土

た。

都市政策課 ・各自

と

調

治会との協働による市

査

内191公園の維持管

は

理を推進しました。

【

国

協働事業】 ・滝沢総合

土

公園修景施設等長寿命

の

化事業を実施しました

開

。

各自治会 ・公園遊具

発

定期点検を実施しまし

及

た。

び

事      

に

保

 業       名

全

事業の意図やねらい（

並

成果や効果）の達成状

び

況

市営住宅管理運営事

に

業 【事業意図・ねらい

そ

】市民が健康で文化的

の

な生活を営むに足りる

利

住宅を整備し、

これを

用

住宅に困窮する低所得

の

者に対して低廉な家賃

や

高

で賃貸し、市民の生活

度

の安定

と社会福祉の増

化

進に寄与します。

（義

に

務的事業） 【達成状況

資

】継続して入居率10

す

0％を達成しました。

る

継続区分 会計・款・項

と

・目 令和4年度の事業

共

概要（実績）
・住宅使

に

用料（家賃）の収納事

さ

併

務を適正に行いました

せ

。継続 一般・8款・5

て

項・1目
・市営住宅7

地

号棟の屋根及び外壁の

籍

修繕工事等を行いまし

の

た。
事    業  

明

  主    体
都市

確

政策課

【滝沢市主体】

化を

し

図るため、国土の実態

く

を科学的かつ総合的に

安

調査することを目的と

政 全

します。

（義務的事業

・

） 【達成状況】計画に

安

基づき工程を終了しま

心

した。

継続区分 会計・

で

款・項・目 令和4年度

活

の事業概要（実績）
・

力

各種研修を受講しまし

あ

た。継続 一般・2款・

ふ

5項・3目
・地籍調査

れ

の重要性を理解させる

策 る

ため、説明会を開催し

ま

ました。
事    業

ち

    主    体

 

・地籍調査について、

基

委託により実施しまし

本

た。

河川課

【滝沢市主

施

体】

策

事      

　

 業       名

０

事業の意図やねらい（

　
１

成果や効果）の達成状

 

況

都市計画総務事務 【

 

事業の意図・ねらい】

 

都市計画決定に係る事

活

務及びその他総務的な

力

事務につい

て、関係機

あ

関との連携を図りなが

る

ら実施します。

【達成

都

状況】良好な住環境の

市

形成を図るため、土地

　
づ

利用計画等について関

く

係機関

（義務的事業）

り

と協議・検討を行いま

の

した。

継続区分 会計・

推

款・項・目 令和4年度

進

の事業概要（実績）
・

－

主に産業拠点に係る土

 

地利用計画について、

1

関係機関と協議・検討

4

を行いまし継続 一般・

　

5

8款・4項・1目
た。

 

事    業    

－

主    体 ・盛岡広域都市計画推進協議会については、関係機関と協議を行い、本市の将来

都市政策課 的な計画について、情報共有を図りました。

【滝沢市主体】

０

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達

事

成状況

都市計画審議会

 

事務 【事業意図・ねら

 

い】市町村に設置され

 

た、市議会議員、学識

 

経験者、行政機関

及び

 

市民にて構成される都

４

 

市計画審議会の審議を

 

経ることにより都市計

業

画決定が

行われます。

 

（義務的事業） 【達成

 

状況】審議案件がない

 

ため、都市計画審議会

 

を開催しませんでした

 

。

継続区分 会計・款・

 

項・目 令和4年度の事

 

業概要（実績）
審議案

 

名

件がないため、都市計

事

画審議会を開催しませ

業

んでした。継続 一般・

の

8款・4項・1目

事 

意

   業    主 

図

   体
都市政策課

【

や

滝沢市主体】

ね

事  

ら

     業    

い

   名 事業の意図や



令 報

目

ナウイルス感染症対応

○

地
  方創生臨時交付

全

金【国】ほか指 訳 一般

体

財源 14,467 16

事

,943 19,927

業

21,552 令和4年

期

度実施令和3年度繰越

間

明

額 許費57,749

活

千円標 他団体事業負担

地

額

告

籍調

項    

査

   目 令和元年度 令

事

和2年度 令和3年度 令

業

和4年度 備     

実

  考

目 ○全体事業期

施

間活 市営住宅入居率 1

面

00 100 100 10

積

0   令和4年度～令

2

和7年度標
動 100 1

令

2

00 100 100値 単

2

位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○

2

特定財源

決   住宅使

 

用料【その他】投 年度

 

別事業費 1,150 1

昭

,271 1,193 1

和

,399   住宅土地

4

使用料【その他】
  

6

資 内 特定財源 1,15

年

0 1,271 1,19

和

度

3 1,399
算   

 

～

 指 訳 一般財源

額標 他

令

団体事業負担額

和11年度標
動

元

1.28 0.42 0.

年

37 0.4値 単 位 k㎡

度

／指
実

標 績 単 位 ○特定

～

財源

決   地籍調査補

令

助金【県】（3/4投

和

年度別事業費 13,6

和
4

49 6,038 14,

年

702 11,912  

度

 ）
  資 内 特定財源

（

9,877 4,173

単

9,580 8,328

位

算   
  指 訳 一般財

 

源 3,772 1,86

 

5 5,122 3,58

千

4 ＜令和２年度より都

円

市政策課か

額 ら河川課

4

）

へ事務移管＞標 他団体

－

事業負担額

 1

項

4

       目 令和

6

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

－

      考

目 ○全体事業期間活 年度末市街化区域内人口（平成

年

32,239 32,239 32,239 32,239   令和4年度～令和7年度標 29年度新規活動指標）
動 33,851 34,358 35,265 34,223値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   開発行為規制事

度

務委託金、建投 年度別事業費 7,883 1,046 1,243 371   築確認申請等調査事務委託金
  、ひとにやさしいまちづくり資 内 特定財源 364 430 480 371

算   条例委任事務委託金【県】ほ
  か指 訳

事

一般財源 7,519 616 763

額標 他団体

項

事業負担額

  

項

 

       目 令和

 

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 開催回数

業

目

2 2 3 2   令和4年

令

度～令和7年度標
動 0

和

0 2 0値 単 位 回

／指
実

元

標 績 単 位

決投 年度別事

年

業費 179

資 内 特定財

度

源
算

指 訳 一般財源 17

令

9

額標 他団体事業負担

和

額

2年

項    

実

度

   目 令和元年度 令

令

和2年度 令和3年度 令

和

和4年度 備     

3

  考

目 ○全体事業期

年

間活 遊具の更新基数 4

度

3 3 1   令和4年度

令

～令和7年度標
動 3 3

和

3 3値 単 位 基

／指
実

標

4

績 単 位 ○特定財源

決  

年

 社会資本整備総合交

績

度

付金【国投 年度別事業

備

費 19,271 36,

 

555 25,001 7

 

6,277   】(1

 

/2)、特定防衛施設

 

周辺
  整備調整交付

 

金【国】、新型資 内 特

 

定財源 4,804 19

 

,612 5,074 5

考

4,725
算   コロ



  

（

り、良好な住環境の形

成

成を図ります。

【達成

果

状況】令和3年度に策

や

定した空家等対策計画

効

を基に特定空家等認定

果

を行い

ました。また、

）

利活用策について検討

の

を行いました。

継続区

達

分 会計・款・項・目 令

成

和4年度の事業概要（

 

状

実績）
・空家等対策計

況

画に基づき、空き家発

木

生予防、適正管理の重

造

要性について周知を継

住

続 一般・8款・5項・

宅

1目
行いました。また

耐

、法定協議会の会議を

震

経て、特定空家等の認

化

定を行い、さらに
事 

支

   業    主 

ひ

援

   体 利活用に係る

事

補助制度について検討

業

を行いました。

都市政

【

策課 ・相談があった空

事

家等を調査し、空家等

業

所有者へ適正管理を促

意

しました。

【滝沢市主

図

体】 ・空き家バンクの

・

登録について、物件登

ね

録が1件、利用登録が

と

ら

8件ありました。ま

た

い

、登録物件の売買等の

】

成約件数が4件ありま

古

した。

い

事     

木

  業       

造

名 事業の意図やねらい

住

（成果や効果）の達成

宅

状況

スマートインター

の

チェンジ整備事業 令和

に

耐

元年度事業実績報告書

震

参照

継続区分 会計・款

診

・項・目 令和4年度の

断

事業概要（実績）
令和

や

元年度完了事業完了 ―

改

事    業    

修

主    体
都市政策

に

課

【協働事業】

東日本

対

高速道路株式会社

し

や

て、補助金を交付し

て

さ

耐震化を促進すること

し

により、地震発生時に

く

おける住宅の倒壊等に

安

よる被害の

軽減を図り

政 全

ます。

【達成状況】耐

・

震診断及び改修ともに

安

申請者無しのため実施

心

はありませんでした

継

で

続区分 会計・款・項・

活

目 令和4年度の事業概

力

要（実績）
住民への意

あ

識啓発を行うため、木

ふ

造住宅耐震化支援事業

れ

の周知を行いました。

策 る

継続 一般・8款・5項

ま

・1目

事    業 

ち

   主    体
都

 

市政策課

【滝沢市主体

基

】

本

事       

施

業       名 事

策

業の意図やねらい（成

　

果や効果）の達成状況

０

生活再建住宅支援事業

　
１

【事業意図・ねらい】

 

東日本大震災により被

 

災した被災者に対して

 

、住宅再建に

係る融資

活

利子補給補助金を交付

力

し、早期の生活復興支

あ

援を行います。

【達成

る

状況】申請者に補助金

都

を交付し、住宅再建の

市

支援を行いました。

継

　
づ

続区分 会計・款・項・

く

目 令和4年度の事業概

り

要（実績）
災害復興住

の

宅融資の利子の一部補

推

助［交付件数11件（

進

新規1件、継続10件

－

）］を継続 一般・8款

 

・5項・1目
行いまし

1

た。
事    業  

4

  主    体
都市

　

7

政策課

【滝沢市主体】

 －

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市被災者住宅再建支援補助事業 【事業意図・ねらい】東日本大震災により岩手県内で自

０

宅が全壊又は半壊し、市

内に住宅を新築・購入した被災世帯に補助を行うことで住宅再建

事

を支援します。

【達成

 

状況】申請者に補助金

 

を交付し、住宅再建の

 

支援を行いました。

継

 

続区分 会計・款・項・

 

目 令和4年度の事業概

４

 

要（実績）
被災者住宅

 

新築・購入に対する補

業

助金の交付（単数世帯

 

　750千円×2件、

 

複数世継続 一般・8款

 

・5項・1目
帯　1,

 

000千円×2件）を

 

行いました。
事   

 

 業    主   

 

 体
都市政策課

【滝沢

 

名

市主体】

事

事    

業

   業      

の

 名 事業の意図やねら

意

い（成果や効果）の達

図

成状況

空き家対策推進

や

事業 【事業意図・ねら

ね

い】空家等の実態を調

ら

査・把握し、対策を検

い

討・実施すること

によ



令 報

目

年度標 備完了
動 1値 単

○

位 1=整備完了(H3

全

0年度予定

／指
実

標 績

体

単 位

決投 年度別事業費

事

資 内 特定財源
算

指 訳 一

業

般財源

額標 他団体事業

期

負担額

間活 木

告

造住宅耐震診断実施済

令

数 7 7 5 5   平成2

和

0年度～令和7年度標

元

動 2 2 5 0値 単 位 戸

／

年

指
実

標 績 単 位

決投 年度

度

別事業費 61 64 1,

～

144 2

資 内 特定財源

令

42 42 605
算

指 訳

和

一般財源 19 22 53

和
4

9 2

額標 他団体事業負

年

担額

度

（

項   

単

    目 令和元年度

位

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

千

期間活 生活再建住宅支

円

援事業補助金交 8 13

4

）

10 11   平成24

－

年度～令和8年度標 付

 

件数
動 14 10 10 1

1

1値 単 位 件

／指
実

標 績

4

単 位 ○特定財源

決   

8

生活再建住宅支援事業

 

補助金投 年度別事業費

－

3,366 1,799 1,056 935   【県】（10/10）

年

  資 内 特定財源 3,366 1,799 1,056 935
算   

  指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

度

備       考

目 ○全体事業期間活 補助金交付件数 3 3 2 2   平成24年度～令和4年度標
動 1 1 1 4値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   被災者住宅再建支援事業費補投 年度別事業費 750 1,000 750 3

事

,500   助金【県】（2/3）
  資 内

項

特定財源 500 666

 

500 2,332
算  

 

 
  指 訳 一般財源 2

 

50 334 250 1,

 

168

額標 他団体事業

 

負担額

  

項  

業

目

     目 令和元年

令

度 令和2年度 令和3年

和

度 令和4年度 備   

元

    考

目 ○全体事

年

業期間活 空家等対策計

度

画策定件数（令和 0 0

令

1 0   令和4年度～

和

令和13年度標 ３年度

2

新規目標値）
動 0 0 1

年

0値 単 位 件

／指 空き家

実

度

バンク成約件数（令和

令

４ 0 0 0 3
実 年度新規

和

目標値）
標 0 1 0 4績

3

単 位 件

決投 年度別事業

年

費 94 8,347 4,

度

133 155

資 内 特定

令

財源 4,125 248

和

算
指 訳 一般財源 94 4

4

,222 3,885 1

年

55

額標 他団体事業負

績

度

担額

備 

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 スマートインタ

 

ーチェンジの整 0   

考

平成24年度～令和元



  

（成果や効果）の達成

 

状況

滝沢総合公園修景

ひ

施設長寿命化事業 令和

と

元年度事業実績報告書

に

参照

継続区分 会計・款

や

・項・目 令和4年度の

さ

事業概要（実績）
令和

し

元年度完了事業完了 ―

く

事    業    

安

主    体
都市政策

政 全

課

【滝沢市主体】

・

事

安

       業  

心

     名 事業の意

で

図やねらい（成果や効

活

果）の達成状況

宅地耐

力

震化推進事業 令和2年

あ

度事業実績報告書参照

ふ

継続区分 会計・款・項

れ

・目 令和4年度の事業

策 る

概要（実績）
令和2年

ま

度完了事業完了 ―

事 

ち

   業    主 

 

   体
都市政策課

【

基

滝沢市主体】

小

本

          

施

          

策

         計

　０
　

１   活力ある都市
　

づくりの推進

－ 14

　

9 －

０

事     

４

  業       

 

名 事業の意図やねらい



令 報

目 ○全体事業期間活 長

告

寿命化計画策定（実施

令

）件数 1   令和元年

和

度～令和元年度標 （平

元

成29年度新規目標値

年

）
動 0値 単 位 件

／指
実

度

標 績 単 位

決投 年度別事

～

業費

資 内 特定財源
算

指

令

訳 一般財源

額標 他団体

和

事業負担額

和
4年

項

度

       目 令和

（

元年度 令和2年度 令和

単

3年度 令和4年度 備 

位

      考

目 ○全

 

体事業期間活 大規模盛

 

土造成地マップの公表

千

0 1   令和2年度～

円

令和2年度標
動 0 1値

4

）

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

－

決投 年度別事業費 2,

 

573

資 内 特定財源 1

1

,286
算

指 訳 一般財

5

源 1,287

額標 他団

0

体事業負担額

 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令

年

和4年度 備       考

決投 年度別事業費 81,852 194,333 133,622 189,531

資 内 特定財源 38,304 142,222 77,721 140,424
算

指 訳 一般財源 43,548 52,111 5

度

5,901 49,107

額標 他団体事業負担額

事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

重

主体】

個人、自治会

要な

事       業 

生

      名 事業の

活

意図やねらい（成果や

基

効果）の達成状況

私道

盤

除雪事業費補助事業 【

で

事業意図・ねらい】私

あ

道除雪を適正に実施し

る

ている所有者・通行者

 

道

等の除雪経

費の軽減を

路

目的として、除雪費用

に

の一部に対し補助金を

つ

交付します。

【達成状

い

況】私道除雪費補助を

て

実施し、道路利用者の

、

除雪経費の軽減を図り

少

まし

た。

継続区分 会計

子

・款・項・目 令和4年

高

度の事業概要（実績）

ひ

齢

要綱に該当する私道除

化

雪経費に対する補助を

の

10件行いました。継

進

続 一般・8款・2項・

行

1目

事    業  

や

  主    体
道路

施

課

【他団体事業主体】

設

個人、自治会

の老

と

朽化による補修・更新

に

需要

の増加が見込まれ

や

る中、道路網の整備と

さ

ともに、既存道路スト

し

ックの効果的な利活用

く

によるコスト縮減を含

安

めた維持管理を

計画的

政 全

に実施し、安全で安心

・

な道路環境の整備を目

安

指します。

基本計画期

心

間内の取り組みと方針

で

のうち、令和4年度の

活

重点課題の達成（実現

力

）状況

Ｂ 概ね達成した

あ

【安全・快適な幹線道

ふ

路道路網の整備】

幹線

れ

市道の整備として市道

策 る

巣子野沢線及び市道向

ま

新田線の用地取得及び

ち

事業の推進を図りまし

 

た。

【より安全で安心

基

な道路環境の整備】

・

本

児童生徒の通学路の安

施

全対策として、市道第

策

１湯舟沢線の道路改修

　

事業を推進しました。

０

・老朽化対策として舗

　
２

装の更新及び橋梁の点

 

検を実施し、雨水排水

 

対策として側溝改修を

 

行いました。また、冬

計

期間の安全

対策として

画

防雪柵の整備を行いま

的

した。

な

事     

道

  業       

路

名 事業の意図やねらい

　
整

（成果や効果）の達成

備

状況

道路台帳補正事業

と

【事業意図・ねらい】

維

年度内に築造・改修・

持

修繕・廃止された市道

管

について、道

路台帳を

理

調整し、適正な維持管

－

理を行います。

【達成

 

状況】道路台帳補正（

1

9路線）、橋梁台帳補

　

5

正（1橋）を実施し、

1

適正な維

（義務的事業

 

） 持事業の管理を行い

－

ました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
毎年度築造・改修・修繕・廃止された市道について、道路台帳を調製しました。継続 一般

０

・8款・2項・1目
・道路台帳補正　9路線

事    業    主    体 ・橋梁台

基

帳補正　1橋

道路課

【

本

滝沢市主体】

施

事  

策

     業    

が

   名 事業の意図や

４

ねらい（成果や効果）

４

年

の達成状況

滝沢市私道

間

等補助事業 【事業意図

で

・ねらい】私道等の所

め

有者や利用者が事業主

ざ

体となっての舗装・側

す

溝

等の整備に対し、費

姿

用の一部を補助し整備

安

促進することにより生

心

活環境の改善を

図りま

・

す。

【達成状況】私道

 

快

整備補助を実施しまし

適

た。

継続区分 会計・款

な

・項・目 令和4年度の

暮

事業概要（実績）
私道

ら

の整備(舗装)に対す

し

る補助を1件行いまし

を

た。継続 一般・8款・

支

2項・1目

事    

え

業    主    

る

体
道路課

【他団体事業



令 報

「

負担額

道路整備計画」「道

告

路維持管理計画」の更

令

新に向け、現行の道路

和

整備計画の事業進捗の

元

整理及び道路修繕台帳

年

の登載内

容の精査を行

度

いました。また、個別

～

計画として「橋梁長寿

令

命化修繕計画」の更新

和

を行いました。

・住民

和
4

主導の協働除雪を推進

年

するため、協働除雪ハ

度

ンドブックの作成、及

（

び活用し協働除雪の浸

単

透を図るとともに、展

位

開を

進めました。

令和

 

6年度方針策定に際し

 

、今後の方向性や引継

千

課題

【今後の方向性】

円

現在進めている事業の

4

）

推進を優先し、「道路

－

整備計画」「道路維持

 

管理計画」に基づき、

1

計画的な道路新設改良

5

及び老朽化

対策を推進

2

してまいります。

【引

 

継課題】

・特定財源が

－

減少する中での道路新設改良に代わる幹線道路の安全対策のため既

年

存道路を有効活用した歩行者空間の確保の

検討が必要です。

・住民主体の協働除雪の市内全域への浸透を進めるとともに、増加する除雪困難者への支援の検討が必要です。

基

度

本

項       目

施

令和元年度 令和2年度

策

令和3年度 令和4年度

目

備       考

目

標

○全体事業期間活 道路

の

台帳調製 1 1 1 1   

達

令和4年度～令和7年

成

度標
動 1 1 1 1値 単 位

（

式

／指
実

標 績 単 位

決投

実

年度別事業費 4,93

事

現

5 2,750 2,82

）

7 2,802

資 内 特定

に

財源
算

指 訳 一般財源 4

向

,935 2,750 2

け

,827 2,802

額

た

標 他団体事業負担額

計画期

項      

間

 目 令和元年度 令和2

業

内

年度 令和3年度 令和4

の

年度 備       

取

考

目 ○全体事業期間活

り

整備箇所数 2 1 1 1  

組

 令和4年度～令和7

み

年度標
動 0 1 2 1値 単

と

位 箇所

／指
実

標 績 単 位

方

決投 年度別事業費 1,

針

421 1,313 4,

に

816

資 内 特定財源
算

実

つ

指 訳 一般財源 1,42

い

1 1,313 4,81

て

6

額標 他団体事業負担

の

額

達成

項    

（

   目 令和元年度 令

実

和2年度 令和3年度 令

現

和4年度 備     

）

  考

目 ○全体事業期

績

状

間活 補助金交付件数 1

況

5 15 15 15   令

Ｂ

和4年度～令和7年度

概

標
動 9 9 9 10値 単 位

ね

件

／指
実

標 績 単 位

決投

達

年度別事業費 210 3

成

61 407 461

資 内

し

特定財源
算

指 訳 一般財

た

源 210 361 407

・

461

額標 他団体事業



  

い

繕管理台帳に登載され

（

たものの中から実施路

成

線を選定し年次計画に

果

より継続 一般・8款・

や

2項・2目
実施しまし

効

た。
事    業  

果

  主    体 ・舗

）

装打替え、オーバーレ

の

イ等の舗装修繕工事に

達

ついて、「滝沢市舗装

 

成

維持管理

道路課 計画」

状

に登載されたものの中

況

から実施路線を選定し

市

実施しました。

【滝沢

道

市主体】 ・通学路緊急

等

対策について、事業実

維

施しました。

持

事  

管

     業    

理

   名 事業の意図や

ひ

事

ねらい（成果や効果）

業

の達成状況

マイロード

【

支援事業 【事業意図・

事

ねらい】地域主体によ

業

る生活道路の維持補修

意

に対する支援を行い、

図

協働による維持管理を

・

推進し、住民満足度の

ね

向上を図ります。

【達

ら

成状況】自治会等に対

と

い

し原材料支給、機器等

】

貸与の支援を行い、自

修

治会等に

よる道路補修

繕

を行いました。

継続区

に

分 会計・款・項・目 令

関

和4年度の事業概要（

す

実績）
地域みちなおし

る

事業　自治会等による

実

道路補修　3箇所継続

施

一般・8款・2項・2

に

体

目

事    業   

系

 主    体
道路課

を

【協働事業】

自治会等

標準

事       業

化

       名 事業

し

の意図やねらい（成果

道

や効果）の達成状況

国

路

道4号交差点接続部整

管

備事業（第1巣 【事業

や

理

意図・ねらい】国道4

の

号の4車線化に合わせ

適

、交差点接続区間の拡

正

幅改良及

び歩道設置を

化

実施し、道路通行者の

に

安全性・利便性の向上

努

を図ります。
子線外2

め

路線） 【達成状況】特

る

定財源が不足したこと

と

から、事業を実施でき

さ

と

ませんでした。

継続区

も

分 会計・款・項・目 令

に

和4年度の事業概要（

、

実績）
実績なし継続 一

地

般・8款・2項・3目

域

事    業    

や

主    体
道路課

【

市

滝沢市主体】

民か

し

らの改善要望に対し計

く

画的な修繕を実施しま

安

す。

【達成状況】市道

政 全

等維持修繕工事（契約

・

業者10社）により道

安

路管理の適正化を図

（

心

義務的事業） るととも

で

に地域等からの要望に

活

対応しました。

継続区

力

分 会計・款・項・目 令

あ

和4年度の事業概要（

ふ

実績）
・即時補修が可

れ

能なものは直営で実施

策 る

し、それ以外の補修は

ま

単価契約により修繕継

ち

続 一般・8款・2項・

 

2目
を実施しました。

基

事    業    

本

主    体 ・要望や

施

苦情に対しては、道路

策

修繕基本方針に基づき

　

現地調査を実施し調査

０

結果

道路課 を住民へ回

　
２

答するとともに、修繕

 

必要箇所については修

 

繕を実施しました。

【

 

滝沢市主体】 ・滝沢市

計

舗装修繕維持管理計画

画

に登載されたものの中

的

から実施路線を選定し

な

、舗

装打替え、オーバ

道

ーレイ等の舗装修繕工

路

事を実施しました。

　
整備

事       業 

と

      名 事業の

維

意図やねらい（成果や

持

効果）の達成状況

市道

管

除排雪事業 【事業意図

理

・ねらい】市道、その

－

他市が管理する公道に

 

ついて、冬期間におけ

1

る

安全な道路交通を確

　

5

保するため、適切な道

3

路管理を実施します。

 

【達成状況】43社と

－

市道除雪業務の委託契約を締結し、道路除雪を実施しました

（義務的事業） 。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・市内を地区に分割

０

し民間委託により市道その他市が管理する公道の除雪を実施継続 一般・8款・2項・2目
しました。

事    

事

業    主    

 

体 ・委託業者数　43

 

社

道路課 ・協働による

 

除雪推進事業では、除

 

雪機械3台及び軽ダン

４

 

プ5台をリースし、自

 

治

【滝沢市主体】 会等

 

に貸与しました。

業

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

市道改

 

修事業 【事業意図・ね

 

らい】市道の機能維持

 

 

や安全性及び利便性の

名

向上を図るため、市

道

事

老朽化対策や修繕管理

業

台帳に係る修繕等を計

の

画的に推進します。

【

意

達成状況】市道改修5

図

箇所を実施しました。

や

継続区分 会計・款・項

ね

・目 令和4年度の事業

ら

概要（実績）
・市道修



令 報

目 ○全

項       目

体

令和元年度 令和2年度

事

令和3年度 令和4年度

業

備       考

目

期

○全体事業期間活 小型

間

除雪機の購入 1 1 1 0

活

  令和4年度～令和

要

7年度標
動 1 1 1 0値

告

望

単 位 台

／指 みちなおし

・

事業実施件数 1 0 0 1

苦

実
標 1 1 3 3績 単 位 件

情

決投 年度別事業費 2,

件

471 1,215 1,

数

738 1,631

資 内

5

特定財源
算

指 訳 一般財

2

源 2,471 1,21

0

5 1,738 1,63

5

1

額標 他団体事業負担

令

1

額

5 5

項    

1

   目 令和元年度 令

0

和2年度 令和3年度 令

5

和4年度 備     

0

  考

目 ○全体事業期

5

間活 事業費による換算

 

延長(年度事 38 8 2

 

8 53   平成21年

和

令

度～令和7年度標 業費

和

/総事業費×総延長)

4

○全体事業量動 6 4 2

年

0値 単 位 m   交差点

度

接続部市道3路線
／  

～

 L＝668ｍ指 ○全

令

体事業費実   530

和

,000千円標 績 単 位

7

○特定財源

決   社会

年

資本整備総合交付金(

元

度

道投 年度別事業費 4,

標

833 3,182 1,

動

362   路)【国】

5

(5.0/10)
  

5

公共事業等債資 内 特定

1

財源 4,478
算   

5

  指 訳 一般財源 35

4

5 3,182 1,36

8

2

額標 他団体事業負担

5

額

年

30 518値 単 位 件

／

度

指 修繕管理台帳登載箇

～

所のうち実 3 3 3 1
実

令

施件数
標 1 2 1 0績 単

和

位 件 ○特定財源

決   

和
4

緊急自然災害防止対策

年

事業債投 年度別事業費

度

138,333 145

（

,335 155,43

単

9 143,487   

位

、土木施設災害復旧事

 

業債
  資 内 特定財源

 

27,000 27,0

千

00 30,000 33

円

,400
算   

  指

4

）

訳 一般財源 111,3

－

33 118,335 1

 

25,439 110,

1

087

額標 他団体事業

5

負担額

4 

項  

－

     目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備   

年

    考

目 ○全体事業期間活 除雪への満足度 62 62 62 62   令和4年度～令和7年度標
動 33.2 38 33.2 31.4値 単 位 ％

／指 地域協働除雪への取組団体 3 4 4 4
実

標 3 3 3 3績 単 位 団体 ○特定財源

決   社

度

会資本整備総合交付金（道投 年度別事業費 205,004 319,513 317,256 338,512   路）【国】(2/3)、豪雪地帯
  安全確保緊急対策交付金【国資 内 特定財源 26,672 57,645 61,

事

381 58,968
算   】、臨時道路除雪

項

事業補助金
  【国】

 

指 訳 一般財源 178,

 

332 261,868

 

255,875 279

 

,544

額標 他団体事

 

業負担額

  

項 

業

目

      目 令和元

令

年度 令和2年度 令和3

和

年度 令和4年度 備  

元

     考

目 ○全体

年

事業期間活 市道改修事

度

業実施箇所数 5 5 5 5

令

  令和4年度～令和

和

7年度標
動 3 4 5 5値

2

単 位 箇所

／指 修繕管理

年

台帳登載箇所の修繕進

実

度

48 50 52 58
実 捗

令

率
標 53.4 57 57

和

57績 単 位 ％ ○特定財

3

源

決   緊急自然災害

年

防止対策事業債投 年度

度

別事業費 33,814

令

39,675 65,6

和

69 100,969  

4

 、盛岡地区衛生処理

年

組合関係
  市町施設

績

度

整備交付金、特定防資

備

内 特定財源 28,80

 

0 35,752 63,

 

900 97,457
算

 

  衛施設周辺整備調

 

整交付金【
  国】ほ

 

か指 訳 一般財源 5,0

 

14 3,923 1,7

 

69 3,512

額標 他

考

団体事業負担額



  

い

時期の調整調査 一般・

（

8款・2項・3目

事 

成

   業    主 

果

   体
道路課

【滝沢

や

市主体】

効

事    

果

   業      

）

 名 事業の意図やねら

の

い（成果や効果）の達

達

成状況

橋梁維持補修事

 

成

業 【事業意図・ねらい

状

】法令に基づく定期点

況

検の実施により橋梁の

巣

状態を把握し、

計画的

子

な維持補修により、橋

野

梁事故の未然防止と橋

沢

梁の長寿命化を図りま

線

す。

【達成状況】定期

道

点検及び橋梁修繕工事

路

を実施し、あわせて橋

ひ

改

梁長寿命化修繕計

画を

良

更新しました。

継続区

舗

分 会計・款・項・目 令

装

和4年度の事業概要（

事

実績）
・橋梁定期点検

業

　3橋継続 一般・8款

【

・2項・4目
・橋梁（

事

大崎跨線橋）補修工事

業

　1橋
事    業 

意

   主    体
道

と

図

路課

【滝沢市主体】

・ねらい】滝沢東小

に

学校及び滝沢第二中学

や

校に通学する児童生徒

さ

、地

域住民並びに道路

し

通行者の安全確保と利

く

便性向上のため、道路

安

の拡幅改良と歩道

整備

政 全

を実施します。

【達成

・

状況】用地補償及び道

安

路改良舗装工事（歩道

心

部）を実施しました。

で

継続区分 会計・款・項

活

・目 令和4年度の事業

力

概要（実績）
・用地補

あ

償　一式継続 一般・8

ふ

款・2項・3目
・道路

れ

改良舗装工事（歩道部

策 る

）　L＝364.9ｍ

ま

事    業    

ち

主    体
道路課

【

 

滝沢市主体】

基

事  

本

     業    

施

   名 事業の意図や

策

ねらい（成果や効果）

　

の達成状況

畜産試験場

０

柳沢線道路改良舗装事

　
２

業 【事業意図・ねらい

 

】柳沢小中学校及び一

 

本木中学校の通学児童

 

生徒並びに道路

利用者

計

の安全性、利便性の向

画

上、冬期間の安全確保

的

を図るため歩道設置及

な

び道路

改良舗装を実施

道

します。

【達成状況】

路

道路改良舗装工事を実

　
整

施しました。

継続区分

備

会計・款・項・目 令和

と

4年度の事業概要（実

維

績）
道路改良舗装工事

持

　L=310ｍ継続 一

管

般・8款・2項・3目

理

事    業    

－

主    体
道路課

【

 

滝沢市主体】

1

事  

　

5

     業    

5

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

－

の達成状況

向新田線道路改良舗装事業 【事業意図・ねらい】主要地方道盛岡環状線から県道盛岡滝沢線へ接続する路線

の拡幅整備を行い安全な道路網を形成

０

します。

【達成状況】用地補償及び道路改良舗装（軟弱地盤対策）工事を実施しました。

継続区分 会計・款・項

事

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
・用地補

 

償　一式継続 一般・8

 

款・2項・3目
・地盤

 

改良工事　一式
事  

４

 

  業    主  

 

  体
道路課

【滝沢市

 

主体】

業

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

第６湯舟沢線道路

 

改良舗装事業 【事業意

 

図・ねらい】交通分散

 

 

による防災対策のため

名

、団地へのアクセス道

事

路を

複数化します。

【

業

達成状況】令和9年度

の

以降事業着手予定。

継

意

続区分 会計・款・項・

図

目 令和4年度の事業概

や

要（実績）
接続道路の

ね

交通安全対策補助金事

ら

業実施に伴う事業実施



令 報

目

源 12,038 27,

○

855 19,638
算

全

  
  指 訳 一般財源

体

640 1,846 2,

事

133 令和4年度実施

業

令和3年度繰越明

額 許

期

費69,778千円標

間

他団体事業負担額

活 事

告

業

項       

費

目 令和元年度 令和2年

に

度 令和3年度 令和4年

よ

度 備       考

る

目 ○全体事業期間活 事

換

業費による換算延長（

算

年度事 127 3 3 0  

延

 平成25年度～令和

長

7年度標 業費／総事業

(

費×総延長）
○全体事

令

年

業量動 0 0 0 0値 単 位

度

ｍ   L=580ｍ
／

事

  指 ○全体事業費実

2

  146,000千

6

円標 績 単 位 ○特定財源

4

決   社会資本整備総

2

合交付金（道投 年度別

5

事業費   路）【国】

2

(5.0/10)
  

2

道路整備事業債　資 内

和

7

特定財源
算   

  指

8

訳 一般財源 〈調査事業

2

〉

額標 他団体事業負担

0

額

3  

項    

 

   目 令和元年度 令

平

和2年度 令和3年度 令

成

和4年度 備     

2

  考

目 ○全体事業期

元

2

間活 定期点検橋梁数 2

年

9 42 39 3   令和

度

4年度～令和7年度標

～

動 29 43 39 3値 単

令

位 橋

／指
実

標 績 単 位 ○

和

特定財源

決   道路メ

7

ンテナンス事業補助金

年

投 年度別事業費 7,2

度

54 18,338 8,

標

759 28,175  

年

業

 【国】(5.5/1

費

0)
  公共事業債等

/

資 内 特定財源 4,88

総

9 14,786 5,9

事

31 23,666
算  

業

 
  指 訳 一般財源 2

費

,365 3,552 2

×

,828 4,509 令

総

和4年度実施令和3年

延

度繰越明

額 許費14,

度

長

898千円標 他団体事

)

業負担額

○全体事業量動 2

～

24 189 191 20

令

4値 単 位 m   道路改

和

良舗装
／   L=1,

和
4

880ｍ指 ○全体事業

年

費実   1,710,

度

000千円標 績 単 位 ○

（

特定財源

決   社会資

単

本整備総合交付金(道

位

投 年度別事業費 176

 

,857 171,59

 

2 174,554 18

千

6,003   路)【

円

国】(5.5/10)

4

）

  公共事業等債資 内

－

特定財源 160,71

 

8 155,487 15

1

8,766 158,7

5

66
算   

  指 訳 一

6

般財源 16,139 1

 

6,105 15,78

－

8 27,237 令和4年度実施令和3年度繰越明

額 許費125,5

年

87千円標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業費による換算（年度事業費 74

度

7 1,052 643 952   平成25年度～令和6年度標 ／総事業費×総延長）
○全体事業量動 216 963 1,058 863値 単 位 ｍ   L=4,950ｍ

／   指 ○全体事業費実   1,040,000千円標 績 単 位

事

○特定財源

決   防衛施設周辺道路改修事業

項

費投 年度別事業費 45

 

,374 202,40

 

4 222,365 18

 

1,341   補助金

 

【国】(7/10)
 

 

 公共事業等債資 内 特

 

定財源 39,766 1

 

89,433 211,

業

目

803 180,086

令

算   
  指 訳 一般財

和

源 5,608 12,9

元

71 10,562 1,

年

255

額標 他団体事業

度

負担額

令和

項  

2

     目 令和元年

年

度 令和2年度 令和3年

実

度

度 令和4年度 備   

令

    考

目 ○全体事

和

業期間活 事業費による

3

換算延長（年度事 57

年

68 43 168   令

度

和元年度～令和7年度

令

標 業費/総事業費×総

和

延長）
○全体事業量動

4

20 25 47 22値 単

年

位 ｍ   L=800m

績

度

／   指 ○全体事業費

備

実   786,800

 

千円標 績 単 位 ○特定財

 

源

決   社会資本整備

 

総合交付金（道投 年度

 

別事業費 12,678

 

29,701 21,7

 

71   路）【国】（

 

5.5/10)
  公

考

共事業債等資 内 特定財



  

い

況】河川事業との協議

（

を行いました。

継続区

成

分 会計・款・項・目 令

果

和4年度の事業概要（

や

実績）
河川管理者と協

効

議を行いました。調査

果

一般

事    業  

）

  主    体
道路

の

課

【滝沢市主体】

達

小        

 

成

          

状

          

況

 計

交通安全施設（

ひ

施設修繕）整備事業 【

と

事業意図・ねらい】経

に

年劣化や破損等が生じ

や

ている区画線やガード

さ

レール等の

施設を修繕

し

し、施設の機能維持と

く

道路交通の安全確保を

安

図ります。

【達成状況

政 全

】区画線の設置を行い

・

、道路利用者の安全確

安

保を図りました。

継続

心

区分 会計・款・項・目

で

令和4年度の事業概要

活

（実績）
道路パトロー

力

ル、住民要望、交通安

あ

全施設改善要望、通学

ふ

路点検等による要修繕

れ

継続 一般・8款・2項

策 る

・5目
箇所について、

ま

緊急度等を勘案して実

ち

施箇所を決定し整備・

 

修繕等を行いました
事

基

    業    主

本

    体 。 

道路課

施

【滝沢市主体】

策

事 

　

      業   

０

    名 事業の意図

　
２

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

県街路事

 

業市町村負担金 【事業

 

意図・ねらい】県道盛

計

岡滝沢線（都市計画道

画

路上堂鵜飼線、下鵜飼

的

御庭田

線）の渋滞緩和

な

のため、県が実施する

道

拡幅改良事業に係る事

路

業費の一部を負担し

ま

　
整

す。

【達成状況】事業

備

費の一部を負担しまし

と

た。

継続区分 会計・款

維

・項・目 令和4年度の

持

事業概要（実績）
・岩

管

手県都市計画街路街路

理

事業促進協議会負担金

－

　10千円継続 一般・

 

8款・4項・2目
・都

1

）下鵜飼御庭田線（県

　

5

道盛岡滝沢線）事業負

7

担金　1,110千円

 

事    業    

－

主    体
道路課

【他団体事業主体】

岩手県

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

０

第４砂込線道路改良舗装事業 【事業意図・ねらい】国道4号とのくい違い交差点の改良及び市道の拡幅改良を

実

事

施し道路利用者の安全

 

確保を図ります。

【達

 

成状況】令和5年度以

 

降の着手予定。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

４

 

和4年度の事業概要（

 

実績）
整備時期等の継

 

続検討調査 一般

事  

業

  業    主  

 

  体
道路課

【滝沢市

 

主体】

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

 

状況

第４風林線風林橋

名

架替等事業 【事業意図

事

・ねらい】仁沢瀬川河

業

川改修に合わせて、老

の

朽化が著しく狭隘とな

意

っ

ている風林橋を架け

図

替えることで道路交通

や

の利便性向上を図り、

ね

橋梁による越水

被害を

ら

解消します。

【達成状



令 報

目

業負担額

○全体事業期間活 交

告

通安全施設等修繕実施

令

箇所 3 3 3 3   令和

和

4年度～令和7年度標

元

動 3 3 4 1値 単 位 箇所

年

／指
実

標 績 単 位

決投 年

度

度別事業費 2,882

～

2,915 2,953

令

3,000

資 内 特定財

和

源
算

指 訳 一般財源 2,

和
4

882 2,915 2,

年

953 3,000

額標

度

他団体事業負担額

（単位

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

千

度 備       考

円

目 ○全体事業期間活 工

4

）

事延長 0 0 100 10

－

0   平成30年度～

 

令和6年度標
動 0 0 9

1

4 16値 単 位 ｍ

／指
実

5

標 績 単 位

決投 年度別事

8

業費 3,784 2,5

 

13 4,855 1,1

－

20

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 3,784 2,513 4,855

年

1,120

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業費による換算延長（年度事

度

0 0 0 0   平成25年度～令和7年度標 業費／総事業費×総延長）
○全体事業量動 0 0 0 0値 単 位 ｍ   L=500ｍ

／   指 ○全体事業費実   142,200千円標 績 単 位

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財

事

源 <調査事業>

額標 他団体事業負担額

項  

項       目

 

令和元年度 令和2年度

 

令和3年度 令和4年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 事業

 

費による換算延長（年

業

目

度事 0 0 0 0   令和

令

元年度～令和7年度標

和

業費/総事業費×総延

元

長）
○全体事業量動 0

年

0 0 0値 単 位 ｍ   道

度

路改良　L=130ｍ

令

／   橋梁架替　１橋

和

指 ○全体事業費実   

2

269,800千円標

年

績 単 位

決投 年度別事業

実

度

費

資 内 特定財源
算

指 訳

令

一般財源 <調査事業>

和

額標 他団体事業負担額

3年

項

度

       目 令和

令

元年度 令和2年度 令和

和

3年度 令和4年度 備 

4

      考

決投 年

年

度別事業費 638,4

績

度

29 911,214 9

備

89,198 1,01

 

4,088

資 内 特定財

 

源 304,361 48

 

0,103 559,6

 

36 571,981
算

 

指 訳 一般財源 334,

 

068 431,111

 

429,562 442

考

,107

額標 他団体事



  

排

       業  

水

     名 事業の意

氾

図やねらい（成果や効

濫

果）の達成状況

電源立

に

地地域対策交付金事業

よ

【事業意図・ねらい】

る

電源立地地域対策交付

浸

金を活用し、巣子川の

水

部分改修予定

箇所につ

被

いての実施設計業務を

 

害

行います。

【達成状況

を

】巣子川改修予定箇所

未

の2箇所について、実

然

施設計を完了しました

に

。

継続区分 会計・款・

防

項・目 令和4年度の事

止

業概要（実績）
巣子川

す

部分改修設計　L=6

る

7.0m継続 一般・8

た

款・3項・1目
・護岸

ひ

め

工：L=32.0m(

、

ハイム団地部,R6工

浸

事予定)
事    業

水

    主    体

対

・頭首工撤去工、護岸

策

工：L=35.0m(

に

サンシャイン巣子公園

か

部,R5工事予定)

河

か

川課

【滝沢市主体】

る

と

計画的な整備を行うと

に

ともに

、河川砂防や土

や

石流・地すべりなどか

さ

ら市民を守るため、こ

し

れらを所掌する国や県

く

に協力し必要な整備を

安

推進し、適正な維

持に

政 全

努め自然災害に強い安

・

全・安心なまちづくり

安

を目指します。

 

基本

心

計画期間内の取り組み

で

と方針のうち、令和4

活

年度の重点課題の達成

力

（実現）状況

【重点課

あ

題】

・適正な河川維持

ふ

管理　　・準用河川仁

れ

沢瀬川河川改修事業の

策 る

推進

・電源立地地域対

ま

策交付金関連等河川改

ち

修・維持管理事業の推

 

進　　・浸水対策の推

基

進

・火山砂防、土砂災

本

害関連要望活動の推進

施

　　・緊急浚渫推進事

策

業の取り組み

【重点課

　

題に対する達成状況】

０

全ての課題（事業）に

　
３

ついて、推進しました

 

。

 

事       

 

業       名 事

河

業の意図やねらい（成

川

果や効果）の達成状況

砂

河川維持管理事業 【事

防

業意図・ねらい】安全

・

で安心な河川環境の形

雨

成を目指し、河川機能

　
水

の維持管

理を行うこと

排

で、災害に強い河川環

除

境の保全を図ります。

施

【達成状況】水門等管

設

理や河川維持業務を適

の

正に行いながら、要望

整

のある維持修

（義務的

備

事業） 繕箇所について

－

は住民と協議し予算の

 

範囲内で実施しました

　

1

。

継続区分 会計・款・

5

項・目 令和4年度の事

9

業概要（実績）
・河川

 

機能の適正な維持管理

－

と河川施設の管理を行いました。継続 一般・8款・3項・1目
・地域住民（自治会等）との協働による、除草等環境保全活動の水平展

０

開と支援
事    業    主    体 を行いました。

河川課 ・緊急浚渫事業債を活用した浚渫工事を実施

基

しました。

【滝沢市主

本

体】

施

事      

策

 業       名

が

事業の意図やねらい（

４

４

成果や効果）の達成状

年

況

仁沢瀬川外治水対策

間

事業 【事業意図・ねら

で

い】度重なる越水被害

め

が起きている仁沢瀬川

ざ

外の治水対策を実

施す

す

ることで、災害に強い

姿

河川整備を行います。

市

【達成状況】改修工事

内

を実施しました。

継続

 

の

区分 会計・款・項・目

河

令和4年度の事業概要

川

（実績）
・工事積算業

や

務　N=1式継続 一般

市

・8款・3項・1目
・

街

河川改修工事　L=8

地

0m
事    業  

の

  主    体
河川

雨

課

【滝沢市主体】

水

事



令 報

河

0千円標 他団体事業負

川

担額

や下

項   

水

    目 令和元年度

道

令和2年度 令和3年度

（

令和4年度 備    

雨

   考

目 ○全体事業

水

期間活 単年度改修工事

施

延長 47.4 32.8

告

設

0 0   平成19年度

）

～令和14年度標
動 4

整

7.4 61 0 0値 単 位

備

ｍ（式）

／指 設計業務

及

実施延長 0 0 0 30
実

び

標 0 0 0 67績 単 位 ｍ

各

○特定財源

決   岩手

施

県電源立地地域対策交

設

付投 年度別事業費 11

の

,756 10,376

令

維

5,280 6,050

持

  金【県】
  資 内

管

特定財源 11,000

理

9,700 4,400

を

4,400
算   

  

行

指 訳 一般財源 756 6

い

76 880 1,650

、

平成30年度より巣子

保

川着手

額標 他団体事業

全

負担額

和

や河川の美化などの地

元

域活動を推進、支援し

年

ました。

・自然災害の

度

恐れのある個所につい

～

て、国直轄事業及び県

令

事業の推進に向けた要

和

望活動と整備実施にか

和
4

かる連携・協力を図

り

年

ました。

令和6年度方

度

針策定に際し、今後の

（

方向性や引継課題

Ｂ 課

単

題あり

【今後の方向性

位

】

国や県が進めてきた

 

事業の推進に向けて連

 

携・協力するほか、市

千

が進めるべき事業の明

円

確化を進めます。

【引

4

）

継課題】

災害等の発生

－

を未然に防止する仕組

 

みと施設整備にかかる

1

財源の継続確保が必要

6

となります。

0 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備

年

       考

目 ○全体事業期間活 河川愛護団体の組織化数 7 7 8 8   令和4年度～令和7年度標
動 7 8 8 8値 単 位 団体数

／指 施設管理の実施（水門管理委託 7 7 7 9
実 、環境維持業務等）

標 7 9

基

9 9績 単 位 箇所数 ○特

度

本

定財源

決   県単河川

施

維持修繕業務委託金投

策

年度別事業費 15,9

目

94 17,545 45

標

,747 69,186

の

  【県】、河川水門

達

管理委託金
  【県】

成

、土木施設使用料【そ

（

資 内 特定財源 1,63

実

3 1,668 26,9

事

現

09 34,313
算  

）

 の他】、緊急浚渫事

に

業債（R3
  ～R6

向

）指 訳 一般財源 14,

け

361 15,877 1

た

8,838 34,87

計

3

額標 他団体事業負担

画

額

期間

項    

業

内

   目 令和元年度 令

の

和2年度 令和3年度 令

取

和4年度 備     

り

  考

目 ○全体事業期

組

間活 事業進捗率（事業

み

費ベース） 11 14 1

と

7 27   平成25年

方

度～令和28年度標 ○

針

全体事業量動 9.1 1

に

1.3 13.6 21.

実

つ

8値 単 位 %   治水対

い

策延長　L=2.6k

て

m
／   指 ○全体事業

の

費実   1,124,

達

000千円標 績 単 位 ○

成

特定財源

決   社会資

（

本整備総合交付金【国

実

投 年度別事業費 17,

現

042 12,322 8

）

,591 69,509

績

状

  】（1/3）、公

況

共事業等債
  資 内 特

Ｂ

定財源 15,880 1

概

0,939 7,515

ね

64,400
算   

 

達

 指 訳 一般財源 1,1

成

62 1,383 1,0

し

76 5,109 令和4

た

年度実施令和3年度繰

・

越明

額 許費21,86



  

らい（成果や効果）の

 

達成状況

滝沢市河川整

ひ

備計画事業 【事業意図

と

・ねらい】計画的な河

に

川改修及び維持管理を

や

実施するため、市管理

さ

河

川の整備・維持管理

し

計画を策定することに

く

より、安全安心な施設

安

の整備、維持管

理を図

政 全

ります。

【達成状況】

・

現地調査と関係機関と

安

の調整を実施しました

心

。

継続区分 会計・款・

で

項・目 令和4年度の事

活

業概要（実績）
次期整

力

備河川の検討調査 一般

あ

事    業    

ふ

主    体
河川課

【

れ

滝沢市主体】

策 る

事  

ま

     業    

ち

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

基

の達成状況

準用河川仁

本

沢瀬川河川台帳整備事

施

業 【事業意図・ねらい

策

】河川区域等において

　

は、流水占用その他各

０

種の河川使用が

行われ

　
３

ているため、管理の円

 

滑で的確な遂行を図る

 

ため河川台帳を整備し

 

ます。

【達成状況】令

河

和4年度に河川整備を

川

したものを、GIS登

砂

録する予定としていま

防

す

。

継続区分 会計・款

・

・項・目 令和4年度の

雨

事業概要（実績）
施策

　
水

検討調査 一般

事   

排

 業    主   

除

 体
河川課

【滝沢市主

施

体】

設

事      

の

 業       名

整

事業の意図やねらい（

備

成果や効果）の達成状

－

況

下水道整備事業（雨

 

水） 【事業意図・ねら

　

1

い】都市化の進展によ

6

る雨水流出量の増加等

1

の雨水対策を目的

に、

 

雨水排除施設を整備し

－

、市民の安全な暮らしを確保します。

【達成状況】大釜排水区の浸水対策として、国道46号を横断する雨水排水管渠の

推進工事が完

０

了しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
大釜地区雨水排水路整備（φ1500mm、L=28m）継続

事

―

事    業   

 

 主    体
河川課

 

【滝沢市主体】

 

小         

４

 

          

 

          

 

計

 業     

 

  名 事業の意図やね



令 報

目 ○全体事業期間活 事

告

業進捗率 0 0 0 0   

令

令和2年度～令和7年

和

度標
動 0 0 0 0値 単 位

元

％

／指
実

標 績 単 位

決投

年

年度別事業費

資 内 特定

度

財源
算

指 訳 一般財源 <

～

調査事業>

額標 他団体

令

事業負担額

和
和

4

項

年

       目 令和

度

元年度 令和2年度 令和

（

3年度 令和4年度 備 

単

      考

目 ○全

位

体事業期間活 準用河川

 

仁沢瀬川　延長L=6

 

.12 0 0 0 0   令

千

和4年度～令和7年度

円

標 Km
動 0 0 0 0値 単

4

）

位 km

／指
実

標 績 単 位

－

決投 年度別事業費

資 内

 

特定財源
算

指 訳 一般財

1

源 <調査事業>

額標 他

6

団体事業負担額

2 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

年

備       考

目 ○全体事業期間活 雨水排水施設整備面積 262 264 262 263   昭和53年度～令和12年度標 ○全体事業量動 262 262 269 269値 単 位 ha（累計）   A=2,010ha
／   指 ○

度

全体事業費実   21,902,864千円標 績 単 位 ○特定財源

決   社会資本整備総合交付金【国投 年度別事業費 14,079   】(1/2)、下水道事業債
  資 内 特定財源 13,061

算   
  指 訳 一般財源 1,

事

018 【公営企業会計】令和4年度実

額 施令

項

和3年度繰越明許費1

 

91,423標 他団体

 

事業負担額
千円

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

業

目

   考

決投 年度別事

令

業費 44,792 40

和

,243 59,618

元

158,824

資 内 特

年

定財源 28,513 2

度

2,307 38,82

令

4 116,174
算

指

和

訳 一般財源 16,27

2

9 17,936 20,

年

794 42,650

額

実

度

標 他団体事業負担額

令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

ないライフラインであ

 

り、将来にわたって安

ひ

全な水道水を供給でき

と

るよう、健全かつ

持続

に

可能な水道事業の経営

や

を目指します。

基本計

さ

画期間内の取り組みと

し

方針のうち、令和4年

く

度の重点課題の達成（

安

実現）状況

Ｂ 概ね達成

政 全

した

・新たな納付方法

・

としてコード決済の導

安

入に取り組みました。

心

・わかりやすい情報発

で

信について、コロナ禍

活

により啓発イベントを

力

見合わせ、広報誌を増

あ

刊しました。

・次期水

ふ

道事業ビジョン及び経

れ

営計画を策定し、あわ

策 る

せて財政シミュレーシ

ま

ョンの見直しを行いま

ち

した。

・職員の専門的

 

知識と技術継承のため

基

、オンラインやオンデ

本

マンドの外部研修やO

施

JT研修による人材育

策

成を行いました。

・広

　

域連携について、広域

０

連携検討会やブロック

　
４

検討会を通じて情報共

 

有を図りました。

 

事

 

       業  

持

     名 事業の意

続

図やねらい（成果や効

可

果）の達成状況

水道事

能

業経営 【事業意図・ね

な

らい】安全でおいしい

水

水の提供を継続する持

　
道

続可能な水道経営を

目

経

指し、事業の効率化と

営

財源確保を行い健全な

－

経営に努めます。

【達

 

成状況】滝沢市水道事

1

業ビジョン等に基づく

6

事業の執行及び外部委

3

託による

（義務的事業

 

） 業務の効率化等によ

－

り経営の健全化に努め

　

ました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・料金徴収業務委託内容の評価実施継続 ―
・上下水道広報誌を年3回発行

事    業    主    体 ・第3次滝沢市水道事業ビジョン及び中期経営

０

基

計画（前期）の策定（

本

財政シミュ

水道総務課

施

レーションを含む）

【

策

滝沢市主体】 ・WEB

が

を活用したオンライン

４

研修の積極的な受講

・

年

料金納付方法拡大のた

間

め、納付方法にコード

で

決裁（スマホ決裁）を

め

導入

小    

４

ざ

          

す

          

姿

     計

水道は、市民生

 

活に欠かすことができ



令 報

続可能な水道経営を実

告

現するための運営指針

令

となる滝沢市水道事業

和

中期経営計画（後期）

元

（令和元年度～4年度

年

）に基づ

き、施策目標

度

の達成に向け事業を展

～

開しました。

・水道利

令

用者に密着したサービ

和

スの向上

・広聴広報の

和
4

充実

・財政の健全化

・

年

人材育成と組織力の強

度

化

・官民連携と広域連

（

携の推進

令和6年度方

単

針策定に際し、今後の

位

方向性や引継課題

Ｂ 課

 

題あり

令和5年度以降

 

の次期水道事業ビジョ

千

ン等における重点課題

円

「有収水量の減少」「

4

）

施設更新需要の増大」

－

「人的資源の確保

・技

 

術の継承」について、

1

社会環境予測や更新需

6

要の予測（施設整備計

4

画の策定）に基づき財

 

務シミュレーションの

－

見直し

を行う必要があります。

年

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 経営資本営業利益率 1 1 1 1   平成17年度～令和7年度標
動 0.82 0.

基

74 1.39 1.01

度

本

値 単 位 ％

／指
実

標 績 単

施

位

決投 年度別事業費

資

策

内 特定財源
算

指 訳 一般

目

財源 【公営企業会計】

標

額 <ゼロ予算事業>標

の

他団体事業負担額

達成

項  

（

     目 令和元年

実

度 令和2年度 令和3年

事

現

度 令和4年度 備   

）

    考

決投 年度別

に

事業費

資 内 特定財源
算

向

指 訳 一般財源

額標 他団

け

体事業負担額

た計画期間

業

内の取り組みと方針に

実

ついての達成（実現）

績

状況

Ｂ 概ね達成した

持



  

経

用の基本計画に基づき

過

、安全でおいしい

水の

し

安定供給を図ります。

、

【達成状況】第3次水

浄

道事業ビジョン策定に

水

合わせ、整備内容や実

場

施時期を見直

（義務的

等

事業） し、柳沢取水ポ

の

ンプ場の設備更新に着

基

手しました。

継続区分

 

幹

会計・款・項・目 令和

水

4年度の事業概要（実

道

績）
滝沢浄水場PAC

施

タンク防液堤設置工事

設

　一式継続 ―

事   

や

 業    主   

配

 体
水道整備課

【滝沢

水

市主体】

管等

ひ

の老朽化が進行するな

と

かで、岩手山麓の恵ま

に

れ

た水源を活用し、市

や

民が必要とする安全な

さ

水をいつでも、いつま

し

でも提供するため、安

く

全で強靭な水道の持続

安

を目指します

。

基本計

政 全

画期間内の取り組みと

・

方針のうち、令和4年

安

度の重点課題の達成（

心

実現）状況

Ｂ 概ね達成

で

した

【重点課題】

令和

活

元年度から令和4年度

力

までを事業計画とし策

あ

定した「水道事業経営

ふ

計画」に基づき老朽水

れ

道施設更新と配水管路

策 る

の耐震

化を継続的に実

ま

施します。

【達成状況

ち

】

老朽化していた、柳

 

沢取水ポンプ場の受電

基

設備、非常用発電機の

本

更新工事に着手し、配

施

水管路の耐震化を継続

策

実施しました

。

　

事 

０

      業   

　
５

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

 

）の達成状況

配水管整

 

備事業 【事業意図・ね

安

らい】経年管更新及び

全

新設配水管に耐震管を

で

布設し、耐震化率の

向

強

上と災害に強い水道施

靭

設を整備します。

【達

な

成状況】配水管の管路

　
水

耐震化率が向上しまし

道

た。

（義務的事業）

継

の

続区分 会計・款・項・

持

目 令和4年度の事業概

続

要（実績）
・配水管布

－

設替（下鵜飼地区）ほ

 

か２路線　φ200～

1

φ75 Ｌ＝ 893

6

ｍ継続 ―
・配水管等移

5

設（葉の木沢山地区）

　

 

他１か所
事    業

－

    主    体 ・実施設計　一式

水道整備課 ・舗装復旧　一式

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

漏水対

０

策事業 【事業意図・ねらい】水資源の有効利

基

用と道路陥没等による

本

二次被害の未然防止

の

施

ため、漏水調査により

策

、漏水箇所を早期発見

が

し修繕に努めます。

【

４

達成状況】漏水調査に

年

より、12箇所の漏水

間

箇所を発見し修繕しま

４

で

した。

（義務的事業）

め

継続区分 会計・款・項

ざ

・目 令和4年度の事業

す

概要（実績）
・漏水調

姿

査（柳沢高区、湯舟沢

水

低区、小岩井系）　1

道

77.5km継続 ―
・

事

路面音聴調査　80k

業

m
事    業   

の

 主    体 ・配水

 

開

系統別配水量分析　一

始

式

水道整備課

【滝沢市

か

主体】

ら

事     

4

  業       

0

名 事業の意図やねらい

年

（成果や効果）の達成

以

状況

基幹水道施設整備

上

事業 【事業意図・ねら

が

い】柳沢地区の水源活



令 報

「

8
算   

  指 訳 一般

水

財源 【公営企業会計】

安

額標 他団体事業負担額

全計画

項     

」

  目 令和元年度 令和

に

2年度 令和3年度 令和

基

4年度 備      

づ

 考

目 ○全体事業期間

告

き

活 配水池貯留能力 0.

、

85 0.85 0.85

水

0.85   令和4年

源

度～令和7年度標
動 0

の

.85 0.85 0.8

監

3 0.85値 単 位 日

／

視

指
実

標 績 単 位 ○特定財

と

源

決   水道料金【そ

浄

の他】投 年度別事業費

水

10,230 5,89

令

処

6 28,929 1,4

理

23   
  資 内 特定

、

財源 10,230 5,

水

896 28,929 1

質

,423
算   

  指

検

訳 一般財源 【公営企業

査

会計】

額標 他団体事業

を

負担額

実施

和

し、安全な水道水の供

元

給を継続しました。

・

年

「第3次水道事業ビジ

度

ョン」策定に合わせ、

～

整備内容等を見直し、

令

水道施設の更新、耐震

和

化を進めました。

・漏

和
4

水防止対策の継続実施

年

により、漏水率を維持

度

しました。

・住民参加

（

による応急給水訓練を

単

実施し、災害対応体制

位

を強化しました。

・組

 

織、人員体制について

 

は外部研修の受講や外

千

部委託による民間事業

円

者との連携による技術

4

）

水準の維持に努めまし

－

た。

令和6年度方針策

 

定に際し、今後の方向

1

性や引継課題

Ｂ 課題あ

6

り

令和5年度以降の次

6

期水道事業ビジョン等

 

における重点課題「有

－

収水量の減少」「施設更新需要の増大」「人的資源の確保

・技術の

年

継承」について、地下水源の利用促進と漏水防止対策の継続実施、効果的な施設更新の計画策定と実施、専門研修

の受講等により人材育成に取り組む必要があります。

基

項

度

本

       目 令和

施

元年度 令和2年度 令和

策

3年度 令和4年度 備 

目

      考

目 ○全

標

体事業期間活 管路耐震

の

化率（導・送水管を除

達

33.1 34.1 35

成

35.9   令和4年

（

度～令和7年度標 く）

実

動 34.2 34.8 3

事

現

5.5 35.7値 単 位

）

％

／指 管路耐震化率（

に

幹線） 26.4 26.

向

8 26.9 27
実

標 2

け

5.6 25.9 25.

た

9 26.2績 単 位 ％ ○

計

特定財源

決   水道料

画

金【その他】投 年度別

期

事業費 413,040

間

194,834 224

業

内

,960 210,76

の

8   令和4年度実施

取

令和3年度繰越
  明

り

許費39,836千円

組

資 内 特定財源 413,

み

040 194,834

と

224,960 210

方

,768
算   

  指

針

訳 一般財源 【公営企業

に

会計】

額標 他団体事業

実

つ

負担額

いて

項  

の

     目 令和元年

達

度 令和2年度 令和3年

成

度 令和4年度 備   

（

    考

目 ○全体事

実

業期間活 漏水率 7.2

現

7 6.8 6.6   令

）

和4年度～令和7年度

績

状

標
動 8.7 4.8 5.

況

8 5.7値 単 位 ％

／指

Ｂ

実
標 績 単 位 ○特定財源

概

決   水道料金【その

ね

他】投 年度別事業費 1

達

5,848 8,360

成

8,900 8,368

し

  
  資 内 特定財源

た

15,848 8,36

・

0 8,900 8,36



  

成果や効果）の達成状

 

況

老朽水道施設更新事

ひ

業 【事業意図・ねらい

と

】耐用年数を超え、浄

に

水能力等に支障を及ぼ

や

すおそれのある

施設や

さ

設備等を順次改良、更

し

新し水道施設の機能保

く

持を図ります。

【達成

安

状況】第3次水道事業

政 全

ビジョン策定に合わせ

・

、整備内容や実施時期

安

を見直

（義務的事業）

心

し、また、点検結果に

で

基づき設備等を更新し

活

、水道施設の機能を保

力

持しました。

継続区分

あ

会計・款・項・目 令和

ふ

4年度の事業概要（実

れ

績）
・滝沢浄水場ほか

策 る

水位計等更新工事　一

ま

式継続 ―
・滝沢浄水場

ち

ほか流入流量計等更新

 

工事　一式
事    

基

業    主    

本

体 ・駒形配水池ほか緊

施

急遮断弁用地震計等更

策

新工事　一式

水道整備

　

課 ・柳沢低区浄水場受

０

水管更新工事　一式

【

　
５

滝沢市主体】

小

 

          

 

          

 

         計

安全で強靭な
　

水道の持続

－ 167

　

 －

０

事      

４

 業       名

 

事業の意図やねらい（



令 報

目 ○全体事業期間活 浄

告

水機能の低下による障

令

害や水 0 0 0 0   令

和

和4年度～令和7年度

元

標 質事故数
動 0 0 0 0

年

値 単 位 件

／指
実

標 績 単

度

位 ○特定財源

決   水

～

道料金【その他】投 年

令

度別事業費 12,10

和

0 55,673 136

和
4

,369 44,836

年

  
  資 内 特定財源

度

12,100 55,6

（

73 136,369 4

単

4,836
算   

  

位

指 訳 一般財源 【公営企

 

業会計】

額標 他団体事

 

業負担額

千円

項      

4

）

 目 令和元年度 令和2

－

年度 令和3年度 令和4

 

年度 備       

1

考

決投 年度別事業費 4

6

51,218 264,

8

763 399,158

 

265,395

資 内 特

－

定財源 451,218 264,763 399,158 265,39

年

5
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

度事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

処

    名 事業の意図

理

やねらい（成果や効果

浄

）の達成状況

排水設備

化

確認申請審査事務 【事

槽

業意図・ねらい】排水

を

設備工事確認申請書を

適

審査し、完了届による

切

実地検査

をすることに

な

より、不適切な工事を

役

なくします。

【達成状

 

割

況】下水道接続により

分

、快適な生活環境を市

担

民に提供しました。

（

で

義務的事業）

継続区分

計

会計・款・項・目 令和

画

4年度の事業概要（実

的

績）
・排水設備新規接

に

続申請及び改造申請の

整

技術的審査継続 ―
・完

備

了後に実地検査を実施

ひ

し

事    業    

、

主    体 ・年間件

そ

数　225件

下水道課

れ

【滝沢市主体】

とともに既存

と

施設の老朽化への長期

に

的な対応を計画

する必

や

要があります。また、

さ

汚水処理事業を将来に

し

渡り、安定・持続させ

く

る必要があるため、効

安

果的な資源の投下、採

政 全

算性

を考慮した経営を

・

実施していきます。

基

安

本計画期間内の取り組

心

みと方針のうち、令和

で

4年度の重点課題の達

活

成（実現）状況

Ｂ 概ね

力

達成した

【重点課題】

あ

事業の諸経費及び工事

ふ

コストの縮減、下水道

れ

使用料等収納率の向上

策 る

、整備計画等変更準備

ま

。

【重点課題に対応し

ち

た達成状況】

コスト縮

 

減に関しては、発注業

基

務や工事において、物

本

価調査等を実施し、経

施

費の縮減を図りました

策

。また、収納率の向上

　

に

関しては、臨戸徴収

０

や預金差押えなどによ

　
６

り滞納処理を実施しま

 

した。なお、整備計画

 

等変更に関しては、令

 

和3年度に事

業計画期

効

間の延伸を行い、令和

率

4年度に事業計画区域

的

の変更を行いました。

な汚

事       業

水

       名 事業

　
処

の意図やねらい（成果

理

や効果）の達成状況

滝

施

沢市水洗便所改造資金

設

利子補給事業 【事業意

の

図・ねらい】生活排水

整

による水質汚濁の防止

備

や環境衛生の向上を図

・

りま

す。

【達成状況】

維

令和4年度浄化槽設置

持

工事に伴う水洗便所改

　
管

造資金の融資あっせん

理

（義務的事業） 及び利

－

子補給事業はありませ

 

んでした。

継続区分 会

1

計・款・項・目 令和4

6

年度の事業概要（実績

9

）
滝沢市水洗便所改造

 

資金融資斡旋利子事業

－

（浄化槽） 実績件数0件継続 一般・4款・

０

1項・4目

事    業    主    体
下水道課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢市浄化槽設置整

基

備補助事業 【事業の意

４

本

図・ねらい】公共用水

施

域等の水質保全の観点

策

から、生活環境及び公

が

衆

衛生の向上を図りま

４

す。

【達成状況】浄化

年

槽の設置促進を推進し

間

たことにより、生活環

で

境及び公衆衛生の

向上

め

が図られました。

継続

ざ

区分 会計・款・項・目

 

す

令和4年度の事業概要

姿

（実績）
滝沢市浄化槽

公

設置整備事業補助金交

共

付基数　48基継続 一

下

般・4款・1項・4目

水

事    業    

道

主    体
下水道課

と

【滝沢市主体】

合

事 

併

      業   



令 報

か

○全体事業期間活 水洗

ら

化率 96.2 96.1

で

96 96   昭和58

示

年度～令和7年度標
動

さ

95 95.5 97.1

れ

96.8値 単 位 ％

／指

た

実
標 績 単 位

決投 年度別

令

事業費

資 内 特定財源
算

和

指 訳 一般財源 <ゼロ予

8

算事業>

額標 他団体事

告

年

業負担額

度下水道施設の概成

令

に向け、小岩井北処理

和

分区、巣子第二処理分

元

区及び滝沢駅前処理分

年

区の整備

を行いました

度

。また、中長期施設改

～

築計画の基礎となるア

令

セットマネジメントを

和

策定し今後の改築、更

和
4

新に必要な、基盤を

整

年

備しました。更に、合

度

併処理浄化槽設置に係

（

る助成を実施すること

単

で、水洗化率の向上を

位

図りました。

なお、下

 

水道における有収率を

 

向上させるため、鵜飼

千

西分区での取付管更生

円

工事及びマンホール蓋

4

）

の交換による不明水対

－

策

を実施しました。

令

 

和6年度方針策定に際

1

し、今後の方向性や引

7

継課題

Ｂ 課題あり

【今

0

後の方向性】

効率的な

 

汚水処理の実現に向け

－

、事業実施の効率性、経済性及び採算性について引続き検証し、今

年

後加速度的に進む施設の

老朽化に備えます。

【引継課題】

・安定した経営のための資金力強化

・汚水処理を持続させるための下水道使用料及び経営戦略の見直し

基

項   

度

本

    目 令和元年度

施

令和2年度 令和3年度

策

令和4年度 備    

目

   考

目 ○全体事業

標

期間活 整備人口 9,6

の

83 9,787 9,8

達

94 10,001   

成

令和元年度～令和7年

（

度標
動 9,589 9,

実

658 9,843 10

事

現

,072値 単 位 人

／指

）

実
標 績 単 位

決投 年度別

に

事業費 2 1

資 内 特定財

向

源
算

指 訳 一般財源 2 1

け

額標 他団体事業負担額

た計画

項     

期

  目 令和元年度 令和

間

2年度 令和3年度 令和

業

内

4年度 備      

の

 考

目 ○全体事業期間

取

活 浄化槽設置基数 40

り

50 42 50   平成

組

元年度～令和7年度標

み

動 41 47 46 48値

と

単 位 基

／指
実

標 績 単 位

方

○特定財源

決   循環

針

型社会形成推進交付金

に

投 年度別事業費 17,

実

つ

598 20,022 1

い

9,125 20,02

て

2   【国】(5年間

の

総枠で1/3、年
  

達

度間調整あり)資 内 特

成

定財源 10,037 1

（

2,114 11,43

実

8 12,624
算   

現

浄化槽設置整備県補助

）

金
  【県】（1/3

績

状

）指 訳 一般財源 7,5

況

61 7,908 7,6

Ｂ

87 7,398

額標 他

概

団体事業負担額

ね達成

項       目

し

令和元年度 令和2年度

た

令和3年度 令和4年度

国

備       考

目



  

意

況

滝沢市水洗便所改造

図

資金利子補給事業 【事

や

業意図・ねらい】生活

ね

排水による水質汚濁の

ら

防止や環境衛生の向上

い

を図りま

す。

【達成状

（

況】今年度、排水設備

成

工事に係る改造資金の

果

融資あっせんはありま

や

せん

（義務的事業） で

 

効

したが、利子補給を継

果

続して実施し、公共下

）

水道への切替が図られ

の

ました。

継続区分 会計

達

・款・項・目 令和4年

成

度の事業概要（実績）

状

滝沢市水洗便所改造資

況

金融資斡旋利子補給事

下

業（公共下水道） 6

水

6千円（新規継続 ―
融

ひ

道

資斡旋0件）
事   

整

 業    主   

備

 体
下水道課

【滝沢市

事

主体】

業

事     

（

  業       

汚

名 事業の意図やねらい

水

（成果や効果）の達成

）

状況

滝沢市水洗便所設

【

置費補助事業 【事業意

と

事

図・ねらい】生活保護

業

受給者が既存の汲取り

意

便所を水洗便所に改造

図

する

経費に対して補助

・

金を交付することによ

ね

り、水洗化を促進し、

ら

生活排水による水

質汚

い

濁の防止や環境衛生の

】

向上を図ります。

【達

公

成状況】令和4年度に

に

共

おける補助金申請はあ

用

りませんでした。 

継

水

続区分 会計・款・項・

域

目 令和4年度の事業概

の

要（実績）
水洗便所設

保

置費補助事業 0千円

全

（対象件数0件）継続

と

―

事    業   

水

 主    体
下水道

洗

課

【滝沢市主体】

や

化による快適な生活の

さ

環境を整備

します。

【

し

達成状況】巣子地区に

く

おける汚水管渠の新規

安

整備工事を実施し、整

政 全

備区域の拡

大を行いま

・

した。

継続区分 会計・

安

款・項・目 令和4年度

心

の事業概要（実績）
・

で

巣子第二処理分区（整

活

備）　整備面積　1.

力

0ha　継続 ―
・事業

あ

計画変更業務　１式
事

ふ

    業    主

れ

    体
下水道課

【

策 る

滝沢市主体】

ま

事  

ち

     業    

 

   名 事業の意図や

基

ねらい（成果や効果）

本

の達成状況

北上川上流

施

流域下水道建設負担金

策

【事業意図・ねらい】

　

北上川上流流域下水道

０

の建設に要する費用の

　
６

一部を負担す

ることで

 

、安定した汚水の適正

 

処理を図るものです。

 

【達成状況】北上川上

効

流流域下水道の建設に

率

要する費用の一部を負

的

担することで

（義務的

な

事業） 、安定した汚水

汚

の適正処理を達成しま

水

した。

継続区分 会計・

　
処

款・項・目 令和4年度

理

の事業概要（実績）
北

施

上川上流流域下水道建

設

設負担金（起債償還分

の

） 　20,900千

整

円継続 ―

事    業

備

    主    体

・

下水道課

【他団体事業

維

主体】

岩手県

持

事  

　
管

     業    

理

   名 事業の意図や

－

ねらい（成果や効果）

 

の達成状況

下水道維持

1

管理事業 【事業意図・

7

ねらい】市民の生活基

1

盤である下水道施設の

 

適正な維持管理を図る

－

ものです。

【達成状況】マンホールポンプ等

０

の点検委託、取付管や公設ます等の修繕を実施

（義務的事業） し、下水道施設の適正な維持管理を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
・汚水施設維持管理経費（管渠費）　　　　　36,

４

事

581千円継続 ―
・雨

 

水施設管理経費（雨水

 

処理費）　　　　　 

 

  497千円
事  

 

  業    主  

 

  体 ・流域下水道維

 

持管理負担金　　　　

 

　　　 219,80

業

4千円

下水道課 ・賦課

 

徴収業務等の経費（業

 

 

務費）　　　　　49

 

,526千円

【滝沢市

 

主体】 ・企業経営に関

 

する経費（総係費）　

 

　　　　39,054

 

千円

名

事      

事

 業       名

業

事業の意図やねらい（

の

成果や効果）の達成状



令 報

目

54 29,449 29

○

,019 37,583

全

【公営企業会計】

額標

体

他団体事業負担額

事業期

項       

間

目 令和元年度 令和2年

活

度 令和3年度 令和4年

整

度 備       考

告

備

目 ○全体事業期間活 水

区

洗化人口 35,098

域

35,493 35,5

内

75 35,656   

人

昭和58年度～令和7

口

年度標
動 36,508

3

37,333 38,7

6

32 37,721値 単

,

位 人（累計）

／指 水洗

4

化率 96.2 96.1

令

9

96 96
実

標 95 95

7

.5 97.1 96.8

3

績 単 位 ％ ○特定財源

決

6

  下水道使用料【そ

,

の他】投 年度別事業費

9

166 138 105 6

4

6   
  資 内 特定財

8

源 83 69 52 33
算

3

  
  指 訳 一般財源

7

83 69 53 33 【公

和

,

営企業会計】

額標 他団

0

体事業負担額

49 3

項       目 令

7

和元年度 令和2年度 令

,

和3年度 令和4年度 備

1

       考

目 ○

4

全体事業期間活 水洗化

9

人口 35,098 35

元

 

,493 35,575

 

35,656   昭和

昭

58年度～令和7年度

和

標
動 36,508 37

5

,333 38,732

3

37,721値 単 位 人

年

（累計）

／指 水洗化率

度

96.2 96.1 96

～

96
実

標 95 95.5

令

97.1 96.8績 単

年

和

位 ％

決投 年度別事業費

7

資 内 特定財源
算

指 訳 一

年

般財源 【公営企業会計

度

】

額標 他団体事業負担

標

額

○全体事業

度

量動 38,423 39

～

,111 39,892

令

38,963値 単 位 人

和

（累計）   1,28

和
4

4ha
／   指 人口普

年

及率 66.7 67.7

度

67.9 68.2 ○全

（

体事業費実   20,

単

904,000千円標

位

69.4 70.5 72

 

70.9績 単 位 ％ ○特

 

定財源

決   社会資本

千

整備総合交付金投 年度

円

別事業費 132,81

4

）

5 155,118 24

－

,980 26,633

 

  【国】1/2、下

1

水道事業債、
  下水

7

道使用料【その他】資

2

内 特定財源 132,8

 

15 155,118 2

－

4,980 26,633
算   

  指 訳 一般財源 【公営企業会計】

年

額 令和4年度実施令和3年度繰越明標 他団体事業負担額
許費19,756千円

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全

度

体事業期間活 整備区域内人口 36,497 36,948 37,049 37,149   昭和53年度～令和7年度標
動 38,423 39,111 39,892 38,963値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   下水道事

事

業債投 年度別事業費 11,509 43,35

項

0 33,524 21,

 

010   受益者負担

 

金【その他】
  資 内

 

特定財源 11,509

 

43,350 33,5

 

24 21,010
算  

 

 
  指 訳 一般財源 【

 

公営企業会計】

額標 他

業

目

団体事業負担額

令和元

項       目

年

令和元年度 令和2年度

度

令和3年度 令和4年度

令

備       考

目

和

○全体事業期間活 水洗

2

化人口 35,098 3

年

5,493 35,57

実

度

5 35,656   昭

令

和53年度～令和7年

和

度標
動 36,508 3

3

7,333 38,73

年

2 37,721値 単 位

度

人（累計）

／指 水洗化

令

率 96.2 96.1 9

和

6 96
実

標 95 95.

4

5 97.1 96.8績

年

単 位 ％ ○特定財源

決  

績

度

 下水道使用料【その

備

他】投 年度別事業費 3

 

04,110 346,

 

456 355,050

 

345,462   
 

 

 資 内 特定財源 277

 

,356 317,00

 

7 326,031 30

 

7,879
算   

  

考

指 訳 一般財源 26,7



  

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

滝沢

ひ

市水洗便所改造資金貸

と

付事業 【事業意図・ね

に

らい】生活保護受給者

や

が既存の汲取り便所を

さ

水洗便所に改造する

経

し

費に対して貸付するこ

く

とにより、水洗化を促

安

進し、生活排水による

政 全

水質汚濁の

防止、環境

・

衛生の向上を図ります

安

。

【達成状況】令和4

心

年度の貸付申請はあり

で

ませんでした。 

継続

活

区分 会計・款・項・目

力

令和4年度の事業概要

あ

（実績）
水洗便所改造

ふ

資金貸付事業 0千円

れ

（対象件数0件)継続

策 る

―

事    業   

ま

 主    体
下水道

ち

課

【滝沢市主体】

 

事

基

       業  

本

     名 事業の意

施

図やねらい（成果や効

策

果）の達成状況

下水道

　

改築事業（汚水） 【事

０

業意図・ねらい】持続

　
６

可能な下水道事業経営

 

のため、ストックマネ

 

ジメント

計画に基づき

 

、計画的に施設更新を

効

行います。

【達成状況

率

】鵜飼西処理分区の取

的

付管更新と人孔蓋交換

な

、滝沢駅前・鵜飼西処

汚

理

分区のマンホールポ

水

ンプ更新を実施しまし

　
処

た。

継続区分 会計・款

理

・項・目 令和4年度の

施

事業概要（実績）
・鵜

設

飼西管渠改築　L=0

の

m継続 ―
・鵜飼西マン

整

ホール蓋交換　N=6

備

0箇所
事    業 

・

   主    体 ・

維

駅前第3、大沢マンホ

持

ールポンプ改築　N=

　
管

3基

下水道課 ・鵜飼西

理

取付管改築更新　N=

－

5箇所

【滝沢市主体】

 

・鵜飼西管渠改築（設

1

計）　N=1式

・アセ

7

ットマネジメント実施

3

計画　N=1式

 

小        

－

                    

０

 計

 ０４   ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち

４

事       業 

 

      名 事業の



令 報

目 ○全体事業期間活 水

告

洗化人口 35,098

令

35,493 35,5

和

75 35,656   

元

昭和58年度～令和7

年

年度標
動 36,508

度

37,333 38,7

～

32 37,721値 単

令

位 人（累計）

／指 水洗

和

化率 96.2 96.1

和
4

96 96
実

標 95 95

年

.5 97.1 96.8

度

績 単 位 ％

決投 年度別事

（

業費

資 内 特定財源
算

指

単

訳 一般財源 【公営企業

位

会計】

額標 他団体事業

 

負担額

 千

項  

円

     目 令和元年

4

）

度 令和2年度 令和3年

－

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

1

業期間活 ストックマネ

7

ジメント計画の改 17

4

3 196 155 67  

 

 平成30年度～令和

－

7年度標 築箇所数
動 320 204 176 68値 単 位 箇所

／指
実

標 績

年

単 位 ○特定財源

決   社会資本整備総合交付金（防投 年度別事業費 124,111 159,729 104,373 58,931   災・安全）【国】1/2、下水
  道事業債【その他】、下水道資 内 特定財源 124,11

度

1 159,729 104,373 58,931
算   使用料

  指 訳 一般財源 【公営企業会計】

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年

事

度 備       考

決投 年度別事業費 59

項

0,311 724,8

 

14 537,157 4

 

72,124

資 内 特定

 

財源 555,911 6

 

87,387 500,

 

398 427,110

 

算
指 訳 一般財源 34,

 

400 37,427 3

業

目

6,759 45,01

令

4

額標 他団体事業負担

和

額

元年

項       目 令

度

和元年度 令和2年度 令

令

和3年度 令和4年度 備

和

       考

決投

2

年度別事業費 1,80

年

6,602 2,135

実

度

,367 2,118,

令

753 2,099,9

和

62

資 内 特定財源 1,

3

378,307 1,5

年

96,782 1,57

度

5,737 1,521

令

,084
算

指 訳 一般財

和

源 428,295 53

4

8,585 543,0

年

16 578,878

額

績

度

標 他団体事業負担額

備       考



  

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

就学援助・就学奨励事業 【事業意図・ねらい】経済的な理由により就学困難と認められる児童生徒の保護

者や特別支援学級へ就学する

 

児童生徒の保護者へ経済的支援を行います。

【達成状況】就学援助費、特別支援教育就学奨励費を支給し、保護者の負担軽減

（義務的事業） 及び義務教育の円滑な実施が図られました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度

学

の事業概要（実績）
・就学援助費継続 一般・10款・1項・3目
　要保護及び準要保護児童生徒を認定し、その保護者へ学用品費、通学用品費、

事    業    主    体 給食費、医療費等を

計

支給しました。要保護

び

画

3人、準要保護765

の

人　

教育総務課 ・特別

ビ

支援教育就学奨励費

【

ジ

滝沢市主体】 　特別支

ョ

援学級在籍者について

ン

、世帯の所得に応じて

（

支弁区分を決定し、支

政

弁区

分に応じて学用品

策

費、通学用品費、給食

が

費等を支給しました。

に

実

対象者74人

現できたときの状態

よ

）

全ての世代が学びに

り

よる幸福感を育めるよ

充

う、生涯にわたって学

実

びあい、学んだことを

し

生かせるとともに、伝

政 た

統文化・芸術

を次世代

人

に継承し、ふるさとに

生

愛着を持つことで、生

を

きがいとやりがいのあ

送

る充実した人生を送る

る

ことができるまちを目

こ

指

します。

政策目標値

と

の達成状況

基準値 上：

が

戦略目標見込値／下：

で

達成値 目標値 進捗状況

策 き

No 政 策 目 標 指 数
平成

る

30年度 令和元年度 令

ま

和2年度 令和3年度 令

ち

和4年度 令和4年度 進

 

捗率(%)

暮 子どもの

基

教育について、学校、

本

家庭、地域の連携があ

施

ると感じている人の割

策

合
1 ら 58.4 58.

　

4 58.4 58.4 5

　
０

8.4 Ｄ58.4単 

１

位 ％し 59.6 61.

 

2 67.3 65.4 6

 

5.4 0.0

幸 趣味や

 

特技を披露できる機会

生

が地域にある人の割合

き

2 18 20 22 25 2

生

5 Ｄ16.7単 位 ％

き

福 19.4 22.7 1

と

1.7 13.2 13.

　
学

2 △42.2

習

基本施策

で

が４年間でめざす姿

・

き

子どもたちが生き生き

る

と学習できる、居心地

教

の良い、安全・安心な

育

教育基盤の充実に努め

基

ます。

・少子化、児童

盤

生徒の偏在化を踏まえ

の

、中長期的な展望のも

　
充

とに学校の適正規模の

実

在り方についての検討

－

に着手します。

・就学

 

機会を確保すべく経済

1

的に困窮している世帯

7

への支援を引き続き行

5

うとともに、急速な情

 

報化社会の進展に即応

－

する

ために学校ＩＣＴ化に向けた環境整備を

０

進めます。

・既存施設の修繕、長寿命化を図るなど維持管理に努め、教育基盤のより一層の充実を目指します。

基本計画期間内の取り組みと方針のうち、令和4年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題

５

】

・学校教育の在り方についての総合的な検討

・学校の施設・設備の老朽化等に対応した安全安心な教育施設の整備、学校ＩＣＴ教育の円滑な運用に向けた環境整備

【重点課題に対応した達成状況】

・「滝沢市の学校教育の

 

在り方検討委員会」を設置し、本市特有の教育環境を踏まえ総合的に検討しました。

・小学校遊具更新、滝沢第二中学校放送設備改修、小中学校校舎等便所改修等により教育環境の改善が図られました。



令 報

教

年度方針策定に際し、

育

今後の方向性や引継課

基

題

Ｂ 課題あり

【今後の

盤

方向性】

引き続き基本

に

施策の実現に向け、教

つ

育基盤の充実に関する

い

取組を進めます。

【引

て

継課題】

・少子化、児

は

童生徒の偏在化を踏ま

、

えた本市の学校教育の

告

学

在り方の総合的な検討

校

・学校の施設、設備の

Ｉ

老朽化への対応

・学校

Ｃ

のＩＣＴ環境の充実

Ｔ化を

項      

は

 目 令和元年度 令和2

じ

年度 令和3年度 令和4

め

年度 備       

令

と

考

目 ○全体事業期間活

し

支給人数 731 742

た

758 758   令和

学

4年度～令和7年度標

校

動 758 803 834

施

842値 単 位 人

／指
実

設

標 績 単 位 ○特定財源

決

設

  要保護児童生徒援

備

助費補助金投 年度別事

を

業費 69,219 68

和

整

,121 76,944

備

75,626   【国

す

】（1/2）特別支援

る

教育
  就学奨励費補

な

助金【国】（1/資 内

ど

特定財源 2,751 2

、

,112 2,457 2

教

,268
算   2）被

育

災児童生徒就学援助事

環

  業費補助金【県】

元

境

（10/10）指 訳 一

の

般財源 66,468 6

充

6,009 74,48

実

7 73,358

額標 他

を

団体事業負担額

図りました

年

。

・学校教育について

度

は、滝沢市学校教育指

～

導計画に基づき、「正

令

義」と「信頼」の学校

和

づくりを進めました。

和
4

・学校給食については

年

、地場産品等の活用を

度

図りながら、安全安心

（

で学校給食の提供し、

単

食育の推進に努めまし

位

た。

・生涯学習につい

 

ては、生涯学習推進計

 

画の展開や生涯スポー

千

ツの推進により、学び

円

の環境の構築に努めま

4

）

した。

・文化芸術につ

－

いては、文化施設の環

 

境を整えるとともに、

1

文化芸術や郷土芸能保

7

存に係る活動を支援し

6

ました。

・各施策や事

 

業において、新型コロ

－

ナウイルス感染症の影響を受けましたが、以前の状態に戻りつつあ

年

ります。

基本計画内の取り組みと方針のうち、令和4年度の重点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

・学校教育の在り方の総合的な検討

・豊かな人間性や社会性の育成

・「人・つなが

政

り・地域づくり」の促

度

策

進

【重点課題に対する

目

達成状況】

・「滝沢市

標

の学校教育の在り方検

の

討委員会」において、

達

滝沢市特有の教育環境

成

を踏まえた総合的な検

（

討を行いました。

・郷

実

土を愛する心を育む学

現

校教育活動を「滝沢魅

）

力学」の視点で整理し

事

に

、全小中学校で活動内

向

容を共有しました。

・

け

市内全小中学校に「学

た

校教育振興協議会」を

基

設置し、地域課題や教

本

育課題の解決に向けた

計

協働活動を推進しまし

画

た。

期

基本施策目標の

間

達成（実現）に向けた

業

内

計画期間内の取り組み

の

と方針についての達成

取

（実現）状況

Ｂ 概ね達

り

成した

・市内における

組

少子化、児童生徒の偏

み

在化を踏まえ、中長期

と

的な展望のもと学校の

方

適正規模の在り方につ

針

いて、「滝沢市の

学校

に

教育の在り方検討委員

実

つ

会」を設置し、本市特

い

有の教育環境を踏まえ

て

検討を進めました。

・

の

就学機会の機会均等の

達

ため、経済的に困窮し

成

ている世帯に対し、継

（

続して支援しました。

実

・学校ＩＣＴ化に向け

現

て、教育用及び校務用

）

ＰＣや教育用タブレッ

績

状

トを配備するとともに

況

、校内ＬＡＮネットワ

Ｂ

ークの整備

を進めまし

概

た。

・学校の施設、設

ね

備の老朽化に対応する

達

ため、施設改修を進め

成

ました。

・安全安心な

し

教育施設の整備のため

た

、感染症拡大防止対策

・

を進めました。

令和6



  

意

・10款・1項・3目

図

旅費支給規程による）

や

及びその事務に係る経

ね

費を補助しました。
事

ら

    業    主

い

    体
教育総務課

（

【他団体事業主体】

滝

成

沢市小中学校文化体育

果

連盟

や

事      

 

効

 業       名

果

事業の意図やねらい（

）

成果や効果）の達成状

の

況

小学校維持管理事業

達

【事業意図・ねらい】

成

児童が良好な教育環境

状

で学校生活を送るため

況

、学校施設の

維持管理

就

を行います。

【達成状

学

況】学校施設の維持管

学

助

理を適切に行いました

成

。

継続区分 会計・款・

事

項・目 令和4年度の事

業

業概要（実績）
学校維

【

持管理に必要な物品の

事

購入、公共料金の支払

業

い、施設の点検作業等

意

を実施継続 一般・10

図

款・2項・1目
しまし

・

た。
事    業  

び

ね

  主    体
教育

ら

総務課

【滝沢市主体】

い】

事       業

遠

       名 事業

距

の意図やねらい（成果

離

や効果）の達成状況

小

か

学校校舎等補修事業 【

ら

事業意図・ねらい】小

通

学校設置者として、施

に

学

設及び設備を常時適正

す

な状態に維

持するよう

る

補修工事を実施します

児

。

【達成状況】児童の

童

指導・保健衛生・安全

生

管理上、適正な補修工

徒

事を実施しまし

た。

継

の

続区分 会計・款・項・

保

目 令和4年度の事業概

護

要（実績）
小学校施設

よ

者

の維持に係る補修工事

や

を実施しました。また

、

、遊具等の更新工事を

罹

滝継続 一般・10款・

災

2項・1目
沢小学校、

し

滝沢第二小学校、鵜飼

た

小学校、滝沢東小学校

児

で実施しました。
事 

童

   業    主 

生

   体
教育総務課

【

り

徒

滝沢市主体】

の保護者の負担を軽

充

減し、就学を支援しま

実

す。

【達成状況】遠距

し

離通学費を支給し、保

政 た

護者の負担軽減、義務

人

教育の円滑な実施

が図

生

られました。

継続区分

を

会計・款・項・目 令和

送

4年度の事業概要（実

る

績）
児童で4ｋｍ以上

こ

、生徒で6ｋｍ以上の

と

通学距離で、かつ、交

が

通機関を恒常的に利継

で

続 一般・10款・1項

策 き

・3目
用している遠距

る

離通学者の保護者へ遠

ま

距離通学費を支給しま

ち

した。
事    業 

 

   主    体
教

基

育総務課

【滝沢市主体

本

】

施

事       

策

業       名 事

　

業の意図やねらい（成

　
０

果や効果）の達成状況

１

滝沢市教育研究団体協

 

議会交付金事業 【事業

 

意図・ねらい】市の教

 

育研究団体(6団体)

生

相互の情報共有を図り

き

、学校教

事業意図・ね

生

らい育の調査・研究と

き

児童生徒の文化体育活

と

動を推進します。

【達

　
学

成状況】教育研究団体

習

相互の情報交換を行い

で

、学校教育の調査・研

き

究と児童

生徒の文化体

る

育活動を推進しました

教

。

継続区分 会計・款・

育

項・目 令和4年度の事

基

業概要（実績）
研究団

盤

体（滝沢市教育研究会

の

、滝沢市小学校体育連

　
充

盟、滝沢市中学校体育

実

連盟、継続 一般・10

－

款・1項・3目
滝沢市

 

学校図書館協議会、滝

1

沢市視聴覚教育協議会

7

、滝沢市学校保健会）

7

6団体
事    業 

 

   主    体 相

－

互の連絡調整・情報交換を行い、滝沢市の学

０

校教育の調査・研究と児童生徒の

教育総務課 文化体育活動を推進しました。

【他団体事業主体】

滝沢市教育研究団体協議会

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の

５

事

達成状況

滝沢市小中学

 

校文化体育連盟補助事

 

業 【事業意図・ねらい

 

】小中学校の児童生徒

 

が県大会以上へ出場す

 

る際の旅費を補

助する

 

ことで、学校教育にお

 

ける体育・文化芸術活

業

動の振興を図ります。

 

【達成状況】上記の大

 

 

会出場旅費を補助し、

 

児童生徒の体育・文化

 

芸術活動の振

興を図り

 

ました。

継続区分 会計

 

・款・項・目 令和4年

 

度の事業概要（実績）

名

県大会以上の各種大会

事

に出場する児童生徒の

業

旅費（滝沢市小中学校

の

文化体育連盟継続 一般



令 報

目

  令和4年度～令和

○

7年度標
動 9 9 9 9値

全

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

体

○特定財源

決   特定

事

防衛施設周辺整備調整

業

交投 年度別事業費 16

期

,449 21,294

間

18,175 25,9

活

92   付金【国】
 

支

 資 内 特定財源 600

告

給

3,954 6,000

人

算   
  指 訳 一般財

数

源 16,449 20,

4

694 14,221 1

3

9,992

額標 他団体

0

事業負担額

421 4

令

16 432   令和4

和

年度～令和7年度標
動

元

415 390 409 3

年

95値 単 位 人

／指
実

標

度

績 単 位

決投 年度別事業

～

費 12,530 12,

令

191 12,669 1

和

1,818

資 内 特定財

和
4

源
算

指 訳 一般財源 12

年

,530 12,191

度

12,669 11,8

（

18

額標 他団体事業負

単

担額

位 

項   

 

    目 令和元年度

千

令和2年度 令和3年度

円

令和4年度 備    

4

）

   考

目 ○全体事業

－

期間活 研修会・講習会

 

等実施回数 12 12 1

1

2 12   令和4年度

7

～令和7年度標
動 12

8

12 12 12値 単 位 回

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

－

度別事業費 3,384 3,384 3,384 3,384

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 3,384 3,384 3,384 3,384

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

度

目 ○全体事業期間活 出場人数 1,220 1,220 1,210 1,210   令和4年度～令和7年度標
動 1,212 414 752 1,241値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 5,679 514 3,741 5,30

事

2

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 5,679 5

項

14 3,741 5,3

 

02

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

業

目

   考

目 ○全体事業

令

期間活 維持管理学校数

和

9 9 9 9   令和4年

元

度～令和7年度標
動 9

年

9 9 9値 単 位 校

／指
実

度

標 績 単 位 ○特定財源

決

令

  防音事業関連維持

和

事業補助金投 年度別事

2

業費 97,328 93

年

,004 96,514

実

度

118,057   、

令

再編関連訓練移転等交

和

付金
  、新型コロナ

3

ウイルス感染症資 内 特

年

定財源 385 585 1

度

87 5,593
算   

令

対応地方創生臨時交付

和

金【国
  】外指 訳 一

4

般財源 96,943 9

年

2,419 96,32

績

度

7 112,464

額標

備

他団体事業負担額

   

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 補

考

修工事学校数 9 9 9 9



  

意

実施し、学校環境の改

図

善を図ります。

【達成

や

状況】校舎等の照明Ｌ

ね

ＥＤ化について、事業

ら

実施の検討を行いまし

い

た。

継続区分 会計・款

（

・項・目 令和4年度の

成

事業概要（実績）
校舎

果

等照明ＬＥＤ化工事（

や

滝沢小、滝沢第二小）

 

効

の事業実施検討を行い

果

ました。新規 一般・1

）

0款・2項・1目

事 

の

   業    主 

達

   体
教育総務課

【

成

滝沢市主体】

状

事  

況

     業    

小

   名 事業の意図や

学

ねらい（成果や効果）

学

校

の達成状況

小学校放送

備

設備改修事業 【事業意

品

図・ねらい】小学校設

購

置者として老朽化した

入

放送設備の改修工事を

事

実施

して、児童の指導

業

上、保健衛生上及び管

【

理上適切なものにしま

事

す。

【達成状況】事業

業

実施に向け、特定財源

び

意

や工事費、工事内容の

図

調査を実施しまし

た。

・

継続区分 会計・款・項

ね

・目 令和4年度の事業

ら

概要（実績）
改修工事

い

実施に向け、特定財源

】

や工事費、工事内容等

児

の調査を実施しました

童

。調査 一般・10款・

が

2項・1目

事    

に

良

業    主    

好

体
教育総務課

【滝沢市

な

主体】

環境で学校生活

よ

を送るために必要な備

り

品の整

備を図ります。

充

【達成状況】事前ヒア

実

リングにより要望のあ

し

った管理備品について

政 た

整備しました

。

継続区

人

分 会計・款・項・目 令

生

和4年度の事業概要（

を

実績）
学校から要望の

送

あった維持管理用備品

る

、滝沢小学校の机・椅

こ

子、滝沢東小学校の継

と

続 一般・10款・2項

が

・1目
トラクター及び

で

柳沢小学校の軽貨物自

策 き

動車を購入しました。

る

事    業    

ま

主    体
教育総務

ち

課

【滝沢市主体】

 

事

基

       業  

本

     名 事業の意

施

図やねらい（成果や効

策

果）の達成状況

小学校

　

プール改修事業 【事業

　
０

意図・ねらい】経年劣

１

化によりプールの全面

 

的改修が必要となって

 

きてい

ることから、児

 

童が安全に使用できる

生

よう、環境の改善を図

き

ります。

【達成状況】

生

小学校６校におけるプ

き

ールの劣化状況調査、

と

改修・改築方法、概算

　
学

工事費の算定等を行い

習

ました。

継続区分 会計

で

・款・項・目 令和4年

き

度の事業概要（実績）

る

プール改修基本計画検

教

討業務を実施しました

育

。継続 一般・10款・

基

2項・1目

事    

盤

業    主    

の

体
教育総務課

【滝沢市

　
充

主体】

実

事     

－

  業       

 

名 事業の意図やねらい

1

（成果や効果）の達成

7

状況

小学校便所改修事

9

業 【事業意図・ねらい

 

】小学校設置者として

－

、老朽化した便所の補修工事、洋式化

を実施

０

して、児童の指導上、保健衛生上及び管理上適切なものにします。

【達成状況】校舎及び屋内運動場における未改修箇所の洋式化を実施しました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
小学校８校（篠木

５

事

小・滝沢小・滝沢第二

 

小・鵜飼小・一本木小

 

・姥屋敷小・柳沢継続

 

一般・10款・2項・

 

1目
小・滝沢東小）の

 

洋式化改修工事を実施

 

しました。
事    

 

業    主    

業

体
教育総務課

【滝沢市

 

主体】

 

 

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

小学校校舎等改修

 

事業 【事業意図・ねら

名

い】老朽化した校舎等

事

の学校施設について、

業

児童が安心安全に

学習

の

できるよう改修工事を



令 報

目 ○全体事業期間活 備

告

品整備学校数 9 9 9 9

令

  令和4年度～令和

和

7年度標
動 9 9 9 9値

元

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

年

○特定財源

決   特定

度

防衛施設周辺整備調整

～

交投 年度別事業費 6,

令

385 11,541 1

和

8,137 26,31

和
4

8   付金【国】
  

年

資 内 特定財源 8,91

度

8 12,613 18,

（

000
算   

  指 訳

単

一般財源 6,385 2

位

,623 5,524 8

 

,318

額標 他団体事

 

業負担額

千円

項 

4

）

      目 令和元

－

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

1

     考

目 ○全体

8

事業期間活 プール改修

0

工事実施校数 1 0 0 0

 

  令和4年度～令和

－

7年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,

年

765

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,765

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期

度

間活 全体便器洋式化率（校舎、体育 0 85 85 85   令和4年度～令和7年度標 館、武道場、屋外）
動 0 0 85 95.9値 単 位 ％

／指 校舎便器洋式化率 94 94 95 95
実

標 95.6 95.6 95.6 99.1績 単 位 ％ ○

事

特定財源

決   新型コロナウイルス感染症対

項

投 年度別事業費 37,

 

756   応地方創生

 

臨時交付金【国】
  

 

資 内 特定財源 37,7

 

56
算   

  指 訳 一

 

般財源

額標 他団体事業

 

負担額

 

業

目

項  

令

     目 令和元年

和

度 令和2年度 令和3年

元

度 令和4年度 備   

年

    考

目 ○全体事

度

業期間活 改修工事実施

令

数 0 0 0 2   令和4

和

年度～令和7年度標
動

2

0 0 0 0値 単 位 箇所

／

年

指
実

標 績 単 位

決投 年度

実

度

別事業費

資 内 特定財源

令

算
指 訳 一般財源

額標 他

和

団体事業負担額

3年度

項       目

令

令和元年度 令和2年度

和

令和3年度 令和4年度

4

備       考

目

年

○全体事業期間活 放送

績

度

設備改修工事実施校数

備

0 0 1 0   令和2年

 

度～令和7年度標
動 0

 

0 1 0値 単 位 校

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 10,484

資 内

 

特定財源 8,600
算

 

指 訳 一般財源 1,88

 

4 ＜調査事業＞

額標 他

考

団体事業負担額



  

意

沢市主体】

図

事   

や

    業     

ね

  名 事業の意図やね

ら

らい（成果や効果）の

い

達成状況

中学校維持管

（

理事業 【事業意図・ね

成

らい】生徒が良好な教

果

育環境で学校生活を送

や

るため、学校施設の

維

 

効

持管理を行います。

【

果

達成状況】学校施設の

）

維持管理を適切に行い

の

ました。

継続区分 会計

達

・款・項・目 令和4年

成

度の事業概要（実績）

状

学校維持管理に必要な

況

物品の購入、公共料金

教

の支払い、施設の点検

育

作業等を実施継続 一般

学

委

・10款・3項・1目

託

しました。
事    

事

業    主    

業

体
教育総務課

【滝沢市

【

主体】

事

事     

業

  業       

意

名 事業の意図やねらい

図

（成果や効果）の達成

・

状況

中学校校舎等補修

び

ね

事業 【事業意図・ねら

ら

い】中学校設置者とし

い

て、施設及び設備を常

】

時適正な状態に維

持す

盛

るよう補修工事を実施

岡

します。

【達成状況】

市

生徒の指導・保健衛生

立

・安全管理上、適正な

月

補修工事を実施しまし

が

た。

継続区分 会計・款

に

丘

・項・目 令和4年度の

小

事業概要（実績）
中学

学

校施設の維持に係る補

校

修工事を実施しました

及

。滝沢南中学校体育館

び

照明のLE継続 一般・

盛

10款・3項・1目
D

岡

化工事を実施しました

市

。
事    業   

城

 主    体
教育総

よ

北

務課

【滝沢市主体】

小学校の近隣に在住

り

する学齢児童が、それ

充

らの学校に通学できる

実

ようにします。

【達成

し

状況】上記小学校へ通

政 た

学でき、通学距離の短

人

縮及び通学の安全が図

生

られま

した。

継続区分

を

会計・款・項・目 令和

送

4年度の事業概要（実

る

績）
滝沢市穴口地内の

こ

滝沢市教育委員会が指

と

定する区域に住所を有

が

し、かつ、保護者継続

で

一般・10款・2項・

策 き

2目
が盛岡市立学校へ

る

の就学を希望する学齢

ま

児童について、義務教

ち

育に関する事務の
事 

 

   業    主 

基

   体 管理及び執行

本

を盛岡市教育委員会へ

施

委託し、それに係る経

策

費を負担しました。

教

　

育総務課

【協働事業】

　
０

盛岡市

１

事     

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

生

状況

小学校教育用コン

き

ピュータ管理事業 【事

生

業意図・ねらい】各小

き

学校のコンピュータ教

と

室等に整備しているパ

　
学

ソコン及

び周辺機器が

習

、授業等で良好に活用

で

できるように保守管理

き

を行い、安定したシス

る

テム環境を維持します

教

。

【達成状況】パソコ

育

ン機器、ネットワーク

基

の保守管理を適切に行

盤

いました。 

継続区分

の

会計・款・項・目 令和

　
充

4年度の事業概要（実

実

績）
各小学校のコンピ

－

ュータ教室に整備して

 

いるパソコン等周辺機

1

器や１人１台に整継続

8

一般・10款・2項・

1

2目
備しているタブレ

 

ット端末、無線ＬＡＮ

－

ネットワーク環境等の保守管理を適正に
事 

０

   業    主    体 行いました。

教育総務課

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

小学校教育用コンピュータ整備事業 【事業

５

事

意図・ねらい】必要な

 

情報図機器、ソフトウ

 

ェア等の充実を図るこ

 

とで、

児童が活用方法

 

に慣れ親しみ、社会生

 

活の中で正しい活用方

 

法を修得します。 

【

 

達成状況】管理上必要

業

なソフトウェア等を更

 

新しました。

継続区分

 

 

会計・款・項・目 令和

 

4年度の事業概要（実

 

績）
小学校４校（篠木

 

小・滝沢小・鵜飼小・

 

一本木小）のウィルス

 

対策ソフトを更新継続

名

一般・10款・2項・

事

2目
しました。

事  

業

  業    主  

の

  体
教育総務課

【滝



令 報

目

4年度～令和7年度標

○

動 4 4 4 4値 単 位 校

／

全

指
実

標 績 単 位 ○特定財

体

源

決   岩手県企業局

事

クリーンエネル投 年度

業

別事業費 4,565 1

期

5,256 8,781

間

17,918   ギー

活

導入支援事業費補助金

委

(3
  /4)【県】

告

託

資 内 特定財源 300 2

人

,952 1,084
算

数

  
  指 訳 一般財源

1

4,565 14,95

6

6 5,829 16,8

1

34

額標 他団体事業負

0

担額

4 3  

令

 令和4年度～令和5

和

年度標
動 16 10 4 3

元

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

年

位

決投 年度別事業費 2

度

,058 1,208 6

～

68 369

資 内 特定財

令

源
算

指 訳 一般財源 2,

和

058 1,208 66

和
4

8 369

額標 他団体事

年

業負担額

度

（

項 

単

      目 令和元

位

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

 

     考

目 ○全体

千

事業期間活 保守管理学

円

校数 7 7 7 7   令和

4

）

4年度～令和7年度標

－

動 7 7 7 7値 単 位 校

／

 

指
実

標 績 単 位 ○特定財

1

源

決   公立学校情報

8

機器整備費補助投 年度

2

別事業費 2,726 2

 

,639 6,153 1

－

0,247   金【国】(1/3)
  資 内 特定財源 2,686 1

年

,187
算   

  指 訳 一般財源 2,726 2,639 3,467 9,060

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備 

度

      考

目 ○全体事業期間活 教育用パソコン更新及びソフト 2 1 1 4   令和4年度～令和7年度標 ウェア等更新学校数
動 2 1 1 4値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 13,981 5,015 159 256

資 内

事

特定財源 6,744
算

指 訳 一般財源 7,23

項

7 5,015 159 2

 

56

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

業

目

   考

目 ○全体事業

令

期間活 維持管理学校数

和

4 4 4 4   令和4年

元

度～令和7年度標
動 4

年

4 4 4値 単 位 校

／指
実

度

標 績 単 位 ○特定財源

決

令

  防音事業関連維持

和

事業補助金投 年度別事

2

業費 47,652 51

年

,735 49,929

実

度

61,553   、再

令

編関連訓練移転等交付

和

金
  、新型コロナウ

3

イルス感染症資 内 特定

年

財源 184 269 50

度

1,871
算   対応

令

地方創生臨時交付金【

和

国
  】指 訳 一般財源

4

47,468 51,4

年

66 49,879 59

績

度

,682

額標 他団体事

備

業負担額

  

項 

 

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 補修工事学

考

校数 4 4 4 4   令和



  

意

・款・項・目 令和4年

図

度の事業概要（実績）

や

中学校4校（滝沢南中

ね

学校・滝沢第二中学校

ら

・一本木中学校・滝沢

い

中学校）の洋継続 一般

（

・10款・3項・1目

成

式化改修工事を実施し

果

ました。
事    業

や

    主    体

 

効

教育総務課

【滝沢市主

果

体】

）

事      

の

 業       名

達

事業の意図やねらい（

成

成果や効果）の達成状

状

況

中学校校舎等改修事

況

業 【事業意図・ねらい

中

】老朽化した校舎等の

学

学校施設について、生

学

校

徒が安心安全に

学習で

備

きるよう改修工事を実

品

施し、学校環境の改善

購

を図ります。

【達成状

入

況】校舎等の照明ＬＥ

事

Ｄ化について、事業実

業

施の検討を行いました

【

。

継続区分 会計・款・

事

項・目 令和4年度の事

業

業概要（実績）
校舎等

び

意

照明ＬＥＤ化工事（滝

図

沢南中、滝沢第二中）

・

の事業実施検討を行い

ね

ました新規 一般・10

ら

款・3項・1目
。

事 

い

   業    主 

】

   体
教育総務課

【

生

滝沢市主体】

徒が

に

良好な環境の中で学校

よ

生活を送るために必要

り

な備品

の整備を図りま

充

す。

【達成状況】事前

実

ヒアリングにより要望

し

のあった管理備品につ

政 た

いて整備しました

。

継

人

続区分 会計・款・項・

生

目 令和4年度の事業概

を

要（実績）
学校から要

送

望のあった維持管理用

る

備品及び特別支援学級

こ

増に伴う備品を購入し

と

ま継続 一般・10款・

が

3項・1目
した。

事 

で

   業    主 

策 き

   体
教育総務課

【

る

滝沢市主体】

ま

事  

ち

     業    

 

   名 事業の意図や

基

ねらい（成果や効果）

本

の達成状況

中学校放送

施

設備改修事業 【事業意

策

図・ねらい】中学校設

　

置者として老朽化した

　
０

放送設備の改修工事を

１

実施

して、生徒の指導

 

上、保健衛生上及び管

 

理上適切なものにしま

 

す。

【達成状況】放送

生

設備の改修（更新）工

き

事が完了しました。

継

生

続区分 会計・款・項・

き

目 令和4年度の事業概

と

要（実績）
滝沢第二中

　
学

学校の放送設備の改修

習

（更新）工事を実施し

で

ました。継続 一般・1

き

0款・3項・1目

事 

る

   業    主 

教

   体
教育総務課

【

育

滝沢市主体】

基

事  

盤

     業    

の

   名 事業の意図や

　
充

ねらい（成果や効果）

実

の達成状況

中学校プー

－

ル改修事業 【事業意図

 

・ねらい】経年劣化に

1

よりプールの全面的改

8

修が必要となってきて

3

い

ることから、生徒が

 

安全に使用できるよう

－

、環境の改善を図ります。

【達成状況】中学

０

校６校におけるプールの劣化状況調査、改修・改築方法、概算

工事費の算定等を行いました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
プール改修基本計画検討業務を実施しました。継続 一般・10款・3項

５

事

・1目

事    業 

 

   主    体
教

 

育総務課

【滝沢市主体

 

】

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

業

中学校便所改修事業 【

 

事業意図・ねらい】中

 

 

学校設置者として、老

 

朽化した便所の補修工

 

事、洋式化

を実施して

 

、生徒の指導上、保健

 

衛生上及び管理上適切

 

なものにします。

【達

名

成状況】校舎及び屋内

事

運動場における未改修

業

箇所の洋式化を実施し

の

ました。

継続区分 会計



令 報

目

体事業負担額

○全体事業期間活 備

告

品整備学校数 6 6 6 6

令

  令和4年度～令和

和

7年度標
動 6 6 6 6値

元

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

年

決投 年度別事業費 10

度

,542 5,976 6

～

,306 1,769

資

令

内 特定財源 4,800

和

3,436 3,525

和
4

算
指 訳 一般財源 5,7

年

42 2,540 2,7

度

81 1,769

額標 他

（

団体事業負担額

単位 

項       目

 

令和元年度 令和2年度

千

令和3年度 令和4年度

円

備       考

目

4

）

○全体事業期間活 放送

－

設備改修工事実施校数

 

0 1 0 1   令和2年

1

度～令和7年度標
動 0

8

1 0 1値 単 位 校

／指
実

4

標 績 単 位 ○特定財源

決

 

  特定防衛施設周辺

－

整備調整交投 年度別事業費 15,921 19,852   付金【国

年

】
  資 内 特定財源 11,500 17,400

算   
  指 訳 一般財源 4,421 2,452

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度

度

令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 プール改修工事実施校数 1 0 0 0   令和4年度～令和7年度標
動 0 0 0 0値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 1,766

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 1,766

額

事

標 他団体事業負担額

項 

項      

 

 目 令和元年度 令和2

 

年度 令和3年度 令和4

 

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

 

全体便器洋式化率（校

 

舎、体育 0 75 75 7

業

目

5   令和4年度～令

令

和7年度標 館、武道場

和

、屋外）
動 0 3 75 8

元

9.3値 単 位 ％

／指 校

年

舎便器洋式化率 32 8

度

4 84 84
実

標 32.

令

7 84.3 84.3 8

和

8.8績 単 位 ％ ○特定

2

財源

決   新型コロナ

年

ウイルス感染症対投 年

実

度

度別事業費 17,99

令

4   応地方創生臨時

和

交付金【国】
  資 内

3

特定財源 17,993

年

算   
  指 訳 一般財

度

源 1

額標 他団体事業負

令

担額

和4

項   

年

    目 令和元年度

績

度

令和2年度 令和3年度

備

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

 

期間活 改修工事実施数

 

0 0 0 2   令和4年

 

度～令和7年度標
動 0

 

0 0 0値 単 位 箇所

／指

 

実
標 績 単 位

決投 年度別

 

事業費

資 内 特定財源
算

考

指 訳 一般財源

額標 他団



  

意

やねらい（成果や効果

図

）の達成状況

小学校屋

や

根・外壁等改修事業 【

ね

事業意図・ねらい】経

ら

年劣化により大規模な

い

修繕が必要となってい

（

る校舎・体

育館の屋根

成

、外壁等の改修を行い

果

、教育環境の改善を図

や

ります。

【達成状況】

 

効

事業実施に向けて、現

果

状把握や特定財源の調

）

査を実施しました。

継

の

続区分 会計・款・項・

達

目 令和4年度の事業概

成

要（実績）
改修工事実

状

施に向け、特定財源や

況

工事費、工事内容等の

中

調査を進めました。調

学

査 一般

事    業 

学

校

   主    体
教

教

育総務課

【滝沢市主体

育

】

用

事       

コ

業       名 事

ン

業の意図やねらい（成

ピ

果や効果）の達成状況

ュ

中学校屋根・外壁等改

ー

修事業 【事業意図・ね

タ

らい】経年劣化により

び

管

大規模な修繕が必要と

理

なっている校舎・体

育

事

館の屋根、外壁等の改

業

修を行い、教育環境の

【

改善を図ります。

【達

事

成状況】事業実施に向

業

けて、現状把握や特定

意

財源の調査を実施しま

図

した。

継続区分 会計・

・

款・項・目 令和4年度

に

ね

の事業概要（実績）
改

ら

修工事実施に向け、特

い

定財源や工事費、工事

】

内容等の調査を進めま

各

した。調査 一般

事  

中

  業    主  

学

  体
教育総務課

【滝

校

沢市主体】

のコ

よ

ンピュータ教室等に整

り

備しているパソコン及

充

び周辺機器が、授業等

実

で良好に活用できるよ

し

うに保守管理を行い、

政 た

安定したシス

テム環境

人

を維持します。

【達成

生

状況】パソコン機器、

を

ネットワークの保守管

送

理を適切に行いました

る

。 

継続区分 会計・款

こ

・項・目 令和4年度の

と

事業概要（実績）
各中

が

学校のコンピュータ教

で

室に整備しているパソ

策 き

コン等周辺機器や１人

る

１台に整継続 一般・1

ま

0款・3項・2目
備し

ち

ているタブレット端末

 

、無線ＬＡＮネットワ

基

ーク環境等の保守管理

本

を適正に
事    業

施

    主    体

策

行いました。

教育総務

　

課

【滝沢市主体】

　
０

事

１

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

中学校

生

教育用コンピュータ整

き

備事業 【事業意図・ね

生

らい】必要な情報機器

き

、ソフトウェア等の充

と

実を図ることで、生

徒

　
学

が活用方法に慣れ親し

習

み、社会生活の中で正

で

しい活用方法を修得し

き

ます。 

 【達成状況

る

】管理上必要なソフト

教

ウェア等を更新しまし

育

た。

継続区分 会計・款

基

・項・目 令和4年度の

盤

事業概要（実績）
中学

の

校１校（柳沢中）のウ

　
充

ィルス対策ソフトを更

実

新しました。継続 一般

－

・10款・3項・2目

 

事    業    

1

主    体
教育総務

8

課

【滝沢市主体】

5

事

 

       業  

－

     名 事業の意図やねらい（成果や効

０

果）の達成状況

要保護・準要保護医療事業 事業意図・ねらい】要保護・準要保護児童生徒が、健康な体で安心して就学で

きるよう支援します。

【達成状況】学校検診等で発見された疾病に対し医療券を発行し治療を促すこと

５

事

（義務的事業） によっ

 

て、義務教育の円滑な

 

実施が図られました。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
学校保健

 

安全法施行令に規定す

 

る疾病の治療に要する

業

費用を負担し、要保護

 

及び継続 一般・10款

 

 

・6項・1目
準要保護

 

児童生徒が健康な体で

 

安心して就学できるよ

 

うに支援しました。
事

 

    業    主

 

    体
教育総務課

名

【滝沢市主体】

事

事 

業

      業   

の

    名 事業の意図



令 報

目

源
算

指 訳 一般財源 <調

○

査事業>

額標 他団体事

全

業負担額

体事業期間活 保

告

守管理学校数 6 6 6 6

令

  令和4年度～令和

和

7年度標
動 6 6 6 6値

元

単 位 校

／指
実

標 績 単 位

年

○特定財源

決   公立

度

学校情報機器整備費補

～

助投 年度別事業費 2,

令

324 2,476 5,

和

293 8,464   

和
4

金【国】(1/3)
 

年

 資 内 特定財源 2,2

度

88 1,018
算   

（

  指 訳 一般財源 2,

単

324 2,476 3,

位

005 7,446

額標

 

他団体事業負担額

 千円

項       

4

）

目 令和元年度 令和2年

－

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

1

目 ○全体事業期間活 教

8

育用パソコン更新及び

6

ソフト 2 1 1 1   令

 

和4年度～令和7年度

－

標 ウェア等更新学校数
動 2 1 1 1値 単 位 校

／指
実

標 績 単 位

決投 年度

年

別事業費 8,221 2,313 95 76

資 内 特定財源 5,120
算

指 訳 一般財源 3,101 2,313 95 76

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和

度

2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 被治療者数 87 87 87 87   令和4年度～令和7年度標
動 73 53 43 43値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   要保護児童生徒援助費補助金投

事

年度別事業費 500 438 278 322   

項

【国】（1/2）
  

 

被災児童生徒就学援助

 

事業費資 内 特定財源 1

 

0 13
算   補助金【

 

県】（10/10）
 

 

 指 訳 一般財源 490

 

438 278 309

額

 

標 他団体事業負担額

業

目 令和

項      

元

 目 令和元年度 令和2

年

年度 令和3年度 令和4

度

年度 備       

令

考

目 ○全体事業期間活

和

屋根・外壁改修工事実

2

施校数 1 1 0 0   令

年

和4年度～令和7年度

実

度

標
動 1 1 0 0値 単 位 校

令

／指
実

標 績 単 位

決投 年

和

度別事業費 89,63

3

0

資 内 特定財源 88,

年

834
算

指 訳 一般財源

度

796 ＜調査事業＞

額

令

標 他団体事業負担額

和4年

項      

績

度

 目 令和元年度 令和2

備

年度 令和3年度 令和4

 

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

 

屋根・外壁改修工事実

 

施校数 0 0 0 0   令

 

和4年度～令和7年度

 

標
動 0 0 0 0値 単 位 校

 

／指
実

標 績 単 位

決投 年

考

度別事業費

資 内 特定財



  

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

滝沢

学

中学校校舎増築事業 令

び

和3年度事業実績報告

に

書参照

継続区分 会計・

よ

款・項・目 令和4年度

り

の事業概要（実績）
令

充

和3年度完了事業完了

実

―

事    業   

し

 主    体
教育総

政 た

務課

【滝沢市主体】

人

小       

生

          

を

          

送

  計

ることがで策 きるまち
 基本施策　

　
０１   生き生きと

　
学習できる教育基盤の

　
充実

－ 187 －

０５

事       業 

 

      名 事業の



令 報

目 ○全体事業期間活 増

告

築校舎建設 0 0 1   

令

令和3年度～令和3年

和

度標
動 0 0 1値 単 位 棟

元

／指
実

標 績 単 位

決投 年

年

度別事業費 187,0

度

85

資 内 特定財源 15

～

5,824
算

指 訳 一般

令

財源 31,261

額標

和

他団体事業負担額

和
4年

項  

度

     目 令和元年

（

度 令和2年度 令和3年

単

度 令和4年度 備   

位

    考

決投 年度別

 

事業費 393,173

 

313,026 504

千

,795 446,60

円

4

資 内 特定財源 108

4

）

,828 27,720

－

195,136 110

 

,183
算

指 訳 一般財

1

源 284,345 28

8

5,306 309,6

8

59 336,421

額

 

標 他団体事業負担額

－

年度事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

て

のサポートを実施しま

「

した。継続 一般・10

正

款・1項・2目
・滝沢

義

市いじめ防止等対策協

」

議会を開催しました。

と

事    業    

「

主    体
学校教育

信

指導課

【滝沢市主体】

頼」

事       業

 

の

       名 事業

学

の意図やねらい（成果

校

や効果）の達成状況

国

を

際理解推進事業 【事業

掲

意図・ねらい】国際化

げ

時代を生きる児童生徒

、

に対し、国際理解の推

子

進及び

英語力の向上を

ど

図ります。また、小学

も

校3・4学年の外国語

学

た

活動、5・6年の外国

ち

語

の必修化に伴い外国

が

語活動への支援を行い

安

ます。

【達成状況】各

心

学校の国際理解教育と

し

外国語教育の充実が図

て

られました。

継続区分

生

会計・款・項・目 令和

き

4年度の事業概要（実

生

績）
各小中学校におい

び

き

て、ＡＬＴ（外国語指

と

導助手）による小中学

生

校の外国語教育の継続

活

一般・10款・1項・

で

2目
授業のサポートを

き

行うことにより、国際

る

理解教育と外国語教育

学

の充実が図られま
事 

校

   業    主 

づ

   体 した。

学校教

に

く

育指導課

【滝沢市主体

り

】

を目指しま

す。ま

よ

た、「生きる力」を育

り

てる学習指導要領の趣

充

旨を踏まえ、滝沢市学

実

校教育目標「明るく　

し

かしこく　たくましい

政 た

子ど

も」を育成するた

人

め、確かな学力を育む

生

教育の推進、豊かな人

を

間性や社会性の育成、

送

健康・安全活動の支援

る

の充実を図る中

で、子

こ

どもたちが学びによる

と

幸福感を味わえるよう

が

な学校教育を目指しま

で

す。

基本計画期間内の

策 き

取り組みと方針のうち

る

、令和4年度の重点課

ま

題の達成（実現）状況

ち

Ｄ 達成できなかった

【

 

重点課題】

確かな学力

基

を育む教育の推進

【重

本

点課題に対する達成状

施

況】

学力検査等による

策

実態把握と分析、分析

　

に基づいたわかる授業

　
０

の推進、授業と連動し

２

た家庭学習の充実に取

 

り組んでいるも

のの、

 

目標値を大幅に下回り

 

ました。今後、推進内

「

容の見直しを図ります

生

。

き

事       

る

業       名 事

力

業の意図やねらい（成

　
」

果や効果）の達成状況

を

派遣指導主事設置事務

育

【事業意図・ねらい】

て

生徒指導、教職員の研

る

修等に関する業務を行

学

い、学校教育

の充実を

校

図ります。

【達成状況

教

】生徒指導、教職員の

育

研修等を実施し、学校

の

教育の充実が図られま

　
充

し

（義務的事業） た。

実

継続区分 会計・款・項

－

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
教職員の

1

指導力向上や生徒指導

8

の充実を目指し、学校

9

における教育課程及び

 

学習継続 一般・10款

－

・1項・2目
指導の方法等について実践的な

０

研究を行い、市内小中学校を学校訪問しながら専
事    業    主    体 門的立場から助言し、学校教育の充実・改善を図りました。

学校教育指導課

【滝沢市主体】

基

事       業 

５

本

      名 事業の

施

意図やねらい（成果や

策

効果）の達成状況

学校

が

教育指導事業 【事業意

４

図・ねらい】学校教育

年

現場の経験を有する学

間

校教育専門員を配置し

で

、学

力向上・不登校児

め

童生徒対策・特別支援

ざ

教育の向上を図ります

 

す

。

【達成状況】専門員

姿

が保護者・教職員の相

目

談に応じ、不登校児童

指

生徒対策・特別

支援教

す

育の向上が図られまし

学

た。

継続区分 会計・款

校

・項・目 令和4年度の

像

事業概要（実績）
・学

と

校教育専門員を配置し

し

、児童生徒の教育活動



令 報

「

源
算

指 訳 一般財源 6,

確

816 9,523 10

か

,080 9,813

額

な

標 他団体事業負担額

学力を

項      

育

 目 令和元年度 令和2

む

年度 令和3年度 令和4

教

年度 備       

告

育

考

目 ○全体事業期間活

の

小学校訪問回数 370

推

400 500 500  

進

 令和4年度～令和7

」

年度標
動 316 478

に

466 460値 単 位 回

つ

／指 中学校訪問回数 5

い

0 100 100 100

て

実
標 68 115 116

は

119績 単 位 回

決投 年

令

、

度別事業費 10,20

わ

3 15,444 15,

か

444 16,969

資

る

内 特定財源
算

指 訳 一般

授

財源 10,203 15

業

,444 15,444

の

16,969

額標 他団

推

体事業負担額

進及

和

び家庭学習の充実を図

元

るため、新学習指導要

年

領の趣旨

を踏まえた授

度

業改善や人的支援に係

～

る事業を実施し、教員

令

の指導力の向上と学習

和

環境の整備を目指しま

和
4

した。

・「豊かな人間

年

性や社会性の育成」に

度

ついては、道徳教育の

（

充実と特別支援教育の

単

充実を図るため、道徳

位

教育に係る公開講

座を

 

実施したり、支援員を

 

配置するなど、教員の

千

指導力の向上と支援体

円

制の充実を目指しまし

4

）

た。

・「健康・安全活

－

動の支援」については

 

、児童生徒の登下校中

1

の安全を確保するため

9

、通学路の点検やスク

0

ールガードによ

る見守

 

り活動を組織的に実施

－

したり、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、健康診断や

年

学校環境衛生検査等を適正

に実施したりして、健康かつ安心して学べる環境づくりの充実を目指しました。

令和6年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

「確かな学

基

力を育む教育」が推進

度

本

されるように、教員の

施

指導力向上と人的支援

策

に係る取組を見直し、

目

目標値達成を目指しま

標

す。

【引継課題】

「確

の

かな学力を育む教育の

達

推進」「豊かな人間性

成

や社会性の育成」「健

（

康・安全活動の支援」

実

の3つの施策を実施す

事

現

ること

により、滝沢市

）

学校教育目標「明るく

に

　かしこく　たくまし

向

い子ども」の育成を図

け

ります。

た計

項 

画

      目 令和元

期

年度 令和2年度 令和3

間

年度 令和4年度 備  

業

内

     考

目 ○全体

の

事業期間活 校内研究会

取

50 50 50 50   

り

令和4年度～令和7年

組

度標
動 51 43 66 5

み

0値 単 位 回

／指
実

標 績

と

単 位

決投 年度別事業費

方

4,960 6,328

針

5,213 6,656

に

資 内 特定財源
算

指 訳 一

実

つ

般財源 4,960 6,

い

328 5,213 6,

て

656

額標 他団体事業

の

負担額

達成

項  

（

     目 令和元年

実

度 令和2年度 令和3年

現

度 令和4年度 備   

）

    考

目 ○全体事

績

状

業期間活 学校教育専門

況

員数 3 4 4 4   令和

Ｂ

4年度～令和7年度標

概

動 3 4 4 4値 単 位 人

／

ね

指 いじめ防止等対策協

達

議会 2 2 2 2
実

標 2 1

成

1 2績 単 位 回

決投 年度

し

別事業費 6,816 9

た

,523 10,080

・

9,813

資 内 特定財



  

意

地区小規模・複式教育

図

研究連盟負担金 8千

や

円
事    業   

ね

 主    体 ・岩手

ら

地区芽ぐみの会負担金

い

 8千円

学校教育指導

（

課 ・岩手県難聴言語障

成

害教育研究会負担金 

果

15千円

【滝沢市主体

や

】 ・岩手県特別支援学

 

効

級設置学校長協議会負

果

担金 27千円

・修学

）

旅行のキャンセル料　

の

330千円

達

事   

成

    業     

状

  名 事業の意図やね

況

らい（成果や効果）の

ラ

達成状況

学力向上・指

ー

導力向上事業 【事業意

学

ニ

図・ねらい】児童生徒

ン

の学力向上のため、学

グ

力検査等を実施すると

・

とも

に、教職員の指導

サ

力向上の取組を推進し

ポ

ます。

【達成状況】児

ー

童生徒の学力検査等を

タ

実施し、学力実態を把

ー

握するとともに、教

職

・

員の指導力向上等の取

び

プ

組を推進しました。

継

ロ

続区分 会計・款・項・

ジ

目 令和4年度の事業概

ェ

要（実績）
・児童生徒

ク

の学力実態把握のため

【

の市・県・国の学力検

事

査等を実施しました。

業

継続 一般・10款・1

意

項・3目
・教職員の指

図

導力向上等の研修を実

に

・

施しました。
事   

ね

 業    主   

ら

 体
学校教育指導課

【

い

滝沢市主体】

】

事  

学

     業    

校

   名 事業の意図や

に

ねらい（成果や効果）

大

の達成状況

就学指導事

学

業 【事業意図・ねらい

よ

生

】障がいがある児童生

を

徒に対する支援・指導

派

の在り方を協議

・検討

遣

し、児童生徒の適正な

し

就学指導を推進します

、

。

【達成状況】障がい

学

がある児童生徒の適切

校

な就学を判断し、通常

不

学級に在籍する

特別の

適

支援を要する児童生徒

り

応

への指導の在り方を各

児

学校に指導しました。

童

継続区分 会計・款・項

生

・目 令和4年度の事業

徒

概要（実績）
・就学前

の

児童の教育相談を実施

学

しました。継続 一般・

力

10款・1項・3目
・

向

児童生徒の個別検査を

上

実施しました。
事  

充

及

  業    主  

び

  体 ・就学指導委員

学

会を開催しました。就

校

学指導委員会判定児童

不

生徒数は486人、巡

適

学校教育指導課 回相談

応

実施延べ人数は149

状

人でした。

【滝沢市主

態

体】

の

実

解消を図ります。
ト事

し

業 【達成状況】児童生

政 た

徒に対してきめ細やか

人

な指導を行ったととも

生

に、大学生に対

する教

を

育実践の機会提供及び

送

地域連携の推進につな

る

がりました。

継続区分

こ

会計・款・項・目 令和

と

4年度の事業概要（実

が

績）
・盛岡大学及び岩

で

手県立大学と連携して

策 き

、各小中学校に大学生

る

を派遣しました。継続

ま

一般・10款・1項・

ち

3目
・授業、学校行事

 

、放課後学習での支援

基

や、特別な支援を要す

本

る児童生徒に対
事  

施

  業    主  

策

  体 する補助等を充

　

実させました。

学校教

　
０

育指導課

【滝沢市主体

２

】

 

事       

 

業       名 事

 

業の意図やねらい（成

「

果や効果）の達成状況

生

学校安全体制整備推進

き

事業 【事業意図・ねら

る

い】地域・家庭・学校

力

・教育委員会が連携し

　
」

てスクールガード

を配

を

置し、地域ぐるみによ

育

る子供たちの見守り活

て

動を推進します。

【達

る

成状況】小学校区ごと

学

に滝沢市スクールガー

校

ドを配置し、子供たち

教

の見守り

活動を推進し

育

ました。

継続区分 会計

の

・款・項・目 令和4年

　
充

度の事業概要（実績）

実

小学校区ごとに組織さ

－

れたスクールガードの

 

ボランティア保険加入

1

とともに、証継続 一般

9

・10款・1項・3目

1

明書、ベスト、帽子等

 

を配付し、子供たちが

－

安心して学校に登下校できるように
事   

０

 業    主    体 見守り活動を推進しました。

学校教育指導課

【協働事業】

滝沢市スクールガード

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

学校教

５

事

育振興事業 【事業意図

 

・ねらい】市学校教育

 

目標「明るく かしこ

 

く たくましい子ども

 

」を

育成するため、市

 

学校教育指導計画を策

 

定し、学校教育を推進

 

します。

【達成状況】

業

「生きる力」を育てる

 

学習指導要領の趣旨を

 

 

踏まえ、市学校教育指

 

導計画を策定し、計画

 

に基づいて学校教育を

 

推進しました。

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和4年度の事業概要（

名

実績）
・滝沢市学校教

事

育指導計画を作成しま

業

した。継続 一般・10

の

款・1項・3目
・岩手



令 報

目

20 312 312 37

○

3

額標 他団体事業負担

全

額

体事業期間活 派

告

遣人数 180 230 2

令

30 230   平成1

和

7年度～令和7年度標

元

動 157 0 36 79値

年

単 位 人

／指
実

標 績 単 位

度

決投 年度別事業費 17

～

3 40 87

資 内 特定財

令

源
算

指 訳 一般財源 17

和

3 40 87

額標 他団体

和
4

事業負担額

年度

項

（

       目 令和

単

元年度 令和2年度 令和

位

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 スクール

千

ガード登録者数 360

円

360 320 320  

4

）

 令和4年度～令和7

－

年度標
動 313 313

 

284 261値 単 位 人

1

／指
実

標 績 単 位

決投 年

9

度別事業費 260 29

2

7 284 277

資 内 特

 

定財源
算

指 訳 一般財源

－

260 297 284 277

額標 他団体事業負担額

年

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 滝沢市学校教育指導計画の作成 400 450 450 450   令和4年度～令和7

度

年度標
動 450 450 450 450値 単 位 部数

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   新型コロナウイルス感染症対投 年度別事業費 191 3,062 1,659 600   応地方創生臨時交付金【国】
   資 内 特定財源 2,82

事

0 1,410 330
算   

  指 訳 一般財源

項

191 242 249 2

 

70

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

業

目

   考

目 ○全体事業

令

期間活 学力検査等実施

和

回数 5 5 5 5   令和

元

4年度～令和7年度標

年

動 5 2 5 5値 単 位 回

／

度

指
実

標 績 単 位

決投 年度

令

別事業費 2,273 2

和

,513 2,508 2

2

,385

資 内 特定財源

年

算
指 訳 一般財源 2,2

実

度

73 2,513 2,5

令

08 2,385

額標 他

和

団体事業負担額

3年度

項       目

令

令和元年度 令和2年度

和

令和3年度 令和4年度

4

備       考

目

年

○全体事業期間活 就学

績

度

指導委員会 3 3 3 3  

備

 令和4年度～令和7

 

年度標
動 3 3 3 3値 単

 

位 回

／指 特別支援学級

 

等入級率 66 66 80

 

80
実

標 81 77 77

 

81績 単 位 ％

決投 年度

 

別事業費 220 312

 

312 373

資 内 特定

考

財源
算

指 訳 一般財源 2



  

意

  主    体 まし

図

た。

学校教育指導課

【

や

滝沢市主体】

ね

事  

ら

     業    

い

   名 事業の意図や

（

ねらい（成果や効果）

成

の達成状況

あったかハ

果

ート支援員設置事業 【

や

事業意図・ねらい】学

 

効

習のつまづきや友人関

果

係による不適応傾向に

）

ある生徒の

在籍校に支

の

援員を配置し、きめ細

達

やかな適応指導の充実

成

に努めます。

【達成状

状

況】中学校3校に1名

況

ずつ計3名の支援員を

総

配置し、生徒の適応指

合

導に係

るきめ細やかな

学

的

指導の充実に努めまし

な

た。

継続区分 会計・款

学

・項・目 令和4年度の

習

事業概要（実績）
中学

の

校3校に支援員を1名

時

ずつ配置し、生徒への

間

きめ細やかな指導の充

推

実に努めま継続 一般・

進

10款・1項・3目
し

事

た。
事    業  

び

業

  主    体
学校

【

教育指導課

【滝沢市主

事

体】

業

事      

意

 業       名

図

事業の意図やねらい（

・

成果や効果）の達成状

ね

況

学校司書設置事業 【

ら

事業意図・ねらい】読

い

書量の向上を目指すと

に

】

ともに、小中学校にお

「

ける読書活

動活性化を

総

図ります。

【達成状況

合

】小学校6校に2校1

的

名ずつ計3名の学校司

な

書を配置し、小学校に

学

おける

学校図書館の整

習

備と読書活動の活性化

の

を図りました。

継続区

時

分 会計・款・項・目 令

よ

間

和4年度の事業概要（

」

実績）
小学校6校に2

に

校1名ずつ計3名の学

お

校司書を配置しました

い

。継続 一般・10款・

て

1項・3目

事    

「

業    主    

生

体
学校教育指導課

【滝

き

沢市主体】

る

り

力」の育成に必

要な問

充

題解決的な学習が図ら

実

れるよう地域人材活用

し

の支援を実施します。

政 た

【達成状況】地域の人

人

材等を講師として、そ

生

ば栽培、伝統芸能学習

を

会、職業講座

などの様

送

々な体験活動が行われ

る

ました。

継続区分 会計

こ

・款・項・目 令和4年

と

度の事業概要（実績）

が

自然体験、社会体験、

で

観察・実験、見学・調

策 き

査、ものづくり等の体

る

験的学習への継続 一般

ま

・10款・1項・3目

ち

各分野の講師を招聘し

 

、体験活動を実施しま

基

した。
事    業 

本

   主    体
学

施

校教育指導課

【協働事

策

業】

市立小中学校

　

事

　
０

       業  

２

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

不登校

 

児童生徒解消対策事業

「

【事業・ねらい】不登

生

校等の課題を抱える児

き

童生徒及び保護者を支

る

援するため、

学校、家

力

庭、関係機関の連携を

　
」

図り、児童生徒の適応

を

指導に努めます。

【達

育

成状況】学校、家庭、

て

関係機関の緊密な連携

る

を図るとともに、適応

学

指導教室

「フレンド滝

校

沢」を運営し、児童生

教

徒の適応指導に努めま

育

した。

継続区分 会計・

の

款・項・目 令和4年度

　
充

の事業概要（実績）
適

実

応指導教室「フレンド

－

滝沢」を運営し、児童

 

生徒の適応指導や各学

1

校・家庭と継続 一般・

9

10款・1項・3目
の

3

連携を図りました。
事

 

    業    主

－

    体
学校教育指導課

【滝沢市主体】

０

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

特別支援教育支援員設置事業 【事業意図・ねらい】障がいのある児童生徒の介助や学習活動上のサポートを行

う特別

５

事

支援教育支援員を配置

 

し、個別の支援の充実

 

を図ります。

【達成状

 

況】小中学校8校に計

 

18名の特別支援教育

 

支援員を配置すること

 

により

、個別の支援の

 

充実を図りました。

継

業

続区分 会計・款・項・

 

目 令和4年度の事業概

 

 

要（実績）
各学校に在

 

籍する発達障がいのあ

 

る児童生徒の状況を踏

 

まえ、個別の支援が必

 

要継続 一般・10款・

 

1項・3目
と認められ

名

る児童生徒が在籍する

事

学校に対して特別支援

業

教育支援員を18名配

の

置し
事    業  



令 報

目

度別事業費 4,108

○

5,251 5,557

全

5,529

資 内 特定財

体

源
算

指 訳 一般財源 4,

事

108 5,251 5,

業

557 5,529

額標

期

他団体事業負担額

間活 外

告

部講師派遣人数（講師

令

謝金支 52 52 90 9

和

0   令和4年度～令

元

和7年度標 払分）
動 1

年

12 63 64 82値 単

度

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

～

投 年度別事業費 560

令

408 467 525

資

和

内 特定財源
算

指 訳 一般

和
4

財源 560 408 46

年

7 525

額標 他団体事

度

業負担額

（単

項 

位

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

 

年度 令和4年度 備  

千

     考

目 ○全体

円

事業期間活 1000人

4

）

当たりの不登校児童生

－

徒 10 10 10 10  

 

 令和4年度～令和7

1

年度標 数
動 10.9 1

9

3.5 14.4 20.

4

9値 単 位 人

／指
実

標 績

 

単 位

決投 年度別事業費

－

2,142 2,285 2,401 1,979

資 内 特定財源
算

指 訳 一

年

般財源 2,142 2,285 2,401 1,979

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事

度

業期間活 支援員配置人数 18 18 18 18   令和4年度～令和7年度標
動 18 18 18 18値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 24,588 31,979 33,734 33,086

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 24

事

,588 31,979 33,734 33,0

項

86

額標 他団体事業負

 

担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

業

目

期間活 1000人当た

令

りの不登校生徒数 25

和

25 25 25   令和

元

4年度～令和7年度標

年

動 26.5 31.9 3

度

4.5 49.1値 単 位

令

人

／指
実

標 績 単 位

決投

和

年度別事業費 4,24

2

0 5,368 5,63

年

7 5,791

資 内 特定

実

度

財源
算

指 訳 一般財源 4

令

,240 5,368 5

和

,637 5,791

額

3

標 他団体事業負担額

年度 令

項      

和

 目 令和元年度 令和2

4

年度 令和3年度 令和4

年

年度 備       

績

度

考

目 ○全体事業期間活

備

日常的に読書をする児

 

童の割合 94 95 85

 

85   令和4年度～

 

令和7年度標
動 85 8

 

5 85 88値 単 位 ％

／

 

指 日常的に読書をする

 

生徒の割合 86 87 7

 

0 70
実

標 60 74 8

考

1 79績 単 位 ％

決投 年



  

意

学校教育活動の円滑な

図

実施に必要な教材等を

や

整備しました。

継続区

ね

分 会計・款・項・目 令

ら

和4年度の事業概要（

い

実績）
・教師用指導書

（

や児童生徒用教科書等

成

、授業等に必要な消耗

果

品、学校図書を購入継

や

続 一般・10款・2項

 

効

・2目
しました。

事 

果

   業    主 

）

   体 ・教材備品の

の

購入及び修繕を実施し

達

ました。

学校教育指導

成

課

【滝沢市主体】

状

事

況

       業  

滝

     名 事業の意

沢

図やねらい（成果や効

学

市

果）の達成状況

中学校

小

教育振興事業 【事業意

中

図・ねらい】学校教育

学

活動の円滑な実施に必

校

要な教材等を整備しま

復

す。

【達成状況】学校

興

教育活動の円滑な実施

教

に必要な教材等を整備

育

しました。 

継続区分

支

会計・款・項・目 令和

び

援

4年度の事業概要（実

事

績）
・教師用指導書や

業

児童生徒用教科書等、

【

授業等に必要な消耗品

事

、学校図書を購入継続

業

一般・10款・3項・

意

2目
しました。

事  

図

  業    主  

・

  体 ・教材備品の購

ね

入及び修繕を実施しま

に

ら

した。

学校教育指導課

い

【滝沢市主体】

】郷土を愛し、そ

よ

の復興・発展を支える

り

児童生徒を育成し、

岩

充

手の復興教育に資する

実

ことを目的として実施

し

します。

【達成状況】

政 た

各学校の計画を支援し

人

、復興・発展を支える

生

児童生徒の育成を図り

を

ました。

継続区分 会計

送

・款・項・目 令和4年

る

度の事業概要（実績）

こ

被災地との交流及び防

と

災教育などを通して、

が

復興発展を支える児童

で

生徒を育成し継続 一般

策 き

・10款・1項・3目

る

ました。
事    業

ま

    主    体

ち

学校教育指導課

【滝沢

 

市主体】

基

事    

本

   業      

施

 名 事業の意図やねら

策

い（成果や効果）の達

　

成状況

中学校における

　
０

部活動指導員の配置事

２

【事業意図・ねらい】

 

中学校の部活動の充実

 

を図るとともに、教員

 

の働き方改革

の一環と

「

して、教員の部活動指

生

導に係る業務を軽減し

き

ます。
業 【達成状況】

る

技術的な指導に従事す

力

る部活動指導員を配置

　
」

し、部活動の充実と教

を

員の部活動指導に係る

育

業務の軽減を図りまし

て

た。

継続区分 会計・款

る

・項・目 令和4年度の

学

事業概要（実績）
3校

校

に3名の部活動指導員

教

を配置し、部活動運営

育

の充実・改善を図りま

の

した。継続 一般・10

　
充

款・1項・3目

事  

実

  業    主  

－

  体
学校教育指導課

 

【滝沢市主体】

1

事 

9

      業   

5

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

－

）の達成状況

医療的ケアのための看護師配置

０

事業 【事業意図・ねらい】学校看護師を配置し、医療的ケアを必要とする児童生徒に

係る学習環境を整備します。

【達成状況】学校看護師を配置し、医療的ケアを必要とする児童生徒の学習環境

を整備しました。

継続区分 会

５

事

計・款・項・目 令和4

 

年度の事業概要（実績

 

）
医療的ケアを必要と

 

する児童が在籍する学

 

校に、看護師3名を配

 

置しました。継続 一般

 

・10款・1項・3目

 

事    業    

業

主    体
学校教育

 

指導課

【滝沢市主体】

 

  

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

小

 

学校教育振興事業 【事

名

業意図・ねらい】学校

事

教育活動の円滑な実施

業

に必要な教材等を整備

の

します。

【達成状況】



令 報

目

業期間活 学校図書整備

○

率100％達成校 6 6

全

6 6   令和4年度～

体

令和7年度標
動 5 4 5

事

5値 単 位 校

／指
実

標 績

業

単 位 ○特定財源

決   

期

理科教育等施設整備費

間

補助金投 年度別事業費

活

13,404 22,3

実

39 32,954 13

告

施

,907   【国】（

校

1/2）
  再編関連

数

訓練移転等交付金【資

1

内 特定財源 244 9,

5

916 224 1,52

1

2
算   国】

  指 訳

5

一般財源 13,160

1

12,423 32,7

5

30 12,385

額標

1

他団体事業負担額

令

5   令和4年度～令

和

和7年度標
動 7 7 8 1

元

0値 単 位 校

／指
実

標 績

年

単 位

決投 年度別事業費

度

404 400 289 3

～

15

資 内 特定財源
算

指

令

訳 一般財源 404 40

和

0 289 315

額標 他

和
4

団体事業負担額

年度

（

項       目

単

令和元年度 令和2年度

位

令和3年度 令和4年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 部活

千

動指導員配置数 3 3 3

円

3   令和4年度～令

4

）

和7年度標
動 3 3 3 3

－

値 単 位 人

／指
実

標 績 単

 

位 ○特定財源

決   中

1

学校における部活動指

9

導員投 年度別事業費 1

6

,027 1,117 1

 

,156 1,188  

－

 の配置事業補助金【県】（2/
  3）資 内 特定財源 672 67

年

2 700 715
算   

  指 訳 一般財源 355 445 456 473

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備      

度

 考

目 ○全体事業期間活 看護師配置数 2 6 6 3   令和4年度～令和7年度標
動 3 6 3 3値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   教育支援体制整備事業費補助投 年度別事業費 1,327 2,338 1,109 1,346  

事

 金【国】（1/3）
  資 内 特定財源 44

項

2 705 396 448

 

算   
  指 訳 一般財

 

源 885 1,633 7

 

13 898

額標 他団体

 

事業負担額

  

項

 

       目 令和

業

目

元年度 令和2年度 令和

令

3年度 令和4年度 備 

和

      考

目 ○全

元

体事業期間活 学校図書

年

整備率100％達成校

度

9 9 9 9   令和4年

令

度～令和7年度標
動 7

和

8 7 7値 単 位 校

／指
実

2

標 績 単 位 ○特定財源

決

年

  理科教育等施設整

実

度

備費補助金投 年度別事

令

業費 17,392 66

和

,329 18,032

3

17,424   【国

年

】（1/2）
  再編

度

関連訓練移転等交付金

令

【資 内 特定財源 1,7

和

50 19,481 24

4

0 1,540
算   国

年

】
  指 訳 一般財源 1

績

度

5,642 46,84

備

8 17,792 15,

 

884

額標 他団体事業

 

負担額

  

項  

 

     目 令和元年

 

度 令和2年度 令和3年

 

度 令和4年度 備   

考

    考

目 ○全体事



  

意

年度に作成した社会科

図

副読本改訂版を活用し

や

、児童が地域について

ね

の学習継続 一般
を深め

ら

ることができました。

い

事    業    

（

主    体
学校教育

成

指導課

【滝沢市主体】

果や

事       業

 

効

       名 事業

果

の意図やねらい（成果

）

や効果）の達成状況

校

の

長、副校長、教務主任

達

等各種会議開 【事業意

成

図・ねらい】教育行政

状

と各学校の連絡調整と

況

協議を行う機会を設定

学

し、

市内各小中学校の

校

課題解決や学校教育事

学

医

業などの円滑な推進を

等

図ります。
催事務 【達

設

成状況】各会議を開催

置

し、市内各小中学校の

事

課題の解決や学校教育

務

事業など

の円滑な推進

【

を図りました。

継続区

事

分 会計・款・項・目 令

業

和4年度の事業概要（

意

実績）
・校長会議と副

び

図

校長会議を定期及び必

・

要に応じ開催しました

ね

。継続 一般
・教務主任

ら

会議、研究主任研修会

い

、生徒指導連絡協議会

】

・生徒指導主事研修会

各

を
事    業   

小

 主    体 定期的

中

に開催しました。

学校

学

教育指導課

【滝沢市主

に

校

体】

に

事      

学

 業       名

校

事業の意図やねらい（

医

成果や効果）の達成状

・

況

授業力向上のための

学

学校訪問等事務 【事業

校

意図・ねらい】各学校

歯

へ指導主事が訪問し、

科

授業者に直接指導する

よ

医

ことで

、教員の授業力

・

の向上及び児童生徒の

学

学力向上を図ります。

校

【達成状況】授業力向

薬

上のための校内研修会

剤

等において、授業者へ

師

直接指導する

ことで、

を

教員の授業力の向上及

配

び児童生徒の学力向上

置

を図りました。

継続区

り

し

分 会計・款・項・目 令

、

和4年度の事業概要（

児

実績）
学力向上のため

童

の学校訪問や各学校で

生

行われる校内研究会へ

徒

指導主事等を派遣し継

及

続 一般
、授業者へ直接

び

指導を行い、教員の授

教

業力の向上及び児童生

職

徒の学力向上を図り
事

充

員

    業    主

の

    体 ました。

学

健

校教育指導課

【滝沢市

康

主体】

の保持増進を

実

図ります。

【達成状況

し

】各小中学校に学校医

政 た

・学校歯科医・学校薬

人

剤師を配置し、児童生

生

徒

（義務的事業） 及び

を

教職員の健康の保持増

送

進を図りました。

継続

る

区分 会計・款・項・目

こ

令和4年度の事業概要

と

（実績）
各小・中学校

が

に学校医、学校歯科医

で

及び学校薬剤師を配置

策 き

し、各種健康診断を実

る

継続 一般・10款・6

ま

項・1目
施したり、学

ち

校環境衛生の維持及び

 

改善に関し必要な指導

基

と助言を行うなど、学

本

事    業    

施

主    体 校におけ

策

る保健管理及び安全管

　

理を図りました。

学校

　
０

教育指導課

【滝沢市主

２

体】

 

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

「

成果や効果）の達成状

生

況

学校保健事業 【事業

き

意図・ねらい】児童生

る

徒及び職員の健康の保

力

持増進を図りつつ、学

　
」

校教育

の円滑な実施と

を

その成果の確保に努め

育

ます。

【達成状況】学

て

校保健安全法に基づく

る

環境衛生検査や各種健

学

診等を実施し、児童

（

校

義務的事業） 生徒及び

教

職員の健康保持増進を

育

図るとともに、学校安

の

全を推進しました。

継

　
充

続区分 会計・款・項・

実

目 令和4年度の事業概

－

要（実績）
・児童生徒

 

の健康診断、就学時健

1

康診断を実施しました

9

。継続 一般・10款・

7

6項・1目
・学校環境

 

衛生検査を実施しまし

－

た。
事    業    主    体 ・Ａ

０

ＥＤの賃貸借契約を実施しました。

学校教育指導課 ・独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付掛金の事務手続きを実

【滝沢市主体】 施しました。

・感染症対策用消耗品を購入しました。

５

事

事       業

 

       名 事業

 

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

社

 

会科副読本改訂事業 【

 

事業意図・ねらい】小

 

学3・4年生を対象に

 

、地域に固有の事物・

業

事象を提供す

る教材で

 

ある社会科副読本を改

 

 

訂及び活用し、児童の

 

地域学習を深めます。

 

【達成状況】令和元年

 

度改訂版の社会科副読

 

本を活用し、児童が地

 

域についての

学習を深

名

めることができました

事

。

継続区分 会計・款・

業

項・目 令和4年度の事

の

業概要（実績）
令和元



令 報

目

施 26 26 26 26  

○

 令和4年度～令和7

全

年度標 回数
動 26 26

体

26 26値 単 位 回

／指

事

校内研究会における助

業

言指導実 50 50 50

期

50
実 施回数

標 65 6

間

5 65 65績 単 位 回

決

活

投 年度別事業費

資 内 特

学

定財源
算

指 訳 一般財源

告

校

<ゼロ予算事業>

額標

医

他団体事業負担額

等配置数 28 28

令

30 30   令和4年

和

度～令和7年度標
動 2

元

9 30 30 30値 単 位

年

人

／指 学校医等配置校

度

15 15 15 15
実

標

～

15 15 15 15績 単

令

位 校

決投 年度別事業費

和

9,996 10,03

和
4

4 10,011 9,8

年

84

資 内 特定財源
算

指

度

訳 一般財源 9,996

（

10,034 10,0

単

11 9,884

額標 他

位

団体事業負担額

  千

項       目

円

令和元年度 令和2年度

4

）

令和3年度 令和4年度

－

備       考

目

 

○全体事業期間活 環境

1

衛生検査実施回数 1 1

9

1 1   令和4年度～

8

令和7年度標
動 1 1 1

 

1値 単 位 回

／指 各種検

－

査・健診実施校 15 15 15 15
実

標 15 15 15 15績 単 位 校 ○

年

特定財源

決   独立行政法人日本スポーツ振投 年度別事業費 15,082 14,960 18,575 18,666   興センター災害共済掛金保護
  者負担分【その他】新型コロ資 内 特定財源 1,910 2,113 5,6

度

71 5,413
算   ナウイルス感染症対応地方創

  生臨時交付金【国】他指 訳 一般財源 13,172 12,847 12,904 13,253

額標 他団体事業負担額

項

事

       目 令和元年度 令和2年度 令和

項

3年度 令和4年度 備 

 

      考

目 ○全

 

体事業期間活 社会科副

 

読本改訂委員会開催回

 

3 0 0 0   令和4年

 

度～令和7年度標 数
動

 

4 0 0 0値 単 位 回

／指

 

実
標 績 単 位

決投 年度別

業

目

事業費 3,080

資 内

令

特定財源
算

指 訳 一般財

和

源 3,080

額標 他団

元

体事業負担額

年度 令

項       目 令

和

和元年度 令和2年度 令

2

和3年度 令和4年度 備

年

       考

目 ○

実

度

全体事業期間活 校長会

令

議の開催回数 11 11

和

11 11   令和4年

3

度～令和7年度標
動 1

年

4 14 13 12値 単 位

度

回

／指 副校長会議の開

令

催回数 3 3 3 3
実

標 3

和

3 3 3績 単 位 回

決投 年

4

度別事業費

資 内 特定財

年

源
算

指 訳 一般財源 <ゼ

績

度

ロ予算事業>

額標 他団

備

体事業負担額

   

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 学力向

考

上のための学校訪問実



  

意図やねらい（成果や

 

効果）の達成状況

実践

学

的指導力向上のための

び

各種研修会 【事業意図

に

・ねらい】教育課程の

よ

編成や研究の進め方等

り

について、各種研修会

充

で

協議及び情報交換を

実

行い、教員の指導力向

し

上や教育活動の充実を

政 た

図ります。
開催事務 【

人

達成状況】各種研修会

生

を開催し、教員の指導

を

力向上や教育活動の充

送

実を図りま

した。

継続

る

区分 会計・款・項・目

こ

令和4年度の事業概要

と

（実績）
初任者研修、

が

情報教育等の各種領域

で

の充実や現代的教育課

策 き

題の解決のための各種

る

継続 一般
研修会等を開

ま

催しました。
事   

ち

 業    主   

 

 体 ※R3以降、道徳

基

は実施なし 

学校教育

本

指導課

【滝沢市主体】

施

小      

策

          

　

          

　
０

   計

２   「生きる力
　

」を育てる学校教育の
　

充実

－ 199 －

０５

事       業 

 

      名 事業の



令 報

目 ○全体事業期間活 道

告

徳授業等研修会開催回

令

数 1 1 1 1   令和4

和

年度～令和7年度標
動

元

1 1 0 1値 単 位 回

／指

年

校種間連携研修会開催

度

回数 2 2 2 2
実

標 2 1

～

2 2績 単 位 回

決投 年度

令

別事業費

資 内 特定財源

和

算
指 訳 一般財源 <ゼロ

和
4

予算事業>

額標 他団体

年

事業負担額

度

（

項     

単

  目 令和元年度 令和

位

2年度 令和3年度 令和

 

4年度 備      

 

 考

決投 年度別事業費

千

122,446 200

円

,287 165,46

4

）

2 146,800

資 内

－

特定財源 5,018 3

 

5,707 8,641

2

9,968
算

指 訳 一般

0

財源 117,428 1

0

64,580 156,

 

821 136,832

－

額標 他団体事業負担額

年度事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

も

食センター運営委員会

に

を３回実施しました。

健

継続区分 会計・款・項

全

・目 令和4年度の事業

に

概要（実績）
学校給食

発

センターの運営に関し

達

、年3回運営委員会を

す

開催し、審議・助言を

る

得ま継続 一般・10款

た

・6項・3目
た。

事 

 

め

   業    主 

、

   体
学校給食セン

引

ター

【滝沢市主体】

き続

事       業 

き

      名 事業の

地

意図やねらい（成果や

産

効果）の達成状況

学校

地

給食施設改善事業 【事

消

業意図・ねらい】学校

学

を

給食センターの厨房設

推

備の経年劣化が、調理

進

作業の安

全性、衛生管

し

理等に影響を及ぼして

た

きていることから、学

安

校給食事業の円滑な運

全

営を目指し、改修や更

安

新等を計画的に実施し

心

ます。

【達成状況】連

で

続焼物機1台廃止、ス

び

栄

チームコンベンション

養

オーブン4台を導入

継

バ

続区分 会計・款・項・

ラ

目 令和4年度の事業概

ン

要（実績）
特定防衛施

ス

設周辺整備調整交付金

の

を活用し、調理機器を

と

更新しました。（連続

れ

焼継続 一般・10款・

た

6項・3目
物機1台を

に

学

廃止し、スチームコン

校

ベンションオーブン4

給

台導入）
事    業

食

    主    体

を

令和4年度決算額　2

提

8,600千円

学校給

供

食センター  内訳　特

す

定財源　26,080

る

千円 

【滝沢市主体】

と

       一般財

よ

と

源   2,520千

も

円 

に、食の指導の充

り

実を図り、望ましい食

充

習慣の理解と実践の支

実

援など、食育の推進を

し

目指します。

基本計画

政 た

期間内の取り組みと方

人

針のうち、令和4年度

生

の重点課題の達成（実

を

現）状況

Ｂ 概ね達成し

送

た

【重点課題】

滝沢市

る

学校給食食材生産供給

こ

組合からの地場農産物

と

受け入れ、食に関する

が

指導実施、給食費収納

で

率向上

【重点課題に対

策 き

応した達成状況】

・地

る

場農産物受け入れにつ

ま

いては、天候不順によ

ち

り総納入量は減少しま

 

したが、11品目の納

基

入がありました。

・食

本

に関する指導について

施

は、15校、113ク

策

ラスで実施しました。

　

・給食費の現年分収納

　
０

率については、99％

３

を超える収納率達成を

 

継続しています。

 

事

 

       業  

学

     名 事業の意

校

図やねらい（成果や効

給

果）の達成状況

学校給

食

食事業 【事業意図・ね

に

らい】児童生徒の心身

　
よ

の健全な発達と食生活

る

の改善を目指し、栄

養

望

バランスのとれた学校

ま

給食の提供、児童生徒

し

が考える「希望献立」

い

並びに正し

い食生活の

食

理解を目的とした「食

習

に関する指導」を実施

慣

します。

（義務的事業

の

） 【達成状況】健康で

　
実

豊かな潤いのある学校

現

給食と食育の実施が図

－

られました。

継続区分

 

会計・款・項・目 令和

2

4年度の事業概要（実

0

績）
（1）年間給食回

1

数：小学校175回、

 

中学校170回継続 一

－

般・10款・6項・3目
（2）給食センター

０

年間稼働日数：192日
事    業    主    体 （3）食に関する指導及び希望献立の実施､地産地消への取り組みの実施

学校給食センター （4）調理等業務の民間委託による給食センター

基

運営の合理化

【滝沢市

５

本

主体】 （5）給食セン

施

ターの計画的な施設設

策

備の改修改善

が

事  

４

     業    

年

   名 事業の意図や

間

ねらい（成果や効果）

で

の達成状況

滝沢市立学

め

校給食センター運営委

ざ

員会 【事業意図・ねら

 

す

い】安全安心で魅力あ

姿

る学校給食の提供と食

児

育の推進のため、

市内

童

小・中学校長、ＰＴＡ

生

代表、民生児童委員代

徒

表により構成されてい

が

る滝沢市
事務 立学校給

心

食センター運営委員会

身

を開催します。

【達成

と

状況】滝沢市立学校給



令 報

安

目 ○全体事業期間活 調

全

理等に影響を及ぼす故

安

障発生 2 2 2 2   令

心

和4年度～令和7年度

な

標 割合
動 1.1 0 0.

学

5 9.4値 単 位 ％(発

校

生件数／稼働日数)

／

給

指
実

標 績 単 位 ○特定財

食

源

決   特定防衛施設

を

周辺整備調整交投 年度

告

提

別事業費 28,600

供

  付金【国】
  資

す

内 特定財源 26,08

る

0
算   

  指 訳 一般

た

財源 2,520

額標 他

め

団体事業負担額

、地場農

令

産物の使用を推進しま

和

した。

・学校給食を安

元

全かつ確実に提供する

年

ため、施設設備の修繕

度

を実施しました。

・給

～

食への関心や食べるこ

令

とへの意欲を持たせる

和

ことを目的に「希望献

和
4

立」を実施しました。

年

・正しい食習慣を理解

度

することを目的に「食

（

に関する指導」を実施

単

しました。

令和6年度

位

方針策定に際し、今後

 

の方向性や引継課題

Ｂ

 

課題あり

【今後の方向

千

性】

徹底した衛生管理

円

のもと、引き続き安全

4

）

安心な学校給食の提供

－

と食育の推進に関する

 

取り組みを進めます。

2

【引継課題】

・調理等

0

業務の委託継続による

2

安定した給食を提供し

 

ます。

・給食センター

－

施設設備等の計画的な改修計画を見直します。

・天候不順に応じた

年

地場農産物の受入量の安定確保を目指します。

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期

基

間活 食に関する指導回

度

本

数（クラス数 110 1

施

10 120 120   

策

令和4年度～令和7年

目

度標 ）
動 128 122

標

88 113値 単 位 クラ

の

ス

／指 希望献立の導入

達

回数 15 15 15 15

成

実
標 15 15 15 15

（

績 単 位 回 ○特定財源

決

実

  新型コロナウイル

事

現

ス感染症対投 年度別事

）

業費 400,977 4

に

38,269 422,

向

983 435,009

け

  応地方創生臨時交

た

付金【国】
  学校給

計

食費、給食食材助成金

画

資 内 特定財源 248,

期

834 273,783

間

257,231 259

業

内

,694
算   、実習

の

生受入金、食用油売払

取

  い収入【その他】

り

指 訳 一般財源 152,

組

143 164,486

み

165,752 175

と

,315

額標 他団体事

方

業負担額

針に

項 

実

つ

      目 令和元

い

年度 令和2年度 令和3

て

年度 令和4年度 備  

の

     考

目 ○全体

達

事業期間活 開催回数 2

成

2 2 2   令和4年度

（

～令和7年度標
動 2 2

実

2 3値 単 位 回

／指
実

標

現

績 単 位

決投 年度別事業

）

費 142 160 157

績

状

210

資 内 特定財源
算

況

指 訳 一般財源 142 1

Ｂ

60 157 210

額標

概

他団体事業負担額

ね達成

項       

し

目 令和元年度 令和2年

た

度 令和3年度 令和4年

・

度 備       考



  

  計

 学びにより充実し政 た人生を送ることがで策 きるまち
 基本施策　

　
０３   学校給食に

　
よる望ましい食習慣の

　
実現

－ 203 －

０

小       

５

          

 

          



令 報

事業費 401,119

告

438,429 423

令

,140 463,81

和

9

資 内 特定財源 248

元

,834 273,78

年

3 257,231 28

度

5,774
算

指 訳 一般

～

財源 152,285 1

令

64,646 165,

和

909 178,045

和
4

額標 他団体事業負担額

年度

（単位  千円

4

）

－ 204 －

年度

項  

事

     目 令和元年

業

度 令和2年度 令和3年

実

度 令和4年度 備   

績

    考

決投 年度別



  

学

果や効果）の達成状況

習

姥屋敷多目的研修セン

推

ター管理運営事 【事業

進

意図・ねらい】姥屋敷

計

多目的研修センターの

画

管理運営を通じた学び

後

の支援

を図ります。
業

期

【達成状況】コロナ禍

基

にあっても学びの支援

本

を図ることができまし

 

計

た。

（義務的事業）

継

画

続区分 会計・款・項・

学

目 令和4年度の事業概

び

要（実績）
指定管理者

プ

（岩手花平農業協同組

ラ

合）による適正な施設

ン

管理運営を行うことが

た

で継続 一般・6款・1

き

項・6目
きました。

事

ざ

    業    主

学

わ

    体
生涯学習ス

に

ポーツ課

【他団体事業

基

主体】

岩手花平農業協

づ

同組合

き

事     

、

  業       

「

名 事業の意図やねらい

生

（成果や効果）の達成

き

状況

滝沢市多目的研修

が

センター管理運営事 【

び

い

事業意図・ねらい】滝

が

沢市多目的研修センタ

持

ーの管理運営を通じた

て

学びの支援

を図ります

る

。
業 【達成状況】コロ

学

ナ過にあっても学びの

び

支援を図ることができ

の

ました。

（義務的事業

環

）

継続区分 会計・款・

境

項・目 令和4年度の事

に

の

業概要（実績）
指定管

構

理者（公益財団法人滝

築

沢市体育協会）による

」

適正な施設管理運営を

を

行うこ継続 一般・6款

促

・1項・6目
とができ

進

ました。
事    業

し

    主    体

ま

生涯学習スポーツ課

【

す

他団体事業主体】

公益

よ

。

財団法人滝沢市体育協

・

会

総合教育政策（学

り

校教育・社会教育を通

充

じた総合的・横断的な

実

教育政策）に基づく全

し

庁規模による横断的な

政 た

生涯学習推進

ネットワ

人

ーク形成を通じた学び

生

による生活の質とスポ

を

ーツによる健康づくり

送

の推進を促進します。

る

・多様化・複雑化する

こ

地域課題や教育課題の

と

解決を目指した地域課

が

題解決学習を通じた「

で

人・つながり・地域づ

策 き

くり」を促

進します。

る

・社会教育を基盤とし

ま

た「人・つながり・地

ち

域づくり」を目指した

 

ネットワーク型社会教

基

育行政（教育委員会と

本

市長部局、

小中学校、

施

高校、大学、企業、Ｎ

策

ＰＯ、地域との連携・

　

協働）を展開します。

　
０

・健康づくり推進施策

４

（滝沢市健康づくり宣

 

言）と連携したスポー

 

ツによる健康づくりの

 

推進を図り、生涯スポ

生

ーツの推進

やスポーツ

き

を通じた地域力の向上

が

、施設の利用促進、競

い

技力向上を図ります。

が

基本計画期間内の取り

　
持

組みと方針のうち、令

て

和4年度の重点課題の

る

達成（実現）状況

Ｂ 概

学

ね達成した

【重点課題

び

】

・コミュニティ・ス

の

クールの推進について

環

・滝沢総合公園体育施

境

設改修について

【重点

の

課題に対応した達成状

構

況】

・コミュニティ・

　
築

スクールの推進につい

－

ては、活動の本格的な

 

スタートにより達成し

2

ました。

・滝沢総合公

0

園体育施設改修につい

5

ては、トイレ洋式化の

 

実施と体育館バリアフ

－

リー改修工事着手により達成しました。

事

０

       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

滝沢ふるさと交流館管理運営事業 【事業意図・ねらい】滝沢ふるさと交流館の管理運営を通じた

基

学びの支援を図り

ます

本

。

【達成状況】コロナ

５

施

禍にあっても学びの支

策

援を図ることができま

が

した。

（義務的事業）

４

継続区分 会計・款・項

年

・目 令和4年度の事業

間

概要（実績）
指定管理

で

者（特定非営利活動法

め

人劇団ゆう）による適

ざ

正な施設管理運営を行

す

うこ継続 一般・2款・

 

姿

1項・13目
とができ

・

ました。
事    業

第

    主    体

1

生涯学習スポーツ課

【

次

他団体事業主体】

特定

滝

非営利活動法人劇団ゆ

沢

う

市

事       

生

業       名 事

涯

業の意図やねらい（成



令 報

令

402 37,031

額

和

標 他団体事業負担額

元年度

項      

か

 目 令和元年度 令和2

ら

年度 令和3年度 令和4

施

年度 備       

行

考

目 ○全体事業期間活

さ

施設利用件数 120 1

告

れ

20 120 120   

た

令和4年度～令和7年

第

度標
動 104 44 48

1

275値 単 位 件

／指 施

次

設利用者数 2,200

滝

2,200 2,200

沢

2,200
実

標 2,1

市

43 584 911 2,

生

917績 単 位 人 ○特定

涯

財源

決   多目的研修

令

学

センター使用料【投 年

習

度別事業費 1,145

推

1,200 1,284

進

2,975   その他

計

】新型コロナウイルス

画

  感染症対応地方創

後

生臨時交付資 内 特定財

期

源 1,608
算   金

基

【国】
  指 訳 一般財

本

源 1,145 1,20

和

計

0 1,284 1,36

画

7

額標 他団体事業負担

学

額

びプ

項    

ラ

   目 令和元年度 令

ン

和2年度 令和3年度 令

た

和4年度 備     

き

  考

目 ○全体事業期

ざ

間活 施設利用件数（個

元

わ

人使用を除く 1,85

に

0 1,850 1,85

基

0 1,850   令和

づ

4年度～令和7年度標

き

）
動 1,533 1,4

「

04 1,338 1,4

生

94値 単 位 件

／指 施設

き

利用者数 31,000

が

31,000 31,0

い

00 31,000
実

標

年

が

25,152 22,0

持

08 20,423 22

て

,466績 単 位 人 ○特

る

定財源

決   多目的研

学

修センター使用料【投

び

年度別事業費 13,4

の

53 14,120 13

環

,294 15,535

境

  その他】他
  資

の

内 特定財源 1,880

度

構

2,567 2,461

築

2,494
算   

  

」

指 訳 一般財源 11,5

を

73 11,553 10

促

,833 13,041

進

額標 他団体事業負担額

し、生涯

～

学習スポーツ活動を推

令

進しました。

・学びプ

和

ランたきざわに基づき

和
4

、6つの重点（①生き

年

がいが持てる学びの環

度

境の構築、②少子化対

（

策を通じた子どもが安

単

心

して学べる環境づく

位

りの促進、③全庁規模

 

による課題解決学習の

 

展開、④若者活躍・定

千

住による経済・地域活

円

性化、⑤全て

の世代を

4

）

結ぶ学びの輪づくり、

－

⑥スポーツによる「人

 

・つながり・地域づく

2

り」）を踏まえた総合

0

教育政策に基づく市長

6

部

局と教育委員会など

 

が連携強化した全庁規

－

模による生涯学習推進ネットワーク形成に取り組みました。

令和6

年

年度方針策定に際し、今後の方向性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

次期総合計画と次期学びプランたきざわの策定を通じた「郷土を愛し未来を切り拓く力に満ちた人づくり」の実現を目指し

た

基

全庁体制による生涯学

度

本

習推進ネットワーク形

施

成の拡充を図る必要が

策

あります。

【引継事項

目

】

・次期総合計画と連

標

動した次期学びプラン

の

たきざわの策定に関す

達

ること。

・全庁体制に

成

よる生涯学習推進ネッ

（

トワーク形成の更なる

実

拡充に関すること。

・

事

現

学校教育振興協議会と

）

教育振興運動を連動さ

に

せたコミュニティ・ス

向

クール活動の充実に関

け

すること。

・文部科学

た

省が示す中学校運動部

計

活動の地域移行に関す

画

る動向の注視に関する

期

こと。

間

業

内

項  

の

     目 令和元年

取

度 令和2年度 令和3年

り

度 令和4年度 備   

組

    考

目 ○全体事

み

業期間活 施設利用件数

と

3,200 3,200

方

3,200 3,200

針

  令和4年度～令和

に

7年度標
動 3,651

実

つ

2,806 3,258

い

3,332値 単 位 件

／

て

指 施設利用者数 100

の

,000 100,00

達

0 100,000 10

成

0,000
実

標 100

（

,427 49,280

実

78,499 70,8

現

37績 単 位 人 ○特定財

）

源

決   滝沢ふるさと

績

状

交流館使用料【投 年度

況

別事業費 39,566

Ｂ

39,281 55,4

概

95 40,808   

ね

その他】ほか
  資 内

達

特定財源 4,526 4

成

,106 8,093 3

し

,777
算   

  指

た

訳 一般財源 35,04

・

0 35,175 47,



  

図

有する社会教育指導員

や

設置による社会

教育推

ね

進体制の強化と社会教

ら

育関係団体の育成・自

い

立支援を通じた持続可

（

能な組
社会教育） 織運

成

営づくりを目指します

果

。

【達成状況】社会教

や

育関係団体の育成・自

効

立支援を図ることがで

 

果

きました。

継続区分 会

）

計・款・項・目 令和4

の

年度の事業概要（実績

達

）
・社会教育指導員2

成

人設置継続 一般・10

状

款・5項・1目
・課題

況

解決セミナーやＳＤＧ

滝

ｓセミナー
事    

沢

業    主    

総

体 ・社会教育関係団体

学

合

の育成と自立支援、連

公

携・協働による事業展

園

開

生涯学習スポーツ課

管

・市民要望への相談対

理

応や関係団体との連絡

運

調整

【滝沢市主体】

営事

事       業 

業

      名 事業の

【

意図やねらい（成果や

び

事

効果）の達成状況

成人

業

教育事業 【事業意図・

意

ねらい】複雑化・多様

図

化する地域課題や教育

・

課題を解決できる「人

ね

・つながり・地域づく

ら

り」の促進を図る成人

い

教育の展開を目指しま

】

す。

【達成状況】女性

滝

研修会（課題解決講演

に

沢

会など）を開催しまし

総

た。

継続区分 会計・款

合

・項・目 令和4年度の

公

事業概要（実績）
・女

園

性研修会（主催）継続

の

一般・10款・5項・

管

1目
・会員研修会（共

理

催）
事    業  

運

  主    体 ・地

営

域婦人団体リーダー研

よ

を

修会

生涯学習スポーツ

通

課 ・子ども会育成連合

じ

会指導者研修会（共催

た

）

【協働事業】

滝沢市

ス

社会教育関係団体など

ポーツ活動

り

の支援と利

用促進を図

充

ります。

【達成状況】

実

滝沢総合公園の管理運

し

営を通じたスポーツ活

政 た

動の支援と利用促進を

人

（義務的事業） 図りま

生

した。

継続区分 会計・

を

款・項・目 令和4年度

送

の事業概要（実績）
指

る

定管理者（公益財団法

こ

人滝沢市体育協会）に

と

よる適正な施設管理運

が

営を行うこ継続 一般・

で

8款・4項・4目
とが

策 き

できました。
事   

る

 業    主   

ま

 体
生涯学習スポーツ

ち

課

【他団体事業主体】

 

公益財団法人滝沢市体

基

育協会

本

事     

施

  業       

策

名 事業の意図やねらい

　

（成果や効果）の達成

　
０

状況

滝沢総合公園体育

４

施設改修事業 【事業意

 

図・ねらい】施設改修

 

を通じたスポーツ活動

 

の支援と利用促進を図

生

りま

す。

【達成状況】

き

施設の高圧受電ケーブ

が

ルの更新を実施しまし

い

た。また、アリーナ床

が

及びバリアフリー化改

　
持

修に着手しました。

継

て

続区分 会計・款・項・

る

目 令和4年度の事業概

学

要（実績）
・滝沢総合

び

公園体育館高圧受電ケ

の

ーブル更新工事を実施

環

継続 一般・8款・4項

境

・4目
・滝沢総合公園

の

体育館改修事業に前倒

構

しで着手
事    業

　
築

    主    体

－

生涯学習スポーツ課

【

 

滝沢市主体】

2

事  

0

     業    

7

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

－

の達成状況

国際理解・国際交流事業 【事業意図・ねらい】地球規模

０

課題の解決に関する学びを通じた国際感覚豊かな

人づくりを図ります。

【達成状況】多文化共生地域づくりセミナー（SDGｓセミナー）を1回開催しまし

たが、幼児国際理解交流会は応募がありませ

事

んでした。

継続区分 会

５

 

計・款・項・目 令和4

 

年度の事業概要（実績

 

）
・ＳＤＧｓセミナー

 

【1回】継続 一般・1

 

0款・5項・1目
・幼

 

児国際理解交流会【0

 

回】
事    業  

業

  主    体
生涯

 

学習スポーツ課

【協働

 

事業】

関係機関や市国

 

 

際交流協会、ユネスコ

 

協会、大学

 

事   

 

    業     

 

  名 事業の意図やね

名

らい（成果や効果）の

事

達成状況

社会教育指導

業

員設置事業（生涯学習

の

・ 【事業意図・ねらい

意

】専門的知識と経験を



令 報

目

項 

○

      目 令和元

全

年度 令和2年度 令和3

体

年度 令和4年度 備  

事

     考

目 ○全体

業

事業期間活 女性リーダ

期

ー研修開催回数 2 2 2

間

2   令和4年度～令

活

和7年度標
動 2 2 2 3

滝

値 単 位 回

／指 子ども会

告

沢

育成会指導者研修会開

総

1 1 1 1
実 催回数

標 1

合

0 1 1績 単 位 回

決投 年

公

度別事業費 20 12

資

園

内 特定財源
算

指 訳 一般

体

財源 20 12

額標 他団

育

体事業負担額

館利用

令

件数（ 2,500 2,

和

500 2,500 2,

元

500   令和4年度

年

～令和7年度標 個人使

度

用を除く）
動 2,67

～

6 2,822 2,63

令

3 2,976値 単 位 件

和

／指 滝沢総合公園テニ

和
4

スコート利用 1,30

年

0 1,300 1,30

度

0 1,300
実 件数

標

（

1,153 888 87

単

3 1,046績 単 位 ○

位

特定財源

決   滝沢総

 

合公園体育館使用料【

 

投 年度別事業費 89,

千

787 92,810 9

円

0,285 134,6

4

）

65   その他】、新

－

型コロナウイル
  ス

 

感染症対応地方創生臨

2

時交資 内 特定財源 8,

0

607 11,605 7

8

,376 35,854

 

算   付金【国】
  

－

指 訳 一般財源 81,180 81,205 82,909 98,811

年

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 改修等件数 0 1 1 1   令和2年度～令和

度

5年度標
動 0 0 1 2値 単 位 件

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   防衛施設周辺民生安定施設整投 年度別事業費 23,985 3,740   備事業補助金【国】
  資 内 特定財源 23,189 1,260

算   
  指 訳 一般財源

事

796 2,480

額標 他団体事業負担額

項  

項       

 

目 令和元年度 令和2年

 

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

 

目 ○全体事業期間活 講

 

座開設数（国際理解・

業

目

国際交 3 3 3 4   令

令

和4年度～令和7年度

和

標 流講座と幼児国際理

元

解交流会）
動 3 2 1 1

年

値 単 位 講座

／指
実

標 績

度

単 位

決投 年度別事業費

令

80 50 34

資 内 特定

和

財源 17 10
算

指 訳 一

2

般財源 63 40 34

額

年

標 他団体事業負担額

実

度 令和

項      

3

 目 令和元年度 令和2

年

年度 令和3年度 令和4

度

年度 備       

令

考

目 ○全体事業期間活

和

社会教育指導員人数 3

4

2 2 2   令和4年度

年

～令和7年度標
動 3 2

績

度

2 2値 単 位 人

／指
実

標

備

績 単 位

決投 年度別事業

 

費 6,620 4,67

 

1 4,971 4,89

 

5

資 内 特定財源
算

指 訳

 

一般財源 6,620 4

 

,671 4,971 4

 

,895

額標 他団体事

 

業負担額

考



  

図

10款・5項・1目
・

や

ジュニアリーダーズセ

ね

ミナー
事    業 

ら

   主    体 ・

い

少年少女のバス交流事

（

業への職員派遣

生涯学

成

習スポーツ課 ・青少年

果

健全育成啓発看板の設

や

置

【協働事業】 ・放課

効

後子ども教室

社会教育

 

果

・青少年関係団体など

）の

事       業

達

       名 事業

成

の意図やねらい（成果

状

や効果）の達成状況

滝

況

沢市学校教育振興協議

二

会交付金事業 【事業意

十

図・ねらい】地域学校

歳

協働活動を展開し、地

学

の

域の教育課題の解決と

つ

情報

メディアとの上手

ど

な付き合い方に関する

い

意識啓発を目指します

開

。

【達成状況】令和4

催

年度より文部科学省が

事

示すコミュニティ・ス

業

クールを本格的

にスタ

【

ートしました。

継続区

事

分 会計・款・項・目 令

び

業

和4年度の事業概要（

意

実績）
交付金1,67

図

6千円継続 一般・10

・

款・5項・1目
報酬3

ね

14千円
事    業

ら

    主    体

い

<協議会活動内容>

生

】

涯学習スポーツ課 ・総

二

会（127人参加）・

十

たきざわ学びフェスタ

に

歳

（192人参加）

【他

を

団体事業主体】 ・市内

迎

小中学校教育振興協議

え

会活動

滝沢市内小中学

る

校教育振興協議会 ・研

若

修会派遣（「コミュニ

者

ティ・スクール導入に

た

向けて」）

ち

事   

が

    業     

よ

、

  名 事業の意図やね

郷

らい（成果や効果）の

土

達成状況

滝沢市社会教

へ

育関係団体補助事業 【

の

事業意図・ねらい】社

愛

会教育関係団体の活動

着

支援を図りながら自立

と

支援や持続

可能な組織

理

運営づくりを目指しま

解

す。

【達成状況】社会

り

を

教育関係団体の自立支

深

援や組織の現状に即し

め

た事業の展開を行

いま

、

した。

継続区分 会計・

地

款・項・目 令和4年度

域

の事業概要（実績）
・

社

市子ども会育成連合会

会

補助金81千円：指導

の

者研修会や夢灯りなど

新

継続 一般・10款・5

充

し

項・1目
・市地域婦人

い

協議会補助金95千円

原

：女性研修会や子育て

動

支援など
事    業

力

    主    体

と

生涯学習スポーツ課

【

し

協働事業】

滝沢市社会

て

教育関係団体

活躍

実

する自覚と社会参画へ

し

の喚起を目指して「二

政 た

十歳のつどい」を開催

人

します。

【達成状況】

生

式典を開催し、二十歳

を

の門出を祝福すること

送

ができました。

継続区

る

分 会計・款・項・目 令

こ

和4年度の事業概要（

と

実績）
・令和５年二十

が

歳のつどいでは、新型

で

コロナウイルス感染症

策 き

対策を徹底し、家族継

る

続 一般・10款・5項

ま

・1目
席を設けて式典

ち

を開催しました。
事 

 

   業    主 

基

   体 ・式典におけ

本

る来場者などの動向を

施

把握しました（733

策

人中437人参加）

生

　

涯学習スポーツ課

【協

　
０

働事業】

滝沢市二十歳

４

のつどい実行委員会

  

事       業 

 

      名 事業の

生

意図やねらい（成果や

き

効果）の達成状況

生涯

が

学習推進事業 【事業意

い

図・ねらい】第2次生

が

涯学習推進計画前期基

　
持

本計画学びプランたき

て

ざわ

策定による全庁体

る

制による生涯学習推進

学

ネットワーク形成の拡

び

充を図ります。 

【達

の

成状況】生涯学習推進

環

会議と生涯学習推進協

境

議会を各1回（書面開

の

催含む）

開催し学びプ

構

ランたきざわ策定スケ

　
築

ジュールを定めました

－

。 

継続区分 会計・款

 

・項・目 令和4年度の

2

事業概要（実績）
・次

0

期学びプランたきざわ

9

策定スケジュールの決

 

定継続 一般・10款・

－

5項・1目
・生涯学習推進協議会と生涯学習推進会議

事    業

０

    主    体 ・たきざわ学びフェスタ

生涯学習スポーツ課 ・ふれあいまちづくり出前講座

【滝沢市主体】 ・情報発信・交流（広報たきざわや市ホームページ、学びガイドなど）

事

事     

５

 

  業       

 

名 事業の意図やねらい

 

（成果や効果）の達成

 

状況

青少年教育・青少

 

年対策事業 【事業意図

 

・ねらい】「明るく　

 

かしこく　たくましい

業

子どもの育成」を目指

 

し

た青少年教育と複雑

 

化・多様化する青少年

 

 

に関する課題解決を目

 

指した青少年対

策の充

 

実を図ります。

【達成

 

状況】青少年対策に関

 

する課題解決学習を展

名

開しました。

継続区分

事

会計・款・項・目 令和

業

4年度の事業概要（実

の

績）
・子ども会リーダ

意

ー養成研修継続 一般・



令 報

目

」から標 他団体事業負

○

担額
変更

全体

項 

事

      目 令和元

業

年度 令和2年度 令和3

期

年度 令和4年度 備  

間

     考

目 ○全体

活

事業期間活 子ども会育

対

成会指導者研修会開 1

告

象

1 1 1   令和4年度

者

～令和7年度標 催回数

数

動 1 0 1 1値 単 位 回

／

に

指 （主催・共催）女性

対

研修会開催 2 2 2 2
実

す

回数
標 2 2 2 2績 単 位

る

回

決投 年度別事業費 1

出

76 166 160 17

席

6

資 内 特定財源
算

指 訳

率

一般財源 176 166

令

（

160 176

額標 他団

過

体事業負担額

去 68 66 66 6

和

5   令和4年度～令

元

和7年度標 5年平均出

年

席率換算）
動 57.2

度

0 57.3 59.6値

～

単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

令

○特定財源

決   新型

和

コロナウイルス感染症

和
4

対投 年度別事業費 49

年

0 368 3,505 2

度

,272   応地方創

（

生臨時交付金【国】
 

単

 資 内 特定財源 2,7

位

24 1,902
算   

 

  指 訳 一般財源 49

 

0 368 781 370

千

<名称変更事業>「新

円

成人のつど

額 い開催事

4

）

業」から変更標 他団体

－

事業負担額

 2

項

1

       目 令和

0

元年度 令和2年度 令和

 

3年度 令和4年度 備 

－

      考

目 ○全体事業期間活 広報たきざわ学びの杜発行回数

年

12 12 12 12   令和4年度～令和7年度標
動 12 12 12 12値 単 位 回

／指 たきざわ学びフェスタ参加者数 300 300 300 300
実

標 400 0 150 180績 単 位 人

決投 年度別事業費 975 925 173 239

資

度

内 特定財源
算

指 訳 一般財源 975 925 173 239

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体

事

事業期間活 子ども会リーダーやジュニアリ 2

項

2 2 2   令和4年度

 

～令和7年度標 ーダー

 

セミナー（中学生や高

 

校
動 2 1 2 2値 単 位 回

 

／指
実

標 績 単 位 ○特定

 

財源

決   学校・家庭

 

・地域連携協力推投 年

 

度別事業費 1,431

業

目

1,058 1,049

令

1,255   進事業

和

費補助金【国・県】(

元

1
  /3、1/3)

年

資 内 特定財源 841 8

度

41 484 558
算  

令

 
  指 訳 一般財源 5

和

90 217 565 69

2

7

額標 他団体事業負担

年

額

実

度 令

項    

和

   目 令和元年度 令

3

和2年度 令和3年度 令

年

和4年度 備     

度

  考

目 ○全体事業期

令

間活 たきざわ学びフェ

和

スタ参加者数 300 3

4

00 300 300   

年

令和4年度～令和7年

績

度

度標
動 400 0 150

備

192値 単 位 人

／指
実

 

標 績 単 位

決投 年度別事

 

業費 725 725 72

 

5 1,990

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 7

 

25 725 725 1,

 

990 <名称変更>「

 

滝沢市教育振興運

額 動

考

推進協議会交付金事業



  

図

員設置によるスポ

ーツ

や

推進体制の強化を目指

ね

します。

【達成状況】

ら

学校体育施設開放事業

い

で団体が平等に活動で

（

きるよう調整し、効果

成

的に事業展開されまし

果

た。

継続区分 会計・款

や

・項・目 令和4年度の

効

事業概要（実績）
・社

 

果

会教育指導員1人設置

）

継続 一般・10款・6

の

項・1目
・スポーツ推

達

進施策の展開（学校体

成

育施設開放事業）
事 

状

   業    主 

況

   体 ・市民要望へ

滝

の相談対応や関係団体

沢

との連絡調整

生涯学習

市

スポーツ課

【滝沢市主

学

青

体】

少

事      

年

 業       名

育

事業の意図やねらい（

成

成果や効果）の達成状

市

況

生涯スポーツ推進事

民

業 【事業意図・ねらい

会

】第2次生涯学習推進

議

計画前期基本計画学び

補

プランたきざわ

策定に

び

助

よる全庁体制による生

事

涯学習推進ネットワー

業

ク形成の拡充を図りま

【

す。 

【達成状況】生

事

涯学習推進会議と生涯

業

学習推進協議会を各1

意

回（書面開催含む）

開

図

催し学びプランたきざ

・

わ策定スケジュールを

ね

定めました。 

継続区

に

ら

分 会計・款・項・目 令

い

和4年度の事業概要（

】

実績）
・滝沢市スポー

滝

ツ推進審議会（書面開

沢

催1回）継続 一般・1

市

0款・6項・1目
・岩

青

手地区スポーツ推進委

少

員協議会負担金（23

年

千円）
事    業 

育

   主    体 ・

よ

成

盛岡広域スポーツコミ

市

ッション負担金（21

民

4千円）

生涯学習スポ

会

ーツ課 ・岩手県スポー

議

ツ施設協会負担金（2

が

千円）

【滝沢市主体】

主

・全国スポーツ推進委

催

員連合会負担金（6千

す

5百円）

る

り

少年少女のバス交流

事

充

業を通じた青少年健全

実

育成の推進を目指しま

し

す。

【達成状況】コロ

政 た

ナ禍により2年連続で

人

中止となった少年少女

生

のバス交流事業を

再開

を

し児童10人が参加し

送

ました。

継続区分 会計

る

・款・項・目 令和4年

こ

度の事業概要（実績）

と

補助金130千円継続

が

一般・10款・5項・

で

1目
<活動内容>

事 

策 き

   業    主 

る

   体 少年少女のバ

ま

ス交流事業

生涯学習ス

ち

ポーツ課

【協働事業】

 

滝沢市青少年育成市民

基

会議

本

事      

施

 業       名

策

事業の意図やねらい（

　

成果や効果）の達成状

　
０

況

家庭教育事業 【事業

４

意図・ねらい】家庭教

 

育に関する学習機会を

 

提供し、家庭教育力の

 

向上を

図ることを目指

生

します。

【達成状況】

き

講座開設数は昨年度よ

が

り増加、受講者数は目

い

標値を上回るなどし家

が

庭教育支援の充実を図

　
持

ることができました。

て

継続区分 会計・款・項

る

・目 令和4年度の事業

学

概要（実績）
・小中学

び

校家庭教育学級（15

の

講座実施、698人参

環

加）継続 一般・10款

境

・5項・1目
・幼児家

の

庭教育講座（8講座、

構

358人参加）
事  

　
築

  業    主  

－

  体
生涯学習スポー

 

ツ課

【滝沢市主体】

21

事       業 

1

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

－

効果）の達成状況

生涯学習講座事業 【事業意図・ねらい】複雑化・

０

多様化する地域課題や教育課題を解決できる「人

・つながり・地域づくり」の促進を図ります。 

【達成状況】発達障がいセミナー（1回）とペアレントトレーニングセミナー（1

回）、ゲーム障がい

事

セミナー（1回）の合

５

 

計3回開催しました。

 

継続区分 会計・款・項

 

・目 令和4年度の事業

 

概要（実績）
課題解決

 

セミナー（年3回）継

 

続 一般・10款・5項

 

・1目

事    業 

業

   主    体
生

 

涯学習スポーツ課

【協

 

働事業】

関係機関や大

 

 

学、企業など

 

事  

 

     業    

 

   名 事業の意図や

 

ねらい（成果や効果）

名

の達成状況

社会教育指

事

導員設置事業（スポー

業

ツ） 【事業意図・ねら

の

い】専門的知識と経験

意

を有する社会教育指導



令 報

目 ○全体事業期間活 少

告

年少女のバス交流事業

令

参加者 30 30 30 3

和

0   令和4年度～令

元

和7年度標 数
動 30 0

年

0 10値 単 位 人

／指
実

度

標 績 単 位

決投 年度別事

～

業費 140 130

資 内

令

特定財源
算

指 訳 一般財

和

源 140 130

額標 他

和
4

団体事業負担額

年度

（

項       目

単

令和元年度 令和2年度

位

令和3年度 令和4年度

 

備       考

目

 

○全体事業期間活 講座

千

開設数 52 52 30 3

円

0   令和4年度～令

4

）

和7年度標
動 21 16

－

13 23値 単 位 回数

／

 

指 受講者数 2,200

2

2,200 600 60

1

0
実

標 768 1,05

2

5 1,116 1,05

 

6績 単 位 人

決投 年度別

－

事業費 154 97 94 106

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 154 9

年

7 94 106

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 生涯学習講座の開催数 6 7 7

度

7   令和4年度～令和7年度標
動 6 4 3 3値 単 位 回

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   受講料【その他】投 年度別事業費 156 71 6 131   
  資 内 特定財源 44 32 5 10

算   
  指 訳 一般財源 112 39 1 121

事

額標 他団体事業負担額

項 

項     

 

  目 令和元年度 令和

 

2年度 令和3年度 令和

 

4年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

 

活 社会教育指導員人数

 

1 1 1 1   令和4年

業

目

度～令和7年度標
動 1

令

1 1 1値 単 位 人

／指
実

和

標 績 単 位

決投 年度別事

元

業費 2,243 2,3

年

69 2,553 2,3

度

76

資 内 特定財源
算

指

令

訳 一般財源 2,243

和

2,369 2,553

2

2,376

額標 他団体

年

事業負担額

実

度 令

項

和

       目 令和

3

元年度 令和2年度 令和

年

3年度 令和4年度 備 

度

      考

目 ○全

令

体事業期間活 滝沢市ス

和

ポーツ推進審議会の開

4

1 1 1 2   令和4年

年

度～令和7年度標 催数

績

度

動 1 1 1 1値 単 位 回

／

備

指
実

標 績 単 位

決投 年度

 

別事業費 100 88 2

 

96 460

資 内 特定財

 

源 4
算

指 訳 一般財源 1

 

00 88 292 460

 

額標 他団体事業負担額

  考



  

図

・項・目 令和4年度の

や

事業概要（実績）
滝沢

ね

市スポーツ推進委員活

ら

動を支援しました。継

い

続 一般・10款・6項

（

・1目
・市民へのニュ

成

ースポーツ・レクリエ

果

ーションスポーツの指

や

導普及活動
事    

効

業    主    

 

果

体 　（25回開催　参

）

加延人数404人）

生

の

涯学習スポーツ課 ・ス

達

ポーツに関する講習会

成

・研修会などへの参加

状

【協働事業】 　（6回

況

開催　参加延人数35

滝

人）

滝沢市スポーツ推

沢

進委員協議会

市

事  

学

体

     業    

育

   名 事業の意図や

協

ねらい（成果や効果）

会

の達成状況

滝沢市体育

補

施設管理運営事業 【事

助

業意図・ねらい】滝沢

事

市体育施設の管理運営

業

を通じたスポーツ活動

【

の支援と

利用促進を図

事

ります。

【達成状況】

び

業

滝沢市体育施設の管理

意

運営を通じたスポーツ

図

活動の支援と利用促進

・

（義務的事業） を図り

ね

ました。

継続区分 会計

ら

・款・項・目 令和4年

い

度の事業概要（実績）

】

指定管理者（公益財団

市

法人滝沢市体育協会）

民

による適正な施設管理

に

へ

運営を行うこ継続 一般

の

・10款・6項・2目

生

とができました。
事 

涯

   業    主 

ス

   体
生涯学習スポ

ポ

ーツ課

【他団体事業主

ー

体】

公益財団法人滝沢

ツ

市体育協会

の

事   

普

    業     

よ

及

  名 事業の意図やね

及

らい（成果や効果）の

び

達成状況

学校体育施設

競

開放事業 【事業意図・

技

ねらい】学校体育施設

ス

開放事業を通じた学び

ポ

・スポーツ活動の支援

ー

を図ります。

【達成状

ツ

況】学校体育施設開放

の

事業を通じた学び・ス

り

競

ポーツ活動の支援を図

技

るこ

とができました。

力

継続区分 会計・款・項

を

・目 令和4年度の事業

向

概要（実績）
学校と利

上

用団体（運営委員会）

さ

との効率的調整による

せ

学校体育施設利用の円

る

滑化継続 一般
を図りま

た

した。
事    業 

充

め

   主    体
生

、

涯学習スポーツ課

【滝

市

沢市主体】

のスポーツ振興

実

の中心的な役割を持つ

し

(公財)滝沢市体育協

政 た

会

に補助金を交付しま

人

す。

【達成状況】体育

生

協会の各種事業の充実

を

強化を図るため支援を

送

行いました。

継続区分

る

会計・款・項・目 令和

こ

4年度の事業概要（実

と

績）
公益財団法人滝沢

が

市体育協会開催事業を

で

支援しました。継続 一

策 き

般・10款・6項・1

る

目
・スポーツ意識の向

ま

上（代表選手派遣・研

ち

修など）
事    業

 

    主    体

基

・市民の体力の向上（

本

種目別協会支援・選手

施

育成など）

生涯学習ス

策

ポーツ課 ・ジュニアス

　

ポーツの振興（スポー

　
０

ツ少年団支援・指導者

４

育成など）

【他団体事

 

業主体】 ・スポーツを

 

通じた健康づくり（市

 

民体育祭・スポーツフ

生

ェスティバルなど）

公

き

益財団法人滝沢市体育

が

協会

い

事      

が

 業       名

　
持

事業の意図やねらい（

て

成果や効果）の達成状

る

況

滝沢市スポーツ少年

学

団補助事業 【事業意図

び

・ねらい】青少年のス

の

ポーツ振興と心身の健

環

全育成を目指し、滝沢

境

市

スポーツ少年団に補

の

助金を交付します。

【

構

達成状況】スポーツ少

　
築

年団が実施する各種事

－

業の充実強化が図られ

 

るよう支援

を行いまし

2

た。

継続区分 会計・款

1

・項・目 令和4年度の

3

事業概要（実績）
滝沢

 

市スポーツ少年団開催

－

事業を支援しました。継続 一般・10款・6項・1目
・滝沢市スポ

０

ーツ少年団本部への補助金交付
事    業    主    体 ・市スポーツ少年団総合体育大会の開催

生涯学習スポーツ課 ・各種交流会への派遣

【他団体事業主体】 ・単位団活動の支援

公益財団法

事

人滝沢市体育協会

５

 

事

 

       業  

 

     名 事業の意

 

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

スポー

 

ツ推進委員設置事業 【

 

事業意図・ねらい】市

業

民と行政を結ぶコーデ

 

ィネーターであるスポ

 

ーツ推進委

員を設置し

 

 

て「人・つながり・地

 

域づくり」を促進しま

 

す。

【達成状況】ニュ

 

ースポーツなどの指導

 

・普及活動派遣やスポ

名

ーツに関する研修

会を

事

実施し、スポーツ指導

業

者育成に向けた活動に

の

対して支援を行いまし

意

た。

継続区分 会計・款



令 報

目

他団体事業負担額

○全体

項       

事

目 令和元年度 令和2年

業

度 令和3年度 令和4年

期

度 備       考

間

目 ○全体事業期間活 利

活

用件数(体育館及び武

市

道場） 3,300 3,

告

民

300 3,300 3,

体

300   令和4年度

育

～令和7年度標
動 3,

祭

415 3,029 2,

参

602 3,665値 単

加

位 件

／指
実

標 績 単 位

決

人

投 年度別事業費

資 内 特

数

定財源
算

指 訳 一般財源

1

<ゼロ予算事業>

額標

,

他団体事業負担額

令

300 1,300 1,

和

300 1,300   

元

令和4年度～令和7年

年

度標
動 928 133 7

度

9 667値 単 位 人

／指

～

スポーツフェスティバ

令

ル参加人 1,000 1

和

,000 1,000 1

和
4

,000
実 数

標 0 73

年

4 888 740績 単 位

度

人

決投 年度別事業費 3

（

2,186 31,10

単

4 32,576 29,

位

444

資 内 特定財源
算

 

指 訳 一般財源 32,1

 

86 31,104 32

千

,576 29,444

円

額標 他団体事業負担額

4

）

－ 

項     

2

  目 令和元年度 令和

1

2年度 令和3年度 令和

4

4年度 備      

 

 考

目 ○全体事業期間

－

活 スポーツ少年団員 450 450 450 450   令和4年度～令

年

和7年度標
動 399 335 369 375値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 353 353 353 353

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 353 353 353 353

額標 他団体事業負担額

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 市民のスポーツ推進に係る活動 0 60 60 60   令和4年度～令和7年度標 件数（市行事や地域行

事

事等）
動 0 15 19 29値 単 位 件

／指
実

標 績

項

単 位

決投 年度別事業費

 

213 636 574

資

 

内 特定財源
算

指 訳 一般

 

財源 213 636 57

 

4

額標 他団体事業負担

 

額

  

項    

業

目

   目 令和元年度 令

令

和2年度 令和3年度 令

和

和4年度 備     

元

  考

目 ○全体事業期

年

間活 東部体育館利用件

度

数（個人使用 2,80

令

0 2,800 2,80

和

0 2,800   令和

2

4年度～令和7年度標

年

を除く）
動 2,681

実

度

2,268 2,609

令

2,830値 単 位 件

／

和

指 東部テニスコート利

3

用件数 650 650 6

年

50 650
実

標 544

度

525 510 579績

令

単 位 件 ○特定財源

決  

和

 再編関連訓練移転等

4

交付金【投 年度別事業

年

費 32,143 35,

績

度

215 30,535 3

備

6,315   国】、

 

東部体育館使用料【そ

 

  の他】他資 内 特定

 

財源 6,637 7,5

 

44 7,058 12,

 

298
算   

  指 訳

 

一般財源 25,506

 

27,671 23,4

考

77 24,017

額標



  

図やねらい（成果や効

 

果）の達成状況

滝沢市

学

スポーツ推進委員協議

び

会補助事 令和元年度事

に

業実績報告書参照

業

継

よ

続区分 会計・款・項・

り

目 令和4年度の事業概

充

要（実績）
令和元年度

実

完了事業完了 ―

事  

し

  業    主  

政 た

  体
生涯学習スポー

人

ツ課

【他団体事業主体

生

】

滝沢市スポーツ推進

を

委員協議会

送

事   

る

    業     

こ

  名 事業の意図やね

と

らい（成果や効果）の

が

達成状況

滝沢市体育施

で

設備品購入事業 令和元

策 き

年度事業実績報告書参

る

照

継続区分 会計・款・

ま

項・目 令和4年度の事

ち

業概要（実績）
令和元

 

年度完了事業完了 ―

事

基

    業    主

本

    体
生涯学習ス

施

ポーツ課

【滝沢市主体

策

】

　

事       

　
０

業       名 事

４

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

 

東京２０２０オリンピ

 

ック・パラリン 令和3

生

年度事業実績報告書参

き

照

ピック推進事業

（義

が

務的事業）

継続区分 会

い

計・款・項・目 令和4

が

年度の事業概要（実績

　
持

）
令和3年度完了事業

て

完了 ―

事    業 

る

   主    体
生

学

涯学習スポーツ課

【滝

び

沢市主体】

小 

の

          

環

          

境

        計

の構
　

築

－ 215 －

０

事

５

       業  

 

     名 事業の意



令 報

目 ○全体事業期間活 市

告

民のスポーツ推進に係

令

る活動 60   平成2

和

4年度～令和元年度標

元

件数（市行事や地域行

年

事等）
動 27値 単 位 件

度

／指
実

標 績 単 位

決投 年

～

度別事業費 600

資 内

令

特定財源
算

指 訳 一般財

和

源 600

額標 他団体事

和
4

業負担額

年度

項 

（

      目 令和元

単

年度 令和2年度 令和3

位

年度 令和4年度 備  

 

     考

目 ○全体

 

事業期間活 備品購入件

千

数 1   令和元年度～

円

令和元年度標
動 1値 単

4

）

位 件

／指
実

標 績 単 位

決

－

投 年度別事業費 2,2

 

57

資 内 特定財源 2,

2

250
算

指 訳 一般財源

1

7

額標 他団体事業負担

6

額

 －

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令

年

和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 東京2020オリンピック聖火リレ 0 2,000 2,000   令和2年度～令和3年度標 ー来場者数
動 0 0 2,600値 単 位 人

／指 東京2020パラリンピック聖火フ 0 5

度

00 500
実 ェスティバル来場者数

標 0 0 0績 単 位 人

決投 年度別事業費 2,437

資 内 特定財源 1,125
算

指 訳 一般財源 1,312

額標 他団体事業負担額

項       目 令和

事

元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備 

項

      考

決投 年

 

度別事業費 224,8

 

00 224,896 2

 

64,412 278,

 

473

資 内 特定財源 2

 

4,802 26,70

 

5 52,519 59,

 

761
算

指 訳 一般財源

業

目

199,998 198

令

,191 211,89

和

3 218,712

額標

元

他団体事業負担額

年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

化

   体
湖山図書館

【

財

滝沢市主体】

セ

事  

ン

     業    

タ

   名 事業の意図や

ー

ねらい（成果や効果）

な

の達成状況

視聴覚普及

ど

推進事業 【事業意図・

学

ねらい】視聴覚資料を

び

媒体として読者への興

 

の

味を誘発し、生涯学習

場

を推進します。

【達成

と

状況】ミニシアター・

し

映画会を実施し、視聴

て

覚普及推進を図りまし

の

た。

継続区分 会計・款

文

・項・目 令和4年度の

化

事業概要（実績）
視聴

施

覚普及推進のため、次

設

の事業を実施しました

学

の

。継続 一般・10款・

環

5項・2目
・子ども映

境

画会　2回　55人
事

を

    業    主

整

    体 ・ミニシア

え

ター　8回　79人

湖

る

山図書館

【滝沢市主体

と

】

とも

び

に、伝統文化や芸術を

に

次世代へ継承

します。

よ

また、郷土に愛着を持

り

ち郷土理解を深め地域

充

活動に活かす環境を構

実

築することにより、一

し

人一人が幸福感を得ら

政 た

れ

る環境づくりの確立

人

を目指します。

基本計

生

画期間内の取り組みと

を

方針のうち、令和4年

送

度の重点課題の達成（

る

実現）状況

Ｂ 概ね達成

こ

した

【重点課題】

・図

と

書館の利用促進及び郷

が

土資料の充実並びに複

で

合交流施設との情報共

策 き

有・連携により、学べ

る

る環境の充実に努めま

ま

す。

・芸術祭のあり方

ち

検討、芸術文化協会の

 

支援、文化財の掘り起

基

しと保護、民俗資料の

本

活用及び学習機会の提

施

供に努めます。

【重点

策

課題に対応した達成状

　

況】

・複合交流施設と

　
０

の感染症対策連携によ

５

り、安全に学べる環境

 

の提供に努めました。

 

・天然記念物カワシン

 

ジュガイ、無形民俗文

学

化財滝沢市さんさ踊り

び

、大沢さんさ踊りを市

の

指定文化財に指定しま

環

した。

境

事     

　
の

  業       

充

名 事業の意図やねらい

実

（成果や効果）の達成

と

状況

図書館管理運営事

文

業 【事業意図・ねらい

化

】市民の教養、調査研

芸

究、レクリエーション

術

等に資すること

により

の

、生涯学習の推進を図

継

ります。

【達成状況】

　
承

図書の貸出、調べ学習

－

支援対応等により学習

 

支援や学習機会の提供

2

を行い、生涯学習の推

1

進を図りました。

継続

7

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

－

（実績）
・図書等必要な資料を収集・整理・保存し、市民の利用に

０

供しました。継続 一般・10款・5項・2目
・郷土を含め、新規図書資料購入を行いました。

事    業    主    体 ・図書館協会会費　11,900円

湖山図書館

【

基

滝沢市主体】

本

事  

５

施

     業    

策

   名 事業の意図や

が

ねらい（成果や効果）

４

の達成状況

移動図書館

年

車運行事業 【事業意図

間

・ねらい】図書館まで

で

遠い利用者へ図書サー

め

ビスを提供します。

【

ざ

達成状況】市内40ス

す

テーションを月2回巡

 

姿

視し、遠隔地の利用者

湖

へ図書サービ

スを提供

山

しました。

継続区分 会

図

計・款・項・目 令和4

書

年度の事業概要（実績

館

）
市内6コース、毎月

や

2回、40か所巡回し

埋

ました。継続 一般・1

蔵

0款・5項・2目

事 

文

   業    主 



令 報

「

負担額

学び

項  

の

     目 令和元年

環

度 令和2年度 令和3年

境

度 令和4年度 備   

の

    考

目 ○全体事

充

業期間活 移動図書館車

実

の図書の貸出冊数 15

と

,000 15,000

告

文

15,000 13,0

化

00   令和4年度～

芸

令和7年度標
動 12,

術

080 9,922 9,

継

978 10,042値

承

単 位 冊

／指 移動図書館

の

車の図書館利用者数 3

確

,400 3,400 3

立

,400 2,400
実

」

標 2,301 1,90

令

の

0 2,174 2,16

実

6績 単 位 人

決投 年度別

現

事業費 2,230 2,

に

231 2,244 2,

向

409

資 内 特定財源
算

け

指 訳 一般財源 2,23

、

0 2,231 2,24

「

4 2,409

額標 他団

学

体事業負担額

び

和

の環

項       目 令

境

和元年度 令和2年度 令

整

和3年度 令和4年度 備

備

       考

目 ○

」

全体事業期間活 図書の

の

貸出冊数 130,00

取

0 130,000 13

り

0,000 130,0

組

00   令和4年度～

元

み

令和7年度標
動 151

を

,788 129,37

行

9 132,158 14

い

3,338値 単 位 冊

／

ま

指 図書館利用者数 36

し

,000 36,000

た

36,000 36,0

。

00
実

標 42,466

・

36,027 36,5

「

65 39,757績 単

年

文

位 人

決投 年度別事業費

化

190 134 118 1

芸

18

資 内 特定財源
算

指

術

訳 一般財源 190 13

活

4 118 118

額標 他

動

団体事業負担額

の基盤強

度

化」については、芸術

～

文化協会の事務局体制

令

を支援しました。芸術

和

祭はコロナ禍により令

和
4

和３年

度は中止しまし

年

たが、令和４年度は新

度

型コロナウイルス感染

（

症対策を行いながら開

単

催しました。また、郷

位

土芸能まつりは、

コロ

 

ナ禍により令和２年度

 

と令和３年度は中止し

千

ましたが、令和４年度

円

は新型コロナウイルス

4

）

感染症対策を行いなが

－

ら開催

しました。

・「

 

学びプランたきざわ」

2

の実現に向けて文化振

1

興の施策を展開しまし

8

た。

令和6年度方針策

 

定に際し、今後の方向

－

性や引継課題

Ｂ 課題あり

【今後の方向性】

・引き続き、利用しやす

年

い図書館利用の促進及び一人一人が学べる環境の充実に向け、利用者のニーズを捉えた蔵書の充実

並びに市民の学習支援に関する取り組みを進めます。

・郷土芸能伝承活動及び文化芸術振興を引き続き

基

支援します。

【引継課

度

本

題】

・図書館利用者数

施

の向上及び移動図書館

策

車による図書館遠隔地

目

へのサービスの維持並

標

びに図書ボランティア

の

の育成を図りま

す。

・

達

文化芸術振興において

成

、発表の場となる芸術

（

祭や郷土芸能まつりの

実

継続及び関係団体への

事

現

支援を行います。

・郷

）

土理解推進事業の継続

に

及び指定文化財等の管

向

理を進めます。

けた計

項       目

画

令和元年度 令和2年度

期

令和3年度 令和4年度

間

備       考

目

業

内

○全体事業期間活 図書

の

の貸出冊数 130,0

取

00 130,000 1

り

30,000 130,

組

000   令和4年度

み

～令和7年度標
動 15

と

1,788 129,3

方

79 132,158 1

針

43,338値 単 位 冊

に

／指 図書館利用者数 3

実

つ

6,000 36,00

い

0 36,000 36,

て

000
実

標 42,46

の

6 36,027 36,

達

565 39,757績

成

単 位 人 ○特定財源

決  

（

 図書館コピー機利用

実

料【その投 年度別事業

現

費 31,310 35,

）

174 39,556 3

績

状

7,379   他】、

況

地域整備特別対策事業

Ｂ

  基金繰入金【その

概

他】資 内 特定財源 4,

ね

022 3,708 3,

達

808 4,307
算  

成

 
  指 訳 一般財源 2

し

7,288 31,46

た

6 35,748 33,

・

072

額標 他団体事業



  

図

の交流と変容－辺境の

や

古墳時代史－」のタイ

ね

トルで埋蔵文化財講座

ら

【滝沢市主体】 を開催

い

しました。

（

事   

成

    業     

果

  名 事業の意図やね

や

らい（成果や効果）の

効

達成状況

埋蔵文化財調

 

果

査事業 【事業意図・ね

）

らい】埋蔵文化財包蔵

の

地と開発行為との調整

達

の円滑化を図ります

。

成

【達成状況】埋蔵文化

状

財包蔵地と開発行為と

況

の調整が円滑に行われ

読

ました。

継続区分 会計

書

・款・項・目 令和4年

普

度の事業概要（実績）

学

及

有無確認、試掘調査を

推

実施しました。継続 一

進

般・10款・5項・3

事

目

事    業   

業

 主    体
埋蔵文

【

化財センター

【滝沢市

事

主体】

業

事     

意

  業       

図

名 事業の意図やねらい

び

・

（成果や効果）の達成

ね

状況

芸術祭開催事業 【

ら

事業意図・ねらい】市

い

民の文化芸術活動の成

】

果を発表する機会とし

図

、広く市民

に芸術鑑賞

書

の機会を提供すること

館

により、文化芸術の振

に

興を図ります。

【達成

対

状況】市教育委員会及

に

す

び芸術文化協会主催の

る

芸術祭を開催しました

関

。

継続区分 会計・款・

心

項・目 令和4年度の事

を

業概要（実績）
・市教

喚

育委員会及び芸術文化

起

協会主催の芸術祭たき

し

ざわを開催しました。

、

継続 一般・10款・5

読

項・4目
・芸術文化協

よ

書

会の会議等に出席し、

普

協会組織体制強化のた

及

めの支援をしました。

を

事    業    

図

主    体 ・市内小

り

学校作品展を芸術祭の

、

展示部門と同時開催し

学

ました。

文化振興課

【

習

協働事業】

滝沢市芸術

支

文化協会

り

援

活動や学習機会・学

充

習活動の場の提供を行

実

い、生涯学習を推進し

し

ます。

【達成状況】感

政 た

染症への対策に対応し

人

、おはなし会やこども

生

図書館員を実施し、

読

を

書推進を図りました。

送

継続区分 会計・款・項

る

・目 令和4年度の事業

こ

概要（実績）
読書普及

と

推進事業を実施しまし

が

た。継続 一般・10款

で

・5項・2目
・おはな

策 き

し会　　　　　　 　

る

 2回　47名
事  

ま

  業    主  

ち

  体 ・体験学習（こ

 

ども図書館員）2回　

基

16名

湖山図書館 ・工

本

作ワークショップ　 

施

     2回  7

策

5名

【滝沢市主体】 ・

　

湖山図書館５周年記念

　
０

イベント　159名

５ 

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

学

効果）の達成状況

埋蔵

び

文化財センター管理運

の

営事業 【事業意図・ね

環

らい】埋蔵文化財セン

境

ター及び史跡公園の適

　
の

切な管理を図ります

。

充

【達成状況】埋蔵文化

実

財センター及び史跡公

と

園の適切な管理を図り

文

ました。

継続区分 会計

化

・款・項・目 令和4年

芸

度の事業概要（実績）

術

・収蔵資料の適切な保

の

存管理と公開活用を進

継

めました。継続 一般・

　
承

10款・5項・3目
・

－

史跡公園「湯舟沢環状

 

列石」の適切な保存管

2

理と公開活用を推進し

1

ました。
事    業

9

    主    体

 

埋蔵文化財センター

【

－

滝沢市主体】

事       業    

０

   名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

埋蔵文化財センター教育普及事業 【事業意図・ねらい】体験講座や企画展、埋蔵文化財講座開設を通じて、埋蔵文

化財の理解と周知を図ります。

事

【達成状況】体験講座

５

 

や企画展、埋蔵文化財

 

講座開設を通じて、埋

 

蔵文化財の理

解と周知

 

を図ることができ、市

 

の歴史への理解を推進

 

することができました

 

。

継続区分 会計・款・

業

項・目 令和4年度の事

 

業概要（実績）
・各種

 

体験講座の実施（通年

 

 

）を行いました。継続

 

一般・10款・5項・

 

3目
・遺物の再整理、

 

展示替えを行いました

 

。
事    業   

名

 主    体 ・「滝

事

沢市の古墳時代」のタ

業

イトルで企画展を開催

の

しました。

埋蔵文化財

意

センター ・「北方世界



令 報

目

績 単 位 ○特定財源

決  

○

 岩手県埋蔵文化財事

全

務処理交投 年度別事業

体

費 469 51 159 5

事

1   付金【県】
  

業

資 内 特定財源 133 5

期

1 114 51
算   

 

間

 指 訳 一般財源 336

活

45

額標 他団体事業負

図

担額

告

書の

項   

貸

    目 令和元年度

出

令和2年度 令和3年度

冊

令和4年度 備    

数

   考

目 ○全体事業

1

期間活 「芸術祭たきざ

3

わ」の入場者数 1,4

0

00 1,400 1,4

,

00 1,400   令

令

0

和4年度～令和7年度

0

標
動 3,685 1,1

0

81 0 2,419値 単

1

位 人

／指
実

標 績 単 位

決

3

投 年度別事業費 1,9

0

70 1,932 106

,

1,959

資 内 特定財

0

源
算

指 訳 一般財源 1,

0

970 1,932 10

0

6 1,959

額標 他団

和

1

体事業負担額

30,000 130

元

,000   令和4年

年

度～令和7年度標
動 1

度

51,788 129,

～

379 132,158

令

143,338値 単 位

和

冊

／指 図書館利用者数

和
4

36,000 36,0

年

00 36,000 36

度

,000
実

標 42,4

（

66 36,027 36

単

,565 39,757

位

績 単 位 人

決投 年度別事

 

業費 72 30 53 23

 

4

資 内 特定財源
算

指 訳

千

一般財源 72 30 53

円

234

額標 他団体事業

4

）

負担額

－ 

項  

2

     目 令和元年

2

度 令和2年度 令和3年

0

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

－

業期間活 埋蔵文化財センター年間利用者 3,100 3,100 3,

年

100 3,100   令和4年度～令和7年度標 数
動 2,559 1,714 1,880 2,779値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位 ○特定財源

決   埋蔵文化財センター使用料【投 年度別事業費 5,872 6,370 6,566 6,

度

680   その他】教育施設土地使用料
  【その他】アメダス設置管理資 内 特定財源 81 78 206 138

算   料【その他】
  指 訳 一般財源 5,791 6,292 6,360 6,542

額標 他団体事業負担額

事

項

項       目 令

 

和元年度 令和2年度 令

 

和3年度 令和4年度 備

 

       考

目 ○

 

全体事業期間活 来館者

 

アンケート｢皆様の声

 

｣の 98 98 98 98

 

  令和4年度～令和

業

目

7年度標 設問｢とても

令

よかった｣の回答数
動

和

73 70 75 75値 単

元

位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○

年

特定財源

決   地域の

度

特色ある埋蔵文化財活

令

投 年度別事業費 4,7

和

00 6,553 7,0

2

06 7,117   用

年

事業費補助金【国】（

実

度

1/2
  ）資 内 特定

令

財源 2,250 2,2

和

16 3,498 2,6

3

33
算   

  指 訳 一

年

般財源 2,450 4,

度

337 3,508 4,

令

484

額標 他団体事業

和

負担額

4年

項  

績

度

     目 令和元年

備

度 令和2年度 令和3年

 

度 令和4年度 備   

 

    考

目 ○全体事

 

業期間活 本調査・有無

 

確認調査・試掘調 10

 

10 10 10   令和

 

4年度～令和7年度標

 

査の数
動 30 17 25

考

22値 単 位 件

／指
実

標



  

図

化振興課

【滝沢市主体

や

】

小    

ね

          

ら

          

い

     計

 

（

０５   学びにより

成

充実した人生を送るこ

果

とができるまち

や効

 

果）の達成状況

伝統文

学

化支援事業 【事業の意

び

図・ねらい】民俗・郷

に

土伝承活動を広く市民

よ

に理解していただき、

り

活

動の成果を発表する

充

機会の充実を図ります

実

。

【達成状況】郷土芸

し

能の出演機会の拡充を

政 た

図り、市民がふるさと

人

の郷土芸能に見

て触れ

生

る機会の提供を行いま

を

した。

継続区分 会計・

送

款・項・目 令和4年度

る

の事業概要（実績）
・

こ

滝沢市郷土芸能まつり

と

を開催しました。継続

が

一般・10款・5項・

で

4目
・各郷土芸能保存

策 き

団体による後継者育成

る

の支援に取り組みまし

ま

た。
事    業  

ち

  主    体 ・各

 

郷土芸能団体の出演機

基

会拡充のため、イベン

本

トの出演依頼を積極的

施

に受け入

文化振興課 れ

策

て団体の出演調整を行

　

いました。

【滝沢市主

　
０

体】

５

事      

 

 業       名

 

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

学

況

文化財・天然記念物

び

保護事業 【事業の意図

の

・ねらい】文化財の適

環

切な保護と活用を図り

境

ます。

【達成状況】指

　
の

定文化財の定期的な巡

充

回、草刈など周辺環境

実

の整備および新規指

定

と

候補文化財に関する調

文

査を実施しました。民

化

具類の保存および郷土

芸

学習への活

（義務的事

術

業） 用を行いました。

の

 

継続区分 会計・款・

継

項・目 令和4年度の事

　
承

業概要（実績）
・指定

－

文化財の定期的な巡回

 

と草刈等の環境整備を

2

実施しました。継続 一

2

般・10款・5項・4

1

目
・滝沢市さんさ踊り

 

、大沢さんさ踊り、カ

－

ワシンジュガイの３件を市指定登録し
事    業    主  

０

  体 ました。

文化振興課 ・市内小中学生の民具保管庫見学を５校受け入れました。

【滝沢市主体】

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の

事

達成状況

郷土理解推進

５

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】「滝沢市の歩み」

 

を活用した講座等の開

 

催を行い、郷土史

の理

 

解を深めます。

【達成

 

状況】講座を２回計画

 

し、うち１回は感染症

業

の影響で中止となりま

 

したが

、感染症対策を

 

講じた上で残りの１回

 

 

を開催し、郷土理解を

 

深めました。

継続区分

 

会計・款・項・目 令和

 

4年度の事業概要（実

 

績）
「滝沢市の歩み」

名

の販売および郷土史講

事

座を実施しました。継

業

続 一般・10款・5項

の

・4目

事    業 

意

   主    体
文



令 報

目 ○全体事業期間活 伝

告

統文化関連事業開催数

令

1 1 1 1   令和4年

和

度～令和7年度標
動 1

元

0 0 1値 単 位 回

／指
実

年

標 績 単 位

決投 年度別事

度

業費 787 424 43

～

0 750

資 内 特定財源

令

算
指 訳 一般財源 787

和

424 430 750

額

和
4

標 他団体事業負担額

年度

（

項      

単

 目 令和元年度 令和2

位

年度 令和3年度 令和4

 

年度 備       

 

考

目 ○全体事業期間活

千

指定文化財整備件数 3

円

3 3 3   令和4年度

4

）

～令和7年度標
動 6 6

－

9 2値 単 位 件

／指
実

標

 

績 単 位 ○特定財源

決  

2

 「滝沢市の文化財」

2

冊子販売投 年度別事業

2

費 207 183 596

 

344   代金【その

－

他】
  資 内 特定財源 9 6 5 6

算   
  指 訳 一般財源 198 17

年

7 591 338

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 講座開設回数 3 2 2 2   

度

令和4年度～令和7年度標
動 2 2 1 1値 単 位 回

／指 「滝沢市の歩み」販売数 300 100 40 40
実

標 30 35 41 21績 単 位 冊 ○特定財源

決   「滝沢市の歩み」冊子販売代投 年度別事業費 26 8 12 17   金【その他

事

】
  資 内 特定財源 26 8 12 17

算   
 

項

 指 訳 一般財源

額標 他

 

団体事業負担額

  

項   

 

    目 令和元年度

 

令和2年度 令和3年度

 

令和4年度 備    

 

   考

決投 年度別事

業

目

業費 47,833 53

令

,090 56,846

和

57,058

資 内 特定

元

財源 6,521 6,0

年

67 7,643 7,1

度

52
算

指 訳 一般財源 4

令

1,312 47,02

和

3 49,203 49,

2

906

額標 他団体事業

年

負担額

実

度 令

項       

和

目 令和元年度 令和2年

3

度 令和3年度 令和4年

年

度 備       考

度

決投 年度別事業費 1,

令

189,371 1,2

和

29,728 1,41

4

4,655 1,392

年

,754

資 内 特定財源

績

度

394,003 369

備

,982 521,17

 

0 472,838
算

指

 

訳 一般財源 795,3

 

68 859,746 8

 

93,485 919,

 

916

額標 他団体事業

 

負担額

 考



  

の公開

及び個人情報の権利利益の侵害防止を図りました。

継続区分 会計・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）
滝沢市行政情報公開・個人情報保護運営審議会の開催　4回継続 一般・2款・1項・1目

事    業  

 

  主    体
総務課

【滝沢市主体】

次代

計画

を

のビジョン（政策が実

担

現できたときの状態）

う

次代への多様な環境変

人

化の中にあっても、持

材

続可能な行財政経営を

の

支えるため、滝沢の価

政 育

値と未来を創造する人

成

材の育成と

、課題解決

と

に向けた組織力の強化

、

、経営資源の確保と資

持

源配分の最適化を進め

続

られる部門を目指しま

可

す。

政策目標値の達成

能

状況

基準値 上：戦略目

な

標見込値／下：達成値

行

目標値 進捗状況No 政

策 財

策 目 標 指 数
平成30年

政

度 令和元年度 令和2年

経

度 令和3年度 令和4年

営

度 令和4年度 進捗率(

を

%)

暮 滝沢市の行政サ

進

ービスは良いと感じて

め

いる人の割合
1 ら 40

る

44 47 50 50 Ｃ3

部

7単 位 ％し 38.4

門

37.6 35 40.9

　
 

40.9 30.0

幸 滝

基

沢市に愛着がある市民

本

の割合
2 76 77 79

施

80 80 Ｃ74.6単

策

 位 ％福 69.1 68

　

.1 71.2 75 75

０

7.4

１

基本施策が４年

 

間でめざす姿

多様化す

 

る市民の価値観に的確

　
 

に対応し、市民に信頼

市

される行政サービスを

民

提供する体制づくりを

の

推進することが大切で

信

す

。そのため滝沢市自

頼

治基本条例等の上位方

と

針に沿って、地域づく

負

りの推進を担う能力を

託

有する職員の人材育成

に

及び職員の能

力を引き

　
こ

出す人事管理を行いま

た

す。また、行政運営の

え

透明性の向上を図り、

る

行政に関する情報を積

行

極的に提供することは

政

も

ちろんのこと、コン

体

プライアンスの徹底に

制

取り組むことにより、

の

規律ある行政運営の確

構

保に努めます。

基本計

０
築

画期間内の取り組みと

－

方針のうち、令和4年

 

度の重点課題の達成（

2

実現）状況

Ｂ 概ね達成

2

した

【重点課題】

・人

3

材育成基本方針に基づ

 

く適切な人事管理と職

－

員の人材育成のための人事評価制度の円滑な運用

・法制執務研修の

６

充実強化

【重点課題に対する達成状況】

・限られた人員の中で、人材育成も意識した人事配置を行いました。

・法制執務研修を継続して実施しました。

事       業       名 事業の意

 

図やねらい（成果や効果）の達成状況

情報公開制度等関係事務 【事業意図・ねらい】個人情報の取扱いに伴う個人の権利利益の侵害防止を図り

ます。

【達成状況】行政情報公開・個人情報保護運営審議会を開催し、行政情報



令 報

人

課題あり

【今後の方向

材

性】

・引き続き規律あ

育

る行政運営の確保のた

成

め、滝沢市人材育成基

基

本方針に基づき職員を

本

育成するとともに、次

方

期総合計画を推

進する

針

ための適切な人員配置

に

が必要となります。

・

基

法制執務研修を継続す

告

づ

るとともに、必要な例

く

規改正を行いながら、

人

様々な法改正にも対応

材

します。

【引継課題】

育

・人材育成基本方針に

成

基づく適切な人事管理

を

と職員の人材育成のた

図

めの人事評価制度の円

る

滑な運用

・働き方改革

と

も意識した人事配置

・

令

と

定年延長への対応

・行

も

政手続条例の対象事務

に

整理

、人

項   

事

    目 令和元年度

評

令和2年度 令和3年度

価

令和4年度 備    

制

   考

目 ○全体事業

度

期間活 運営審議会等の

和

の

開催 2 2 3 3   令和

円

4年度～令和7年度標

滑

動 2 2 3 4値 単 位 回

／

な

指 行政情報公開等の請

運

求件数 7 7 7 7
実

標 3

用

3 37 43 41績 単 位

を

回

決投 年度別事業費 1

図

33 81 114 140

り

資 内 特定財源
算

指 訳 一

ま

般財源 133 81 11

元

し

4 140

額標 他団体事

た

業負担額

。

・総合計画の推

年

進と次期総合計画策定

度

に向けた取組を推進し

～

ました。

・財政構造改

令

革を推進し、基金保有

和

高も増加傾向となるな

和
4

ど財政基盤は一定程度

年

強化されました。

・コ

度

ロナ禍において国等の

（

財源を有効に活用し、

単

効果的な対策事業に資

位

源を配分し事業を実施

 

しました。

・行政サー

 

ビスの基盤となる各情

千

報システムについて、

円

セキュリティ対策強化

4

）

を実施しつつ安定稼働

－

の確保に努めました。

 

・税務職員の資質の向

2

上と適正課税の継続に

2

努めました。

・納税環

4

境を整えるなど、税収

 

納対策に継続的に取り

－

組みました。

基本計画内の取り組みと方針のうち、令和4年度の重

年

点課題の達成（実現）状況

Ｂ 概ね達成した

【重点課題】

・人事管理と人材育成、人事評価の円滑な運用と働き方改革の推進、後期基本計画の仕上げと第2次総合計画の策定

・デジタル社会の実現への対

政

応と情報システムの安

度

策

定運用、財源の確保と

目

安定的な財政運営の推

標

進

・税務職員の資質向

の

上と電子化の推進、収

達

納率向上対策と納めや

成

すい環境の整備、適正

（

な会計事務の維持

【重

実

点課題に対する達成状

現

況】

・人事評価制度の

）

公正な運用、後期基本

事

に

計画の進捗管理と次期

向

総合計画の基本構想等

け

について検討を進めま

た

した。

・税収の確保等

基

と持続可能な財政運営

本

に努め、財政基盤の安

計

定化を図りました。

・

画

税務職員の資質の向上

期

と税収納対策に継続的

間

に取り組みました。

・

業

内

適正な会計事務の指導

の

を実施しました。

取

基

り

本施策目標の達成（実

組

現）に向けた計画期間

み

内の取り組みと方針に

と

ついての達成（実現）

方

状況

Ｂ 概ね達成した

・

針

住民自治を支える職員

に

の育成のため、講師を

実

つ

招いての内部研修を実

い

施するとともに、岩手

て

県市町村職員研修協議

の

会等が開

催する外部研

達

修に職員を派遣し、滝

成

沢市人材育成基本方針

（

に基づき、職員の育成

実

に努めました。新型コ

現

ロナウイルス感染症

の

）

影響もありましたが、

績

状

オンライン研修や動画

況

を活用しての研修を行

Ｂ

うなど、新たな手法に

概

も取り組みました。

・

ね

規律ある行政運営を目

達

指し、職員は基本法令

成

を遵守し業務遂行に努

し

めました。

令和6年度

た

方針策定に際し、今後

・

の方向性や引継課題

Ｂ



  

 

た職員に対
事    

 

業    主    

 

体 して医師の面接指導

 

の実施

総務課 ・長時間

 

時間外・休日労働をし

名

ている職員に対して医

事

師の面接指導の実施

【

業

滝沢市主体】 ・各種健

の

康診断の実施

意

事  

 

図

     業    

や

   名 事業の意図や

ね

ねらい（成果や効果）

ら

の達成状況

職員研修事

い

業 【事業意図・ねらい

（

】様々な行政課題に柔

成

軟に対応できる職員を

果

育成します。

【達成状

や

況】市が企画する内部

効

研修のほか、岩手県市

次

果

町村職員研修協議会等

）

が主

催する外部研修へ

の

職員を派遣し、年間を

達

通じて職員の資質向上

成

やスキルアップを

図り

状

ました。 

継続区分 会

況

計・款・項・目 令和4

文

年度の事業概要（実績

書

）
・内部企画研修の開

行

催(新任課長級研修、

代

政

人事評価研修、ＯＪＴ

事

トレーナー養成継続 一

務

般・2款・1項・1目

【

研修、行政手続研修、

事

タイムマネジメント研

業

修、フォローアップ研

意

修、被評価者
事   

図

 業    主   

・

 体 研修及び働きやす

ね

い職場研修）

総務課 ・

を

ら

岩手県市町村職員研修

い

協議会開催の階層別・

】

専門研修への派遣

【滝

法

沢市主体】 ・専門実務

規

研修への派遣

小

に

          

係

          

る

         計

事務

担

援助、各研修実施、文

う

書管理システム等の

活

人

用により、規律ある行

材

政運営、効率的な文書

の

管理事務の実現を図り

政 育

ます。

【達成状況】法

成

規審査委員会、各研修

と

等を通じ、事務能力向

、

上を図りました。新

（

持

義務的事業） 採用職員

続

向け文書管理研修を行

可

い、文書管理事務の習

能

熟を図りました。

継続

な

区分 会計・款・項・目

行

令和4年度の事業概要

策 財

（実績）
・法制執務研

政

修の実施継続 一般・2

経

款・1項・1目
・例規

営

集の加除
事    業

を

    主    体

進

・法務支援

総務課 ・法

め

規審査委員会の開催

【

る

滝沢市主体】 ・新採用

部

職員向け文書管理シス

門

テム操作研修の実施

　
 基

事       業 

本

      名 事業の

施

意図やねらい（成果や

策

効果）の達成状況

職員

　

採用試験事務 【事業意

０

図・ねらい】第1次滝

１

沢市総合計画の確実な

 

推進のため、経営資源

 

の一

つである人材を確

　
 

保し、適正な職員数を

市

維持します。

【達成状

民

況】滝沢市職員定員管

の

理計画に基づき、公正

信

・公平な職員採用を実

頼

施し

ました。

継続区分

と

会計・款・項・目 令和

負

4年度の事業概要（実

託

績）
・県央地区市町等

に

での第1次試験共同実

　
こ

施継続 一般・2款・1

た

項・1目
・受験者の特

え

性や集団討論及び面接

る

試験等の実施
事   

行

 業    主   

政

 体 ・Web会議ツー

体

ルを利用したインター

制

ンシップの実施

総務課

の

・企業セミナー、就職

構

セミナー等への参加に

０
築

より企業としての滝沢

－

市をＰＲ

【滝沢市主体

 

】

2

事       

2

業       名 事

5

業の意図やねらい（成

 

果や効果）の達成状況

－

安全衛生管理事業 【事業意図・ねらい】職員の健康保持・増進に努

６

め、安全と健康を確保する人事

管理を行います。働き方改革を推進し、快適な職場環境の形成を促進するととも

に、職員の公務能率を向上させ、人事行政の円滑な運営を図ります。

（義務的事業） 【達

事

成状況】法令に基づき

 

 

職員の安全衛生管理を

 

行いました。 

継続区

 

分 会計・款・項・目 令

 

和4年度の事業概要（

 

実績）
・職員安全衛生

 

委員会の開催継続 一般

 

・2款・1項・1目
・

業

ストレスチェック及び

 

ストレスチェックにて

 

高ストレスと判断され



令 報

目 ○全体事業期間活 例

告

規副主任充足率 60 6

令

5 70 70   令和4

和

年度～令和7年度標
動

元

65 67 67 74値 単

年

位 ％

／指
実

標 績 単 位 ○

度

特定財源

決   水道事

～

業会計負担金、下水道

令

投 年度別事業費 6,3

和

84 6,211 6,0

和
4

12 6,940   事

年

業会計負担金、盛岡衛

度

生処
  理組合負担金

（

及び滝沢・雫石資 内 特

単

定財源 562 576 4

位

74 437
算   環境

 

組合負担金【その他】

 

  指 訳 一般財源 5,

千

822 5,635 5,

円

538 6,503

額標

4

）

他団体事業負担額

－ 2

項       

2

目 令和元年度 令和2年

6

度 令和3年度 令和4年

 

度 備       考

－

目 ○全体事業期間活 職員採用試験第1次試験申込者 150 150 1

年

70 140   令和4年度～令和7年度標
動 162 140 132 111値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 413 318 462 523

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 413 318 462 523

額標 他団体事業負担額

度

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 定期健康診断受診率 96 96 96 96   令和4年度～令和7年度標

事

動 99.1 97 99.1 98.2値 単 位 ％

／

項

指
実

標 績 単 位

決投 年度

 

別事業費 847 842

 

902 861

資 内 特定

 

財源
算

指 訳 一般財源 8

 

47 842 902 86

 

1

額標 他団体事業負担

 

額

 

業

目

項    

令

   目 令和元年度 令

和

和2年度 令和3年度 令

元

和4年度 備     

年

  考

目 ○全体事業期

度

間活 内部企画研修の実

令

施 2 2 2 2   令和4

和

年度～令和7年度標
動

2

6 5 6 8値 単 位 回

／指

年

実
標 績 単 位

決投 年度別

実

度

事業費 825 948 1

令

,703 2,034

資

和

内 特定財源
算

指 訳 一般

3

財源 825 948 1,

年

703 2,034

額標

度

他団体事業負担額

令和

項  

4

     目 令和元年

年

度 令和2年度 令和3年

績

度

度 令和4年度 備   

備

    考

決投 年度別

 

事業費 8,602 8,

 

400 9,193 10

 

,498

資 内 特定財源

 

562 576 474 4

 

37
算

指 訳 一般財源 8

 

,040 7,824 8

 

,719 10,061

考

額標 他団体事業負担額



  

に

・広報たきざわ録音版

お

を月2回、点字版を月

け

1回、希望者へ送付し

る

ました。
事    業

滝

    主    体

沢

・盛岡地区広報協議会

市

負担金 10千円

企画

全

政策課 ・盛岡地区広報

体

協議会研修会へ参加し

の

ました。

【協働事業】

 

目

・庁内広報会議を実施

標

しました。

音声録音ボ

は

ランティア団体等 ・広

総

報デジタル版を市公式

合

SNS（Instag

計

ram、Twitte

画

r）で発信しました。

の達

事       業

成

       名 事業

次

で

の意図やねらい（成果

あ

や効果）の達成状況

滝

り

沢市ホームページ管理

、

運営事業 【事業意図・

当

ねらい】必要な時に欲

基

しい情報が分かりやす

本

く伝わるコミュニケー

施

ション手段としてホー

策

ムページ管理運営を行

で

います。

【達成状況】

代

は

市民が必要とする情報

そ

の提供を行いました。

れ

コンテンツ管理システ

に

ムサーバの老朽化とそ

向

のセキュリティ強化の

け

ためサーバ移行を行い

た

ました。

継続区分 会計

総

・款・項・目 令和4年

合

度の事業概要（実績）

計

・ホームページを活用

を

画

し、市政情報や緊急情

の

報などを発信し、市公

全

式SNSとも連継続 一

体

般・2款・1項・2目

進

動した情報発信に努め

捗

ました。
事    業

の

    主    体

的

・コンテンツ管理シス

確

テムサーバの老朽化と

な

そのセキュリティ強化

担

管

のためサーバ

企画政策

理

課 移行を行いました。

を

【協働事業】 　令和4

行

年度CMSサーバ移行

い

業務　3,475千円

ま

各自治会 ・ホームペー

す

ジリニューアルに向け

。

て、プロポーザルの準

ま

備を進めました。

た

う

、さらにその先を見据

人

え、多様化が進む中で

材

の未来における滝沢市

の

の価値づくりを進めま

政 育

す。

基本計画期間内の

成

取り組みと方針のうち

と

、令和4年度の重点課

、

題の達成（実現）状況

持

Ｂ 概ね達成した

【重点

続

課題】

総合計画のマネ

可

ジメント、展開戦略の

能

推進、第２次総合計画

な

の策定、新たな広報戦

行

略の検討

【重点課題に

策 財

対応した達成状況】

展

政

開戦略の１つである「

経

若者定住」に向けて、

営

学生応援プロジェクト

を

を実施するとともに、

進

第２次総合計画の策定

め

に向けて

策定本部会議

る

で議論を重ね、策定作

部

業を進めました。また

門

、市の様々な取組やイ

　
 

ベントをSNS等を活

基

用しながら発信しまし

本

た。

施

事      

策

 業       名

　

事業の意図やねらい（

０

成果や効果）の達成状

２

況

滝沢ふるさと会補助

 

事業 【事業意図・ねら

 

い】ふるさと滝沢の発

　
 

展に寄与することを目

総

的として設立され

た「

合

滝沢ふるさと会」に対

計

し、運営費の補助を行

画

います。 

【達成状況

の

】会への補助金を交付

推

するとともに、運営及

進

び活動を支援しました

と

。

継続区分 会計・款・

未

項・目 令和4年度の事

　
来

業概要（実績）
・滝沢

の

ふるさと会へ補助金を

価

支出し、会の活動を支

値

援しました。継続 一般

の

・2款・1項・1目
・

創

令和５年２月に３年ぶ

造

りとなる総会を開催し

－

、１９人の出席があり

 

、新たな会
事    

2

業    主    

０

2

体 長等の役員も選出さ

7

れました。

企画政策課

 

・会員へ広報たきざわ

－

等を送付し、滝沢情報の発信を行いました。

【協働事業】

滝沢ふるさと会

事       業       名 事業の意図やねらい

６

（成果や効果）の達成状況

広報発行事業 【事業意図・ねらい】政策・施策やその他の情報

基

を提供するため、読み

本

やすく、

分かりやすい

施

広報紙を発行し、市民

策

の行政への協力及び理

が

解を図ります。

【達成

４

状況】月２回の広報紙

 

年

の発行により、市民へ

間

の行政情報やイベント

で

情報な

どを提供しまし

め

た。

継続区分 会計・款

ざ

・項・目 令和4年度の

す

事業概要（実績）
・広

姿

報たきざわを月2回、

4

約23,170部定期

年

発行しました。継続 一

後

般・2款・1項・2目



令 報

期

16,271

額標 他団

基

体事業負担額

本計画

項       目 令

の

和元年度 令和2年度 令

４

和3年度 令和4年度 備

年

       考

目 ○

間

全体事業期間活 普段の

で

生活に必要な情報が伝

告

は

わ 52 55 57.5 6

、

0   令和4年度～令

新

和7年度標 っていると

型

感じている人の割合
動

コ

44.5 47.2 43

ロ

.2 45.6値 単 位 ％

ナ

／指 市ホームページへ

ウ

の年間アクセ 328,

イ

105 328,000

ル

329,500 331

令

ス

,000
実 ス件数

標 3

感

28,105 376,

染

333 548,137

症

543,438績 単 位

の

件 ○特定財源

決   自

感

衛官募集事務委託金【

染

国】投 年度別事業費 1

拡

,156 2,037 1

大

,383 4,808  

と

 ホームページ広告掲

和

い

載料【そ
  の他】資

う

内 特定財源 150 20

不

5 333 479
算   

測

  指 訳 一般財源 1,

の

006 1,832 1,

事

050 4,329

額標

態

他団体事業負担額

によっ

元

て、行動制限や活動自

年

粛等様々

な面において

度

市政も影響を受けまし

～

た。そのような状況に

令

あっても、総合計画を

和

軸としたマネジメント

和
4

を推進するため、そ

れ

年

を支える庁内調整、市

度

民ニーズの把握、国勢

（

調査をはじめとする各

単

種統計調査を実施する

位

とともに、SNS等を

 

活用した市

政情報の発

 

信にも努めました。ま

千

た、新型コロナウイル

円

ス感染症への対応とし

4

）

て国のコロナ交付金を

－

活用した事務事業等の

 

調整を行いました。

令

2

和6年度方針策定に際

2

し、今後の方向性や引

8

継課題

Ｂ 課題あり

【今

 

後の方向性】

第１次総

－

合計画の評価・検証を行いながら、市民の意見、市長公約を踏まえ

年

ながら第２次総合計画を策定する必要がありま

す。

【引継課題】

・第２次総合計画の策定に関すること

・第１次総合計画の評価・検証に関すること

・デジタル化の進展と多様化する市民ニーズを踏まえ

基

た新たな広報広聴戦略

度

本

の検討

施策

項  

目

     目 令和元年

標

度 令和2年度 令和3年

の

度 令和4年度 備   

達

    考

目 ○全体事

成

業期間活 情報提供数 3

（

50 350 350 35

実

0   平成22年度～

事

現

令和7年度標
動 441

）

426 303 291値

に

単 位 件

／指
実

標 績 単 位

向

決投 年度別事業費 36

け

0 100 88 300

資

た

内 特定財源
算

指 訳 一般

計

財源 360 100 88

画

300

額標 他団体事業

期

負担額

間

業

内

項  

の

     目 令和元年

取

度 令和2年度 令和3年

り

度 令和4年度 備   

組

    考

目 ○全体事

み

業期間活 広報たきざわ

と

を読んでいる人の 78

方

.9 79.3 82 82

針

  令和4年度～令和

に

7年度標 割合
動 78.

実

つ

9 76.7 80.3 8

い

0.5値 単 位 ％

／指 １

て

年の発行回数 24 24

の

24 24
実

標 24 24

達

24 24績 単 位 回 ○特

成

定財源

決   自衛官募

（

集事務地方公共団体投

実

年度別事業費 17,9

現

29 18,363 18

）

,083 18,761

績

状

  委託費【国】新型

況

コロナウイ
  ルス感

Ｂ

染症対応地方創生臨時

概

資 内 特定財源 688 4

ね

97 1,953 2,4

達

90
算   交付金【国

成

】広報紙広告掲載
  

し

料【その他】指 訳 一般

た

財源 17,241 17

後

,866 16,130



  

 

効果）の達成状況

学連

名

携活性化事業 【事業意

事

図・ねらい】大学が立

業

地する本市の強みを生

の

かし、大学や学生等と

意

連携

して地域の活性化

図

や課題解決を図ります

や

。

【達成状況】大学の

ね

講義に参加し接点づく

ら

りを進めるとともに、

 

い

学生応援プロジ

ェクト

（

による行政と学生の連

成

携も積極的に推進しま

果

した。

継続区分 会計・

や

款・項・目 令和4年度

効

の事業概要（実績）
・

果

岩手県立大学、盛岡大

）

学、岩手大学の講義や

の

実習へ参加及び協力を

達

行い、学生継続 一般・

次

成

2款・1項・6目
との

状

交流機会を創出しまし

況

た。
事    業  

総

  主    体 ・地

合

域愛着向上事業等と連

計

携して、本市を知る機

画

会や連携の機会を創出

マ

しました

企画政策課 。

ネ

【協働事業】 ・学生応

ジ

援プロジェクトを引き

代

メ

続き推進し、市役所に

ン

て学生アルバイトを雇

ト

用す

盛岡大学、岩手県

事

立大学、岩手大学等 る

業

事業等を展開しました

【

。

事

事       

業

業       名 事

意

業の意図やねらい（成

図

果や効果）の達成状況

を

・

行政改革推進事業 【事

ね

業意図・ねらい】滝沢

ら

市行政基本条例に基づ

い

く行政運営を推進し、

】

市民に信

頼される市行

第

政の確立を図ります。

1

【達成状況】滝沢市行

次

政基本条例第3条に規

滝

定する「行政運営の基

沢

本原則」に則

した行政

担

市

運営を行いました。

継

総

続区分 会計・款・項・

合

目 令和4年度の事業概

計

要（実績）
・滝沢市行

画

政基本条例の運用状況

後

の検証継続 一般
・滝沢

期

市行政基本条例及び経

基

営理念の職員への周知

本

事    業    

計

主    体 ・職員満

う

画

足度アンケート調査の

の

実施

企画政策課

【滝沢

展

市主体】

開

事    

戦

   業      

略

 名 事業の意図やねら

を

い（成果や効果）の達

通

成状況

市民対話促進事

じ

業 【事業意図・ねらい

て

】市民の声を直接伺う

人

、

「市政懇談会」や「市

総

長と話そう」の

開催、

合

市へ寄せられる意見な

計

どへの回答を通じ、市

画

民との対話を深めます

の

。

【達成状況】「市政

趣

懇談会」及び「市長と

旨

話そう」を13回開催

で

し、市民との対話

を行

あ

ったほか、市民から寄

材

る

せられた御意見等への

「

回答を行いました。

継

幸

続区分 会計・款・項・

福

目 令和4年度の事業概

感

要（実績）
・市政懇談

を

会　１０回開催（延べ

育

２０２人参加）継続 一

む

般
・市長と話そう　３

環

回開催（延べ２６人参

境

加）
事    業  

の

づ

  主    体 ・声

く

の箱・投書・市ホーム

り

ページの問い合わせフ

」

ォームなどから寄せら

に

れた問い

企画政策課 合

つ

わせ、意見及び要望な

な

ど　８９８件

【協働事

げ

業】

地域づくり懇談会

ます

政 育

。

【達成状況】展開戦

成

略を踏まえた計画推進

と

を図ると同時に、幸福

、

感を育む環境づ

くりの

持

継続的な推進のため、

続

第2次滝沢市総合計画

可

の策定を進めました。

能

継続区分 会計・款・項

な

・目 令和4年度の事業

行

概要（実績）
・滝沢地

策 財

域社会アンケート調査

政

による、現状の把握を

経

しました。継続 一般・

営

2款・1項・6目
・ベ

を

ンチマークリポートを

進

作成し政策目標値の評

め

価等を把握しました。

る

事    業    

部

主    体 ・令和５

門

年度事業説明書及び令

　
 

和３年度事業実績報告

基

書を作成しました。

企

本

画政策課 ・令和５年度

施

からのスタートに向け

策

、第２次滝沢市総合計

　

画の策定に取り組みま

０

【滝沢市主体】 したが

２

、市長交代に伴い、新

 

たに令和６年度からの

 

計画スタートに向けた

　
 

再策定

を進めました。

総合

事       業

計

       名 事業

画

の意図やねらい（成果

の

や効果）の達成状況

地

推

域愛着向上事業 【事業

進

意図・ねらい】市に関

と

する情報等の発信や、

未

多様な対話の機会創出

　
来

を通じ

、地域への愛着

の

を育成し、若者定住へ

価

つなげます。

【達成状

値

況】SNSを活用した

の

地域を知る機会の創出

創

のほかタキザワコレカ

造

ラカイ

ギの開催や滝沢

－

市版まちづくりキット

 

による愛着醸成の場を

2

創出しました。

継続区

０

2

分 会計・款・項・目 令

9

和4年度の事業概要（

 

実績）
・学連携事業と

－

の連携のもと、タキザワコレカラカイギを５回開催し、学生自ら継続 一般・2款・1項・6目
が気になるテーマを探究し、地域の課題等について考え、対話

６

する場を設け、つ
事    業    主    体 ながりづくりを通した地域愛着を醸成しました。

企画政策

事

課 ・滝沢市版まちづく

 

りキットを活用し、主

 

なターゲットである小

 

学生が地域を知

【協働

 

事業】 る機会を創出し

 

 

たほか、仕掛け側とし

 

て大学生と連携し、今

 

後の展開の企画検討

市

業

内外産学機関 を通して

 

、地域愛着を考える機

 

会を創出しました。

  

事       業 

 

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や



令 報

目

和3年度 令和4年度 備

○

       考

目 ○

全

全体事業期間活 市長と

体

話そう（お気軽トーク

事

） 4 4 4 4   令和4

業

年度～令和7年度標 の

期

開催数
動 5 1 1 3値 単

間

位 回

／指 市政懇談会開

活

催回数 11 11 11 1

市

1
実

標 11 12 12 1

告

民

0績 単 位 回

決投 年度別

ア

事業費

資 内 特定財源
算

ン

指 訳 一般財源 <ゼロ予

ケ

算事業>

額標 他団体事

ー

業負担額

ト調査回収

令

率 42 43 44 45  

和

 平成27年度～令和

元

7年度標
動 35.1 4

年

1 31.9 28.6値

度

単 位 ％

／指 総合計画審

～

議会開催数 3 3 3 5
実

令

標 2 2 2 3績 単 位 回 ○

和

特定財源

決   新型コ

和
4

ロナウイルス感染症対

年

投 年度別事業費 2,1

度

43 752 6,251

（

2,375   応地方

単

創生臨時交付金【国】

位

  、セミナー講師料

 

、視察資料資 内 特定財

 

源 166 4,827 1

千

,092
算   提供等

円

負担金【その他】
  

4

）

指 訳 一般財源 1,97

－

7 752 1,424 1

 

,283

額標 他団体事

2

業負担額

30

項 

 

      目 令和元

－

年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体

年

事業期間活 啓発の機会数（単年度実施回数 5 5 5 5   平成29年度～令和7年度標 ）
動 19 34 7 10値 単 位 回

／指 参加人数（累計） 300 400 500 600
実

標 332 228 489 420績 単 位 人

決投 年度別事業費 2

度

20 269 252 1,117

資 内 特定財源 110 134 126
算

指 訳 一般財源 110 135 126 1,117

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2

事

年度 令和3年度 令和4年度 備       

項

考

目 ○全体事業期間活

 

大学・学生との連携件

 

数 5 5 5 5   平成2

 

7年度～令和4年度標

 

動 10 6 6 7値 単 位 件

 

／指
実

標 績 単 位 ○特定

 

財源

決   新型コロナ

 

ウイルス感染症対投 年

業

目

度別事業費 6,533

令

8,466   応地方

和

創生臨時交付金【国】

元

  資 内 特定財源 6,

年

283 8,447
算  

度

 
  指 訳 一般財源 2

令

50 19

額標 他団体事

和

業負担額

2年

項 

実

度

      目 令和元

令

年度 令和2年度 令和3

和

年度 令和4年度 備  

3

     考

目 ○全体

年

事業期間活 働きやすい

度

職場と感じている職 6

令

9.3 72.9 80 8

和

0   令和4年度～令

4

和7年度標 員の割合
動

年

67.7 68.7 65

績

度

.6 67.8値 単 位 ％

備

／指
実

標 績 単 位

決投 年

 

度別事業費

資 内 特定財

 

源
算

指 訳 一般財源 <ゼ

 

ロ予算事業>

額標 他団

 

体事業負担額

   

項       目 令

考

和元年度 令和2年度 令



  

 名 事業の意図やねら

 

い（成果や効果）の達

次

成状況

広域連携事業 【

代

事業意図・ねらい】地

を

域の課題解決に向けて

担

、市民と行政による活

う

動を広域連

携のもとで

人

行い、滝沢地域及び盛

材

岡広域における地方創

の

生を推進します。

【達

政 育

成状況】地域の課題解

成

決等に向けた活動を、

と

県、盛岡広域市町、県

、

市長会等

と連携し実施

持

しました。

継続区分 会

続

計・款・項・目 令和4

可

年度の事業概要（実績

能

）
・第2期みちのく盛

な

岡広域都市圏ビジョン

行

の推進継続 一般
・その

策 財

他広域連携事業の調整

政

及び取りまとめ
事  

経

  業    主  

営

  体 ・権限移譲事務

を

の庁内調整

企画政策課

進

・国・県等に対する要

め

望の取りまとめ及び要

る

望活動の実施

【協働事

部

業】 ・包括連携協定に

門

基づく民間企業との事

　
 

業

盛岡広域8市町

基

事

本

       業  

施

     名 事業の意

策

図やねらい（成果や効

　

果）の達成状況

トップ

０

マネジメント推進事業

２

【事業意図・ねらい】

 

総合計画及び市長方針

 

に基づく政策展開の情

　
 

報共有を進め

、市政の

総

一体的推進を図り、後

合

期基本計画の展開へつ

計

なげます。

【達成状況

画

】庁議等の場を通じて

の

幹部間での情報共有を

推

図ったほか、各方針書

進

を

作成し総合計画の展

と

開につなげました。

継

未

続区分 会計・款・項・

　
来

目 令和4年度の事業概

の

要（実績）
・市長方針

価

、部長（政策）・課長

値

等（基本施策及び施策

の

）方針の設定と評価継

創

続 一般
・施政方針演述

造

書の作成
事    業

－

    主    体

 

・三役・部長級での、

2

各施策における懸案事

０

3

項共有の実施

企画政策

1

課 ・庁議、政策調整報

 

告会議等の関連事務

【

－

滝沢市主体】

小                             計

６

事    

 

   業      



令 報

目 ○全体事業期間活 盛

告

岡広域連携都市圏ビジ

令

ョン新 4 4 5 5   平

和

成29年度～令和7年

元

度標 規事業数
動 2 1 1

年

1値 単 位 件

／指
実

標 績

度

単 位

決投 年度別事業費

～

資 内 特定財源
算

指 訳 一

令

般財源 <ゼロ予算事業

和

>

額標 他団体事業負担

和
4

額

年度

項    

（

   目 令和元年度 令

単

和2年度 令和3年度 令

位

和4年度 備     

 

  考

目 ○全体事業期

 

間活 市長の方針や意思

千

を職員に伝え 6 6 6 6

円

  令和4年度～令和

4

）

7年度標 る機会の創出

－

動 6 6 6 7値 単 位 回

／

 

指
実

標 績 単 位

決投 年度

2

別事業費

資 内 特定財源

3

算
指 訳 一般財源 <ゼロ

2

予算事業>

額標 他団体

 

事業負担額

－

項       目 令和元年度 令和

年

2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

決投 年度別事業費 21,808 21,521 32,590 35,827

資 内 特定財源 1,114 836 13,522 12,508
算

指 訳 一般財源 20,694 20,685 1

度

9,068 23,319

額標 他団体事業負担額

事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

国

項・目 令和4年度の事

の

業概要（実績）
・庁内

I

ＬＡＮシステム及びネ

T

ットワークの機器更新

戦

に努めました。継続 一

略

般・2款・1項・7目

や

・ｏｆｆｉｃｅ製品の

住

更新、整備を行いまし

民

た。
事    業  

ニ

  主    体 ・情

 

ー

報セキュリティーポリ

ズ

シーの見直しを行い周

の

知を行いました。

情報

多

システム課 ・全職員対

様

象のｅ-ラーニング研

化

修を実施し、職員の情

、

報リテラシー向上を図

急

り

【滝沢市主体】 まし

速

た。

な

事      

次

I

 業       名

C

事業の意図やねらい（

T

成果や効果）の達成状

技

況

住民情報システム更

術

新事業 【事業意図・ね

の

らい】庁内の複数業務

進

で使用している住民情

展

報システムの円滑な

更

な

新を図り安定した住民

ど

サービスを提供します

代

に

。

【達成状況】標準化

よ

・共通化システム移行

る

のための調査を実施し

環

、システム構築

（義務

境

的事業） に向けた準備

変

を行いました。

継続区

化

分 会計・款・項・目 令

に

和4年度の事業概要（

も

実績）
・ＲＦＩ（情報

柔

提供依頼）を実施し、

を

軟

３者から回答を得まし

に

た。継続 一般
・組織横

対

断的な標準化システム

応

導入部会を設置し、プ

し

ロポーザルに向けた作

な

業の
事    業  

が

  主    体 推進

ら

を図りました。

情報シ

、

ステム課 ・一部の業務

持

について、業務分析を

担

続

実施しました。

【滝沢

的

市主体】 ・システムの

な

標準仕様書等の確認を

行

行い、機能要件、帳票

政

要件を決定するよう全

経

体調整を行いました。

営

を支え

う

る安定した情報システ

人

ム基盤の確保を目指し

材

ます。

基本計画期間内

の

の取り組みと方針のう

政 育

ち、令和4年度の重点

成

課題の達成（実現）状

と

況

Ａ 達成した

【重点課

、

題】

市民の利便性向上

持

及び職員の業務効率化

続

に資するよう、デジタ

可

ル技術を活用した行政

能

経営を支える情報シス

な

テム基盤づくり

に努め

行

ます。

【重点課題に対

策 財

応した達成状況】

行政

政

手続オンライン化に対

経

応し、子育て関連１５

営

件と介護関連１１件、

を

計２６件の手続きにつ

進

いて電子申請対応を実

め

施しま

した。またイン

る

ターネットセキュリテ

部

ィの更新や、Offi

門

ce365導入を実施

　
 

し、職員の利用環境整

基

備に努めました。

本

事

施

       業  

策

     名 事業の意

　

図やねらい（成果や効

０

果）の達成状況

住基Ｌ

３

ＡＮシステム管理事業

 

【事業意図・ねらい】

 

行政事務や諸証明の発

　
 

行等の住民情報取扱業

行

務の確実性と

迅速性を

政

維持し、住民基本台帳

経

、関連システム及びネ

営

ットワークの運用・管

を

理を

行うことにより、

支

安定した住民サービス

え

を提供します。

（義務

る

的事業） 【達成状況】

情

安定した住民サービス

　
報

の提供を図ることがで

シ

きました。

継続区分 会

ス

計・款・項・目 令和4

テ

年度の事業概要（実績

ム

）
・住基ＬＡＮシステ

基

ム及びネットワークの

盤

安定稼働に努めました

の

。継続 一般・2款・1

確

項・7目
・共通基盤型

保

中間サーバー連携シス

０

－

テム間の確実なデータ

 

連携に努めました。
事

2

    業    主

3

    体 ・全職員対

3

象の研修により、職員

 

の情報リテラシー向上

－

を図りました。

情報システム課 ・行政手続きオンライン化に向けたシステム基盤の整備を

６

行い、サービスを開始

【滝沢市主体】 しました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状

基

況

庁内ＬＡＮシステム

本

管理事業 【事業意図・

施

ねらい】庁内ＬＡＮや

 

策

ＬＧＷＡＮ等のインフ

が

ラの安定的な運用、管

４

理を行うことにより、

年

効率的な行政事務の推

間

進を図ります。

【達成

で

状況】安定的な運用、

め

管理を行い効率的な行

ざ

政事務の推進を実施し

す

ました

（義務的事業）

姿

。

継続区分 会計・款・



令 報

基

、下水道事業会計負担

盤

金【
  その他】、一

を

部事務組合負担資 内 特

中

定財源 3,429 3,

心

816 3,961 23

と

,134
算   金【そ

し

の他】
  指 訳 一般財

た

源 41,930 55,

情

910 36,776

額

報

標 他団体事業負担額

告

システ

項      

ム

 目 令和元年度 令和2

の

年度 令和3年度 令和4

安

年度 備       

定

考

目 ○全体事業期間活

稼

業務進捗率 0 10 20

働

30   令和2年度～

の

令和7年度標
動 0 10

令

確

20 30値 単 位 ％

／指

保

実
標 績 単 位

決投 年度別

に

事業費

資 内 特定財源
算

つ

指 訳 一般財源

額標 他団

い

体事業負担額

ては、セキ

和

ュリティ対策等の強化

元

を実施しつつ、後期基

年

本計

画の期間中の継続

度

的な実施を達成しまし

～

た。

また、経営資源で

令

ある行政情報システム

和

の最適化についても、

和
4

後期基本計画の全期間

年

を通して仮想化基盤へ

度

の集約などを推

進して

（

きました。

令和6年度

単

方針策定に際し、今後

位

の方向性や引継課題

Ｂ

 

課題あり

住民情報シス

 

テムの標準準拠システ

千

ムへの更新が令和７年

円

度までとなっているた

4

）

め、更新業務のさらな

－

る推進が必要となり

ま

 

す。

また、サイバー攻

2

撃の複雑化・高度化に

3

対応したセキュリティ

4

強化を継続していく必

 

要があります。その一

－

方で、Ｃｈａｔ

ＧＰＴを始めとする生成ＡＩなどの各種インターネ

年

ットサービスを導入し、業務の最適化と両立していく必要があります。

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備    

基

   考

目 ○全体事業

度

本

期間活 住基LANシス

施

テムの安定稼働率 10

策

0 100 100 100

目

  平成14年度～令

標

和7年度標 （稼働実績

の

／稼働予定時間）
動 9

達

9.9 100 100 1

成

00値 単 位 ％

／指 シス

（

テム処理による住民苦

実

情件 0 0 0 0
実 数

標 0

事

現

0 0 0績 単 位 件 ○特定

）

財源

決   デジタル基

に

盤改革支援補助金投 年

向

度別事業費 67,86

け

2 36,043 40,

た

551 43,678  

計

 【国】
  資 内 特定

画

財源 2,391 3,2

期

67 1,064 3,7

間

11
算   

  指 訳 一

業

内

般財源 65,471 3

の

2,776 39,48

取

7 39,967

額標 他

り

団体事業負担額

組みと

項       目

方

令和元年度 令和2年度

針

令和3年度 令和4年度

に

備       考

目

実

つ

○全体事業期間活 庁内

い

LANシステムの安定

て

稼働率 99.8 99.

の

8 99.8 99.8  

達

 平成10年度～令和

成

7年度標 （稼働実績／

（

稼働予定時間）
動 10

実

0 100 100 99.

現

9値 単 位 ％

／指 セキュ

）

リティの認知度（講習

績

状

を 100 100 100

況

100
実 受講した職員

Ａ

数／全職員数）
標 10

達

0 100 100 85.

成

1績 単 位 ％ ○特定財源

し

決   水道事業会計負

た

担金【その他投 年度別

仮

事業費 45,359 5

想

9,726 40,73

化

7 23,134   】



  

    名 事業の意図

 

やねらい（成果や効果

次

）の達成状況

仮想基盤

代

更新事業 令和2年度事

を

業実績報告書参照

（義

担

務的事業）

継続区分 会

う

計・款・項・目 令和4

人

年度の事業概要（実績

材

）
令和2年度完了事業

の

完了 ―

事    業 

政 育

   主    体
情

成

報システム課

【滝沢市

と

主体】

小   

、

          

持

          

続

      計

可能な行策 財政経営を進める部門　
 基本施策　０３  

　
 行政経営を支える情

　
報システム基盤の確保

０

－ 235 －

６

事 

 

      業   



令 報

目 ○全体事業期間活 業

告

務進捗率 0 100   

令

令和2年度～令和2年

和

度標
動 0 100値 単 位

元

％

／指
実

標 績 単 位

決投

年

年度別事業費 224,

度

210

資 内 特定財源
算

～

指 訳 一般財源 224,

令

210

額標 他団体事業

和

負担額

和
4年

項       

度

目 令和元年度 令和2年

（

度 令和3年度 令和4年

単

度 備       考

位

決投 年度別事業費 11

 

3,221 319,9

 

79 81,288 66

千

,812

資 内 特定財源

円

5,820 7,083

4

）

5,025 26,84

－

5
算

指 訳 一般財源 10

 

7,401 312,8

2

96 76,263 39

3

,967

額標 他団体事

6

業負担額

 －

年度事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

り

ます。

【達成状況】本

継

庁舎大規模改修に向け

続

て、旧公民館ホールの

し

使用用途を検討する

た

安

め地盤調査等を実施し

定

ました。

継続区分 会計

し

・款・項・目 令和4年

た

度の事業概要（実績）

行

旧公民館ホールの地盤

政

調査等を実施しました

 

サ

。継続 一般・2款・1

ー

項・5目

事    業

ビ

    主    体

ス

財務課

【滝沢市主体】

の提供のため

次

、住民自治を支える財

代

務体質の確立を図ると

を

ともに、公共施設等財

担

産管理を推進すること

う

によって、保有資産の

人

マネジメントを含めた

材

財務基盤を整えること

の

を目指します。

基本計

政 育

画期間内の取り組みと

成

方針のうち、令和4年

と

度の重点課題の達成（

、

実現）状況

Ｂ 概ね達成

持

した

【重点課題】

財政

続

構造改革の推進、公共

可

施設等総合管理計画を

能

踏まえた適正な財産管

な

理の推進

【重点課題に

行

対応した達成状況】

財

策 財

政構造改革に取組み、

政

公共施設等総合管理計

経

画・個別施設計画を踏

営

まえて財産管理の取組

を

みにより、財政状況の

進

改善等に

ついて概ね達

め

成しました。

る

事  

部

     業    

門

   名 事業の意図や

　
 

ねらい（成果や効果）

基

の達成状況

財務会計シ

本

ステム更新事業 【事業

施

意図・ねらい】現行の

策

財務会計システムにつ

　

いて、令和4年度に更

０

新時期

を迎えることか

４

ら、行政経営の基盤と

 

なる財務情報を適正に

 

管理することを目的

に

　
 

構築します。

（義務的

次

事業） 【達成状況】財

代

務会計システムの更新

に

を行いました。

継続区

つ

分 会計・款・項・目 令

な

和4年度の事業概要（

げ

実績）
財務会計システ

る

ムの更新を行いました

財

。継続 一般・2款・1

務

項・3目

事    業

　
基

    主    体

盤

財務課

【滝沢市主体】

の確

事       業

立

       名 事業

－

の意図やねらい（成果

 

や効果）の達成状況

公

2

用車更新事業 【事業意

3

図・ねらい】全庁的な

7

公用車の一元管理の実

０

 

施により、適正台数を

－

見極

めながら、計画的かつ効率的に公用車を更新していくことで、財政負担の軽減及

び平準化を図ります。

【達成状況】公用車の一元管理を実施し、公用車1台を更新（購入）しました。

継続区分 会計

６

・款・項・目 令和4年度の事業概要（実績）

基

・公用車を更新（軽乗

本

用車1台）しました。

施

継続 一般・2款・1項

策

・5目
・車両状態を踏

が

まえ、公用車更新計画

４

を見直ししました。
事

年

    業    主

間

    体
財務課

【滝

 

で

沢市主体】

め

事   

ざ

    業     

す

  名 事業の意図やね

姿

らい（成果や効果）の

将

達成状況

庁舎等改修事

来

業 【事業意図・ねらい

に

】市役所本庁舎等の劣

わ

化部分の改修により機

た

能の維持と向上

を図り



令 報

金保有高も増加傾向と

告

なっており、財務基盤

令

は一定程度強化されま

和

した。また、公共施設

元

の長寿命化は今後もさ

年

らに実施

していく必要

度

があるものの、遊休資

～

産等の売却を行うなど

令

財産の有効活用を行い

和

、財務基盤の安定化に

和
4

役立てつつ効果的に

財

年

産管理を行いました。

度

令和6年度方針策定に

（

際し、今後の方向性や

単

引継課題

Ｂ 課題あり

新

位

型コロナウイルス感染

 

症の影響、物価高騰等

 

に対応していくために

千

は、既存政策等の見直

円

しも含めて新しい生活

4

）

様式を踏

まえた財政運

－

営を見据える必要があ

 

ります。

23

項 

8

      目 令和元

 

年度 令和2年度 令和3

－

年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 事業実施指

年

数（工程表による事 0 0 50 100   令和3年度～令和4年度標 業の進捗率）
動 0 0 50 100値 単 位 パーセント

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 31,147

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 31,1

基

47

額標 他団体事業負

度

本

担額

施策

項   

目

    目 令和元年度

標

令和2年度 令和3年度

の

令和4年度 備    

達

   考

目 ○全体事業

成

期間活 公用車更新計画

（

に基づく公用車 3 1 1

実

1   令和4年度～令

事

現

和7年度標 の更新台数

）

動 1 1 2 1値 単 位 台

／

に

指
実

標 績 単 位

決投 年度

向

別事業費 931 2,5

け

15 10,869 1,

た

259

資 内 特定財源 2

計

950 9,011
算

指

画

訳 一般財源 929 1,

期

565 1,858 1,

間

259

額標 他団体事業

業

内

負担額

の取

項  

り

     目 令和元年

組

度 令和2年度 令和3年

み

度 令和4年度 備   

と

    考

目 ○全体事

方

業期間活 更新工事施工

針

1 1 1 1   令和4年

に

度～令和7年度標
動 1

実

つ

1 1 1値 単 位 式

／指
実

い

標 績 単 位

決投 年度別事

て

業費 1,365 916

の

4,306 3,921

達

資 内 特定財源
算

指 訳 一

成

般財源 1,365 91

（

6 4,306 3,92

実

1

額標 他団体事業負担

現

額

）

績

状況

Ｂ 概ね達成した

基



  

事業の意図やねらい（

 

成果や効果）の達成状

次

況

新地方公会計推進事

代

業 【事業意図・ねらい

を

】統一的な基準による

担

地方公会計制度に基づ

う

く財務書類を作

成及び

人

公表し、市の財務状況

材

を市民等に広く周知す

の

るとともに、固定資産

政 育

台帳を

含む財務書類の

成

内容分析を行うことに

と

より、適正な財務管理

、

につなげます。

（義務

持

的事業） 【達成状況】

続

財務書類を作成し、公

可

表しました。

継続区分

能

会計・款・項・目 令和

な

4年度の事業概要（実

行

績）
令和3年度決算に

策 財

係る財務4表（賃借対

政

照表、行政コスト計算

経

書、純資産変動計算継

営

続 一般・2款・1項・

を

5目
書、資金収支計算

進

書）及び附属明細書の

め

作成を行いました。ま

る

た、固定資産台帳
事 

部

   業    主 

門

   体 の更新及び精

　
 

緻化作業を行いました

基

。

財務課

【滝沢市主体

本

】

施

事       

策

業       名 事

　

業の意図やねらい（成

０

果や効果）の達成状況

４

公共施設等適正管理推

 

進事業 【事業意図・ね

 

らい】「公共施設等総

　
 

合管理計画」及び「個

次

別施設計画」により

、

代

公共施設等を計画的か

に

つ効率的に保有し、次

つ

代につながる財政基盤

な

の構築を目

指します。

げ

【達成状況】令和4年

る

12月に公共施設等総

財

合管理計画を改定（第

務

2回）しました。

継続

　
基

区分 会計・款・項・目

盤

令和4年度の事業概要

の

（実績）
・滝沢市公共

確

施設等総合管理推進プ

立

ロジェクトチームを運

－

営しました。継続 一般

 

・滝沢市公共施設等総

2

合管理計画を改定（第

3

2回）しました。
事 

9

   業    主 

０

 

   体 ・「公共施設

－

等適正管理推進事業債」充当事業はありませんでした。

財務課

【滝沢市主体】

小                             計

６

事      

 

 業       名



令 報

目 ○全体事業期間活 財

告

務書類の作成及び公表

令

1 1 1 1   令和4年

和

度～令和7年度標
動 1

元

1 1 1値 単 位 式

／指 財

年

務書類の内容分析 1 1

度

1 1
実

標 1 1 1 1績 単

～

位 式

決投 年度別事業費

令

2,094 1,420

和

3,080 1,096

和
4

資 内 特定財源
算

指 訳 一

年

般財源 2,094 1,

度

420 3,080 1,

（

096

額標 他団体事業

単

負担額

位 

項  

 

     目 令和元年

千

度 令和2年度 令和3年

円

度 令和4年度 備   

4

）

    考

目 ○全体事

－

業期間活 「公共施設等

 

適正管理推進事業 1 1

2

1 1   令和4年度～

4

令和7年度標 債」充当

0

事業数
動 2 2 0 0値 単

 

位 事業

／指
実

標 績 単 位

－

決投 年度別事業費

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 <ゼロ予算事業>

額

年

標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

決投 年度別事業費 4,390 4,851 18,255 37,423

資 内 特定

度

財源 2 950 9,011
算

指 訳 一般財源 4,388 3,901 9,244 37,423

額標 他団体事業負担額

事

項       

業

目 令和元年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

め

）
・市広報、ホームペ

ざ

ージ等への税制や電子

す

申告、制度の啓発掲載

姿

継続 一般・2款・2項

市

・2目
・申告受付相談

行

の実施
事    業 

政

   主    体 ・

を

番号制度の適切な運用

支

と証明書発行等の多様

え

化研究

税務課 ・職務専

 

る

門制組織の検討展開

【

市

滝沢市主体】

小

税

          

の

          

適

         計

正な確保の

次

ため、事務の電子化の

代

推進と人材資源の資質

を

向上により、公正、適

担

正な課税が進展し、

市

う

民からの信頼性が確保

人

された行財政基盤の安

材

定化を目指します。

基

の

本計画期間内の取り組

政 育

みと方針のうち、令和

成

4年度の重点課題の達

と

成（実現）状況

Ａ 達成

、

した

【重点課題】

・省

持

力化と正確性を図るた

続

め、部分改良により一

可

部業務の電子化を更に

能

進めます。

・公平・適

な

正な課税を推進するた

行

め、専門研修や内部研

策 財

修による職員の資質向

政

上を図り、知識が継承

経

できチェック体制が十

営

分に機能し、法制も含

を

めた専門性の高い組織

進

を検討し改善します。

め

【重点課題に対する達

る

成状況】

・国税とのデ

部

ータ連携の推進に取り

門

組むとともに、業務を

　
 

通じた内部研修などに

基

より職員資質の向上を

本

図りました。

施

事  

策

     業    

　

   名 事業の意図や

０

ねらい（成果や効果）

５

の達成状況

固定資産税

 

賦課事務 【事業意図・

 

ねらい】固定資産税の

　
 

適正な賦課を目指しま

市

す。

【達成状況】固定

政

資産税について、納税

経

者への税制改正等によ

営

る制度の啓発に努

め、

を

課税物件の調査、年次

支

による評価の見直し及

え

び現況調査を実施し、

る

自主財源

（義務的事業

効

） となる市税の確保に

　
率

努めました。

継続区分

的

会計・款・項・目 令和

で

4年度の事業概要（実

安

績）
・市広報、ホーム

定

ページ等への税制啓発

し

掲載継続 一般・2款・

た

2項・2目
・新・増築

課

家屋調査の実施
事  

税

  業    主  

体

  体 ・土地異動に伴

０
制

う評価

税務課 ・標準宅

の

地不動産鑑定評価の委

実

託（評価替の前々年）

現

【滝沢市主体】 ・標準

－

宅地年次鑑定評価の委

 

託（時点修正）

・航空

2

写真データを活用した

4

資産現況調査の実施

1 

事       業 

６

－

      名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

住民税賦課事務 【事業意図・ねらい】市税の適正な賦課を目指します。

【達成状況】市民税等について、申告及び納税者に対する税制等制度の啓発に努

めました

 

。申告関係では、自主

基

申告の推進と地方税電

本

子申告システムの利用

施

を促

（義務的事業） 進

策

し、正確かつ効率的な

が

賦課に努め、自主財源

４

となる市税の確保を図

年

りました。

継続区分 会

間

計・款・項・目 令和4

で

年度の事業概要（実績



令 報

適

,701 46,412

切

54,669

資 内 特定

な

財源 18,997 20

番

,230 19,475

号

22,279
算

指 訳 一

制

般財源 31,733 1

度

6,471 26,93

の

7 32,390

額標 他

運

団体事業負担額

用

告

や事務の電子化を更に

令

進めるとともに、各種

和

研修により職員の資質

元

向上を図り適正課税の

年

継続に努

めました。

・

度

知識が継承できチェッ

～

ク体制が十分に機能す

令

る組織を検討し改善に

和

取り組みました。

令和

和
4

6年度方針策定に際し

年

、今後の方向性や引継

度

課題

Ｂ 課題あり

【今後

（

の方向性】

・経済動向

単

等に注視しながら、引

位

き続き市税の適正な確

 

保のため事務の電子化

 

を進めるとともに、各

千

種研修により職員の資

円

質向上を図り適正課税

4

）

を継続します。

【引継

－

課題】

・複雑な税制改

 

正について、正確な理

2

解と継続的な啓発が必

4

要です。

・公平・適正

2

な課税を推進するため

 

、専門的な知識・経験

－

が必要であり、法制も含め専門性を高める必要があります。

・自治

年

体システム標準化に向けた計画的な対応が必要です。

・令和６年度固定資産評価替えに向けた準備と事務手続きが必要です。

項       目 令

基

和元年度 令和2年度 令

度

本

和3年度 令和4年度 備

施

       考

目 ○

策

全体事業期間活 現況調

目

査対象地区 1 1 1 1  

標

 令和4年度～令和7

の

年度標
動 1 1 1 1値 単

達

位 地区数

／指
実

標 績 単

成

位

決投 年度別事業費 3

（

1,733 16,47

実

1 26,937 32,

事

現

390

資 内 特定財源
算

）

指 訳 一般財源 31,7

に

33 16,471 26

向

,937 32,390

け

額標 他団体事業負担額

た計画

項     

期

  目 令和元年度 令和

間

2年度 令和3年度 令和

業

内

4年度 備      

の

 考

目 ○全体事業期間

取

活 地方税電子申告シス

り

テムによる 63 66 6

組

9 72   令和4年度

み

～令和7年度標 法人申

と

告書受付割合
動 66.

方

4 66.7 68.9 7

針

1.8値 単 位 ％

／指
実

に

標 績 単 位 ○特定財源

決

実

つ

  県民税徴収取扱委

い

託金【県】投 年度別事

て

業費 18,997 20

の

,230 19,475

達

22,279   新型

成

コロナウイルス感染症

（

対
  応地方創生臨時

実

交付金【国】資 内 特定

現

財源 18,997 20

）

,230 19,475

績

状

22,279
算   

 

況

 指 訳 一般財源

額標 他

Ｂ

団体事業負担額

概ね

項   

達

    目 令和元年度

成

令和2年度 令和3年度

し

令和4年度 備    

た

   考

決投 年度別事

・

業費 50,730 36



  

す

2項・2目
・大量印刷

姿

等、各種印刷物の外部

自

委託を行いました。
事

主

    業    主

財

    体 ・軽自動車

源

税納付確認システム（

で

軽JNKS）の連携に

あ

対応するためシステム

る

改修を

収納課 行いまし

市

た。

【滝沢市主体】 ・

 

税

地方税ポータルシステ

の

ム（eLTAX）収納

納

税目拡大に対応するた

期

めシステム改修

を行い

内

ました。

納

事    

付

   業      

を

 名 事業の意図やねら

定

い（成果や効果）の達

着

成状況

税務調査員設置

次

さ

事業 【事業意図・ねら

せ

い】税等の専門的な知

る

識・経験に基づく税務

た

調査により、財産

等の

め

差押処分、差押財産の

に

換価処分及び滞納処分

、

の執行停止を行うため

口

の徹底し

た調査を行い

座

、収納率の向上を図り

振

ます。

（義務的事業）

代

替

【達成状況】税務調査

・

員の調査結果を基に、

コ

滞納処分を行いました

ン

。

継続区分 会計・款・

ビ

項・目 令和4年度の事

ニ

業概要（実績）
2名の

収

税務調査員を配置し、

納

滞納整理に努めました

・

。継続 一般・2款・2

ク

項・2目

事    業

を

レ

    主    体

ジ

収納課

【滝沢市主体】

ットカード収納な

担

どの納税環境の

安定運

う

用と今後も多様化する

人

納税手段に対するニー

材

ズへの対応を図り、納

の

期内納付が困難な納税

政 育

者に対する相談体制の

成

確立

と適正かつ速やか

と

な滞納処分により税の

、

公平性を担保しながら

持

、確実な税財源の確保

続

を目指します。

基本計

可

画期間内の取り組みと

能

方針のうち、令和4年

な

度の重点課題の達成（

行

実現）状況

Ａ 達成した

策 財

・納期内納付を定着さ

政

せるため、納税環境の

経

安定運用を実施しつつ

営

新たな納税手段につい

を

て情報を整理し、地方

進

税ポータル

システム（

め

eLTAX）の収納税

る

目拡大及び地方税統一

部

QRコード対応の環境

門

整備を行いました。

・

　
 

徴収体制強化のため、

基

徴収対策の見直しを行

本

い、滞納処分を行いま

施

した。

策

事     

　

  業       

０

名 事業の意図やねらい

６

（成果や効果）の達成

 

状況

徴収管理事務 【事

 

業意図・ねらい】自主

　
 

財源である市税の安定

納

確保を目指し、確実な

税

収納処理

を行うととも

し

に、徹底した調査のも

や

と適正な滞納処分を進

す

めることにより、税負

い

担の公平性を担保し市

環

税に対する信頼の確立

境

を図ります。

（義務的

の

事業） 【達成状況】確

　
整

実な収納処理及び適正

備

な滞納処分を行いまし

と

た。

継続区分 会計・款

確

・項・目 令和4年度の

実

事業概要（実績）
・徴

な

収金の収納消込事務を

税

行いました。継続 一般

財

・2款・2項・2目
・

源

過誤納金の還付充当事

の

務を行いました。
事 

０
確

   業    主 

保

   体 ・督促状、催

－

告書の発付事務を行い

 

ました。

収納課 ・差押

2

等の滞納処分と差押財

4

産の換価処分を行いま

3

した。

【滝沢市主体】

 －

事       業       名 事業

６

の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

賦課徴収システム管理事業 【事業意図・ねらい】自主財源である市税の安定確保のため、賦課徴収システム

を活用し業務の精度や効率を高め、市税に対する信

基

頼の確立を図ります。

 

本

【達成状況】安定した

施

システムの稼働がなさ

策

れ、適正な賦課徴収の

が

一助となりま

（義務的

４

事業） した。

継続区分

年

会計・款・項・目 令和

間

4年度の事業概要（実

で

績）
・システム運用及

め

び保守管理を行いまし

ざ

た。継続 一般・2款・



令 報

源

2 2 2値 単 位 人

／指
実

で

標 績 単 位

決投 年度別事

あ

業費 2,745 4,9

る

55 5,210 4,6

市

39

資 内 特定財源 50

税

5,210
算

指 訳 一般

の

財源 2,745 4,9

納

05 4,639

額標 他

期

団体事業負担額

内

告

納付を定着させるため

令

に、口座振替、コンビ

和

ニ収納、クレジットカ

元

ード収納などの納税環

年

境の

安定運用を実施し

度

ました。また、令和5

～

年度から始まる地方税

令

統一QRコード対応等

和

の準備を行いました。

和
4

令和6年度方針策定に

年

際し、今後の方向性や

度

引継課題

Ｂ 課題あり

【

（

今後の方向性】

全国的

単

に業務の標準システム

位

が導入されることから

 

、その内容を把握しつ

 

つ、収納業務全般の業

千

務改善に取り組んでま

円

いり

ます。

【引継ぎ課

4

）

題】

・納税環境拡大だ

－

けではなく、安定運用

 

に努めてまいります。

2

・徹底した調査に基づ

4

く滞納処分、執行停止

4

の実施に力をいれて取

 

り組んでまいります。

－

項     

年

  目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事業期間活 一般税の徴収率 97.8 97.8 97.8 97.8   令和4年度～令和7年度標
動 98.3 98.3 98.

基

6 98.6値 単 位 ％

／

度

本

指 目的税の徴収率 86

施

.1 86.1 86.1

策

86.1
実

標 89.5

目

89.4 89.3 88

標

.8績 単 位 ％ ○特定財

の

源

決   県民税徴収取

達

扱委託金【県】投 年度

成

別事業費 33,715

（

28,631 24,1

実

18 28,581   

事

現

督促手数料【その他】

）

  資 内 特定財源 27

に

,258 28,631

向

24,118 28,5

け

81
算   

  指 訳 一

た

般財源 6,457

額標

計

他団体事業負担額

画期間

項       

業

内

目 令和元年度 令和2年

の

度 令和3年度 令和4年

取

度 備       考

り

目 ○全体事業期間活 シ

組

ステムによる運用業務

み

数 19 18 18 18  

と

 令和4年度～令和7

方

年度標
動 19 18 18

針

18値 単 位 件

／指
実

標

に

績 単 位 ○特定財源

決  

実

つ

 県民税徴収取扱委託

い

金【県】投 年度別事業

て

費 46,006 48,

の

618 39,599 5

達

2,044   
  資

成

内 特定財源 46,00

（

6 48,618 39,

実

599 47,464
算

現

  
  指 訳 一般財源

）

4,580

額標 他団体

績

状

事業負担額

況

Ａ

項

達

       目 令和

成

元年度 令和2年度 令和

し

3年度 令和4年度 備 

た

      考

目 ○全

自

体事業期間活 調査員数

主

2 2 2 2   令和4年

財

度～令和7年度標
動 2



  

      名 事業の

 

意図やねらい（成果や

次

効果）の達成状況

徴収

代

管理事務 【事業意図・

を

ねらい】自主財源であ

担

る市税の安定確保を目

う

指し、確実な収納処理

人

を行うとともに、徹底

材

した調査のもと適正な

の

滞納処分を進めること

政 育

により、税負

担の公平

成

性を担保し市税に対す

と

る信頼の確立を図りま

、

す。

（義務的事業） 【

持

達成状況】確実な収納

続

処理及び適正な滞納処

可

分を行いました。

継続

能

区分 会計・款・項・目

な

令和4年度の事業概要

行

（実績）
・調査と滞納

策 財

処分に係る職員のスキ

政

ルアップのため、研修

経

を行いました。継続 国

営

保・1款・2項・1目

を

・徴収金の収納消込事

進

務、過誤納金の還付充

め

当事務を行いました。

る

事    業    

部

主    体
収納課

【

門

滝沢市主体】

　
 

事  

基

     業    

本

   名 事業の意図や

施

ねらい（成果や効果）

策

の達成状況

賦課徴収シ

　

ステム更新事業 令和元

０

年度事業実績報告書参

６

照

（義務的事業）

継続

 

区分 会計・款・項・目

 

令和4年度の事業概要

　
 

（実績）
令和元年度完

納

了事業完了 ―

事   

税

 業    主   

し

 体
収納課

【滝沢市主

や

体】

す

事      

い

 業       名

環

事業の意図やねらい（

境

成果や効果）の達成状

の

況

税務調査員設置事業

　
整

令和元年度事業実績報

備

告書参照

継続区分 会計

と

・款・項・目 令和4年

確

度の事業概要（実績）

実

令和元年度完了事業完

な

了 ―

事    業  

税

  主    体
収納

財

課

【滝沢市主体】

源

小        

の

          

０
確

          

保

 計

－ 245 －

６ 

事       業 



令 報

目 ○全体事業期間活 目

告

的税の徴収率 86.1

令

86.1 86.1 86

和

.1   令和4年度～

元

令和7年度標
動 89.

年

5 89.4 89.3 8

度

8.8値 単 位 ％

／指
実

～

標 績 単 位 ○特定財源

決

令

  保険給付費等交付

和

金【県】投 年度別事業

和
4

費 162 50 82 83

年

  
  資 内 特定財源

度

128 50 82 83
算

（

  
  指 訳 一般財源

単

34 【特別会計】【再

位

掲】

額標 他団体事業負

 

担額

 千

項   

円

    目 令和元年度

4

）

令和2年度 令和3年度

－

令和4年度 備    

 

   考

目 ○全体事業

2

期間活 事業実施指数（

4

工程表による各 80  

6

 平成30年度～令和

 

元年度標 年度実施分の

－

進捗率）
動 80値 単 位 ％

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 107,

年

763

資 内 特定財源
算

指 訳 一般財源 107,763

額標 他団体事業負担額

項       目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備       考

目 ○全体事

度

業期間活 調査員数 2   平成29年度～令和元年度標
動 2値 単 位 人

／指
実

標 績 単 位

決投 年度別事業費 2,740

資 内 特定財源 2,740
算

指 訳 一般財源

額標 他団体事業負担額

項  

事

     目 令和元年度 令和2年度 令和3年

項

度 令和4年度 備   

 

    考

決投 年度別

 

事業費 193,131

 

82,254 69,0

 

09 85,347

資 内

 

特定財源 76,132

 

77,349 69,0

 

09 76,128
算

指

業

目

訳 一般財源 116,9

令

99 4,905 9,2

和

19

額標 他団体事業負

元

担額

年度 令和2年

実

度 令和3年度 令和4年

績

度 備       考



  

様

業    主    

か

体
会計課

【滝沢市主体

ら

】

小     

お

          

預

          

か

    計

りしてい

 

る公金の管理及び運用

次

は、市民の信頼に直結

代

するものです。公金管

を

理に対する認識を全職

担

員

で共有し、併せて会

う

計事務の知識を高める

人

ことで、適正かつ迅速

材

な予算執行をめざしま

の

す。また、公金の安全

政 育

で効率的な資

金運用に

成

努めます。

基本計画期

と

間内の取り組みと方針

、

のうち、令和4年度の

持

重点課題の達成（実現

続

）状況

Ｂ 概ね達成した

可

【重点課題】

適正な会

能

計事務の維持

【重点課

な

題に対応する達成状況

行

】

伝票返却事由の分析

策 財

を基に、対応策を検討

政

したうえで、研修会や

経

日常的事務指導を実施

営

しました。

を

事   

進

    業     

め

  名 事業の意図やね

る

らい（成果や効果）の

部

達成状況

会計管理事務

門

【事業意図・ねらい】

　
 

職員の会計事務の資質

基

向上のため、研修を計

本

画的に実施し

、適正な

施

事務処理に努めます。

策

収支計画に基づく効率

　

的な運用に努めます。

０

【達成状況】職員に対

７

し研修を行い、財務会

 

計システムの習得と庁

 

内ルールの周

（義務的

　
 

事業） 知を図りました

市

。資金運用は、効率的

民

かつ確実に行うことが

に

できました。

継続区分

信

会計・款・項・目 令和

頼

4年度の事業概要（実

さ

績）
・支出に関しては

れ

、迅速な支払いを実施

る

しました。継続 一般・

会

2款・1項・4目
・新

　
計

採用職員研修や中堅職

事

員を対象としたフォロ

務

ーアップ研修等を実施

の

し、また
事    業

実

    主    体

現

随時個別指導を行い、

－

財務会計システムの習

 

得や庁内ルールの周知

2

を図りました

会計課 。

4

【滝沢市主体】 ・収支

０

7

計画を基に、安全かつ

 

有利な資金運用を行い

－

ました。

事       業       名 事業の意図やねらい（成果や効果）の達成状況

会計事務職員設置事業 【事業意図・ねらい】会計事務職員の

６

配置により、市税等の窓口収納、日計表作

成、伝票処理等会計事務

基

をより迅速に行います

本

。

【達成状況】会計事

施

務職員は1人体制にな

策

りましたが会計事務全

が

体を正確かつ迅

速に行

４

うことができました。

年

継続区分 会計・款・項

 

間

・目 令和4年度の事業

で

概要（実績）
日計表の

め

作成、伝票整理、指定

ざ

金融機関との文書等の

す

運搬、岩手県収入証紙

姿

及び継続 一般・2款・

市

1項・4目
図面の販売

民

、支払い事務を正確か

の

つ迅速に行うことがで

皆

きました。
事    



令 報

収支の均衡を的確に捉

告

え、効果的な公金の管

令

理及び運用に努めまし

和

た。

・法令や財務規則

元

等に則り、適正な審査

年

と迅速な支払いを行い

度

ました。

・公金管理に

～

対する認識と会計事務

令

の知識を全庁で高める

和

ため、研修会や日常的

和
4

事務指導を実施しまし

年

た。

令和6年度方針策

度

定に際し、今後の方向

（

性や引継課題

Ｂ 課題あ

単

り

【今後の方向性】

引

位

き続き、適正な会計事

 

務の実現に向けて、全

 

庁的に会計事務の知識

千

の周知と意識の高揚を

円

図ります。

【引継問題

4

）

】

効率的な資金管理を

－

行うとともに、公金、

 

基金の運用方法の研究

2

を進めることが必要で

4

す。

8 

項   

－

    目 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 備    

年

   考

目 ○全体事業期間活 審査時の返却伝票削減率（審査 8.25 8 7.75 7.5   令和4年度～令和7年度標 件数に対する返却件数の割合）
動 9.46 5.83 5.76 5.34値 単 位 ％

／指

基

実
標 績 単 位 ○特定財源

度

本

決   振込手数料【そ

施

の他】投 年度別事業費

策

7,875 13,18

目

7 15,427 16,

標

285   
  資 内 特

の

定財源 11 36 36 3

達

7
算   

  指 訳 一般

成

財源 7,864 13,

（

151 15,391 1

実

6,248

額標 他団体

事

現

事業負担額

）に

項

向

       目 令和

け

元年度 令和2年度 令和

た

3年度 令和4年度 備 

計

      考

目 ○全

画

体事業期間活 会計事務

期

職員設置数 1 1 2 1  

間

 令和4年度～令和7

業

内

年度標
動 1 1 2 1値 単

の

位 人

／指
実

標 績 単 位 ○

取

特定財源

決   岩手県

り

収入証紙取扱手数料【

組

投 年度別事業費 1,9

み

28 2,265 4,6

と

51 2,431   そ

方

の他】
  資 内 特定財

針

源 306 279 365

に

384
算   

  指 訳

実

つ

一般財源 1,622 1

い

,986 4,286 2

て

,047

額標 他団体事

の

業負担額

達成

項      

（

 目 令和元年度 令和2

実

年度 令和3年度 令和4

現

年度 備       

）

考

決投 年度別事業費 9

績

状

,803 15,452

況

20,078 18,7

Ｂ

16

資 内 特定財源 31

概

7 315 401 421

ね

算
指 訳 一般財源 9,4

達

86 15,137 19

成

,677 18,295

し

額標 他団体事業負担額

た

・



  

財政経営を進める部門

 次代を担う人材の政 育成と、持続可能な行策 財政経営を進める部門　
 基本施策　０７  

　
 市民に信頼される会

　
計事務の実現

－ 24

０

9 －

 ０６ 

６

  次代を担う人材の

 

育成と、持続可能な行



令 報

事業費 401,685

告

489,158 276

令

,825 309,29

和

2

資 内 特定財源 102

元

,944 107,33

年

9 116,917 13

度

8,618
算

指 訳 一般

～

財源 298,741 3

令

81,819 159,

和

908 170,674

和
4

額標 他団体事業負担額

年度

（単位  千円

4

）

－ 250 －

年度

項  

事

     目 令和元年

業

度 令和2年度 令和3年

実

度 令和4年度 備   

績

    考

決投 年度別
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